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第 3次調査



序

埼玉県は「人と自然にやさしい道づくり」を道路整備の韮本理念とし、体系的

な道路網の整備と総合的な交通渋滞対策の実施による［時間が読める道づくり」

と、「豊かさ」と「ゆとり」を実感できるよう安心•安全でうるおいのある道路空

間を形成し、地域を元気にする「安心と活力の道づくり」を推進しています。

平成17年3月に開通した皆野寄居バイパスは、一般国道140号の交通渋滞緩和や

秩父地域へのアクセス強化を目的として、また一般県道広木折原線は、生活環境

を改善する道路として整備されたものです。これによって広域的な交流や地域間

の連携をより一層促進することができるようになりました。

これらの道路が通る寄居町は、荒川が秩父山地から関東平野に流れ出す扇状地

の要に発達した、豊かな水と緑に囲まれた町です。県指定の名勝玉淀や、環境庁

が昭和60年に「名水百選」に認定した「風布川• H本水」などがあり、また平成
7年には国土庁が、町全域を「水の郷Jに認定しています。
寄居町は旧石器時代から江戸時代に至るまで、多くの埋蔵文化財の所在が知ら

れている由緒ある歴史の町でもあります。なかでも鉢形城跡は、自然の地形を巧

みに取り入れた戦国期の名城で、国指定の史跡となっております。

箱石遺跡は、一般国道140号、県道広木折原線建設用地内に所在し、その取り扱

いについて、埼玉県教育局生涯学習部文化財保履課（当時）が関係諸機関と慎重

に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の措置を講じることとなり

ました。発掘調査は、埼玉県土木部道路建設課（当時）の委託を受け当事業団が

実施しました。

調査の結果、古墳跡や古墳時代から奈良•平安時代の竪穴住居跡、奈良時代の

製鉄炉跡とその廃滓場、平安時代の須恵器窯跡などが発見されました。製鉄炉跡

は、埼玉県では最初の調査例となる箱形炉でありました。これらの遺構からは、

多量の土師器・須恵器などの土器類や製鉄関連遺物が出土し、当地域の胚史を解

明する上で貰重な発見となりました。

本書は、これらの発掘調査の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保

護・普及啓発の資料として、また学術研究の韮礎資料として広く活用していただ

ければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県

教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、埼王県県土整備部道路街路課、

西関東連絡道路建設事務所、寄居町教育委員会並びに地元関係者各位に厚くお礼

申し上げます。

平成18年6月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長福田陽充



例

1.本書は、大里郡寄居町末野に所在する箱石遣跡

第 3 次調査・第 5 次調査•第 6 次調査の発掘調査

報告書である。

なお、第 1次調査は平成5年4月1日から平成

6年3月31日まで、第2次調査は平成10年6月1

日から 7月31日まで、第4次調査は平成12年2月

1日から 3月24日まで、いずれも財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団によって実施され、以下の

報告書が刊行されている。

城見上／末野1Il／花園城跡／箱石

事業団報告書第211集

箱石遺跡II

2.遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する

事業団報告書第267集

指示通知は、以下のとおりである。

箱石遺跡第3次 (HKIS3)

埼玉県大里郡寄居町末野1290-1番地

平成11年4月20日付け

箱石遺跡第5次 (HKIS5)

埼玉県大里郡寄居町末野1519-1番地

平成12年5月10日付け

箱石遺跡第6次 (HKIS6)

埼玉県大里郡寄居町末野1484-2番地

平成13年5月14日付け

4.発掘調査事業は、

教文第 2-9号

教文第2-6号

教文第2-6号

3.発掘調査は、第3次調査が県道広木折原線建設

事業、第 5次調査は国道140号拡幅工事事業、第

6次調査は国道140号皆野寄居バイパス建設事業

に伴う埋蔵文化財記録保存のための事前調査であ

る。調査は埼玉県教育委員会が調整し、第3次調

査は埼玉県土木部道路建設課、第5次調査は埼玉

県土木部道路整備課、第6次調査は埼玉県県土整

備部道路街路課の委託を受け、財団法人埼玉県埋

蔵文化財調査事業団が実施した。

I-3の組織により実施した。

調査は、第3次調査が平成11年4月8日から平成

言

11年5月31日まで、第 5次調査が平成12年4月10

日から平成12年8月31日まで、第6次調査が平成

13年4月2日から平成13年4月27日まで実施した。

調査は、第3次調査を中村倉司、西井幸雄が、第

5次調査は宮井英一、君島勝秀が、第6次調査は

西井、福田聖が担当した。

整理・報告書作成事業は平成17年11月1日から

平成18年6月30日まで実施し、小野美代子、儀崎

一、西井が担当した。

5.遺跡の空中写真は、株式会社こうそく

次） •株式会社朝日航洋技術センター

に委託した。

（第3

（第 5次）

6.発掘調査時の写真撮影は各担当者が行い、遺物

の写真撮影は大屋道則が行った。

7.出土品の整理・図版作成は小野、砥崎、西井が

行い、宮井、富田和夫、鈴木孝之、赤熊浩一、岩

瀬譲、大谷徹、栗岡潤の協力、山北美穂、齊藤直

美の補助を受けた。

8.本書の執筆は、

部生涯学習課が、

I-1は埼玉県教育局生涯学習

I -2 • 3は鈴木、

寄居町教育委員会

江原昌俊

佐々木 稔

穴沢義功

河野一也

慎保昌弘

小林

須田

IIIは宮井、

住居跡は岩瀬、製鉄関連遺構は赤熊・栗岡、窯跡

は富田、古墳跡は大谷、井戸跡・溝跡は鈴木、土

坑・ピットは山北、瓦は齊藤、他は儀崎が行った。

V11に関しては文末に記した。

9.本書の編集は砥崎・岩瀬が行った。

10.本書に掲載した資料は、平成18年7月以降埼王

県立さきたま史跡の博物館が管理・保管する。

11.本書の作成にあたり下記の方々・機関から御教

示・御指導・御協力を賜った。記して感謝の意を

表します。（敬称略）

石塚三夫

高

勉

鳥羽政之



凡例

1.本書におけるX・Yの数値は、日本測地系（旧

測地系）による平面直角座標第1X系（原点：北緯

36゚00'00”、東経139゚50'00")に基づく座標値を

示し、各挿図内における方位はすべて座標北を示

している。

2.遺跡におけるグリッドは、前記座標系に基づい

て設置しているが、各調査次で5mX5mまたは

lOmXlOmを基本グリッドとしている。

3.グリッドの名称は、調査次毎に付されているが、

いずれも北西杭を基準としている。第3次調査は

東西ー南北共に数字が付けられ、第5次調査では

東西が数字、南北がアルファベット、第6次調査

では東西がアルファベット、南北に数字が付され

ている。呼称は、第3次と第6次が東西ー南北の

順、第 5次は南北ー東西の順となっている。

4.本書における本文・挿図・表に示す遺構の略号

は以下のとおりである。

s J 住居跡 SW  排滓場

SF 窯跡 SK 土坑

SE 井戸跡 ss 古墳跡
SD 溝跡 p ピット

SX 製鉄炉（第5次）．竪穴状遺構（第6次）

5.本書における挿図の縮尺は以下のとおりである。

遺構図

住居跡・製鉄関連逍構・窯跡・土坑•井戸跡·

溝跡（一部）．竪穴状遺構・ピット 1 : 60 

古墳・溝跡 1 : 80 

古墳（全体図） 1 : 200 

遺物実測図

石臼•石製品・すり鉢・瓦（大型） 1 : 6 

土器・瓦・埴輪・鉄滓 1 : 4 

石器・石製品・土製品 1 : 3 

古銭 1 : 1 

その他、遺物出土状況図、遺跡位置図、固辺地

形図、遺跡全体図等は個別に縮尺率を設定した。

6.逍物のうち、須恵器は断面を黒塗りにした。

7.遺構断面図等に表記した水準数値は、海抜標高

を示す。

8.遺構図及び炉壁実測図中、焼土ブロックは黒

10%、焼土・砂鉄焼結部は黒20%、被熱赤化面は

黒30%、還元面は黒40%、炭化材は黒50%、炉壁

は黒60％の網かけ、流出滓はスクリーントーンNo.

51で示した。

9.遺物観察表については次のとおりである。

・□径・器高・底径はcm、重さはgを単位とする。
・（）内の数値は復元推定値を示す。

．胎土は肉眼で観察できるものを示した。

A ：雲母 B:片岩 c:角閃石 D:長石

E:石英 F:軽石 G ：砂粒子 H ：赤色

粒子 I :白色粒子 J :白色針状物質

k ：黒色粒子 L:その他

・瓦の整形は次のように表現した。

凸面整形

A:ナデ a :ナデ b :ヘラナデ

C :木ロナデ

B:ヘラケズリ

c:縄 a :縄 b :縄とナデ

側面調整

A:ナデヘラナデー 1面・ 2面.3面

B:ケズリ ヘラケズリー 1 面・ 2 面• 3面

不明 ？ 

・焼成は、良好・普通・不良の3段階に分けた。

・残存率は、破片の場合、図示した器形の部分に

対する割合を示した。

10.本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の

1 /50,000地形図を使用した。

11.土層および土器類の色調の表記は『新版標準上

色帖』 2002年度版（農林水産省農林水産技術会議

事務局藍修•財団法人日本色彩研究所色票監修）

に従った。
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図版34 第5次調査第 2号窯跡出土遇物 第6次調査第 1号住居跡出土瓦

第3号窯跡出土遺物 図版49 第5次調査出土炉壁・鉄滓（1)

図版35 第5次調査第3号窯跡出土遺物 図版50 第5次調査出土炉壁・鉄滓（2)

第1号土坑出土逍物 図版51 第5次調府出土炉壁・鉄滓（3)

第4号土坑出土遺物 図版52 第5次調査出土炉壁・鉄滓（4)

第11局土坑出土遺物 図版53 第5次調査出土炉壁・鉄滓（5)

第1号井戸跡晶土遺物 図版54 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (6)

ピット 4出土遺物 図版55 第5次調査出土炉壁・鉄滓（7)

図版36 第5次調査第 1号住居跡出土遺物 図版56 第5次謂査出土炉壁・鉄滓（8)

第2号住居跡出土遺物 図版57 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (9)

第3号窯跡出土遺物 図販58 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (10)

図版37 第5次調査第3号窯跡出土遺物 図版59 第5次調査出土炉壁・鉄滓（11)

第11号土坑出土遺物 図版60 第5次調査出土炉壁・鉄滓（12)

図版38 第5次調査第 1号井戸跡出土遺物 図版61 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (13)

第2号井戸跡出土遺物 図版62 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (14)

第1号溝跡出土遺物 図版63 第5次調査出土炉壁・鉄滓（15)

打製石斧 図版64 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (16)

図版39 第5次調査石碑 図版65 第5次調査出土炉壁・鉄滓（17)

古銭 図版66 第5次調査出土炉壁・鉄滓（18)

第6次調査第 1号溝跡出土遺物 図版67 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (19)

図版40 第5次調査第5号墳出土遺物 図版68 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (20)

図版41 第5次調査第5号墳出土円筒埴輪 図版69 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (21)

図版42 第5次調査第 5号墳出土形象埴輪 図版70 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (22)

図版43 第5次調在第 3号窯跡出土瓦 図版71 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (23)

図版44 第5次調査第 3号窯跡出土瓦 図版72 第5次調脊出土炉壁・鉄滓 (24)

図版45 第5次調査第 3号窯跡出土瓦 図版73 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (25)

図版46 第5次調査第 3号窯跡出土瓦 図版74 第5次調査出土炉壁・鉄滓 (26)



1 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過
埼玉県では、 9便利で快適な総合交通体系を整備

する」という基本目標を掲げて、県内道路交通網の

整備を推進している。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課では、

こうした県が実施する公共開発事業に係る埋蔵文化

財の保護について、従前より関係部局と事前協議を

重ね、調整を図ってきたところである。

本報告書に係る箱石遺跡が所在する寄居町末野地

区は主要な道路が分岐、交差する交通の要所に位置

付けられ、県道広木折原線の改良工事、国道14 0 

号線の拡幅工事及び国道14 0号線皆野寄居バイパ

スの建設工事が計画された。

当該各道路事業に先立ち、道路建設課長（当時）

及び皆野寄居バイパス建設事務所長（当時）から、

「埋蔵文化財の所在及びその取扱いについて」の照

会があった。文化財保護課（当時）では、都度、遺

跡範囲等確認のための試掘調査を実施し、その結果、

概ね次の内容の回答を行った。

l 埋蔵文化財の所在

名称．．箱石遺跡（遺跡コードNo.62-189)

種別：集落跡・古墳

時代：縄文・古墳・奈良•平安

所在地：寄居町大字末野地内

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが望

ましいが、事業計画上やむを得ず現状変更する場合

は、事前に文化財保護法第57条の 3の規定に基づき

発掘通知を提出し、記録保存のための発掘調査を実

施すること。

事業担当課所と文化財保護課は、埋蔵文化財の取

扱いについて協議を重ねたが、現状保存は困難であ

ることから記録保存のための発掘調査を実施するこ

とになった。また、発掘調査は（財）埼玉県埋蔵文

化財調査事業団が受託することになった。

文化財保護法第57条3項の規定による埋蔵文化財

発掘通知が埼玉県知事から提出され、第57条1項の

規定による発掘調査届が（財）埼玉県埋蔵文化財調

査事業団理事長から提出されて発掘調査が実施され

た。

発掘調査届に対する県教育委員会教育長からの指

示通知は次のとおりである。

〔県道広木折原線関係〕

平成11年4月20日付け教文第 2-9号

〔国道14 0号線拡幅関係〕

平成12年4月27日付け教文第2-6号

〔国道14 0号線皆野寄居バイパス関係〕

平成13年5月14日付け教文第2-6号

（生涯学習文化財課）

ー



2.発掘調査・報告書作成の経過
(1)発掘調査

箱石遺跡の第3次調査は、平成11年4月8日から

同年5月31日まで実施した。調査面積は600可であ

る。 4月初旬より重機による表土除去作業を開始し、

併行して調在事務所等の設営を行った。表上除去終

了後、人力による遺構精査を開始した。順次土層断

面図•平面図等の作成、写真撮影を行った。遺構の

調査終了後、 5月下旬に埋め戻しを開始し、末に事

務所撤去・事務手続きを行い調査を終了した。

第5次調査は、平成12年4月10日から同年8月31

日まで実施した。調査面積は5,110可である。

4月上旬より調査事務所設置を行った。同月中旬

より重機による表土除去作業を開始し、表土除去終

了後、人力による遺構精査を開始した。順次土層断

面図•平面図等の作成、写真撮影を行った。

遺構の調査終了後、 8月下旬に埋め戻しを開始し、

同月末に事務所撒去・事務手続き等を行い調査を終

了した。

第6次調査は、平成13年4月2日から同年4月27

第1表発掘調査工程表

日まで実施した。調査面積は400m'である。

4月初旬より重機による表土除去作業を開始し、

併行して調査事務所等の設営を行った。表土除去終

了後、人力による遺構精査を開始した。順次土層断

面図・平面図等の作成、写真撮影を行った。

遺構の調査終了後、同月下旬に埋め戻しを開始し、

末に事務所撤去・事務手続きを行い調査を終了した。

(2)整理・報告書の作成

（平成17年度•平成18年度）

整理・報告書の作成事業は、平成17年11月1日か

ら平成18年3月24日までと、同年4月10日から 6月

30日まで実施した。平成17年11月当初から、遺物の

水洗．註記を行い、続いて遺物の按合・復元作業を

行った。全体図．遣構図面に関しては、図面修正を

経て第2原図を作成し、スキャナーに取り込んだも

のをコンピューターでデジタルトレースした。遺物

については復元が終了したものから実測作業に入り、

調査面積 平成5年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度

1次 1,600m' 

2次 2,300m' — 4次 630m' 

3次 600m' 

5次 5,110m' 

6次 400而

第2表 整理・報告書作成工程表

1次

2次

4次

1 平成10年度 1 平成12年度

一• 
一． 

平成17年度 平成18年度 報告書

第221集

第267集

本報告
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2月からトレース・採拓を開始した。 た。 3回の校正を経て、 6月に報告書を刊行した。

3月に遺物の写真撮影・報岩書の編集および原稿 人稿前後に本報告書で扱った図面類・写真類・遺物

執筆を開始した。 4月に印刷会社を決定し、人稿し 等を整理・分類し、収納作業を行った。

3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織
主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成11年度） 主 任 菊池 久

理 事 長 荒井 桂 主席（経理担当） 江田和美

副 理 事 長 飯塚誡一郎 主 任 長滝美智子

常務理事兼管理部長 広木 卓 主 任 福田昭美

（管理部） 主 任 腰塚雄―

管理部副部長兼経理課長 関野栄 （調査部）

（庶務課） 調 査 部 長 高橋 夫

庶 務 課 長 金子 隆 調査部調査副部長 石岡憲雄

主 査 田中裕― 寸声 門 調 査 員 大和 修

主 任 江田和美 （調査第二担当）

主 任 長滝美智子 統 括 調 査 員 宮井英

（経理課） 主 任 調 査 員 君島勝秀

主 任 福田昭美

主 任 腰塚雄― (3)発掘調査（平成13年度）

主 任 菊池 久 理 事 長 中野健一

（調査部） 副 理 事 長 飯塚誠一郎

調 査 部 長 増田逸朗 常務理事兼管理部長 大舘 健

調査部副部長 水村孝行 （管理部）

主 席 調 査 員 杉崎茂樹 管 理 幹 持田紀男

（調査第四担当） 主 任 菊池 久

統 括 調 査 員 中村倉司 主 任 江田和美

統 括 調 査 員 西井幸雄 主 任 長滝美智子

主 任 福田昭美

(2)発掘調査（平成12年度） 主 任 腰塚雄―

理 事 長 中野健一 （調査部）

副 理 事 長 飯塚誠一郎 調 査 部 長 高橋 夫

常務理事兼管理部長 広木 卓 調査部副部長 坂野和信

（管理部） 寸申 門 調 査 員 村田健―

管理部副部長 関野栄 （調査第一担当）

主席（庶務担当） 阿部正浩 統 括 調 査 員 西井幸雄

主席（施設担当） 野中廣幸 主 任 調 査 員 福田 耳こ＂ 
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(4)整理・報告書刊行（平成17年度） (5)整理・報告書刊行（平成18年度）

理 事 長 福田陽充 理 事 長 福田陽充

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 武田茂夫

常務理事兼管理部長 保永清光 常 務 理 事 保永清光

（管理部） （総務部）

管理部副部長 村田健― 総 務 部 長 今泉泰之

主 席 高橋義利 総務部副部長 昼間孝志

主 席 宮井英 総 務 課 長 高橋義利

主 任 長滝美智子 主 任 菊池 久

(8月まで） 主 事 岩上浩子

主 任 福田昭美 主 事 横田千枝子

主 事 菊池 久 主 事 森 淳子

主 事 海老名 健 （調査部）

主 事 岩上浩子 調 査 部 長 村田健―

主 事 結城淑恵 主幹兼整理第一課長 砥崎

（調査部）

調 査 部 長 今泉泰之

調査部副部長 坂野和信

主 席 調 査 員 金子直行

（資料整理第二担当）

専 門 調 査 員 小野美代子

統 括 調 査 員 西井幸雄
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＂ 
遺跡の立地と環境

1.地理的環境
箱石遺跡は、埼玉県大里郡寄居町大字末野に所在

し、秩父鉄道波久礼駅の東 1kmほどの位置にある。

寄居町は埼玉県の北西部にあり、荒川が秩父山地

から関東平野に流入する部分で、ちょうど山地が平

野へ移行する位置にあたる。

また寄居町は荒川により南北に分断され、南側は、

外秩父山地の北西端にあたり、北側は上武山地の南

東端にあたる。丘陵としては、用土地区に松久丘陵

の一部が存在し、男会地区に比企丘陵の一部が存在

している。東部は、平坦な櫛引台地が延びている。

荒川は全長170kmに及ぶ大河川であるが、寄居町

はその中流域に当たり、荒川で南北に分けられてい

る。甲武信岳に源を発した荒川は、寄居町金尾付近

で大きく蛇行し東流する。玉淀大橋から王淀ダムに

かけては、県指定名勝玉淀となっている。両岸に河

岸段丘が発達し、平坦面は寄居駅周辺で最も広がり、

重要な生活面となっている。

荒川の支流は左岸より、右岸に注ぐものが多い。

左岸側の主な河川は、美里町円良田に源を発する逆

川、桜沢馬騎の内の谷に源を発し大正池から荒川に

合流する天沼川がある。右岸側には、環境庁選定

（現環境省）の名水百選に選ばれた「日本水」の湧

水を水源とする釜伏川（通称風布川）や、古野川、

外秩父山地と比企を分ける市野川の他、坂東沢川、

土井沢、深沢川、関山川、塩沢川などが流入してい

る。また用土地区には利根川水系に属する籐治川、

西藤治川、飯塚川などがある。

台地は、荒川の扇状地として形成されたもので、

左岸側が櫛引台地、右岸側が江南台地と呼ばれてい

る。これらの台地より、一段低い河岸段丘として寄

ー

ー
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第 1図 埼玉県の地形
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第2図周辺の遺跡

-6-



1 箱石遺跡
2 末野遺跡
3 城見上遺跡
4 末野元宿遺跡
5 馬騎ノ内廃寺遺跡
6 寄居廃寺遺跡
7 大正寺遺跡
8 大正寺南遺跡
9 大町遺跡
10樋ノ下遺跡
11中小前田1遺跡
12中小前2遺跡
13塚屋・北塚屋遺跡
14金嶽遺跡
15吉野廃寺遺跡
16用土北沢遺跡
17用土前峯遺跡
18用土堀込遺跡
19南藤田遺跡
20折原石道遺跡
21灰田原遺跡
22南大塚遺跡
23増善寺遺跡
24東国寺東遺跡
25前耕地遺跡
26平倉遺跡
27氷川台遺跡
28薬師台遺跡
29入田2遺跡
30愛宕山東遺跡

31平林2遺跡
32鉢形東・東・東B地点
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33甘粕原遺跡

34ゴシン遺跡
35大塚遺跡
36露梨子遺跡
37羽毛田遺跡
38上郷西遺跡

39むじな塚遺跡
40東原遺跡
41中芝遺跡
42田代遺跡
43東伴場地遺跡
44伊勢原遺跡
45宮の前遺跡
46上寺西遺跡
47赤浜遺跡
48富田庚申塚遺跡
49赤浜天神沢遺跡
50六大塚遺跡
51善光寺東遺跡
52要害山跡
53花園城跡
54鉢形城跡
55桜沢窯跡
56木ノ根沢古墳群
57壁ケ谷戸古墳群
58桜沢古墳群
59小前田古墳群
60藤田古墳群
61立ケ瀬古墳群
62上郷古墳群
63小園古墳群
64伊勢原古墳群
65赤浜古墳群



居面がある。河岸段丘を構成する地形面は、高位の

ものから大山面、江南面、櫛引面、寄居面l、寄居

面1Iの五面がある。（寄居町教育委員会1984、1986)

遺跡を載せる末野地区は、寄居面Iにあたり、南

関東の立川面相当で標高80~120mほどで下流に緩

く傾斜している。左岸の元宿、寄居市街地、本村、

中小前田などが寄居面Iである。

荒川流域三峰～寄居間での主な植物として、クル

ミ科、ヤナギ科、カバノキ科、ブナ科、ニレ科、ク

ワ科、 トチノキ科、カキノキ科、エゴノキ科、モク

セイ科等が記録されている。

荒川中・下流域の森林植生として、河川敷を特徴

づける高木と低木群落を代表するものはヤナギ林で、

その他ノイバラ・テリハノイバラ・ヌルデ・オニグ

ルミなどの低木類がある。

植物分布の面からは、台地と大部分の山地は暖温

帯に属し、ツバキ・カシなどの常緑広葉樹林をその

極相としている。一部標高の高い地域は、中間温帯

に属してコナラ・クリなど暖帯落葉樹林の生育範囲

となっている。山地部の植生は、大部分が二次林と

してのコナラ＝クリ群落である。高木層にコナラ・

クリのほか、エゴノキ・ヤマザクラ・アカシデ・リ

ョウブなど、時にはアカマツを混えている。高木層

はアカマツが優占し、低木層にはヤマッツジのほか、

ヒサカキ・シラカシ・アラカシなどの常緑の広葉樹

が混る。台地はほとんど開発されているが、段丘斜

面にはコナラ＝クヌギ群集が発達している（埼玉県

1986、1987)。

2.歴史的環境
旧石器時代の遺跡は、荒川左岸では末野遺跡があ

るが、右岸に多く赤浜牛無具利遺跡、稲荷窪遺跡、

南大塚遺跡（22)、金嶽遺跡（14)、薬師台遺跡 (28)

等がある。

赤浜牛無具利遺跡（寄居町教育委員会1986、小林

2006)では、掻器・ナイフ形石器や剥片等450点が

炭化物集中と共に検出された。

赤浜昌国寺境内には、寄居町指定天然記念物で樹

齢推定600年の高野槙がある。

末野遺跡での古墳時代から平安時代の須恵器窯燃

料材、椀や1IIlなどの木製品、自然木の樹種同定の結

果では（福田1998)、燃料材と考えられる試料は、

アカガシ亜属を中心とし、複維管束亜属、クヌギ節、

コナラ節、モミ属、カヤ、カエデ属が確認された。

また生木を燃料材に利用したことが推定されている。

また杭にモミ属が確認されていることから、山地斜

面などにはモミ等の生育する、いわゆる中間温帯林

が見られた可能性が指摘されている。

やや下流の深谷市（旧花園町）台耕地遺跡での樹

種同定報告では（酒井清治1984)、竪穴住居跡と精

錬炉出土の 6点について同定が行われている。サク

ラ属の一種が 1点、コナラ属、コナラ亜属クヌギ節

の一種が5点であった。

用土地区の中山遺跡では、炭化材が鑑定されたが

（大和 修1982)、結果はクヌギあるいはアベマキで

あった。鍛冶用の木炭窯と推定される遺構からの出

土である。また甘粕山遺跡ではナラであった。

製鉄遺跡として著名なさいたま市大山遺跡での木

炭の分析からは、クヌギと樹皮クヌギ、コナラが報

告されている（山内1979)。

製鉄関係の用材としては、コナラ、クヌギ等が共

通しており、本遺跡周辺の植生は十分供給可能、或

いは窯業、製鉄の存在は積極的な植林管理も考慮す

べきであろう。

末野遺跡（2) からは、局部磨製石斧・打製石

斧・ナイフ形石器・台形様石器・石刃等が出土し、

埼玉県最古の石器群とされている。（西井1999)

縄文時代草創期の遺跡はまだ寄居町域では確認さ

れていない。深谷市（旧花園町）宮林遺跡（宮井

1985)で竪穴住届跡、美里町如来堂遺跡（宮崎1980)

が調査されている。
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早期の遺跡は、荒川左岸用土堀込遺跡（18)、右岸

の甘粕原（33)、大塚（35)、入田 2 (29)、平林2

(31)、南大塚、平倉遺跡 (26)が知られている。

前期の遺跡は、黒浜式期以降大きな集落遺跡が確

認される。荒川中流域の縄文時代集落跡が安定して

形成される時期である（寄居町教育委員会1984、

1986)。荒川右岸に前耕地遺跡 (25)、羽毛田遺跡

(37)がある。南大塚遺跡では、関山式～黒浜式の

竪穴住居跡約70軒が調査された。また甘粕原遺跡で

は3軒、ゴシン遺跡（34)では4軒の竪穴住居跡が

調査された（並木1978)。むじな塚遣跡 (39)でも

11軒（今関1996)、上郷西遺跡 (38)では4軒、東

国寺東遺跡 (24)でも竪穴住居跡が検出されている。

荒川左岸の樋ノ下遺跡 (10)では 2軒（細田1994)、

花園町（現深谷市）塚屋・北塚屋遺跡 (13)では25

軒（市川1983)の竪穴住居跡が調査された。

中期になると、大規模集落跡の形成が一層進行す

る。荒川右岸の加曾利E式期の集落跡は南大塚、東

国寺東、増善寺 (23)、平倉、氷川台 (27)、薬師台、

平林 2、甘粕原、ゴシン、露梨子 (36)、伊勢原

(44)、宮の前 (45)、庚申塚遺跡等多数が確認され

ている。

後期には、大きな集落跡が形成されなくなる。

左岸樋ノ下遺跡では称名寺式～堀之内式段階の柄

鏡形9軒を含む13軒の敷石住居跡が調査された（細

田1994)。右岸では上郷西遺跡、鉢形東遺跡 (32)

等で敷石住居跡が確認されている。晩期の遺跡は、

羽毛田遺跡が知られている。（寄居町1984、1986)

弥生時代の逍跡は、著名な用土・平遺跡がある。

中期後半の遺跡で、竪穴住居跡10軒と倉庫状建物跡

2棟とが調査され、中部高地や群馬県方面と関連す

る櫛描文系土器群が出土した。また、有角石斧、打

製石包丁、磨製石鏃など多量の石器が出土している。

後期には吉ヶ谷式土器を出土する住居跡が、用土

地区の中山遺跡で3軒（小林1999)、荒川右岸富田

地区の伊勢原遺跡1軒（石塚1996)調査されている。

古墳時代前期の集落跡は、左岸では南藤田遺跡

(19)で五領式～和泉式段階の住居跡8軒が確認さ

れ、 S字状口縁台付甕が出土した（高木1978)。右

岸伊勢原遺跡では、五領式期の竪穴住居跡1随fを検

出した（石塚1996)。鉢形東遺跡・東B地点逍跡、

塚田赤木遺跡でも S字状口縁台付甕が出土した。そ

の他むじな塚、中芝（41）、東伴場地（43)、稲荷東、

上寺西（46)遣跡等がある。

後期では、荒川左岸末野、城見上 (3)、用土前

峯（17)遺跡、右岸甘粕原、露梨子、ゴシン、東伴

場地遺跡等がある。

古墳群は、荒川両岸に多数確認されているが、大

部分は後期～終末期の築造と考えられている。

荒川左岸では、小前田古墳群 (59)が最大で、 90

数甚所在していた。 6世紀後半頃から 7世紀後半の

築造とされている。大部分は河原石使用の胴張りプ

ランの横穴式石室であるが、箱式石棺や円筒埴輪棺

も確認された（瀧瀬1986)

樋ノ下遺跡でも18基の円墳が調査され、 12基から

河原石積み横穴式石室が検出された（細田・岩田

1994)。箱石遺跡でも横穴式石室を主体にする古墳

群が検出されている（大谷1999、若松2001)。

左岸側では、藤田古墳群（推定11基） （60)、桜沢

古墳群（現存1基） （58)、壁ヶ谷戸古墳群（現存7

韮）（57）、木ノ根沢古墳群（現存 1拮） （56)があ

る。

荒川右岸の古墳群は、赤浜古墳群（現存 3碁）

(65)、伊勢原古墳群（現存2基） （64)、小園古墳群

(63)、立ヶ瀬古墳群（61)、上郷古墳群（現存5基）

(62)がある（寄居町教育委員会1984、1986)。

奈良•平安時代になると荒川右岸では露梨子、東

伴場地、むじな塚遣跡等があり、左岸では樋ノ下、

末野元宿 (4）、大正寺南（ 8)、右岸の折原石道

(20)、南大塚、愛宕山東 (30)、氷川台、前耕地等

の遺跡がある。

用土地区には、北坂遺跡、瓦塔・瓦堂が出土した

東山遺跡、住居跡が多数検出された沼下•平原遺跡

（大利1982)等が調査されている。
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寄居町周辺地域は古代寺院跡が集中している地域

で、馬騎ノ内廃寺(5)、寄居廃寺(6)、吉野廃寺(15)

が知られている。馬騎ノ内廃寺は、素弁十葉・複弁

七葉・複弁八葉蓮華文軒丸瓦、三重弧文軒平瓦が確

認されており、 7但紀後半の創建と推定されている。

また、荒川右岸の東伴場地遺跡では基壇状遺構が検

出され、複弁八葉蓮華文軒丸瓦、箆描二重弧文・三

重弧文軒平瓦、斜格子目叩き平瓦が出土している。

奈良•平安時代には、荒川左岸の末野から桜沢地

区にかけて、武蔵四大窯跡群の一つ末野窯跡群が存

在している。東西約8km、南北約4kmの範囲に窯跡

が確認され、 19支群に分けて把握されているが、未

確認の窯跡が多数あると考えられている。本遺跡で

も窯跡が 4基検出されたが、第7支群の南西にあた

る。第 1支群Aは、 7世紀中葉～後半、第5支群は

6担紀末～ 7世紀にかけての窯跡があり、第 5支群

の窯跡からは、埼玉古墳群の、中の山古墳に供給さ

れたと考えられる須恵質埴輪壺が出土している。

8世紀代には円良田湖周辺の第 2• 3 • 5 • 6支

群、他に第11• 16支群が確認されているが、 9柑紀

代には急増している。 10世紀代には更に拡散し、第

3 • 5 • 6 • 8 • 9 • 13 • 14 • 15 • 16支群の操業が

確認されている。第17支群の折原窯跡、当事業団で

調査した桜沢窯跡（55) （昼間1994)が知られ、折

引用・参考文献

原石道遺跡（利根川1999)では、土器焼成遺構を検

出した。

本遺跡では製鉄炉、廃滓場等の製鉄関連遺構が検

出された。製鉄炉が検出された遺跡は用土地区の中

山遺跡（小林1999、赤熊2005)、深谷市（旧花園町）

台耕地遺跡（酒井1984)等がある。台耕地遺跡は9

世紀後半、中山遺跡は10世紀前半と本遺跡よりも新

しい年代が与えられている。木炭窯は甘粕山遺跡、

中山遺跡で検出されている。甘粕山のものは、横口

式の長大な窯4基であった（宮崎1980）。本遺跡出

土製錬滓の分析結果では、埼玉県下の他の製鉄遺跡

出土製錬滓（大山1984、大山・鈴木1999、2005a、

2005 b) と近似した成分傾向を示し、後出する竪形

炉のものと比較しても滓中のFeO含有率は高くな

く、一定の鉄歩留りの操業が推定されている。

中但では、著名な戦国時代後半期の鉢形城跡 (54)

があり、寄居町教育委員会による史跡保存整備事業

に伴う発掘調査が進められている。また、花園城跡

(53)の調査では溝跡2条が検出されたが、城跡に直

接関連する遺構は検出されなかった（富田ほか1999)。

要害山城跡（52)は、 5つの平場とそれに付随する

石積、および虎口が調査された（伴瀬1998)。16世

紀の築城で平時の早期警戒型物見台、および城相互

のネットワークの一部を担う機能が考えられている。

赤熊浩ー 2005 『中山遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第313集

石塚三夫 1995 『町内遺跡2 東伴場地遺跡（第2次）、中小前田 1遺跡（第5次）、東伴場地遺跡（第3次）、東伴場地遺

跡（第4次）』寄居町文化財調査報告第13集寄居町教育委員会

石塚三夫 1996 「伊勢原遺跡』寄居町遺跡調査会報告 第6集寄居町遺跡調直会

市川 修 1983 『塚屋・北塚屋』埼玉県埋蔵文化財調在事業団報告書第25集

今関久夫 1990 『むじな塚遺跡群』寄居町文化財調査報告 第8集 寄居町遺跡調査会

今関久夫 1994 『大正寺遺跡』寄居町文化財調査報告 第10集 寄居町教育委員会

大澤正巳 1979 「大山遺跡を中心とした埼玉県下出土の製鉄関係遺物分析調査J『大山』埼玉県遺跡発掘調査報告書 第23

集埼玉県教育委員会

他の引用・参考文献は、 Wの文末に記載
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m遺跡の概要
箱石遺跡は、国道140号線の南北に広がる遺跡で、

いわゆる荒川左岸の河岸段丘上に立地する。標高は

107m前後で、末野窯跡群を擁する山地と、その南

側を東流する荒川との間に形成された緩やかな平坦

地が利用されている。発掘調査は、平成5年度を皮

切りに現在までに6次を数えるが、第1次～第4次

調査が県道広木折原線建設、第 5次調査が国道140

号線拡幅工事、そして第 6次調査が、国道140号皆

野寄居バイパス建設と、複数の事業に伴って実施さ

れた。

第 1次調査は国道140号線の北側にあたり、平成

5年度に実施した。検出された主な遺構は、 6世紀

後半の古墳1基と平安時代の住居跡8軒、土器焼成

と関連すると思われる土坑6基、土坑2基、中近世

の掘立柱建物跡l棟等である。特に、古墳は胴張り

をもつ横穴式石室で、円筒埴輪・形象埴輪のほか、

石室内から鎌・弓金具が出土している。

第2次調査は平成10年度に実施された。国道140

号線の南側から荒川崖線に至る部分で、第1次調査

区より一段低い段丘面に立地する。検出された遺構

は、縄文時代中期末葉の住居跡 1軒、古墳跡3甚、

平安時代の住居跡3軒および須恵器窯跡l基、中世

に属すると思われる溝跡5条、井戸跡l基等である。

第3表箱石遺跡遺構一覧表

竪穴 掘立

特に、注目されるのが小型の須恵器窯で、古墳固溝

内の斜面部分を利用して構築されており、 9但紀後

半段階に位置付けられる。また、工房跡と思われる

住居跡も見つかっている。

第3次調査は平成11年度初めに実施され、秩父鉄

道の線路の北側に位置する。検出された遺構は、奈

良•平安時代の住居跡 4 軒、土坑 5 基、溝跡 2 条等

である。 1軒の住居跡の床面には鍛冶跡が検出され

た。

第4次調査は平成11年度に実施され、第 2次調査

区の北側と東側にす妾している。検出された遺構は、

縄文後期初頭の敷石住居跡l軒、古墳跡1基、溝跡

1条等である。

第5次調査は平成12年度に実施され、国道140号

の南側に沿って東西約280mと細長い調査区である。

途中二箇所を小谷によって分断されており、東から

A~D区に分けて調査された。表土下には二次堆積

と思われるロームが広がるが、遺構確認面は比較的

浅く、特に C区以西では礫層が露出する。また、

近・現代と思われる大規模な撹乱も多い。検出され

た遺構は、古墳時代後期から平安時代の住居跡2軒、

製鉄関連遺構として製鉄炉5韮、排滓場2箇所、そ

のほか窯跡3基、土坑11基、井戸2拮、古墳2基、

住居 古墳 製鉄 排滓 I 

土器
石敷 井戸

跡
状遺 柱建

跡 炉 場
窯跡焼成 溝跡

き列
土坑
跡
ピット 事業団報告書

構 物跡 遺構

略号 SJ SX SB ss SX SW SF SX SD SX SK SE Pit 

第3次 4 2 5 7 

第5次 5 1 I 2 3 6 11 2 83 
第327集

2 2 
（本報告）

第6次 (1) 1 1 6 11 

第1次 8 1 1 6 2 第211集

第2次 4 4 1 5 1 15 1 5 
第267集

第4次 1 1 1 1 
--

計 19 1 1 8 5 2 4 6 I 15 1 I 40 I 3 I 106 I 

＊第 6次調査の住居跡（ 1)は第 2次調査のSJlと同一住居跡
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第3同 箱石遺跡と周辺の地形
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溝6条等である。 i 1 55 

製鉄関連遺構の製鉄炉5基・廃滓場2箇所・鉄滓

集中土坑 (SKlO) は、 B区から検出された。 これ

らは、緩やかに南に傾斜する舌状の自然地形を利用

して構築されており、東西は小谷によって画され、

南端は急斜面の谷となる。襲鉄炉は、いずれも長方

形の炉床と両側に排滓坑を持つ鉄アレイ形の箱形炉

で、 5基とも斜面に並行する方向で配置され、その

南端には、急斜面を利用した排滓場が築かれている。

製鉄関連遺構の時期に関しては、製鉄炉自体からは

土器等の出土はなかったが、排滓場で出土した須恵

器片により 7世紀末から 8世紀初頭と考えられる。

なお、製鉄炉は炉床の還元部分のみが残されており、

炉本体は操業時に破壊され、炉壁や鉄滓等製鉄に関

わる資料の多くが、斜面排滓場とした谷部分に順次

廃棄されたものと思われる。

須恵器焼成窯跡は3基が検出された。第1号窯跡

と第2号窯跡は斜面を利用した宮窯で、出土遺物よ

り第1号窯跡は9世紀前半、第2号窯跡は8世紀後

半と思われる。第3号窯跡は、ほぼ平坦な段丘上に

焚き口部分を掘り下げて造られており、焚き口部分

の両側は平石によって補強されている。また、窯廃

絶後に多量の瓦、土師器、須恵器が投棄されていた。

操業時期は9棋紀後半と思われる。

2基の古墳跡はA区で検出されたが、何れも周溝

のみで主体部は確認できなかった。第5号墳は出土

した埴輪から 6世紀後葉から末葉と考えられる。第

1 • 2 • 4次調査時に検出された古墳跡とともに、

古墳群を形成するものと思われる。

第6次調査は平成13年度に実施され、平安時代の

住居跡l軒、竪穴状遺構l韮、土坑6埜、中担の溝

跡l条等が検出された。住居跡は第2次調査時の第

1号住居跡と同一住居跡である。

本遺跡は、県道広木折原線建設に係る調査として

平成5年に着手されて以来6次の調査を重ねてきた。

城見上遺跡・末野遺跡・花園城など一連の調査の結
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第4図 第1次調査全体図

果、当地域における旧石器時代から中近世に至る豊

富な遺跡の存在が明らかになった。本遺跡の調壺で

も、荒川の低位段丘上における古墳群や須恵器窯跡

の存在など、新たな資料を付け加えることができた。

また、今回の調査で特筆すべきは、製鉄関連逍構の

発見であろう。特に箱形炉は県内では初出であり、

初期段階の製鉄遺跡としても東日本で五指に入る。

6~10世紀に渡って須恵器を供給した末野窯跡群と

共に、古代の先端技術を集積した一大生産拠点とし

ての末野地域の様相を僅かでも明らかにできたこと

は極めて貰重な成果と言えよう。
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IV第3次調査

第3次調査は、城見上／末野／

花園城跡／箱石（事業団報告211

集）において箱石遺跡k区とされ

ていた地点で、北側に花園城跡、

南側は秩父鉄道の線路を挟んで箱

石遺跡L区がある。調査区は線路

北側に沿った逆L字状の範囲で、

調査面積は600m'である。調査区

は北から南に向かって傾斜が見ら

れ、遺構確認面の標高は北端で

110.6m、南端で109.5mである。

グリッドは 5mX5mを基本グ

リッドとし、北西杭をグリッドの

名称としている。

検出された遺構は、住居跡4軒、

土坑5基、溝跡2条、ピット 7基

で、線路沿いの調査区南半部に梨

中する。調査区内には水道管埋設

等の撹乱が多く見られ、遺構の多

くも影聾を受けていた。

住居跡は調査区中央部にまとま

って検出された。それぞれ撹乱に

壊されていたり、不明瞭な点があ

るが依存状態は比較的良い。全体

的に出土遺物は多くなく、特に第

2号住居跡、第4号住居跡は遺物

が極めて少ない。また、第4号住

居跡はカマド等の施設がなく、床

面に鍛冶炉が検出された。

土坑、ピットは大半が住居跡の

周辺に検出された。溝跡は一部が

検出されたのみで不明な点が多く、

第2号溝跡は西側の立ち上りが検

出できなかった。
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1.住居跡
第1号住居跡（第9• 10図）

150-91 • 92、151-91• 92、152-91• 92グリッ

ドに位置し、調査区南西端にあたる。住居跡の西半

は調査区域外にあり、北側と北東コーナーを撹乱で

壊されていた。平面形は東西に長い長方形と考えら

れ、検出された規模は長軸5.68m、短軸5.12m、深

さは0.37~0.42mである。主軸方位はS-70°-Eを指

す。

床面はほぼ平坦で、壁はやや開き気味に立ち上が

る。覆土は概ね自然堆積と考えられる。

カマドは東壁の中央よりわずかに南寄りに設置さ

れる。燃焼部は10cmほど掘り込み、開き気味に立ち

上がりながら煙道へ続く。検出された煙道部は長さ

18cmと短い。覆土中には天井崩落± (b層）が観察

された。袖は暗黄褐色粘土で構築され、内側は焼土

化した部分が見られた。

貯蔵穴はカマド右側に検出された。 69X46cmの楕

円形で、深さは28cmである。壁溝は検出されなかっ

た。

ピットは 7基検出された。 Pl・ P2 • P3は位置と

覆土の状況から柱穴と考えられる。 P4• P5にも柱

痕と思われる覆土が観察された。深さはPlから順

に21cm• 21cm • 22cm • 32cm • 32cm • 18cm • 13cmであ

る。また、床面に土坑が 2碁検出された。共に直径

60cmほどの円形で、深さは10cmに満たない。

出土した遺物は少鼠で、接合率はあまりよくない。
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黒色土土体小礫混入
1層に似るが、大形炭化物・焼土粒子少鼠混入

1層に似るが、僅かに朗るい色調

褐色土主体僅かに小礫混入
4層に似るが、色調が暗い
黒色土、茶褐色土をブロック状に混入

6層に似るが、炭化物・焼土を僅かに混入

茶褐色土主体黒色土少呈混人

黒色土主体炭化物・焼土
9暦に似るが、炭化物・焼土の混入が多い

10層に似るが、炭化物・焼土の混入がより多い

茶褐色上を主体にし、黒色土をブロック状に混入する

カマド

a 黒褐色士
b 赤色上
c 黒色土
d 黒褐色土
e 暗黄褐色土
f 暗褐色土

g 赤褐色土
h 暗黄褐色土

黒色土主体 焼土プロソク僅かに混入

焼土主体 黒色士・炭化木少量混入天井崩落土

炭化物主体焼土少最

黒色士宅体
粘土主体黒色土混入
褐色土主体黒色土混入
焼士
粘土カマド袖

第10図第 1号住居跡
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第4表 第1号住居跡出土遺物観察表（第11• 12図）
番号 種別 器種」口径 益ロロで回 底径 残存（％） 胎土

•• 
1 須恵器 蓋 13.8 3.4 90 A・B・E I KL  

2 須恵器 杯 18.9 4.0 15 3 100 A・B・E I・K・L 

3 土師器 杯 11.0 3.3 85 A・C E・G・H・I・K 

4 I 土師器 小型甕
(12.5) (6.6) 35 AC  E・G・I・L 

5 須恵器 蓋 12.9 2.0 90 A・BCEH・IKL 

6 須恵器 蓋 1.8 20 AB 

7 土師器 坪 11.0 3.0 55 A C・E・G HI K 

8 土師器 坪 (11.8) (2.5) 5 A C・E・G HI K ， 須恵器 坪 2.1 (6.0) 30 B・E・I 

10 須恵器 坪 2.0 (6.0) 10 B・I 

11 須恵器 高台付塊 4.3 7.5 40 BI 

12 須恵器 坪 1.1 (5.6) 10 B・I 

13 須恵器 杯 3.0 (5.6) 15 B・I 

14 須恵器 皿 2.9 6.4 35 B・E・I 

15 須恵器 甕 35 B・H I 

16 須恵器 甕 19.8 (12.2) 80 A B・E HI  K 

17 須恵器 大甕 BE 

18 須恵器 大甕 B・I 

19 須恵器 甕 B・E K 

須恵器の蓋・坪• ID1・高台付塊・甕等が、土師器の

坪・甕が認められる。

第2号住居跡（第13• 14図）

153-91 • 92、154-91• 92グリッドに位置する。

第1号溝跡と重複し、ほぼ全体が第1号溝跡の底面

に検出された。北東コーナー付近は撹乱によって壊

されていた。平面形は正方形で、東西4.35m、南北

4.44m、深さは確認面から0.45~0.5mである。主軸

方位はN-15°-Eを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は垂直に立ち上が

る。覆土は多くを第1号溝跡に削られているが、概

ね自然堆積と考えられる。

カマドは東壁の中央より南寄りに設置される。右

袖の一部は撹乱に壊されていた。燃焼部は15cmほど

掘り込み、垂直に立ち上がる。覆土には焼土層が明

第5表 第2号住居跡出土遺物観察表（第15図）

番号 種別 器種 口径 器尚 底径 残存（％） 胎土

1 須恵器 杯 (19.0) 2.6 5 H・I 

2 土師器 嘩年 B・H I 

3 土師器 甕 3.7 (6.0) 30 B・E・I・L 

4 炉壁片 長さ9.4、幅6.5、厚さ5.8

5 土錘 長さ6.9、最大径2.5、孔径0.55、B HI  

重量0.08g 

焼成 I 色調 出土拉置・備考 図版

粋通 灰白 No.14 末野産 30-1 

良好 灰 No.16 末野産 30-2 

普通 橙 No.7 13・カマド 底部煤痕あり 30-3 

普通 橙 上層

良好 にぶい赤褐 No.1カマド 末野産 30-4 

良好 灰 末野産

普通 にぶい褐 No.17 30-5 

普通 にぶい褐 No.3 

晋通 灰 末野産

良好 灰 末野産

良好 灰 No.8 末野産

良好 暗灰 末野産

良好 灰 末野産

I 

良好 灰 末野産、歪み著しい

不良 黄橙 No9 10 11 • 13 15 末野産

良好 にぶい黄橙 Nu2~6 末野産 30-6 

枠通 灰 末野産

良好 灰白 末野産

良好 灰 末野産、 SJ3-5と同一個体

瞭に観察された。袖は暗黄褐色粘土で構築されてい

た。

貯蔵穴は検出されなかった。撹乱で壊されたカマ

ド右側にあった可能性も考えられる。壁溝は東壁と

南西コーナー周辺に検出された。幅20~35cm、床面

からの深さ 5cm前後である。

ピットは 8拮検出された。位置的にPlまたは

P2・P6・P7は柱穴とも考えられるが、住居跡の南

側に寄っており、北東の柱穴が検出されていない。

Pl以外は総じて浅い。深さはPlから順に36cm• 8 

cm • 12cm • 13cm • 21cm • 10cm • 10cm • 14cmである。

出土した遺物は少量で、全て破片である。図示で

きたものも土錘以外はいずれも小片である。製錬炉

の炉壁（下段の上半部で通風孔付き） （第15図4)

が1点、小さな鉄滓が 8点出土した。

焼成 色調 出士位置・備考 図版

I 
不良 橙 末野産

普通 橙 No.1・2 4 外面縦方向の木ロナデ

普通 橙

滓化の強い通風孔付近の炉壁片

普通 にぶい橙完形
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褐色土、黒色上をブロック状に混人

粘土カマド袖

第13図 第2号住居跡
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第14図 第2号住居跡遺物出土状況
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第3号住居跡（第16• 17図）

153-90、154-90• 91グリッドに位置する。西側

コーナーの壁、北西壁および南西壁の一部、南側コ

ーナーを撹乱に壊される。平面形は北西ー南東方向

にわずかに長い長方形で、長軸4.50m、短軸3.95m、

深さは0.15~0.25mである。主軸方位はN-38°-E

を指す。

床面は緩やかな起伏があり、カマド周辺がやや低

くなる傾向が見られる。壁は開き気味に立ち上がる。

床面中央より南コーナー寄りで、炭化物がまとまっ

て検出された。

カマドは北東壁中央より東コーナー寄りに設置さ

れる。燃焼部は10cmほど掘り込み、垂直に立ち上が

る。覆土は2層で、その間に薄い炭化物層が観察さ

れた。袖は暗黄褐色粘土で構築されていた。

壁溝は南西壁の一部で検出され、幅約10cm、深さ

5 cm前後である。

貯蔵穴、ピットは検出されなかった。

出土遺物は少量で、須恵器の坪・甕・横瓶、土師

器坪・甕等が認められ、図示できなかったが須恵器

蓋の小片が出上している。
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第16図第3号住居跡
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第17図 第3号住居跡遺物出土状況

第6表 第3号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 種別 器種 口径 器尚 底径 _I,残存（％） 胎上 焼成 色謂 出土位置・備考 図版

1 須恵器 杯 (16.6) 4.0 A・B・E HI K 不良 褐灰 末野産底羅ヘラ切り後、手持ちヘラケス'1)か 30-7 

2 七師器 杯 10.8 3.5 90 AC-EH  I K 普通 橙 No.2 3 底部に煤痕あり 30-8 

3 土師器 珈瓦 22.4 19.0 40 AC  E・H・I・K 普通 にぶい橙 No.1 ・4 30-9 

4 須恵器 珈冥
i AB  良好 灰 末野産、内面鉄分付着、 SJl-19同一個体

5 須恵器 甕 B・I 良好 灰 末野産、内面鉄分付着、 SJl-19同一個体

6 須恵器 甕 ABI 良好 灰 末野産、 SJl-19と同一個体

7 須恵器 横瓶 BEL 不良 灰黄 外面風化著しい

第4号住居跡（第19図）

154-91 • 92、155-91• 92グリッドに位置する。

南コーナーは調査区域外にあり、南壁は不明瞭であ

る。一辺4.6mの正方形と考えられるが、北西側コ

ーナーがやや飛び出し、各辺が歪んでいる。深さは

0 ~0.08mと極めて浅い。主軸方位はN-27°-Eを

指す。

床面は緩やかな起伏があり、南に向かって低くな

る1頃向が見られる。壁は開きながら立ち上がる。覆

土の状況は深度が浅いため不明確である。

鍛冶炉跡l基、土坑4基、ピット 4基が検出され

た。鍛冶炉跡は住居跡中央より北寄りに検出された。

43X33cmの楕円形で、深さは10cmである。覆土は 3

層に分けられ、最上層には灰や細かい鉄滓が含まれ

ていた。第2層は還元化した粘土層、最下層は焼土

化した粘土層であった。
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住居内第 1号土坑は72X101cmの楕円形で、深さ

は6cmであった。第 2号土坑は55X58cmの不正形、

深さは 4cmで、南端をP2に壊されていた。第 3号

土坑は61X73cmの楕円形で、 二段に掘られていた。

床面からの深さは一段目が4cm、二段目は13cmであ

った。第 4号土坑は住居跡の東半部に検出された。

南北二つの落ち込みと、それを繋ぐ溝状の落ち込み

で構成される。北側の落ち込みは、 80X220cmの長

方形に70X90cmの出っ張りが付くいびつなT字形で、

深さは全体が約6cm、出っ張り部は13cmと深くなっ

．
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13 暗青灰色士
14 暗赤褐色士

炭化物粒子
地山ブロック
1層に似るが、炭化物・焼土粒十多量
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黒色士主体炭化物多呈
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第19図 第4号住居跡
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第20図 第4号住居跡出土遺物

第7表 第4号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番］号1三IZI口径1器晶 1底怪 1残］；％）I[［胎士 ::  1門 ］No.1 末野：土位置備考

良好 暗灰末野産

図版

ていた。南側の落ち込みは62X154cm、深さ17cmの

歪んだ長方形。溝状の落ち込みは長さ63cm、幅32cm、

深さ12cmであった。

ピットは 4基検出され、深さはPlから順に 6

cm • 11cm • 10cm • 8 cmと浅し＼

2.土坑（第21図）
第3次調査区で検出された土坑は5基である。 5

基の土坑から遺物はほとんど出土せず詳細な時期は

特定できない。第2号土坑は第 1号溝跡に壊されて

カマド、貯蔵穴、壁溝は検出されなかった。

出土遺物は極めて少量である。図示した須恵器2

片以外は、須恵器甕片と器種不明の土師器小片が認

められる程度である。小さな鉄滓が4点出土してい

る。

いるため、それ以前の土坑と考えられる。また、第

3号土坑は第 2号土坑に壊されているためさらに古

い土坑と考えられる。

第8表土坑一覧表

遺構No グリッド 形状 主軸方位 長軸(m) 短軸(ml 深さ (m) 備 考

SKl 152-91.92 円形 N-10°-E 1.02 0.90 0.41 P5と重複

SK2 152 • 153-91 • 92 隅丸長方形 N-35°-W 2.10 1.65 0.13 第1号溝跡、第3号土坑と重複

SK3 152-91 • 92 楕円形 N-10°-W 1.75 0.60 0.18 第2号土坑と重複

SK4 152-92 円形（推定） N-70°-W 0.80 (4.50) 0.16 一部調査区域外

SK5 154-91 • 92 隅丸長方形 N-82°-W 2.50 0.51 0.06 
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2 黒褐色士 1層に似るが、小礫が少ない
3 暗褐色土 褐色土主体黒色土少量

SK2 
1 黒褐色土 黒色土主体炭化物・小礫微量
2 暗黄褐色七褐色七主体小礫混入
SK3 
3 褐色土 黒色土と褐色土がまだらに混入

SK4 
［ 表土

II 明灰褐色土 砂質 1cm以下の小礫を均質に含む
1 黒掲色土 黒色土土体細礫少旦
2 黒掲色上 1屑に似るが、色調暗い
3 褐色土 褐色十←主体
4 褐色士 3層に似るが、色調暗い

゜
2,m 
160 

第21図土坑

3.溝跡
第1号溝跡（第22図）

153-89 • 90 • 91グリッドに位置する。耕作土直

下において検出された。第2号住居跡を切っている

が、溝の深度が浅いため住居跡の床面は失われるこ

となく遺存していた。

溝跡はほぼ南北に延び、北側と南側は調査区外に

続くため長さは不明である。

溝跡の東側は、大部分が撹乱を受けており、上幅

については不明である。下幅の形状からみて、南に

いくに従って幅広になると考えられる。

確認できた最北端部分では、東西ともに上場・下

場が遺存していた。ここでの上幅は2.24m、下幅は

1.44m、確認面からの深さは0.16mを測る。

土層断面B-B'での上幅は2.80m （推定）、下幅

は1.76m、確認面からの深さは0.32mを測る。確認

できた範囲内での、下幅の最大値は2.24mである。

方位は、 N-4°-Wを指す。溝跡底面の形状は

平坦面に近く、壁面の立ち上がりはきわめて緩やか

である。溝跡の性格は不明である。覆土中に、少量

の川原石が含まれていたが、遺物は出土しなかった。
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第22図第 1号溝跡

第2号溝跡（第23図）

東側の上場・下場は、 148• 149-92 • 93グリッド

に位置する。西側の上場・下場は、撹乱により失わ

れていたため推定線で示した。こちらについては

147 • 148-93グリッドに相当する。

推定値で上幅6.72m、下幅4.28mを測る。確認面

からの深さは24cmである。北側と南側は調査範囲外

に続いているため、長さは不明である。確認し得た

範囲内での方位は、 N-21°-Wを指す。

壁面の立ち上がりはきわめて緩やかで、底面は平

坦面に近い。溝跡の性格は不明である。

遺物は出土しなかった。
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第23図 第2号溝跡

4. ピット（第24図）

P1 -
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1 暗褐色士黒色土主体僅かに小礫混入茶褐色土少量
2 暗褐色土 1層に似るが、褐色士少量
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第24図 ピット

第9表 ピット一覧表

遺構NQ グリッド 長軸(m) 短軸(m) 深さ (m) 備考 遺構No. グリッド 長軸（m) 短軸(m) 深さ (m) 備考

Pl 150-92 0.46 0.25 0.12 P5 152-92 0.24 0.31 0.12 

P2 155-89 0.47 0.46 0.33 P6 152-91 0.47 (0.36) 0.13 一部撹乱

P3 154-92 0.46 0.34 0.05 P7 152-91 0.47 0.39 0.11 

P4 152-92 0.36 0.29 0.12 
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第3次調査で検出されたピットは合計7基である。 うなピットは確認されなかった。遺物はほとんど出

ピットに規則性は認められず、建物跡を構成するよ 土せずピットの時期を特定できなかった。

5.遺構に伴わない遺物（第25図）
第2局住居跡から出土した敲石は、流れ込みによ に浅めの敲き跡、正面、両側縁に暦きが見られ、底

るものと考えられる。石材は砂岩で、長さ12.0cm、 部に敲きから生じた剥離が確認できる。

幅8.8cm、厚さ4.8cm、重さ663.0gを測る。両面中央

ロ ゜トー―-
10cm 

I I 1. 3 

第25図遺構に伴わない遺物

-35-



V 第5次調査
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゜第26図第5次調査全体図（1)
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第 5次調査は、国道140号の南側に沿って東西に

細長く、調査面積は5,110可である。当初、調査区

を東からA・B・C区に分け、 さらにC区は現道に

よって 1~mに分けた。また、継続して調査を行う
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第27図 第5次調査全体図（2)
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こととなったC-Ill区西端に隣接する地区をD区と

した。 A区とB区の間と、 B区とC区の間には小さ

な谷が確認された。調査区はA区からD区に向かっ

て徐々に高くなっており、遺構確認面の標高はA区

約107.9m、D区約111.4mである。確認面は二次堆

積と考えられるローム層だが、 C区以西には礫層が

大きく露呈している箇所が見られた。グリッドは10

mXlOmを基本グリッドとし、北西杭をグリッド名

称としている。

検出された遺構は、住居跡2軒、製鉄関連遺構と

して製鉄炉5基、排滓場2箇所、窯跡3基、土坑11

基、井戸跡2基、古墳跡2基、溝跡6条、ピット83

基である。住居跡をはじめ主な遺構はC-II区以東

に検出されており、特に製鉄関連遺構はB区に集中

し、古墳跡はA区に検出された。住居跡はA区と

C-Il区に離れて検出された。
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極暗褐色土
黒褐色土
黒褐色土

白色微粒子多量 しまりよし 粘性やや強い
砂質シルト層 白色微粒十多量炭微粒子少量 しまりよし
粘性やや弱い
］と 11の漸移的な恩 部分的に灰褐色粘土焼土粒子微旦
しまりやや悪い 粘性やや強い
再堆積ローム 黄色味が強く明瞭 しまり悪い粘性強い
砂質シルト暦 数mm大の小石少贔 しまり悪い粘性弱い
砂層細砂粒を主体河原石（数mm～数cm大）多饂
砂層径 llillil以下の細砂粒主体小礫微呈
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第30図 第 5次調査基本土層図

1 ■ 住居跡
第1号住居跡（第31• 32図）

E-33 • 34グリッドに位置する。北側1/3は調

査区域外にある。平面形は正方形に近いと考えられ

る。検出された規模は東西2.75m、南北2.31m、深

さは0.13~0.18mである。主軸方位はN-90°-Eを

指す。
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床面は緩やかな起伏があり、壁はやや開き気昧に

立ち上がる。覆土は1層で、短時間で埋没したと考

えられる。

カマドは東壁に設置される。燃焼部の掘り込みは

なく、上面が硬化した赤褐色の火床面が検出された。

袖は暗黄褐色粘土で構築されていた。
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b 暗赤褐色士

c 赤褐色士
d 暗黄褐色土

小礫 (5~10mm)多量焼土ブロック (5mm~3cm)
数llllil大の小礫・焼土・炭化物 (1~3cm)多量
小礫 (5~10mm)多贔 1～数mm大の炭化物・焼士粒子多抵

焼土・炭化物
1層に似るが焼土混入なし
礫少贔焼土・炭化物とも殆ど見られない

白色微粒子

掲色土主体 焼七・炭化物多鼠
a層に似るが、焼上・炭化物の混入少ない 小礫少蘊
火床面上面部硬化

粘七カマド袖

゜
2m  ， 
160 

第31図 第1号住居跡

-40-



貯蔵穴はカマド右の南東コーナー近くに検出され

た。 42X48cmの円形で、深さは23cmである。壁溝は

検出されなかった。

ピットは 3韮検出され、深さはPlから23cm• 20 

cm • 25cmである。 P3はカマド全面から貯蔵穴にか

けて検出された。土層観察により、貯蔵穴より古い

ものであった。

出土遺物は多くなく、大半が小片である。須恵器
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第32図 第 1号住居跡遺物出土状況
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第33図 第 1号住居跡出土遺物
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第10表 第1号住居跡出土遺物観察表（第33図）

番号 種別 器種 口径 器尚 底径 残存（％） 胎土

1 須恵器 高台付碗 (13.6) 5.0 75 AC  E・G・I 

2 須恵器 高台付碗 12.6 5.4 5.2 60 A・B E・G・H 

3 須恵器 高台付塊 13.4 5.4 5.9 80 A・B・E・H・L 

4 須恵器 坪 11.6 4.6 4.4 50 B・E G・H I 
I 5 須恵器 坪 (11.0) 4.2 4.0 30 B・E HI  

6 土師器 甕 20.7 25.3 6.0 80 AB  HI  

7 土師器 甕 18.6 10.9 40 AB  C・E・H 

8 土師器 甕 (19.2) 4.0 25 A・B・H・I 

杯・高台付塊、土師器甕が認められる。

第2号住居跡（第34• 35図）

C-19、D-19グリッドに位置する。北コーナー

は調査区域外にある。 3個の小ピットと重複し、そ

のいずれよりも古いと考えられる。平面形は北西一

南東方向にわずかに長い長方形で、長軸6.04m、短

軸5.68m、深さは0.07~0.13mである。主軸方位は

N-45°-Wを指す。

床面は緩やかな起伏があり、壁は開き気味に立ち

上がる。西側床面下に貼床が確認された（第12層）。

床面南東側に小さな焼土が3箇所検出された。

カマドは北西壁のほぼ中央に設置される。燃焼部

の掘り込みはわずかで、緩やかに立ち上がって煙道

第11表 第2号住居跡出土遺物観察表（第36図）

番号 種別 器種 口径 益ロロ古回^  底径 残存（％） 胎土

1 須恵器 盃 4.4 95 B I 

2 須恵器 杯 12.2 5.1 90 B・I 

3 須恵器 坪 13 3 5.3 100 B・I 

4 須恵器 坪 13.0 4.1 5.2 65 A B・D・G・I・K 

5 須恵器 高台付塊 13.7 5.8 6.3 80 B・G・H I 

6 須恵器 高台付塊 12.6 5 6.4 80 A B・D G・I・K 

7 須恵器 高台付塊 (15.4) 6.7 60 A B・D・E・K・L 

8 ロクロ土師 小illl (9.4) 2.4 (5.0) 30 A・B・G・H ， 土師器 坪 (13.5) 5.3 35 E・I 

10 土師器 材 14.6 4.6 40 BIL 

11 土師器 杯 15.2 5.0 90 BE I 

12 土師器 杯 15.2 4.7 70 E H・I 

13 土師器 杯 14.4 5.7 95 B・H・I 

14 士師器 台付鉢？ 9.0 6.7 4.3 100 B・C-G H・I 

15 土師器 高坪 17.2 12.1 9.3 75 B・D EGL  

16 土師器 甕 18.6 35.0 4.0 70 B・G・L 

焼成 色調 出土位置・備考 図版

普通 にぶい橙 末野産 31-1 

普通 明橙 No.16 後付高台、末野産 31-2 

不良 橙 Pl 末野産 31-3 

普通 灰黄褐 末野産 31-4 

普通 にぶい黄橙 末野産

普通 明赤褐 No.4~6・8~15 18 21~23 36-1 

普通 橙 No.9 17 36-2 

普通 明褐 No.1 

部へ続く。煙道部は長く伸び、先端は小ピットで壊

されていた。燃焼部には赤褐色の火床面が残存して

いた。袖は暗黄褐色粘土で構築されていた。

貯蔵穴はカマド右側の、北コーナー側で検出され

た。直径約90cmの円形で、深さは35cmである。壁溝

は全周し、幅12~25cm、深さ 5~13cmである。

ピットは4拮検出された。位置的にいずれも柱穴

と考えられる。深さはPlから37cm• 20cm • 31cm • 

40cmである。

出土遺物は多くないが、住居跡全体から出土した。

須恵器蓋・坪・高台付碗、土師器坪・高杯・甕が認

められる。出土遺物には時期差が見られ、新しい時

期の遺物は混人と考えられる。

焼成 色調 出土位置・備考 図版

良好 緑灰 No.6 末野産

良好 暗灰 No.15 一部紫灰色末野産 31-5 

良好 緑灰 No.10 末野産 31-6 

普通 灰 末野産 32-1 

普通 灰黄 末野産 32-2 

普通 灰 末野産 32-3 

普通 暗赤褐 末野産 324 

普通 にぶい黄橙 32-5 

普通 黄灰 No.25 

普通 にぶい赤褐 31-7 

良好 灰黄褐 No.8 口縁部に赤彩痕 31-8 

不良 にぶい黄橙 No.9 内面黒斑 31-9 

普通 浅黄 No.2 口縁、底部一部に赤彩 31-10 

普通 明黄褐 赤彩 36-3 

普通 にぶい黄橙 No・23 36-4 

不良 黄橙 No12~14・21・22 木葉痕 36-5 

-42-



呵

P52 ／
 

c

肛

p54 ◎
 

A

l

 

A' 

F
-
，
 

•E ◎
 

Oo  

。

朽

゜

叫
辿 0.2m ____A' 

ロロロ□□／／＝三一□三／
旦 0.2m

旦 0.2m

□ 

ロ

ー

＇

’

竿 02m -g' 

言ご

釦 02m 」2'

二誓二

釦 02m 貯蔵穴 G' 

三

E
N
0
0

可
血

E' 

゜
2,m 
160 

土

土

土

土

土

七

土

土

土

色
色
色
色
色
色
色
色
土
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
色
褐

2
黒
暗
暗
暗
暗
黒
暗
暗
褐
暗

J
 

゜
ー

S
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

炭化物やや多量
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黄褐色プロック多拡
炭化物局所的に含む
炭化物・黄褐色粒子 焼土粒子微最
黄褐色粒子少量
炭化物・赤褐色粒子少贔 焼士粒子微鼠
黄褐色粒子少量
黄掲色プロック多鈷
焼土粒子・黄掲色粒子多量 炭化物

第34図
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貼床黄褐色プロック多量炭化物微量

大型焼土粒子・炭化物
大型焼土粒子多量
焼土粒了微量炭化物少量
炉床部
局所的に焼土粒子多最 黄褐色ブロック多量
焼士細粒子・黄褐色プロック少最
粘土カマド袖

第2号住居跡
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2.製鉄関連遺構
箱石遺跡では、 5埜の製鉄炉、排滓場を検出した。

炉は、長方形箱形炉と思われ、尾根上の最も高い部

(1) 製鉄炉（第37~44図）

第1号炉（第37図）

D-26グリッドで検出した。北側が調査区外に伸

びており、遺構の全体は明らかにできなかった。規

模は、残存長2.15m、最大幅1.5mであった。主軸方

位はN-45°-Eであった。

第3• 4号製鉄炉とは、等間隔に縦に並んで検出

し、本遺構は、検出遺構の中では最北部に位置して

彦` ．／ ＼ 
／彦

I 客土1 国道敷設の際の客土

II 客士2 昂業用・灰色砂による埋め上
m 褐色土 焼土粒子・炭化物少量耕作土・自然小礫•砂利

を含む （下面の SXl覆士に起因）
w 砂利恩 自然礫・小砂利多醤（遺樺確認面）
v 黄褐色士小砂剌少鼠

分に、等高線に平行するように、縦列で検出された。

排滓場は2箇所で検出され、多量の鉄滓が出土した。

いる。遺構は、部分的に検出したが、還元面、酸化

面等は検出できなかった。覆土の観察では、 1層中

に鉄滓が集中していた。他の炉との比較から、炉本

体ではなく、排滓坑であったと思われる。

遺構は、第5号炉を壊し、 P81に壊されていた。

出土遺物は、炉壁・鉄滓のみであるが、総重量で

2.7kg出土した。炉壁・鉄滓類は後述する。

ン

f

．
 

E
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v
 

一旦 8.8m B' 

m 

゜
2m  

＇ 160 

SXl 
1 暗褐色土 鉄滓・焼十ブロック・同粒＋・炭化物多星 黄褐色ブロッ

ク少量
2 暗褐色土 自然礫•砂利多呈焼土粒子・炭化物
3 褐色土 焼土粒子・炭化物微堡 V層に近似

第37図第1号炉

第2号炉（第38図）

E-25 • 26グリッドで検出した。南端はSD1に

壊されていた。形状は、南北に排滓坑を有する長方

形箱形炉である。規模は、全長約5.5m、最大幅1.5

mである。主軸方位は、 N-27°-Eであった。

炉の上部は破壊され、炉底・排滓坑のみ検出した。

炉体部は溝状で、中央部が僅かに脹らみ、両端へ

行く程細くなる。長さ2.7m、最大幅1.0m、両端部

で幅0.8~0.9mであった。炉底は、僅かに掘り込ま

れていたが、地下構造は有しておらず、土層観察で

は、最下層の3層は、地山そのものが被熱しており、

その上に還元面を 2枚検出した。

還元面は、砂利•砂粒を多量に含む灰色またはオ

リーブ色土で、同様の土砂が、出土炉壁下段下半部

や炉底塊下面に付着していたことから、この部分が

炉床であったと考えられる。この2枚の還元面から、

最低でも 2回以上の操業が想定できる。

還元面の平面形は、長い楕円形で、長さ2.8m、

幅0.8mであった。排滓場出土炉壁の短軸側（コー

ナ一部）の破片も、内面が緩やかにカーブしており
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3 暗赤掲色土 炉床下部被熱層地山陪
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5 暗赤褐色土 焼土ブロック多彙炭化物少量

6 褐色土 炭化材・炭化粒子・細焼土粒子

7 褐色土 大粒の焼土粒子・炭化粒子

8 砂利層 被熱赤化砂利層
9 暗赤褐色土 焼土プロック・焼土粒子多鼠炭化物

10 赤褐色土 焼土ブロック・鉄滓

11 暗褐色土 焼土粒子・炭化粒子微量
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第38図第2号炉
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（第77• 78図350• 352など）、炉壁内面は、方形では

なく、楕円形であった可能性がある。

また、遺構断面の観察では、炉床は浅く掘り込ま

れており、弱い段差となっていた。また、還元面外

側に地山の被熱赤化面が帯状に露出していた。排滓

場出土炉壁片（第75• 76 • 77図334~339等）の観察

でも、基部から炉底にかけての段が認められた。炉

壁基部は平坦で、おおむね垂直に立ち上がるが、炉

底部の滓が付着する部分は、緩やかに傾斜していた。

したがって、炉壁は、還元面外側の、平坦部分に構

築されていたものと思われる。

排滓坑は、炉の南北に掘り込まれていた。北排滓

坑は直径1.2m、深さ0.3mの円形で、南排滓坑は第

1号溝跡に壊されていたため、形状は明らかにでき

なかったが、楕円形であったと思われる。

断面観察では、北排滓坑は、 2 層• 3層の還元面

を壊して掘り込まれ、南排滓坑では、 3層が連続し

て検出され、破壊された炉壁が残されており、北排

滓坑と同時に機能していたとは考えにくい。

出土遺物は、炉壁・鉄滓のみであるが、総重量で

15.4kg出土した。炉壁・鉄滓類は後述する。

第3号炉（第39• 40図）

E-25グリッドで検出した。遺構の中央部をSDl

に壊されていた。

遺構の平面の形状は、南北に排滓坑を有する長方形

箱型炉であった。規模は、全長8.2m、最大幅3.4m

であった。主軸方位は、 N-45°-Eであった。

炉の上部は破壊され、炉底・排滓坑のみ検出した。

炉体部は溝状で、長さ3.6m、中央部で幅l.Om、

両端部で幅1.0~l.lmであった。炉底は、 25~40cm

程掘り込まれていた。土層観察では、最下層が被熱

焼土層で、その上部に砂利を含む層が堆積していた。

炉底の乾燥のための地下構造の可能性があるが、明

らかにできなかった。

炉底の還元面は、面としては検出できなかったが、

最上層で砂利・炭化物等が固着した層が認められ、

48 

この付近が炉床であったと考えられる。

炉本体から排滓坑にかけては、境界ははっきりし

ないが、出土鉄滓のなかに、流出溝滓が出土してい

る。また、炉から南排滓坑にかけて、流動滓たまり

滓（第57図105• 107) ・流出溝滓（第56図97)が幅

0.3~0.7mの帯状に集中して出土しており、この付

近に流出溝の存在が想定できる。

また、流出溝滓は、幅が10cm前後のもの（第57図

100) もあることから、炉壁の流出孔から、排滓坑

にかけて、末広がりに広がる溝であったことが想定

される。

排滓坑は、炉の南北に掘り込まれていた。

北排滓坑は長径3.4m、短径3.2mの楕円形で、深

さは0.9mであった。排滓坑の長軸は、炉本体の主

軸からは｛頃いて掘り込まれていた。鉄滓は、断面の

観察では、 12層に集中し、排滓坑底面からは浮いた

状態で出土している。したがって、鉄滓類排出時に

は、排滓坑そのものは、ある程度埋没、あるいは埋

め戻されていたと考えられる。

南排滓坑は、長径2.5m、短径1.8mの楕円形で、

深さは0.65mであった。排滓坑の長軸は、炉本体の

主軸の延長線上にある。

鉄滓は、 19層に集中し、流動滓・溝滓が、炉本体

から流出した状態で連続して検出した。北排滓坑同

様、底面からは浮いた状態で出土したことから、排

出時には、ある程度埋没、あるいは埋め戻されてい

たと考えられる。

また、 3号炉南西側に 3号排滓場が存在するが、

3号炉から投げ込まれたように鉄滓類が出土してお

り、 3号排滓場は、 3号炉の排滓場であった可能性

がある。

断面の観察では、南北の排滓坑が同時に機能して

いたかどうかは明らかにできなかった。

出土遺物は、布目瓦（第41図）が出土し、炉壁・

鉄滓類が多量に出土した。

炉壁・鉄滓類は総重量で140.066kg出土した。炉

壁・鉄滓類は後述する。
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SX3 
炉本体
1 暗褐色土 小砂利やや多量焼七粒子少量
2 黒褐色土 細焼上拉子多量炭化物少量
3 褐色土 焼土粒子・炭化物少量
4 暗赤褐色士 焼土プロック多最炭化物少蘊
5 オリーブ褐色土小砂利・炭化物多呈焼土粒子少簸鉄化層
6 黄褐色土 床面の鉄化層ガリガリに硬化
7 赤色土 被熱焼土層
8 緑灰色土 小砂利少量
9 オリーブ灰色土小砂利微埜
10 赤色土 硬化層鉄分をやや含む
北排滓坑
］］ 褐色土
12 暗褐色土
13 暗褐色土
14 掲色土

砂利・小礫やや多量 焼土粒子・炭化物少量
礫•砂利・鉄滓多量焼土粒子・炭化物
大粒の焼土粒子を多呈 小礫・鉄滓微誠
崩落による地山ブロック多量焼土粒子・炭化
物微最

15 暗赤褐色土 焼土粒子・炭化物多星
16 褐色上 焼土粒子・炭化物少量
南排滓坑
17 褐灰色土 褐色プロック・炭化物多量焼土細粒子・小

砂利少量
18 赤褐色土 焼土プロソク・焼土拉子多量炭化物
19 黒褐色士 滓が眉状に埋積流出した状態で遺存
20 暗褐色土 炭化物を多鼠焼士粒子埋め土か
21 暗赤褐色土焼土粒子多量炭化物・黄褐色粘土プロック

埋め土か
22 暗褐色上 焼土粒子少量黄褐色粘土ブロック微量
23 暗褐色土 掲色ブロック多量焼土粒子・炭化物少最
24 暗褐色士 炭化物微量
25 暗赤掲色土焼土粒子・炭化物少呈酸化層
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第41図第3号炉出土遺物

第12表第3号炉出土遺物観察表（第41図）

番号 種類 色調 焼成 長さ 幅 厚さ 布目 凸面

1 丸瓦 灰褐 酸化硬 8.3 7 1.4 16X18? C-a 3本

2 丸瓦 橙 酸化軟 3.4 6 1.6 不明 C-a 3本

3 平瓦 灰白 還元硬 4.4 6.8 I 1.8 不明 C-a 3本

第4号炉（第42• 43図）

D • E-25 • 26グリッドで検出した。第 1号炉・

3号炉の間で、ほぼ等間隔で検出された。

平面の形状は、南北に排滓坑を有する長方形箱型

炉であった。規模は、全長6.9m、最大幅2.5mであ

った。主軸方位は、 N-45°-Eであった。

炉の上部は破壊され、炉底・排滓坑のみ検出した。

炉体部は溝状で、長さ2.7m、中央部で幅0.9m、

両端部で幅0.8~l.Omであった。中央部がやや膨ら

むが、南排滓坑付近では、排滓坑に向かって扇形に

広がっていた。

炉底は、僅かに掘り込まれていたが、地下構造は

有しておらず、土層観察では、最下層は、地山が被

熱しており、その上に還元面を 3枚検出した。

還元面は、灰色またはオリーブ色で、 3枚の還元

面から、最低でも 3回以上の操業が想定できる。

還元面の平面形は、長い楕円形で、長さ2.2m、

幅0.6mであった。

また、断面の観察では、炉床は浅く掘り込まれて

おり、弱い段差となっていた。また、還元面外側に

地山の被熱赤化面が帯状に露出していた。概ね2号

炉と同様の構造を有しており、炉壁は、還元面外側

側部 備 考 図版

B-1 1部布目ナデ消されているため不明瞭 47-1・2-1 

B-1 凹面摩滅激しく布目不明 47-1 2-3 

布目ナデ消す 47-1 2-2 

の、平坦部分に構策されていたと思われる。

炉本体から排滓坑は、境界ははっきりしないが、

出土鉄滓のなかに、幅15cm前後の流出溝滓が出上し

ている（第62図173)。このため、炉壁の流出孔から

排滓坑の間に、流出溝の存在が想定できる。また、

流出溝滓は、幅が10cm以下のもの（第61図169• 171) 

もあることから、流出孔から、排滓坑にかけて、末

広がりに広がる溝であったことが想定される。

排滓坑は、炉の南北に掘り込まれていた。北排滓

坑は長径1.9m、短径1.6mの楕円形で、深さは0.45

mであった。鉄滓は、断面の観察では、 2~4層に

集中し、この下層では、被熱・硬化面が検出された。

熱をもった滓類が溜まったことが想定される。

南排滓坑は、長径2.5m、短径2.lmの楕円形で、

深さは0.65mであった。

鉄滓は、 11• 14層に集中し、この下層では、被

熱・硬化面が検出された。

断面の観察では、南北の排滓坑が同時に機能して

いたかどうかは明らかにできなかった。

出土遺物は、両排滓坑から炉壁・鉄滓が多量に出

土した。炉壁・鉄滓類は総重量で86.8kg出土した。

炉壁・鉄滓類は後述する。

-51--
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三

SX4 
1 にふい黄褐色土 焼土粒子・黄褐色ブロック少最
2 暗赤褐色士 焼士ブロック・大型焼士粒子多旦・黄褐色ブロック

少量炭化物
3 暗褐色土 黄褐色プロック少呈焼土プロックを局所的に含む
4 暗赤褐色土 黄褐色プロック少晟焼土ブロック・炭化物多鼠
5 褐色土 焼土粒子微儲
6 暗褐色土 焼土粒子少量鉄滓
7 褐色七 大型の焼士粒子多量炭化物少量
8 黄褐色土 黄褐色ブロック多量炭化物少量
9 黄褐色土 炭化物・焼土粒子少量
10 にぶい黄褐色土 焼士粒子・炉壁片を局所的に含む
11 暗赤掲色土 焼土粒子多試炭化物・焼土プロック少贔
12 暗褐色土 焼土粒子少量炉壁片を局所的に含む

D108.3m D'E108.3m 

13 黄褐色土
14 赤褐色士
15 暗褐色土
16 黒褐色土
17 オリーブ色土
18 黒色土
19 赤色土

E' 

三 ： 3

゜
2m 

＇ 160 

地山黄褐色ブロック
赤化炉壁を多量：
焼土粒子・炭化物少量
硬化居 焼土粒子．炭化物・黄色粘土粒子多呈
還元硬化層
硬化面 炭化物・焼土粒子多量黄色粘土粒子
被熱焼上屑 炭化物微最

炉本体
20 暗オリーブ色土還元硬化層炭化物微呈黄色粘土粒子少量
21 灰色士 還元硬化層
22 オリーブ色七 還元硬化層
23 赤褐色土 被熱焼土層

第42図第4号炉
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第43図第4号炉遺物出土状況

第5号炉（第44図）

D-26グリッドで検出した。遺構の北側を第 1号

炉に壊されていた。平面の形状は、長方形で、規模

は、全長3.0m、最大幅0.7mであった。主軸方位は、

N-27°-Eであった。

上部は破壊され、また排滓坑．還元面は検出でき

なかった。被熱・赤化面のみが検出された。

また、鉄滓類も出土しなかったが、被熱・赤化面

の規模が他の製鉄炉と同様であること、 2号炉と主

軸方位が同一で、縦に並んで検出されたことから、

製鉄炉と判断した。

遺物は出土しなかったが、 1号炉に壊されていた

ことから、 1号炉より古い炉であったと考えられる。
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(2) 排滓場（第45~48図）

第1号排滓場（第45図）

D • E-27グリッドで検出した。製鉄炉の東側の

斜面下方に位置する。最も近い製鉄炉は第1局・ 5

号炉であるが、約15m程離れている。

第1号排滓場は、土坑状となっている。

平面の形状は、楕円形と考えられるが、東側は失

われており、そのまま斜面へと続いている。

規模は、長径6.lm、短径3.6m、深さは0.9mであ

った。立ち上がりは垂直に立ち上がり、底面は概ね

平坦で、底面での傾斜はない。

覆土は、地山ブロック、砂礫を多景に含み、焼

土・炭化物を含む層で構成される。このうち、 1~ 
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SWl 
1 褐色土 砂礫極多菫焼土プロック・炉壁片・鉄滓多量
2 褐色士 砂礫多星焼土粒子・炭化物局所的に多量
3 褐色土 炭化物・焼土ブロック・鉄滓多量
4 褐色土 細砂粒多最炭化物微贔
5 暗褐色土 砂礫多量炭化物微量
6 極暗褐色土地山崩落土炭化物微饂
7 暗褐色土 砂礫と焼士プロックの混士層
8 暗赤褐色士地山崩落土焼土プロック少量
9 暗赤褐色土 炉壁片・焼土ブロック多饉
10 暗褐色土 炭化物・焼土粒子少量
11 極暗褐色上ややシルト質砂粒少贔

12 暗褐色土 砂礫多量焼土プロック・炭化物局所的に多輩

13 暗褐色上 砂礫炭化物少贔
14 極暗褐色土地山プロック 砂粒多最
15 暗褐色士 暗褐色ブロック少鼠礫を局所的に多最
16 極暗褐色土 暗褐色ブロック多星礫を局所的に多量
17 梃暗褐色土地山プロック 砂粒．礫
18 極暗褐色土 暗褐色ブロック多量焼土粒子
19 褐色上 地山プロック砂礫多量
20 暗褐色土 ややシルト質焼土粒子少菫
21 極暗褐色土 暗褐色ブロック層 焼土粒子少星

第45図第 1号排滓場
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12層で、炉壁・鉄滓類が多量に出土した。

遺構は、検出された製鉄炉からは離れて存在し、

製鉄炉の分布が、さらに北東方向の調査区外へ延び

ていることから、未知の製鉄炉の排滓場であった可

能性がある。

出土遺物は、土師器・須恵器片、炉壁・鉄滓類が

出土したが、図示可能な遺物は、炉壁・鉄滓類のみ

であった。

炉壁・鉄滓類は、総重量で36.31kg出土した。炉

壁・鉄滓類については後述する。

第3号排滓場（第46図）

F-24グリッドを中心に検出した。 3号製鉄炉の

南排滓坑に按するように検出された。 3号製鉄炉南

排滓坑との距離は、1.5mと近按している。

平面の形状は、不整形で、西側と南側は調査区外

へ延びており、全体の形状は明らかにできなかった。

第13表 第3号排滓場出土遺物観察表 1（第47図）

番号 種別 器種 口径 窟ロロ古同 底径 残仔（％） 胎土

1 須恵器 慕 2.0 5 B・E・I 

2 須恵器 芸n 2.1 20 A・B・E・I 

3 須恵器 蓋 (21.6) 3.2 30 i BE  H・I 

4 須恵器 蓋 (20.6) 2.6 5 A B・E HI  

5 須恵器 坪 11.6 2.9 (5.0) 30 B・E IL 

6 須恵器 杯 2.9 6.0 95 B・E・H・I・L 

7 須恵器 坪 12.4 4.3 5.0 50 BE  G・I 

8 須恵器 杯 13.1 3.9 5.3 60 B HI  L ， 須恵器 高台付塊 2.9 5.5 95 B・I 

10 須恵器 高台付塊 3.2 (7.0) 10 B I・L 

11 須恵器 器種不明 (13.1) 6.7 (12.0) 15 B I 

12 須恵器 壺か (23.0) 3.2 10 B・I・K 

13 須恵器 甕 (30.0) 3.5 20 A・B・E・I 

14 土師器 甑か 32.4 12.3 25 A・B・E・G・H・I 

15 須恵器 壺蓋か 5 A・E H・I・K 

16 土師器 甕 3.1 5.8 95 B E・H・L 

17 須恵器 乖瓦 B・I 

第14表 第3号排滓場出土遺物観察表2 （第48図）

番号 種類 色調 焼成 長さ 幅 厚さ 布目 凸面

規模は、残存している部分で、南北5.8m、東西

6.lm、最も深い部分でl.Omであった。

排滓場は、斜面部を利用して作られたと考えられ

るが、底面は確認できなかった。

覆土は、断面の観察では、 1~ 5層までが、鉄

滓・焼土・炭化物を多量に含む排滓場覆土で、 6層

以下は自然堆積土となっている。

このうち、 2層と 4層で特に炉壁・鉄滓類が集中

し、間層 (3層）が存在する。このことから、炉

壁・鉄滓類は、少なくとも 2度にわたって排出され

たことが考えられる。

土層観察では、この 2• 4層は、北東から南東に

向かって傾斜しており、炉壁・鉄滓類は、北東側か

ら投げ込まれたものと考えられる。

3号排滓場の北東方向には、近按して 3号炉が存

在することから、 3号炉の排滓場であった可能性が

高い。 3号炉では、操業回数の想定はできなかった

焼成 色調 出土位置・備考 図版

普通 浅黄 つまみ完存

普通 にぶい黄怜 内面一部に煤痕木野産

普通 灰黄 No.7 ・37 • 39 末野産

良好 にぶい黄橙 末野産

不良 灰 末野産 内面に付着物あり

普通 灰黄褐 末野産

良好 暗青灰 末野産

良好 黒灰 末野産

普通 灰黄褐 ' 末野産

普通 褐灰 末野産

普通 灰 末野産 32-6 

良好 暗灰 No.21 末野産外面自然釉

良好 にぶい黄褐 末野産

普通 橙

粋通 灰黄褐 末野産か 32-7 

普通にぶい橙 砂底

普通 灰白 末野産 内面鉄銹瘤付着

I側部 備 考 図版

18 丸瓦 橙褐 酸化軟 8.6 6.7 1.3 15X9 A-a 

ー "•IlRB_I9:---2 _1 1 1 _ 麟額貨によりl"面・側部-』が不明瞑 '4477 -11] ・2ふI9 19 乎瓦 暗褐 酸化硬 6.3 9.8 1.2 20X17 A-a 

20 平瓦 灰 還Jじ硬 6 5.5 1.2 14X14 A-a 

21 平瓦 灰 還元硬 6.3 6 1.3 14X9 IA-a 

22 平瓦 灰褐 還元軟 6.2 6.4 1.4 15X10 A-a 
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第46図第3号排滓場
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第48図 第3号排滓場出土遺物（2)

が、排滓場における 2度にわたる投げ込みは、 3号

炉の操業回数を想定させるものとして注日される。

また、 3号排滓場は、第1号窯跡と重複し、第1号

窯跡に壊されていた。

出土遺物は、土師器・須恵器、瓦片、炉壁・鉄滓

類が出土した。

出土した須恵器には、時期差が認められる。特に

第47図l~4の須恵器蓋は大型の坪類に伴うかえり

を有する盈であり、 7世紀末～8世紀初頭に、 5~

8の須恵器坪は 9但紀代の年代が与えられるもので

ある。

3号排滓場は、 9世紀代の 1号窯に壊されており、

9世紀代の須恵器杯は、 1号窯からの流れ込みの可

能性が高い。 1~4の須恵器蓋が、 3号排滓場に伴

う遺物として理解したい。

したがって、 3号排滓場の帰属時期は、 7世紀末

~ 8世紀初頭と考えられ、排滓場鉄滓が、 3号炉か

ら投げ込まれたと考えれば、 3号炉の時期も 7担紀

末～8担紀初頭に操業していた可能性が高い。

瓦（第48図18~22)が5点出土している。このう

ち18だけが丸瓦である。掲載できなかった瓦は100

gほどである。出土瓦は小片であったが、全て凸面

ナデ調整で、 18~21の側部調整は 1面のヘラケズリ

である。

炉壁・鉄滓類は、総重量で、 2367.8kg出土した。

箱石逍跡の出土炉壁・鉄滓類の殆どが、 3号排滓場

からの出土である。

炉壁・鉄滓類の詳細は、後述する。
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(3) 製鉄関連遺物

製鉄関連遺物の整理及び分類とその理由

製鉄炉は、一般的に、操業時の形態を残している

ことは稀である。その構造上、鉄が生産されるたび

に壊され、作り変えられてきたものである。残存す

る遺構の様相からだけでは、製鉄炉の構造、鉄の生

産方法等は明らかにできない。土器等の情報は、炉

の年代を決定する根拠となるため、貰重な存在であ

るが、製鉄炉には、こうした土器の出土も少ない。

出土するのは、大量に廃棄された、鉄滓の山のみで

あることが多い。

しかし、膨大な量の炉壁・鉄滓類は、破片となっ

てはいるが、炉の種類・構造•生産された鉄の種類

等を明らかにする重要な手がかりとなる。このため、

これら製鉄関連遺物を、鉄の生成に至るまでの、原

材料・炉材・滓・製品の種類等を明らかにするため

の分類・構成の把握を行う必要がある。さらに計量

によるデータ化が必要となる。遺物構成のデータ化

は、重量や割合などにより、他遺跡と比較検討する

ための基礎データとなる。さらにこれらの分布を記

録できれば、遺跡内・遣構内の作業空間の復元等が

可能となる。

また、鉄は銹びるという性質から、肉眼的な観察

だけでは限界があり、出土した製鉄関連遺物が、製

錬・精錬・鋳造・鍛治のどの段階の鉄かは分析によ

ってのみ明らかとなる。

今回の箱石遺跡第5次調査で出土した製鉄関連遺

物も、こうした理由により、出土した全てについて

分類と軽量を実施し、データ化を試みた。

また、分類・計量作業の中で、代表的なものを抽

出し、観察・実測・写真撮影を行い、本報告書に掲

載した。

さらに、掲載資料の中から、 16点を抽出し、分析

を実施した。

分類の基準と整理手順

各遺構出土の製鉄関連遣物については、以下の手

順で分類・整理した。分類・掲載資料の抽出、分析

資料の抽出にあたっては、穴澤義功氏の指導・協力

を得た。

なお、分類に関する用語は、「鉄関連遺物の分析

評価に関する研究会報告J（穴澤義功ほか2005)を

参考にした。

l 各遺構出土の製鉄関連遺物を最初に炉壁とそれ

以外の鉄滓類に大まかに分類。

2 炉壁は長軸側と短軸側（コーナ一部）とに分類。

さらに部位と炉壁の状態によって以下のように分

類した。また、木舞孔・エ具痕のあるものは別に

分類した。

炉壁

上段上半（含頂部） 被熱

中半

下半

発泡

砂鉄焼結

中段上半 滓化嗚

下半（通風孔上）滓化強

下段上半（通風孔付）滓化強

下半（通風孔下）滓付

炉床土

3 鉄滓類は基本的に鉄製錬の過程で生じる滓類を、

生成される工程・場所によって分類をおこなった。

製錬の過程で生じる不純物を含む滓類

砂鉄焼結塊

炉内に投入された砂鉄が、粒の状態を保った

まま固まった塊。

マグネタイト系遺物

磁着が強く、青黒か銀色の光沢がある。メタ

ルチェッカーには反応しないことが多い。

砂鉄などが、反応して生成されたもの。表面

が流動状となるものや、砂鉄焼結が認められる
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ものもあった。

流出孔滓

流出孔を経て炉外へ流れ出る際に、流出孔に

留まって固まった滓。流出孔の径や形がわかる。

本遺跡では、炉底塊や、流出溝滓と連続してい

るものが認められた。

流出溝滓

流出孔から流出溝へ流れ出た滓が、溝内で留

まり固まった滓。溝の形状や幅、滓の状態がわ

かる。また、遺構に流出溝が検出できなかった

場合でも、この溝滓によって、流出溝の存在が

想定できる。取り外しの際のエ具痕が認められ

るものもあった。

流動滓

流動状の滓全般を指す。生成場所が不明な滓

は全てこれに含めた。炉内で生成された滓は炉

内流動滓とした。

製錬の目的となる鉄塊が含まれる滓類

炉底塊

炉の底部に形成された滓。箱形炉の場合、薄

い長楕円形となる。炉壁などが付着し、部位の

わかるものについては細分した。下面には、炉

底の還元した土砂が付着している。

工具痕が認められるものもあった。

また、大型磁石に反応したものは、（含鉄）

として別に分類した。

炉内滓

炉内で形成された滓全般をさすが、木炭痕の

あるものは炉内流動滓とは区別した。

また、大型磁石により、反応したものは、炉

内滓（含鉄）として別に分類した。

4 掲載資料の抽出と磁着度の測定

穴澤義功氏の協力を得て、掲載資料、分析資料の

抽出を行った。これと同時に、磁着度の測定を行

った。

磁着度の測定は、 6mmを1単位とする同心円を

描き、中心にリング状の標準磁石を吊り下げ、資

料を外側から順次磁石に近づけ、磁石が動き始め

る距離を読み取る。円は、中心を 0とし、順次外

側に向かって 1、2、3と番局を付す。

より遠距離で磁石が動き出すものほど磁着度が

高くなる。

5 含鉄の鉄滓については、金属鉄の量を計測する

ため、金属探知機（メタルチェッカー）によって

メタル度の測定を行った。チェッカーの感度によ

り、以下のように判断した。

銹化（△) ：磁着はあるが、完全に錆びてメタ

ルチェッカーが無反応のもの。

H (0) :高感度で反応するもの。

M （◎） ：中感度で反応するもの。

L （●） ：低惑度で反応するもの。メタル度が

高い。

特L (*) ：超低感度の専用のメタルチェッカ

ーで反応したもの。メタル度は最

も高い。

このうち、特L (*) • L （●）に反応した

もののなかから、分析資料を抽出した。

6 遺物構成図の作成

各遺構にどのような製鉄関連遺物が含まれるか

を一覧できるように、構成図を作成した。

7 分析資料の抽出

掲載資料の中から、 16点を抽出し、詳細観察と

分析位置の指示などを作成した。

8 掲載資料の実測、写真撮影

掲載資料の実測、観察表の作成、写真撮影を実

施した。
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第49図第 1号炉遺物構成図

箱石遺跡第5次調査では、製鉄炉、排滓場から多

量の製鉄関連遺物が出土した。総重量で2776.161kg

出土した。

各遺構の出土重量は以下のとおりである。

第1号炉2.662kg

第2号炉15.354kg

第3号炉140.066kg

第4号炉86.778kg

第1号排滓場36.313kg

第10局土坑（旧SW2)127.087kg 

第3号排滓場2367.817kg

なお第10号土坑は、調査中は、第 2号排滓場

(SW2) として調査していたが、遺構の形状が他の

排滓場と異なり、円形の土坑となったため、第10号

土坑として番号を付け替えて報告した。しかし、多

量の鉄滓が出土したため、製鉄関連遺物については、

本項で報告する。遺構の詳細については、土坑の項

を参照されたい。

第1号炉製鉄関連遺物（第49• 50図、第15表）

第1号炉からは、総重量で2.662kgの製鉄関連遺

物が出土した。遺構は、部分的な検出であったため、

出土量は少ない。
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分類毎の出土量は以下のとおりである。

炉壁 0.916kg (34.4 1 %) 

砂鉄焼結塊 0.005g (0.19%) 

マグネタイト系遺物 0.206kg (7.74%) 

流出溝滓 0.635kg (23.86%) 

流動滓 0.335kg (12.58%) 
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第50図第 1号炉出土遺物

炉内滓 0.060kg (2.25%) 

炉内滓（含鉄） 0.505kg (18.97%) 

第 1号製鉄炉からは、掲載資料として、 20点を抽

出した。(1~20)

炉壁(1~5)は総重量の34.41％と、流動滓系

の資料に次いで構成比が多い。

炉壁上段～中段の破片(1~3)は、還元が弱く、

胎土にはスサを殆ど含まない粘土が使用されている。

下段の滓化の激しい通風孔周辺部の破片(4 • 5) 

では、炉壁内面は黒色の光沢があり、胎土にスサを

多く含んでいた。

砂鉄焼結塊（ 6)は、総重量の0.19％と極めて少

なく、掲載資料 1点のみが出土した。小塊で、砂鉄

の粒の形状がはっきりしている。

マグネタイト系遺物 (7 • 8) は、総重量の

7.74％出土した。鈍い銀色の光沢を放ち、磁着が強

いが、メタルチェッカーには反応しなかった。表面

が流動状となる。

流出溝滓 (9 • 10)は、総重量の23.86％出土し

た。流動滓（11~12) の12.58%と合わせると、

36.44％となり、構成比では最も多くなる。

流出溝滓のうち l点 (9)を抽出し、分析した。

炉内滓（13)は総重量の2.25％出土した。掲載し

た資料は 1点である。

炉内滓（含鉄） （14~20)は、総重量の18.97％出

土した。含鉄部は黒錆化が遮み、ひび割れが目立つ

ものが多かったが、メタルチェッカーでL （●）の

反応を示したものが 4点あり、内1点 (18) を分析

した。
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第15表 第1号炉製鉄関連遺物観察表（第50図）

番号 種別 屈性
長径 短径 匝さ 重さ 誓 メタル度(cm) (cm) (cm) (g) 

1 炉壁（長1哺側） 上段中半、発泡 48 48 33 35 1 なし

2 炉壁（長軸側） I上段下半、砂鉄焼結 5,6 46 27 35 2 I なし

I ， 3 i 炉堕（長軸側） 中段上＿‘|＼滓化弱 96 7 5 70 1305 2 I なし

4 炉壁（長軸側）
中段下半（迎風孔上）、

8 8 I 8 6 I 5 6 I 155 1 なし滓化強

5 炉壁（長軸側）
下段下半（通風孔上）、 41 
滓化強 I 

3 2 I 16 25 2 なし

6 砂鉄焼結塊

7 マグネタイト系逍物

8 マグネタイト系追物

， 流出溝滓
10 流出溝滓

11 流動滓

12 流動滓

13 炉内滓

14 炉内滓（含鉄）

15 炉内滓（含鉄）

16 炉内滓（含鉄）

17 炉内滓（含鉄）

□凶9 炉9切梓（:合鉄

炉内滓（含鉄）
18.97% 

炉内滓
2.25% 

流動滓・溝滓
36.44% 

23 1 7 12 5 3 なし

24 30 18 20 5 なし

43 40 29 70 6 なし

85 112 36 350 1 I なし

90 67 55 285 1 なし

53 3 9 I 2 o 55 I 1 なし

63 70 43 280 1 なし

44 41 28 60 1 なし

39 28 15 20 6 H(O) 

50 28 24 40 6 M（◎） 

51 I 3 4 3.4 65 7 I M（◎） 

28 2 6 22 18 4 

25 52 20 53 4 

5.1 3.5 22 45 5 

57 48 27 100 5 

炉壁
34.41% 

砂鉄焼結塊

0.19% 

マグネタイト系遺物
7.74% 

L（●） 

L（●） 

L （●） 

L（●） 

第 1号炉出土鉄滓類構成比

分析 備考 特記事項

表面が発泡する炉壁片

表面がやや発泡気味の炉壁片ぐ部分的に砂鉄廃結が認められるし

表面がやや発泡気味c 胎土にスサを殆ど含まない。石英の小石を多く含む

表面の滓化の強い炉壁片。炉壁内面は黒色で、光沢がある。胎上にスサを含む。

内面の滓化が強い炉壁片 表面は黒色の光沢がある。胎土にスサを含ロ

小さい塊状の砂鉄焼結塊 酸化上砂を含む。

鈍い銀色の光沢があるマグネタイト系遺物。気孔少なめ。

表面がややタレ気味のマグネタイト系遺物。表而に砂鉄焼結が認められる。

No3 註細観察表参照

じ面の流動か焼い流出溝滓。氣孔が多くややガス質っ・ド面に上砂・片岩などの

礫を咬み込む。

流れ敏の強い流動滓c 表而に光沢がある。下面に炉壁粉をII交み込むし

流動単位の大きい流動滓。緻密。下面に炉壁粉を咬み込む。

側面に炉壁痕が残る炉内滓Q滓の結晶か認められる。

形状か板1大の炉内滓（含鉄部は黒錆がふき、ひび割れが誇められる。

表面か流動状の炉内滓。酸化士砂、木炭片を咬み込む。

上面がやや流動状の炉内滓。含鉄部は黒錆化っ酸化土砂を含む。 7 
黒錯化によるひび割れが日立つ炉内滓。磁着のわりにメタル度が高い。

No4 詳細観察表参照

含鉄部かアメ状の炉内滓。やや黒錯化 酸化土砂 片岩などの小石を咬み込む。

滓部がやや流動状の炉内滓しややイガイガした含鉄部。酸化上砂・炭化物 片

岩を咬み込む。

第 2号炉製鉄関連遺物（第51• 52図、第16表）

第 2号炉からは、総重量で15.354kgの製鉄関連遺

物が出土した。遺物は、南北の排滓坑からの出土で

ある。

分類毎の出土量は以下のとおりである。

炉壁 7.271kg (47.35%) 

流出孔滓 0.380kg (2.48%) 

流出溝滓 1.293kg (8.42%) 

流動滓・炉内流動滓 4.856kg (31.63%) 

炉底塊 1.380kg (8.99%) 

炉内滓 0.117kg (0.76%) 

炉内滓（含鉄） 0.057kg (0.37%) 
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第2号製鉄炉からは、掲載資料として、 36点を抽

出した。 (21~56)

炉壁（21~37)は総重量の47.35％と、構成比が

最も多い。

炉壁上段の破片 (21~26• 33~35)は、還元が弱

く、胎土にはスサを含む粘土が使用されている。

炉壁上段は最上部から順に、被熱のみ→発泡→砂

鉄焼結となるが、上段下半では、炉壁内面に砂鉄焼

結が帯状に付着する破片が認められる (25)。熱の

影響が少ない上部では、還元が弱く、砂鉄が完全に

溶けずに炉壁内面に付着し、砂鉄焼結帯が存在する

ことを物語る資料である。

中段以下の破片（27~32• 36 • 37)は内面が滓化

し、特に通風孔周辺部では、滓化が激しく、タレが

炉壁（長軸側） 炉壁（短軸側）

上段上半

（含頂部） 忍 屹 員
21 22 

被熱 33 

上段中半

発泡 吃 口
23 24 34 

I <`i
上段下半

＼，攣 “ 
砂鉄焼結

35 
25 26 

中段上半

滓化弱 口 こ 臼
28 36 27 

中段下半 ： （通風孔上） 口 疇
滓化強 29 37 

下段上半

（通風孔付） ： ： 
31 32 

滓化強

下段下半

（通風孔下）

滓付

大きく、黒色の光沢のある表面となる。一部、ガラ

ス質となるもの (31) もある。

炉壁最下部の炉底付近の破片は、長軸・短軸側と

も出土しなかった。

砂鉄焼結塊・マグネタイト系遺物は、出土しなか

った。

流出孔滓（38~40)は、総重量の2.48％出土した。

上面は流動状で、下面には、炉壁粉を咬み込んで

いた。断面の形状は、上面は概ね平坦で、下面はU

字または半円形となっている。孔径は3~4cm前後

であったと考えられる。

流出溝滓（41~43)は、総重量の8.42％出土した。

溝幅のわかる破片は出土しなかったが、 42では、最

大10cm前後の溝幅が想定できる。

流出孔滓 炉内流動滓 流動滓 炉底塊

、皇 ーご9 登¥ ¢三
38 44 49 

53 

炉内滓

冒

息｀ー／

54 

39 45 

贔喜，
50 

噂
宣夏

55 

40 

“ 
炉内滓（含鉄）

46 
流出溝滓 銹化（△）

、ロ

誓41 

◎ 51 

言42 
47 

零
56 

鬱 疇 ど,、 5243 48 

第51図第2号炉遺物構成図
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第16表 第2号炉製鉄関連遺物観察表（第52図）

番号 種別 屈性
長径 短径 原さ 重さi磁着

メタル度 分析 備考 特記事項 ／］ (cm) (cm) (cm) (g)度

I 21 炉壁（長軸側）
上段上半（含頂部）、

58 39 28 54 1 なし 内面の還元の弱い炉壁片こ胎土にスサを多く含む。被熱

22 炉壁（長軸側）
上段上半（含頂部）、

6.6 39 40 55 1 なし No3 内面の還元の弱い炉壁片c 胎 le^にスサ・片岩の小石を含むヘ被熱

23 炉壁（長軸側） 上段中半、発泡 45 35 24 16 1 なし
内面の発泡が弱い炉壁片。気孔は細かい。胎士に、細かいスサ・石英・片岩を
含む。

24 炉壁（長柚側） J:屈段中半、発泡 58 40 32 29 1 なし 内面の発泡か強い炉壁片。気孔は大きく粗い。胎土にスサを含む，

25 炉陪（長軸側） 上段ド半、砂鉄焼結 83 12 9 53 345 2 なし , ¥a1 内面に砂鉄焼結が骨状に認められる炉壁片じ胎十．にスサを多址に含む。

26 炉壁（長軸側） 上段下半、砂鉄焼結 76 156 I i ， 40 210 2 なし
¥lu7 内面全体に砂鉄焼結が認められる炉舷片，炉壁のタレは大きい m 『合土に
スサ・片岩0)小石を合む。

27 ，i 炉駆（長軸側） 中段」ー今平、 滓化房り 69 10 0 81 356 2 なし
Nn7 IAJ面上部に砂鉄焼結か僅かに認められる炉壁片。酸化が弱く、やや発泡
気昧Q胎土にスサ 片岩の小石を含むc,

28 炉壁（長軸側） 巾段上半、滓化弱 69 10 9 3.8 148 3 なし 渇8 内面のタレが強い炉壁片，，やや発泡気味、，胎土にスサを含むc

29 炉壁（長軸側）
中段下半（通風孔上）、

10 9 17.0, 60 672 2 なし NQ9 内面のタレか強い炉壁片。黒色の光沢がある。胎士にスサを多呈に含む。滓化強

炉壁（長軸側）
中段下半（通風孔上）、

210 318 64 2350 I 1 なし
渇8 内面のタレが強い炉壁片っ黒色の光沢かある。胎上に、スサ 片岩 チ30 

滓化強 ャートの礫を含む。

31 炉壁（長軸側）
下段上半（通風孔付）、

58 73 30 85 1 なし
酸化の強い通風孔付近の破片。表面は一部、ガラス質となる。胎上にスサを殆

滓化強 ど含まないぐ
・-

32 炉壁（長軸側）
下段上半（通風孔付）、

54 76 43 70 1 なし 発泡の強い炉陪片c 胎土にスサを殆と含まない。滓化強

33 炉壁（短軸側）
上段上半（含瑣部）、

69 90 54 195 1 なし No8 還）じの菊い炉壁片 胎士にスサ 片岩を含む。 I 
被熱

； I i 34 炉壁（知軸側） 」．段中半、発泡 64 88 40 150 2 なし N泣 発泡の弱い炉駆片。気孔は細かい。胎上にスサを多く含む3

35 炉壁（短軸側） 上段FI八砂鉄焼結 48 93 65 150 1 なし ,Q5 内面J,部に砂鉄焼結が認められる炉壁片。胎上にスサを含むC

36 炉壁（短軸側） 中段上半、滓化弱 4.8 49 41 45 2 なし ~1 内面上部に砂鉄焼結か認められる炉壁片。胎七にスサを含む。
i 

炉壁（短軸側）
中段1く＇「（通風孔上）、

112 119 77 865 1 なし
No4 滓化が強いか、表面の気孔か目立つ炉壁片。胎土にスサ・片岩の小石を37 

滓化強 含む。

38 流出孔滓 86 32 31 85 1 なし 流動の弱い流出孔滓C 卜面に炉璧粉を咬み込む。

39 流出孔滓 58 4.4 30 95 1 なし 南 出19 上面の流動が小さい流出孔滓。下面に炉壁粉を咬み込む。

40 流出孔滓 8.4 49 30 200 3 なし 流動単位、流れ勘の大きい流出孔滓。下面に炉壁粉を咬み込む。

41 流出溝滓 80 57 24 165 3 なし
南 'h21 流動単位の大きい流出溝滓。流れ鍛は弱い 下面に炉壁粉を咬み込
む

42 流出溝滓 90 80 43 345 3 なし 流動単位の大きい流吊溝沖。下面に酸化十砂 小石を多く II交み込む。
i—•~ 

43 流出溝滓 78 72 67 863 1 なし I ¥,l10 流動単位の大きい流出溝滓下面に酸化上砂・炉陪粉・小石を11交み込む。

44 炉内流動滓 57 34 1 4 35 2 なし 流動単位の大きい炉内流動滓。流れ敏は少ない。・ト面に酸化土砂を咬み込む。

45 炉内流動滓 60 57 1.9 65 1 なし
南 No21 流動単位か小さい炉内流動沖。流れ緞は小さい。下向に炉壁粉を咬
み込む。

46 炉内流動滓 57 43 29 60 1 なし 緻密な炉内流動滓（， ド面に炉壁粉 片岩を咬み込む。

47 炉内流動滓 63 60 32 125 1 なし 南 悩21 流動単位の小さい炉内流動滓。上下面ともに炉舷粉を咬み込む。

48 炉内流動滓 95 55 40 390 3 なし 浙面が流出溝滓風の炉内流動滓。流動単位か細かい。下面に炉壁粉を1咬み込む，

49 流動滓 76 2.3 19 35 1 なし 単位流動滓的な左側而以外が完形の流動滓＂炉壁粉の咬み込みは少ない。
， -~--

50 流動滓 88 69 21 195 3 なし 南 応17 流動単位のはっきりした流動滓"下面に炉壁粉をII交み込む。
I 

51 流動滓 91 87 30 202 1 なし 南 N(l14 流動単位のはっきりした流動滓。下面に炉壁粉を咬み込む。
！ 

52 流動滓 114 l 7 8 20 413 3 なし
南 Nn.28 流動単位の大きい流動滓く流れ跛は部分的に細かくなる。 F面に炉

I 
壁粉を咬み込む、）

53 炉底塊 114 111 6 6 1380 3 なし ¥hll 上下面以外は破面の炉底塊 」一面はやや流動状。木炭痕あり

54 炉内滓 36 42 26 47 I なし 表面か流動状の炉内滓ら下面に木炭痕あり。

55 炉内滓 4.4 45 32 70 1 なし 表而か流動状の炉内滓。滓の結品が見られる

56 炉内滓（含ロー］ 32 57 24 57 3 銹化（△） 細部か流動状で、含鉄部がイガイガした炉内滓＾含鉄部は銹化が著しい』
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炉内流動滓・流動滓（44~52) は、総重量の31.

63％出土した。流出孔・溝滓と合わせると、流動滓

系の鉄滓は、 42.53％となり、炉壁を除けば、構成

比では最も多くなる。

いずれも滓質は緻密で硬く、下面には酸化土砂・

炉壁粉を咬み込んだ破片が多い。

炉底塊（53)は、総重量の8.99％出土した。 2号

炉出土の炉底塊は、掲載した 1点のみである。上面

と下面の炉底部の一部は生きており、炉底からの厚

さは6~8 cm前後となる。含鉄部は、肉眼観察・大

型磁石・メタルチェッカーでも検出できなかた。

上面は流動状で、下面は炉底の還元した土砂が付

着していた。木炭痕も認められた。

炉内滓（54• 55)は総重量の0.76％出土した。流

動滓系の出土量に比べ、圧倒的に少ない。表面は流

動状で、木炭痕が認められる。

炉内滓（含鉄） （56)は、総重量の0.37％出土し

た。 2号炉出土の含鉄の炉内滓は、掲載した 1点の

みである。非含鉄の炉内滓と合わせても、出土量が

極めて少ない。

56は、滓部の表面が流動状で、含鉄部が露出して

いたが、完全に銹化していた。

流動滓

31.63% 

炉内滓
0.76% 

炉内滓（含鉄）
0.37% 

炉壁

47.36% 

第2号炉出土鉄滓類構成比

第3号炉製鉄関連遺物（第53~57図、第17• 18表）

第3号炉からは、総重量で140.066kgの製鉄関連

遺物が出土した。遺物は、南北の排滓坑からの出土

である。

分類毎の出土量は以下のとおりである。

炉壁 30.597kg (21.84 %) 

砂鉄焼結塊 0.095kg (0.07%) 

マグネタイト系遺物 0.293kg (0.21 %) 

流出孔滓 5.445kg (3.89%) 

流出溝滓 13.384kg (9.57%) 

流動滓．炉内流動滓 74.479kg (53.17%) 

炉底塊 1.644kg (1.17%) 

炉内滓 9.290kg (6.63%) 

炉内滓（含鉄） 4.839kg(3.45%) 

第3号製鉄炉からは、掲載資料として、 68点を抽

出した。 (57~124)

炉壁 (57~84)は総重量の21.84％出土した。

炉壁上段の破片 (57~65• 76~78)は、還元が弱

く、胎土にはスサを含む粘土が使用されている。

炉壁上段は最上部から順に、被熱のみ→発泡→砂

鉄焼結となるが、上段下半では、炉壁内面に砂鉄焼

結が帯状に付着する破片が認められた (63)。砂鉄

焼結帯が存在することを物語る資料である。

なお、上段の破片の中から、砂鉄焼結の付着する

短軸側の78を分析した。分析結果では、炉壁として

は、耐火性が低く、溶けやすい性質を持っていたよ

うである。炉壁粘土には、製錬中に造滓剤としての

役割を有しており、炉の耐火性より、溶剤としての

機能が重視されたことが指摘された。

また、付着する被熱砂鉄は、チタンを含む砂鉄で

あることが明らかとなった。

中段の破片 (66~71• 79 • 80)は内面が滓化し、

タレが生じている。短軸側の破片では、内面に木舞

孔と思われる痕跡を残す破片も認められた。 (79)

下段の破片 (72~75• 81 • 82 • 84)では、滓化が
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第54図第 3号炉遺物構成図（2)

著しく、特に通風孔周辺部では、タレが大きく、黒

色の光沢のある表面となる。

また、下段の71~74は通風孔部側面と思われる破

片で、炉壁内面の形状が弧状となる。

下段下半の、炉底付近の破片は少なく、掲載でき

たものは、 2点 (75• 82)であった。

また、熱により変形し、大きく曲がった炉壁も出

土した (83• 84)。2点とも炉壁内面側にU字型に

折れ曲がっている。

砂鉄焼結塊（85~87)は、総重鼠の0.07％出土し

た。全体的に砂鉄の溶着が進み、 87は滓化が進んで

いる。掲載した 3点のうち、 85を分析した。分析の

結果では、砂鉄は比較的チタンの含有率が高い砂鉄

であることが判明した。

マグネタイト系遺物（88~90) は、総重量の

0.21％出土した。半流動状で、表面に砂鉄焼結が認

められる。鈍い銀色の光沢を放つ。

流出孔滓（91~95)は、総重量の3.89％出土した。

上面は流動状で、下面には、炉壁粉を咬みこんでい

た。断面の形状は、上面は概ね平坦で、下面はU字

または半円形となっている。孔径は3~5cm前後で

あったと考えられるが、 95では、 7cm前後とやや大

きしヽ。

このうち、 92を分析した。滓中の鉱物・化学組成

から、火山岩起源の砂鉄を製錬した反応副生物の砂

鉄精練滓であることが明らかとなった。

流出溝滓（96~100)は、総重量の9.57％出土し

た。溝幅のわかる破片は少ないが、流出孔から連続

したような形状の100で幅5cm前後、側面が破面と

なっているが、 97では13cm前後となっている。

炉内流動滓・流動滓（101~107• 109~112)は、

総重量の53.15％出土した。流出孔・溝滓と合わせ

ると、流動滓系の鉄滓は、 66.61％となり、遺物構

成の7割近くが流動滓系となる。

いずれも滓質は緻密で硬く、下面には酸化土砂・

炉壁粉を咬み込んだ破片が多い。

炉底塊（108)は、総重鼠の1.17％出土した。 3

局炉出土の炉底塊は、掲載した他に数点出土したの

みで、量は極めて少ない。上面と下面の炉底部の一

部は生きており、炉底からの原さは6cm前後となる。

含鉄部は、肉眼観察・大型磁石・メタルチェッカー

でも検出できなかた。

炉内滓（113~116)は総里鼠の6.64％出土した。

流動滓系の出土量に比べ、圧倒的に少ない。表面は

流動状で、木炭痕が認められるものもある。このう

ち、 114を分析した。分析結果では、成分は92の流

出孔滓と同じ結果であった。

炉内滓（含鉄） （117~124)は、総菫量の3.46%

出土した。

メタルチェッカーの反応度によって、銹化（△）

(117 • 118)、H(0) (119 • 120)、M （◎） （121~ 

124)に分類できた。滓部の表面が流動状で、含鉄

--69-
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第17表 第3号炉製鉄関連遺物観察表 1 （第55• 56図）

□—•;; □ 短径犀さ 重さ 誓
分析□I i北―Nu24 備考•特出事瑣番号 1 種別 性 (cm) (cm) (g) 

メタ）レ度

57 炉壁（長軸側） 上段｀~t 1I 99 I 41 170 1 なし 還元の弱い炉壁片，）胎士にスサを含む。

58 炉壁（長軸側）
上段上半（含頂部）、

15 7 7 4 I 5 O 390 1 なし 北 応6 還）しの弱い炉壁片。胎」］こスサ・片岩・木炭片を含む。
被熱

59 炉壁（長軸側）
卜段上半（含頂部）、

16 3 15 3 62 1070 1 なし 南 渇1 還冗面か殆とない炉駆片，胎土にスサ・片岩を含む
被熱

' 60~ 炉競（長軸側） L段中半、発泡 ， 83 82 52 240 1 なし 1 ， 
北 No.21 内面の発泡が菊い炉壁片＂気孔はやや祖い。胎上にスサ・石芙・片

岩・小石を含むp

61 炉墜（長軸側） L段中平、発泡 84,| 128 1 55 345 1 なし
北 No23 発泡の弱い炉壁｝に気孔はやや粗い，，胎土にスサが含まれるが少な

i 
い。片岩を含むっ

I 

88I 11331l 66 62 炉壁（長軸側） 上段巾半、発泡 430 1 1 なし 北 Nn13 発泡の弱い炉壁片，）気孔は細かい，胎七にスサ・片岩を合む。

63 炉璧（長軸側） 上段下半、砂鉄焼結 13 8 1081I 38 390 3 なし
北 NQ26 内面の上部に砂鉄焼結が帯状に認められる炉壁片。胎士にスサを僅

かに含み、片岩を含む。

64 炉壁（長悼側） 上段ド半、砂鋏焼結 14 6 11 7 6 5 1 765 2 なし
北 ¥¥¥26 内面のj-部の一部に砂鉄焼結が認められる炉壁片こ胎•上にスサを殆

と含まない C＂片岩を含む，

65 炉壁（長軸側） L段下1'、砂鉄焼結 99 12 0 51 275 2 なし 北 NQ26 内而上部の一部に砂鉄焼結か認められる。胎士に細かいスサを含む
I 

66 炉舷（長軸側） 中段上半、滓化郊 8.6 45 45 138 2 なし 滓化が弱いがタレの大きい炉壁片 胎士にスサを多く含む',
i 

67 炉壁（長軸側） 中段上半、滓化弱 99 13 0 67 450 2 なし I北 No3 滓化が弱いがタレの大きい炉壁片。胎上にスサを含む i 

68 炉壁（長軸側） 中段上半、滓化弱 70 12 5 I 1 5 5 250 3 なし I ！滓化が如いかタレの大きい炉壁片c 胎土にスサを多く含む3

＇ 

69 炉墜（長軸側）
中段下半（通風孔上）、

113 13 5 47 515 4 なし
滓化の強い通風孔上付近の炉壁片。内面下部右側は生きており、この直下に通

滓化強 風孔か仔在してtヽたと思われる，胎士にスサは殆ど含まれない。

70 炉壁（長軸側）
中段下半（通風孔上）、

87 12 2 41 355 4 なしロ-南 ＼Q2 滓化の強い通風孔上の破IiQ胎土にスサは殆ど含まれない。
滓化強 ； 

71 炉壁（長軸側）
中段下半（通風孔上）、

86 10 1 35 200 3 なし
滓化の強い通風孔付近の炉舷Iい凡表面が鈍い銀色に光る，断面はカーブがき

滓化強 つい。胎十．にスサは殆ど含まれない。

72 炉駆（長軸側）
下段 L半（通風孔付）、

84 57 14 70 1 なし
通風孔付近の炉壁片。通風孔左側面の破片か。端部は生きている。胎土にスサ

滓化強 I を含むQ

73 炉壁（長軸側）
下段上半（通風孔f寸）、

73 62 30 100 3 なし
滓化の強い逍風孔側面の破片か。表面には黒色の光沢がある。胎土にスサを含

滓化強 む

74 炉壁（長軸側）
下段上半（通風孔付）、

91 52 18 80 1 なし
北 No2 滓化の強い通風孔側面の破片か。表面には鈍く黒色に光る勺胎上に

滓化強 スサを含む。

75 炉壁（長軸側）
下段ド半（通風孔ド）、

70 92 60 

~920 ! 1 1 

なし 滓付の炉壁片。浮部はガスか抜けたような気孔が多数認められる，9
滓付

76 炉壁（短軸側）
上段上半（含頂部）、

114 12 6 69 なし 北 応4 悶元面の殆とない炉嬰片ぐ胎土にスサ・片岩を含む
被熱

77 炉壁（短袖側） 上段中半、発泡 12 6 12 1 74 813 1 なし 北 出13 発泡の強い炉際片。胎土にスサ 片岩・炭化物を含む。

＇ 

78 炉壁（短軸側） 上段下半、砂鉄焼結 10 6 12 9 57 465 2 なし Nol 詳細観察表参照 北＼Q26

79 炉陪（短軸側） 中段上半、滓化弱 12 0 11.2 70 585 1 なし 北 No2 内面に木舞孔と思われる痕跡を残す炉壁片。

80 炉壁（短柚側）
中段下半（通風孔上）、

12 0 10 2 64 345 1 なし 滓化の強い炉壁見表面は鈍い黒色の光沢がある 胎土に細かいスサを含む。
滓化強

1・.. ゅ~~・~ ， ＇ 炉壁（短軸側） 下段上半（通風孔f、1)、
15 0 13 2 86 965 I i 4 なし

北 ＼o16 コーナ部分の破片か 滓化が強く、木炭痕も認められる，，胎＿Lにス
滓化強 サ・片岩を含む．

2500 I 2 なし
ーヽ一

炉壁（知軸側）
ド段下乎（通風孔下）、

18 8 24 4 86 
北 Nu20 コーナ部の破片か滓化か強く、木炭痕も認められる。胎tにスサ・

滓付 片岩を多絨に含む。

I 83 炉壁（被熱曲り）
上段上半（含頂部）、

115 85 90 280 I なし
.1 I  I被熱し曲1111 りの強い炉壁片 C II合土にスサを多く含む。被熟

84 炉欧（被熱曲り）
下段 1、半（迎風孔 I')、

151 121 81 815 1 なし りの強い炉避片 胎土にスサを多く含む＂
滓付

！ 
＇ 

85 砂鉄焼粘塊 22 22 11 10 3 なし No 5 詳細観察表参照 Nば1

86 砂鉄焼結塊 28 37 17 22 2 なし Nn22 板状の砂鉄焼結塊。一部滓化している。

： 

87 砂鉄焼結塊 26 46 

:/8ローー：

なし やや滓化か進んた砂鉄焼結塊 1ヽ面に酸化十砂を咬み込む。

88 マグネタイト系遇物 砂鉄焼結 34 48 ：（ロ
Na49 表面に砂鉄焼結のあるマグネタイト系退物。半流動状c，磁着かあり、一

［-•マ口—’ ＿ク｀ネタイト系追物
I 

部が鈍い銀色に光る¢

砂鉄焼紀 56 76 36 ロニー~霜る表面に砂鉄焼結のあるマクネタイト系逍物＂半流動状し 部が鈍--い_銀色 I 
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第18表 第3号炉製鉄関連遺物観察表2 （第56• 57図）

番号 種別 屈性
長径 短径 阿さ 重さ 磁舒

メタル度 分析 備考 特記事項(cm) (cm) (cm) (g) 度

！ 
i ， 2 4 なし I l I 'lo42 表面に砂鉄焼結のあるマグネタイト系追物3 半流動状。一部が鈍い銀色

90 マグネタイト系追物ii 41 19 23 3 
に光る。| 

流出孔滓
I 

， 35 45 30 64 1 なし i i 
全体的に表面にガスか抜けたような気孔のある流出孔滓， 卜面に炉陪粉をII交み

91 
込むc

＇ 92 ： I 流出孔滓
I 

45 1131 ， 35 205 2 なし I ] No6 詳細観察表参照

！ 
7 3 I 4 2I • 142 上面の流動か緻密な流出孔滓。灰色の炉休・tか面的に貼り付く，93 流出孔滓 56 1 なし

I 

94 流出孔滓 5.1, I 10 4 33 245 1 なし 全体的に緻密な流出孔滓こ上下面ともに炉壁粉・片岩などの小石を咬み込む，

95 流出孔滓 71 I 104 52 390 l なし 令体的に緻密な流出孔滓 上下而ともに炉壁粉・片岩なとの小伍をII文み込むc

96 流出溺滓 6 0 I I 10 1 3 5 265 I 2 なし 流れ1殷の強い緻密な流出溝滓，下面に酸化土砂を咬み込む。

流出溝滓 13 2 7 7 I I 3 s I I 544 2 なし
¥o43 流れ緻の強い流出溝滓。左右の側面は破面となる C ド面に炉壁粉・酸化

I ; 97 上砂を敗み込む

口 流代溝滓 111 9.o 9I I s 1 ' I s30 1 なし 北 Nul4 流れ跛の弱い緻密な流出溝滓3 上而に径3cmの片岩を咬み込む，下
而に炉墜粉を多製に敗み込んでいるぐ

132I 1， 68I [808 なし 1 
二陪に重屈する流出溝滓。左右の側面は破面となるし・上下面とも、炉壁粉・礫

99 流出溝滓 98 1 
を多呈に咬み込む。

流出溝滓 70 15 5 93 1200 1 なし
北 ぬ1 断面が細長い流出溝滓。上面の流動単位は大きい。左側面以外は自

100 
然面。下面に炉壁粉を多鼠に 1l交み込む•a

一一

101 流動滓 4 8 1,5 9 21 69 ， ! 1 なし 徽密な流動滓し流動単位は小さい。下面に炉壁粉を1咬み込む

102 流動滓 58 68 29 190 I I 2 なし 流れ競の細かい流動滓。下面に酸化上砂・炉朔粉を咬み込む。

I 103 流動滓 7.0 10.3 2 7 236 2 なし 板状の流動滓。上面の流れ賊が細かい。ード由に炉壁粉をII交み込む。

流動滓 14 6 11 9 5.5 1380 2 なし 1， 1 三 I 流動単位が大きく緻密で流れ鐵0)細かい流動滓。表面が紫紅色に発色する部分104 
がある。下面に炉壁粉・片岩の小石をII交み込む。

Iぬ9 流動単位が大きく流れ跛が細かい畝密な流動滓たまり滓。下而に炉壁
105 流動滓たまり滓 16 3 115 43 1110 2 なし 1 i粉酸化＿L砂を多く咬み込んでいる。

流動滓たまり滓 i I 

， 
北 NQ21 流動単位が人きく流れ跛が細かい緻密な流動滓たまり滓。左側面以

106 J 17 3 13 D 6.8 2220 3 なし
外は、自然面。 卜面に大粒の炉壁粉を多鼠に咬み込む，9

流動滓たまり滓 20 2 47 2495 3 なし
Nu44 流れ鍛の大きい緻密な流動滓たまり滓。左右の側面の一部を除いて、自

107 181 
然面Q下面に炉壁粉・片岩 伍英の小石をII交み込む。

―̀ 

炉底塊 10 7 58 58 570 4 なし
上面が弱い流動状となる炉底塊破片。左側由は全面破面となる。破面に酸化土

108 
砂、炉壁粉を咬み込む。

炉内流動滓 57 57 36 133 1 なし
上面の流動が弱い炉内流動滓，断面の形状は流出溝滓風に円形となる、，左右の

109 
側面は破而となる。上下面とも、炉壁粉を咬み込むc

I : 110 炉内流動滓 l I 68 59 36 248 1 なし 下而以外は破面となる炉内流動滓，下面に酸化七砂を咬み込む。

I 111 
i 

炉内流動滓
I 

54 91 39 300 1 なし 流動単位の大きい炉内流動滓。側面は全面破面Q下面に炉壁粉を咬み込む。
1 

I { 112 炉1付流動滓 I 11 5 116 74 1040 2 なし 上面に木炭痕が残る炉内流動滓。下面に酸化卜砂}、大粒の炉壁粉を含むJ

113 炉内滓 43 37 35 79 1 'I なし 知37 _I＿面が弱い流動状の炉内滓，側面に木炭痕か晶められる c

114 炉内滓 50 7.4 35 148 1 I I なし No7 詳細観察表参照

115 炉内滓 61 57 46 I | 1so 1 なし 上血と右側面以外は被面となる炉内滓C 長さ35cm(T)片岩をII文み込んでいる。

116 炉内滓 74 10.7 4 9 I I 532 l なし ¥o18 全体的に酸化上砂に覆われた炉内滓r）右側面以外は破面となる、9 I 

117 炉内滓（含鉄） 3 6 i 3 4 29 25 3 銹化（△） 含鉄部かややアメ状の炉内滓Q滓部は酸化土砂に笥われる。

！ 
5 s I I 5 7 1481 3 含鉄部か黒錆に覆われた炉内滓，滓部は流動状。118 炉内滓（含鉄） 38 銹化（△)

119 炉内滓（含鉄） 3 7 I i 2 8 

L 
20 25 I i 3 H(O) 含鉄部かイガイガした表面感を持つ炉内滓 F面に酸化士砂をII交み込む。

， 
全体的に酸化七砂に覆われた炉内i菜左側面に流動滓が付着するし，含鉄部はア I 

120 炉内滓（含欽） 61 60149 170 5 H(O) メ状。

i 121 炉内滓（含鉄） I 27 31 18 22 4 M（◎） 'No8 詳細観察表参哨 Nol9 j し
122 炉内滓（含鉄）

I 
69 36 24 75 4 M（◎） 全体的に酸化上砂に製われた炉内滓。木炭片を多呈に咬み込んでいる

I 
lぬ81 全体的に酸化土砂に裂われた炉内滓」表面はややイガイガ表面感＂含鉄

123 炉内滓（含鉄） 9.3 4 8 2.3 175 4 M（◎） 
部は黒結化し、ひび割れがある rJ

炉内滓（含鉄） 82 48 300 4 M（◎） 
令体的に酸化土砂に覆われた炉内沖 含鉄部は黒錯化 滓部は弱い流動状。木

124 67 
炭片 炉壁粉・片岩を多量に咬み込む。
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部が露出しているものは、黒錆に覆われているもの

が多かった。炉内滓（含鉄）のうち、 121を分析し

た。分析結果では、微細な金属鉄が点在し、まとま

った金属鉄部は存在せず、鉄素材となりうる品位で

はないという。

炉内滓（含鉄）
炉内滓 3.45% 
6.63% 

炉底塊

1.17% ＼虐バ國l ＼＼  砂鉄焼結

0.07% 

マグネタイト系

0.21% 

流出孔滓

3.89% 

第 3号炉出土鉄滓類構成比

第4号炉製鉄関連遺物（第58• 59図、第19~21表）

第4号炉からは、総重量で86.778kgの製鉄関連遺

物が出土した。遺物は、南北の排滓坑からの出土で

ある。

分類毎の出土鼠は以下のとおりである。

炉壁 27.645kg (31.86%) 

砂鉄焼結塊 0.015kg (0.02%) 

マグネタイト系遺物 1.013kg (1.17%) 

流出孔滓 0.770kg (0.89%) 

流出溝滓 21.679kg (24.98%) 

流動滓・炉内流動滓 28.805kg (33.19%) 

炉底塊 3.205kg (3.69%) 

炉内滓 2.417kg (2.79%) 

炉内滓（含鉄） 0.419kg (0.48%) 

被熱石 0.810kg (0.93%) 

第4号製鉄炉からは、掲載資料として、 74点を抽

出した。 (125~198)

炉壁（125~159)は総重量の31.85％出土した。

炉壁上段の破片（125~136• 152~154)は、還元

が弱く、胎土にはスサを含むものとスサを含まない

粘土が使用されているものが認められた。

炉壁上段は最上部から順に、被熱のみ→発泡→砂

鉄焼結となる。

中段の破片（137~143• 155 • 156)は内面が滓化

し、タレが生じている。

このうち、中段下半の140では、内面下部が内側

にせり出しており、外面も同様にカーブしているこ

とから、通風孔部の上部の破片の可能性がある。

下段の破片（144~151• 157 • 158)では、滓化が

著しく、特に通風孔周辺部では、タレが大きく、黒

色の光沢のある表面となる。

また、下段の144• 145は通風孔部側面と思われる

破片で、炉壁内面の形状が弧状となる。

下段下半の、 148~151は、滓が付着し、 151では、

木炭痕が残る。炉底及び炉壁の基部の破片は出土し

なかった。

また、熱により変形し、大きく曲がった炉壁も出

土した (159)。炉壁内面側にU字型に折れ曲がって

しヽる。

砂鉄焼結塊は、総重量の0.02％出土したが、小破

片のため、掲載資料として抽出できなかった。

マグネタイト系遺物（160~164)は、総重量の

1.17％出土した。マグネタイト系遺物は、表面が流

動状で、砂鉄焼結が認められるもの (160• 161) と

含鉄のもの (164)が認められた。鈍い銀色の光沢

を放つ。 164は、含鉄部が表面に付着するように露

晶する。メタル度はH (0)であった。

流出孔滓（165~168)は、総重量の0.89％出土し

た。上面は流動状で、 ド面には、炉壁粉を咬み込ん

でいた。 167• 168は、気孔が多く、滓質がガス質と

なる。断面の形状は、上面は概ね平坦で、下面はU

字または半円形となっている。孔径は3~5 cm前後
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炉壁（長軸側） I炉壁（短軸側） I炉壁（被熱曲り）lマグネタイト系造物 流出孔滓 流出溝滓 流動滓 流動滓たまり滓 炉内流動滓

上段上半
砂鉄焼結

豆

｀， 

こー： 

虞

｀ 》` こ ロ こ 165 
174 

（含頂部） 口 疇
184 

125 126 127 128 152 1 79 
被熱

160 

上段中半

冒発泡 ］ 口

｀ 
冒 ロ

星＿
129 130 131 ¥32 

153 
ーーニ 180 

蕊 I 1 ?5 
170 炉底塊

゜ 上段下半oo 

髯図

こ こ □35 
゜
こ 噂

已誓］―
砂鉄焼結 166 ロ瀕 134 

161 185 
133 136 154 

よ マグネタイト系遣物
181 

Jj□ 

□ 弓 勺i
中段上半

口 /̀‘ ~)1 

｀ 
響

I 雪 滓化弱 162 

159 

羞 137 
139 155 176 

沼
図 中段下半

二口尺籠
｀ 

→ （通風孔上） 口亨： こ I 
口］

167 

ご 177
186 

滓化強 156 
142 143 

141 172 

下段上半

口 畠
言144 こ 》` 口「（通風孔付） 163 

145 146 147 157 マグネタイト系遠物（含鉄）

滓化強

下段下半 □ ロ ロニ（通風孔下） 口 言
亨／ ぃ187164 

滓付 '149  150 158 168 148 



炉内滓 I炉内滓（含鉄） 1 石（被熱）

皇sa: い191 

H(O) 

乾

口 193 

189 

M（◎） 

◎ 194 

□□ 
190 

冒

已
195 

憂，6

゜
、 198

第59図第4号炉遺物構成図（2)

4号炉出土の炉底塊は、掲載した他に数点出土した

のみで、量は極めて少ない。上面と下面の炉底部の

一部は生きており、炉底からの厚さは6~7 cm前後

となる。含鉄部は、肉眼観察・大型磁石・メタルチ

ェッカーでも検出できなかた。

また、 183は、炉壁短軸側の破片と思われ、流出

孔滓にかけての破片である。孔滓の滓質はややガス

質であった。

炉内滓（188~191)は、総軍量の2.80％出土した。

流動滓系の出土量に比べ、圧債的に少ない。炉内滓

の表面は流動状で、木炭痕が認められるものもある。

また、 190• 191では、側面に炉壁の剥落痕が認めら

れた。

炉内滓（含鉄） （192~196)は、総重量の0.48%

出土した。

メタルチェッカーの反応度によって、銹化（△)

(192)、H (0) (193)、M （◎） （194~196)に分類

できた。滓部の表面が流動状で、含鉄部が露出して

いるものは、黒錆に覆われ、ひび割れの目立つもの

が多かった。

被熱石（197• 198)は、総重量の0.93％出土した。

チャートの礫で、敲打痕等はなく、ハンマースト

ーンの可能性は少ない。

であったと考えられる。

流出溝滓（169~173)は、総甫量の24.98％出土

した。溝幅のわかる破片は少ないが、 171で10cm前

後、 173では15cm前後であった。

流動滓・流動滓たまり滓・炉内流動滓（174~

180 • 184~187)は、総重量の33.19％出土した。流

出孔・溝滓と合わせると、流動滓系の鉄滓は、

59.06％となり、遺物構成の 6割近くが流動滓系と

なる。

いずれも滓質は緻密で硬いが、多孔質でややガス

質となる破片（176) も認められた。下面には酸化

土砂・炉壁粉を咬み込んだ破片が多い。薄い板状と

なる破片が多く、 178では、厚さ 4cm前後であった。

炉底塊（181~183)は、総重量の3.69％出土した。

炉内滓（含鉄）
0.48% 

炉内滓
2.79% 

炉底塊

3.69% 

砂鉄焼結

0.02% 

マグネタイト

1.17% 
流出溝滓
24.98% 流出孔滓

0.89% 

第4号炉出土鉄滓類構成比
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第19表 第4号炉製鉄関連遺物観察表 1 （第60• 61図）
マヽ ～ 

： 口 属|生 1巳，：1］ 1言 I'〖rn］門g：誓iメタル度丁口: 備考特，】じ事項 ーロ

二炉壁（長1哺側） 」段上］Ji:釦疇） I 47 : 70 1 1 なし 北 NQ40 内而(/)還）じか弱い炉壁片胎＿Lしスサをりもと含まない

：口：i:ロロ：：口□ず片岩"o,;
- | | 

12s I 炉朔（長軸側） I 上段上:~:含頂部）‘ 10.2J 82 

ニ ロ上段r|].・

4.8 I 220 I 1 なし
北 Nu46 円面の還ブじの弱い炉破片ー，内曲 1、部はやや発泡気昧となっている

胎1：にスサを含む

4.J I 125 ! 3 

130 炉壁（長抽測） 上段中半、発泡 6.9 I 5.5 4.9 I 120 I 3 

なしt--1：::詈畠言冒コ弱い炉壁I•に表面の一部に砂鉄焼結か認，められる胎

なし 1 北ぬ38 |)1面の発泡のりりい炉壁片。表面の 部に砂鉄焼結か認められな胎

土にスサを含む。

口一炉呼（長軸側） 上段中半、発泡 87 - 125 1 35 245 i 2 なし 叫をN芦贔口のタレか大きい炉壁片株に砂鉄焼結か認められる。胎＿Lにス□- l 

132 I 炉咄（長軸側） し段中半、発泡 9.5 112.s・3.9 I 190 I 1 なし 北 Nn48 内面のタレが細かい炉壁）午胎土に紺かいスサ・片岩を含む。

□□口上段1ヽ 半砂鉄焼結 53 90 40 135 2 なし 息ごし］言門：言胃言雪）られる炉陪片。砂鉄は粒の形状力残され

134 灯壁（長帷側）ロロ砂鉄焼□6 56 I35 1,] 2 1 なし ］ I内而仝面1砂鉄焼結力認められる 胎土1細力いスサ井:--]

¥ 135 炉競（長：段下平、砂鉄焼結 9.5 8.9 4.2, 184 2 i なし 南 No38 内面全面に砂鉄焼結か認められる炉壁片。胎土に細かいスサを含むも

136 炉壁（長軸側） 上段卜半砂鉄焼料l□81 ーロ・ 250 ～ローなし □言□9言音Fi誓霊門；言 表面のタレは弱く 光沢ない里
二［戸壁（長帷側） 中段上半 滓化布 220 144 45 795 1 なし 」こ｀｀：言90い炉壁片 1部 1-i堕かたが砂鉄焼結が認められる。

J南 ＼035 内面の滓化の弱い炉壁片。表面は光沢のない堪色に発色する。胎上

138 炉賠（長軸側） 中段 L‘1,・、滓化閣 1s.4 11s.s I 5.7 I 950 I 1 なし にスサを僅かに含む。

南 l¥¥,21 内面の滓化が閲いものの、クレの大きい炉壁）乍胎土にスサを1草か
139 I 炉壁（長軸側） I 中段」半、滓化弱 I11.0 I 14.2 I 5.1 I 340 I 1 なし 1に含む

140 I 炉壁（長1哺側）

ロ炉昭（疇li¥l|)

口壁（長軸側）

中段 1以誓ロロ～109| 41 |282| 2 
巾段下半（通風孔上）、 ＇ 
滓化強 23.1 I 17.6 I 4.7 I 735 I 1 

中段下平（通風孔 L)、
滓化強 I 15.2 15.2 I 5.4 610 I 1 

なし

なし

なし

南 No.37 内而下部中央がやや悩り上かる炉壁片e 外面も同様にカープしてお

り、通風孔上の破片と思われる。胎土にスサを含む。

南 No.37 沖化が強く表血が熙色に鈍く光る炉壁片，胎tにスサを含んでいる。

北 応47 内面の滓化が強い炉壁片。表而は果色に鈍く光る、，胎土に細かいス

サを含んでいる。

口壁（長1i雌l］） 中段 I‘；口雪孔卜） 162 120 56 725ーロー なし+~いN``［繹く タレの強い炉壁片表血は鈍く麟に光る。胎1・に細

144 炉欧（長軸側） 下段ヒ□｛誓孔付） 70 4/0  55 2 なし ／：化の強い通風孔側面破I•＇，か 内面下部は生きており 断由の形1人は円形とな
145ロロ） ド｀□109 •口 35 150 1 なし 1 畠言ゎ言言：：以：雷言片炉竪から迎風孔側面1一至る

::: : 炉壁（長1哺側） ↑段 Iiこば□孔付）i 87 71 33 93 1 二爪9i汀言し‘言□9:、:’や盛り1カっており外而も1il様1ーカープ
147’ 炉陪（長軸側） ］口勺霜し孔付ーロ7 6b口'140 1 なし ［［ 内面の滓化・タレの大きい炉壁片，左側曲は生きている 胎土にスサを合

148 炉壁（長軸側） J 11.0 I 10.6 J 6.5 I 574 I 1 なし
噂下半（通風孔ド）、（ 北 内面卜部のタレが大きい滓付の炉壁片。下部は土砂か付杵する部分がある。

149 灯壁（長帷側） 下段 1]]殿い）I 110 1ロ ロロ 口 ：：土・ロ（三；言~;着する炉壁片i宰祁は沖動ifとなる胎十1 ス
150 炉歌（長軸側）・ロニ風孔下） I ー2 1 89 1 59 1 475 1ローなし 1 口.]U(↑1：言言、の滓の付着した炉壁片滓部は結晶化し キフキフと光
151 仔壁（長柚側） 下段｀＇風孔 I、)I 145□] 46□]□□し 1 ]:[」言り1十｀；；；、限を多く残す炉陪IlL胎Iーにスサを含まない 外面｀

／ロニロニ~ニ2 なし 胃もN14 内血木舞孔と：われる溝力品められる炉叩•i 胎土1スサJ

揺 I255 I 1 なし 土にスサを多く含む，
北 No22 滓化の強い炉壁片，内而は患色の光沢のある表面となっているッ胎

.. 
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第20表 第 4号炉製鉄関連遺物観察表ー2 （第61.62図） 一

番号［一種別 届性 喜り言］ 1り¥讐メタル度口］斤 備考•特心事頌ロ：9：□□1948。口： ：： ： ：： ニロニ字｛ロロニ：化n::]ロロ］
北 l¥o.40 内面上部に砂欽焼結が［忍められるマグネタイト系遇物，全体的に流160 マグネタイト系遺物 砂鉄焼紀 5.o I 3.2 I 2.4 I 5s I 4 なし 動状で、純い銀色の光沢感かある:・

直に砂鉄焼結か認められるマグネタイト系選物＾表血は流動状となる m 下面161 マグ不タイト系遣物 砂鉄焼結 5.1 I 3.6 I 2.7 I 45 I 3 銹化（△) ＇に酸化上砂を咬み込むQ

表面か流勅状となるマグネタイト系逍物。左側血は破l自となふ表而の光沢は162 マグネタイト系追物 3.3 I 4.3 I 2.7 I 40 ! 3 なし ｛なく、灰色である，

ロオタイ 1、平遇物□― 57 69 33 - 156 3 なし [ ¥u40 表血力流輯）、となるマク｀ネタイト系遺物口面1酸化十砂を1こ
マグネクイト系迫物 表面か弱い流動状の含鉄のマグネタイト系遠物。含鉄部は表面に1寸着するよう164 （合鉄） 5．7 4.8 3.9 100 3 H (O） に存在し酸化士砂に閉われてしヽる。

165 l 流出孔沖 32 29二］ 27 1 なし ／ロロ両ヵ澱面となーる流出孔滓。上面譴い流動状て～卜面には炉駆粉を多く

'166 流出孔滓 7.9 3.9 i 2.5 10() 1 なし 丁王―``ー［石0)側而が破面となる流出孔滓。」直の流れ緞が細かく緻彩な流
動状であな下面には炉駆粉を多賦に咬み込む。□/孔i宰 41 □-30 95 1 なし 喜よ］言 ややガス質の流出孔滓。下曲しは訳さ3cmHij後の｀直

168 流出孔滓 □10.2 5.6 21-6ーロ なし ―U交：塁む気孔が多くややカス質の流出孔滓下而には炉壁粉・酸化I砂を多
i 169 流出溝滓 87 105 35 275 1 なし 口塁言言言。が大きく流れ跛の細力い流出溝南下面1は酸化七

170 流出溝滓 91 88 41 453 1 なし 一口言炉贔雷言言喜、ヽ緻密な流出溝滓側面の破面は3I虹：数える。

ロ流出溝沖 99 1 100 40 328 1 な口 1 ：三門よ言：緻密た力やや多孔質の流出溝滓 1而には炉壁粉酸化上砂

172 I 流出溝滓

173 I 流出溝滓

□175 ”流動l滓: 

176 I 流動滓

177 I 流動滓

178 I 流動滓

179 I i点璽り滓たまり滓

130 I 流動滓たまり滓

181 | 炉底塊

11.s I 10.s I 5.3 I 766 I 1 I なし

15.3 I 21.5 I 6.0 I 2290 I 2 なし ~ 

6.6 I 3.1 I 2.2 I 45 I 1 I なし

4.3 I 12 2 I 2.4 I 205 I 3 I なし

南 上面が多孔質てややガス質の流出溝滓。下面には炉璧粉を多星に咬み込む。

北 悩29 流動単位が大きく流れ霰が細かい流出溝滓。左側而は破面となる。
卜由には炉壁粉・酸化士砂を多星にII交み込む。

南 ＼a8 左右の側面が被面となる緻密な流動滓つ下面に炉壁粉を僅かに咬み
込む。

緻密だが多孔質の流動滓（左測面か破面となる以外はすべて自然面となる：下
而には炉壁粉・酸化土砂を咬み込む。

140 1 65ロニ／ なし 北多孔貞てガス質の流動滓。」下而ともに炉壁粉酸化上砂を咬み込も

6.619.1~ なし ー］` 渇7 流動単位か大きく流れ町は粗い緻密な流動滓。下面には大粒0)炉壁
粉をII文み込む

1s.s 1 18.0 I 3.8 I 224s I 2 なし 炉屹／＇1を咬み込んている.:
南 証扁平て板状の流動滓。流動単位は大きいが流れ搬は粗い ド面には

12.3 1 10.31 5.3 I 905 I 2 なし 1 流動単位の小さい流動滓たまり滓 右側面以外は破面となか下而にぱ炉壁
粉・酸化七砂を多埜に咬み込む。□ 945 2 なーし］ー］一~¥・ト雪言し：き：言言言：：り宰上丁側面とK側而力蔽由

74 81 1 60 665 1 なし I g;~言言ご言鬼滓部はやや結品化している 卜叫は炉壁粉ロ□ーロ1119|68162511

183 炉底塊コーナ一部 流出孔岸付 155：口116451 1 

184I 炉内流動滓 ----口2口127 ! 1 

□-f=-trh□： 
なし

南 上F面以外は破面となる炉底塊 1且］は弱い流動状となる，下面には炉璧
粉、長さ3cm前後の片岩をl1交み込んている。；ロー \ •a3 上而が況い流幻人となる炉底塊一｀仔L滓部分は多孔質でガス質と
なる，，下而には木炭痕が認められる。

なし

なし

なし

南 渇58 流動単位の小さな炉内流動浮。左右の側面は阪面となる。 ド面に炉
壁粉を咬み込む。

泣れ鍛0)粗い炉内流動滓 下而には炉壁粉を多塁に咬み込む。

流れ緻の殆とない緻密な炉内流動滓。下而に炉壁粉• I「岩・礫を咬み込むc

流動単位の大きな炉疇蜘翠．表面は鈍い銀色の光沢をもつ 下面には炉壁
粉・酸化土砂を咬み込む3

□□ □ 1□］---lf_□よ破;ロロ日1fuょ炉咽：最l：ロ
187 炉内流動滓 5.5 I 6.4 I 2.9 I 173 I 1 なし
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第21表 第4号炉製鉄関連遺物観察表3（第62図）
I 長径 | 短怪 阿さ メタル度 I＇分析番号 種別 屈性 (cm) (cm) (cm) (g) 

備考•特記事項

191 炉内滓 9 8 I i 9 6 66 626 1 なし I ！ 

192 炉内滓（含鉄） 33 3.3 20 28 I 2 銹化（△)

193 炉内滓（含鉄） , I 21 3.3 14 ! 101 I 3 

194 炉内滓（含鉄） 43 32 23 28 I I 2 

195 i 炉内滓（含鉄） 45 3 8 I ! 18 37 3 

196I , 炉内滓（含鉄） i 38 62 27, 165I i 3 

197 伍（被熱） 56 47 3 0 I 115 1 
I 

198 h （被熱） 69 6 2 i I 3 9 195 1 
！ 

第1号排滓場製鉄関連遺物（第63~65図・ 22• 23表）

第1号排滓場からは、総菫量で36.313kgの製鉄関

連遺物が出土した。

分類毎の出土鼠は以下のとおりである。

炉壁 8.033kg (22.12%) 

流出孔滓 1.440kg (3.98%) 

流出溝滓 2.990kg (8.23%) 

流動滓・炉内流動滓 9.787kg (26.95%) 

炉底塊 8.074kg (22.23%) 

炉内滓 3.864kg (10.64%) 

炉内滓（含鉄） 2.125kg (5.85%) 

第1号排滓場からは、掲載資料として、 41点を抽

出した。 (199~239)

炉壁（199~213)は、総重量の22.12％出土した。

炉壁上段の破片（199~201• 207~209)は、還元

が弱く、胎土にはスサを含むものとスサを含まない

粘土が使用されているものが認められた。

中段の破片 (202• 203 • 210 • 211)は内面が滓化

し、タレが生じている。

下段の破片 (204• 205 • 212 • 213)では、滓化が

著しく、特に通風孔周辺部では、タレが大きく、黒

色の光沢のある表面となる。 205では、一部ガラス

質となっている部分も認められた。

炉床土 (206)は、上面が還元し、片岩などの礫

を含んでいる。下面は地山土となる。

砂鉄焼結塊・マグネタイト系遺物は、第1号排滓

H(O) 

M（◎） 

M（◎） 

M（◎） 

なし

なし

南 No37 左側面に炉壁痕のある炉内滓＾ L面と下由には木炭痕が認められる，

全体的に納と酸化七砂に覆われた含鉄の炉内i箪丸鉄部はひび割れが認められ

る，

全体的に錆に覆われた炉内滓Qf籠かたがひび割れが認められる。

左側が含鉄部の炉内滓。含鉄部は黒錆に痩われ、ひび割れか目立つ。

板状の炉内滓。全体的に酸化1こ砂に覆われるこ

全体的に酸化七砂に覆われた炉内滓。ひび割れが大きくひび割れ部分に黒錯に

覆われた含鉄部が確認てきる。 口
下手側側面か破面となるチャートの礫。破面は赤化 被熱してい

北 ＼n39 I.面以外は阪面となるチャートの硬。破面部分は赤化・被熱してい I
なし％

場からは出土しなかった。

流出孔滓（214~216)は、総重量の3.98％出土し

た。上面は流動状で、滓質は緻密だが、多孔質のも

のが多い。断面の形状は、上面は概ね平坦で、下面

はU字または半円形となっている。孔径は3~7cm 

前後であったと考えられる。

流出溝滓（217• 218)は、総重量の8.23％出土し

た。溝幅のわかる破片は出土しなかった。

流動滓・流動滓たまり滓．炉内流動滓（219~226)

は、総重量の26.95％出土した。流出孔・溝滓と合

わせると、流動滓系の鉄滓は、 39.16％となる。

いずれも滓質は緻密で硬い。下面には酸化土砂・

炉壁粉を咬み込んだ破片が多い。

炉底塊（227~230)は、総重量の22.23％出土し

た。 228~230は炉内流動滓が付着している。

上面と下面の炉底部の一部は生きており、炉底か

らの厚さは230で10cm前後となる。

また、 230は、側面に炉壁痕が認められ、炉底か

ら炉壁の立ち上がり部分にかけての破片である。

含鉄部は、肉眼観察・大型磁石・メタルチェッカ

ーでも検出できなかた。

炉内滓（231~233)は、総重量の10.64％出土し

た。流動滓系の出土量に比べ、圧倒的に少ない。全

面が破面の破片が多く、表面の観察ができたものは

少ない。滓部は結晶化している。

炉内滓（含鉄） （234~239)は、総甫量の5.85%
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出土した。

メタルチェッカーの反応度によって、銹化（△）

(234 • 235)、M (c) (236~238)、L（●） （239) 

に分類できた。

全体的に酸化した土砂と錆に覆われ、観察が困難

な破片が多い。含鉄部が露出しているものは、黒錆

に覆われ、ひび割れの目立つものが多かった。

239は、長さ 3en]前後の含鉄部が露出していた。

メタル度がL（●）と高いが、黒錆に覆われていた。

炉底塊
22.23% 

炉内滓（含鉄）
5.85% 

流動滓系

26.95% 

流出孔滓

3.97% 

流出溝滓

8.23% 

第 1号排滓場出土鉄滓類構成比

炉壁（長軸側） 炉壁（短軸側） 流出孔滓 流動滓 炉内流動滓 炉底塊 I一ーニ
上段上半 □ 三―̂）- I M（◎） 

（含頂部） ~ 0 214 219 宣'(,_~23 ｀ 231 I ゚
被熱 199 207 236 

7 
上段中半

発泡 伍〗 口20 
200 8 ~ 

上段下半 232 

砂鉄焼結 二0201 ~209 冗二:5 □ | °231 
220 @ 

中段上半 224 口炉内滓（含鉄｝滓化弱 胃臼 ［ 
202 210 

中段下半 I 銹化（△）

（通風孔上） 口］、"、 ： 211 口］ `4  0 
滓化強 203 6 ニど 238 

下段上半 ， 流出溝滓 ， L（●） 

（通風孔付） ＇ □2 ： 量
滓化強 4゚ 212 

217 

下段下半

（通：：下） ： ：］こi贔39

205 213 

炉床土 l)¥砂',<：；／万I I 彎言夏~: 量 □~□口］I ロ
218 222 26 230 235 

第63図 第 1号排滓場遺物構成図
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第64図 第 1号排滓場出土遺物（1)
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第65図 第 1号排滓場出土遺物（2)

第22表 第 1排滓場製鉄関連遺物観察表2 （第65図）

番号 種別
I 
属性

長径 短径 厚さ 重さ
メタル度 分析 備考•特記事項(cm) (cm) (cm) (g) 度

I 炉内流動滓付 2 I I なし230 炉底塊 12 3 20 5 98 3170 
側面に炉舷痕か認められる炉底塊c 滓部は結晶化している。下面は酸化土砂に

閣われ炉壁粉 片岩の小石を岐み込んでいる。

231 炉内滓 62 79 57 375 1 なし
滓部が結晶化し、ギラギラと光沢を放つ炉内滓し下面以外は破面となる。下面

には炉壁粉を咬み込む一

232 炉I]、1滓 80 86 46 520 1 なし 全面破面となる炉内滓。滓部はやや結晶化している。

233 炉四滓 91 79 48 555 1 なし 滓部か結晶化した炉内滓。下面以外は破面となるこ下面には炉壁粉を咬み込む。

234 炉内滓（含鉄） 28 3.2 22 20 3 銹化（△）
全体的に表面が酸化上砂で閣われた含鉄の炉内滓（，含鉄部は黙錆に悛われてい

る。

235 炉内滓（含鉄） 4.7 74 38 160 1 銹化（△） 滓部か結品化した含鉄の炉内滓（，含鉄部は小さく錯に渕われている。

236 炉内滓（含鉄） 42 3 3 ; 3 0 40 3 M（◎） 
全体的に酸化七砂に覆われた含鉄の炉内滓。大半が含鉄部となり、黒錯により

ひひ割れが生じている，下面に錆により流動滓が付着する、9

237 炉内滓（含鉄） 40 41 28 50 4 M（◎） 全体的に酸化土砂と錯に覆われた含鉄の炉内滓。含鉄部は黒錆に痰われているこ

l 全体的に酸化上砂と錆に閣われた含鉄の炉内滓』下面に含鉄部か露出している
238 炉内滓（含鉄） 53 67 43 156 2 M（◎） 

が患錯に覆われる 3
1 、

239 炉内滓（含鉄） 65 58 32 140 3 L（●） 
メクル度の高い含鉄の炉内滓こ右側面にはガラス質の炉壁が付着し、含鉄部は

左側にある。長さ3cm前後の含鉄部が確認できるが黒箔に渕われている勺
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第23表 第 1排滓場製鉄関連遺物観察表 1 （第64• 65図）

番号 I 種別 属性
長径 短径 I 厚さ 捐さ 誓 II メタル度 分析 備考•特記事項
(cm) (cm) (cm) (g) 

199 I 炉壁（長軸側） 上段上半、被熱 59 56 39 98 l なし F25 ¥o135 還元面のダ台とない炉壁片 胎土にスサを殆ど含まない。

--

5 2 i I 3 2 I 200 炉壁（長軸側） 上段中半、発泡 42 40 1 なし I F25 1'b73 内面の発泡の如い炉壁片。胎tにスサを僅かに合む"

201 炉壁（長軸側） 上段卜半、砂鉄焼結 55171145 88 1 ， ' なし
F25 集中部 'h3] 内面が発泡気味の炉壁片C 内面し部に砂鉄焼結が認めら

れる。胎lこにスサ・石英を含む＂

202 炉壁（長1咄側） 中段上半、滓化弱 531I 741i 33 70 4 なし 滓化・タレの弱い炉壁片＜．胎土に大粒のスサを多く含む。

中段下半（通風孔上）、 I F25 ~u68 内面の滓化か強くタレが大きい炉壁片，，胎上に粗いスサを多く含
203 炉壁（長軸側） 滓化強

10.6 93 54 225 2 I なし むe

! 204 炉嬰（長軸側）
下段上半（通風孔付）、

9 2 | 10 2 I I | 3 8 183 1 2 II なし F25 NQ68 滓化が強くタレの大きい炉壁片。胎士に粗いスサを多く含む，
滓化強

205 炉壁（長軸側） 下段下半（通風孔卜）、』 17 5 I 12 7 91 2450 1 なし ＇ 
大半が滓となる炉壁片。滓部には木炭痕か終められる。炉壁部分は表I旬0)滓化

滓付 が強くガラス質となる

206 炉壁（長軸側） 炉床土 12 1 19 3 」I 81 2010 1 I i| なし
上面が還元し、片岩なとの礫を咬み込んだ炉床土 下而は長さ5~8cmのチ含ャ］ー
I、 片岩なとの礫を含む地山上となる。

207 炉壁（短軸側） 上段上半、被熱 70141135 so I I l 1 なし 内面の還元の殆とない炉壁片コ胎土にスサを殆と含まず、片岩•石英を

208 炉壁（短軸側） 上段中半、発泡 71lI s2 30 ：口［F25 I¥Q54 内面の発泡の閲い炉壁片。胎上にスサを殆ど合まないc

209 炉壁（短軸側） 上段下平、砂鉄焼結

三
内面ド部に砂鉄焼結が認められる炉壁片，胎十．にスサを殆ど合まない 1 

| 

210 炉壁（短軸側） 中段L半、滓化菊 45 2 なし ！ 
F25 ,叫 内面の滓化・タレの如い炉壁片。胎土に横方向に細かいスサが多

塁に含まれているQ

211 炉壁（短軸側）
中段下半（通風孔ヒ）、

7 1 10 51 4 0 105 2 なし
F25 応68 内而の滓化か強く、表面の一部がガラス質となる炉壁片，胎七に！

滓化強 粗いスサを多壁に含む。

212 炉壁（短軸側）
下段上半（通風孔付）、

66165147 130 1 なし ' 
内面の滓化が強く、表面がガラス質となる炉壁片。胎土に細かいスサを多屋に

滓化強 含むぐ

213 炉壁（短軸側）
I下段下半（通風孔下）、

10 51I 16 7 9 2 1130 2 なし
1村面かガラス質となる炉壁片。滓の部分には木炭痕か認められる。胎土に相い

滓付 スサ・石英の小石を含む。

6.4 I I 31 
I 緻密だか多孔質の流出孔滓。左右の側面か破面となるし、下面には伍英・片岩の

214 流出孔滓 4.6 105 1 なし
小伍を咬み込むe

215 流出孔滓 58 14 4 49 335 l なし 緻密だが多孔質の流出孔滓。下血に炉璧粉・酸化七砂を多塁に咬み込むC9

！ 

1000 ， I 1 ，左側面が破而となる流出孔滓＂右側面は生きており、流動単位の大きなタレか
216 流出孔滓 99 14 5 6 7 なし

認められる，下面には酸化土砂， 1「岩・ 1—i英などを咬み込んでいる。

217 流出溝滓

口8.7 I 17.6 
37 230 I i 2 なし 流動単位か大きく流れ敏の細かい緻密な流出滞滓。 1‘1面に炉壁粉を1岐み込む。

＇ 

218 流出溝滓 96 1260 1 なし
流動単位の大きい流出溝滓 左右の側面は、破面となる。下面に炉壁粉を多塁

に咬み込むc

219 流動滓 39 4.9 09 35 2 なし
流動単位の小さな板状の流動滓：左右の側面がけ虹旬となる e 炉壁粉の咬み込み

1は殆とない。

220 流動滓 81 42 3.5 190 2 なし
流れ緻の細かい徽密な流動滓Q上由以外は破面となる＂炉壁粉の咬み込みは殆

どなしヽ。

221 流動滓 58 91 23 180 1 なし 緻密だが表而が風化した流動滓。下面に炉壁粉を咬み込むぐ

！ I 流動単拉の人きい緻密な流動滓3 左右の側面は破面となる＂下面に炉壁粉を l咬
222 流動滓 116 96 33 I 630 2 なし み込む。

223 炉内流動滓 53 82 38 205 1 なし
1流動単位の大きな炉内流動滓。流れ厳は殆と認められないC 上面ート手側と左右

の側面か破面となるし下面に酸化上砂を咬み込むc

I 224 炉内流動滓 52 60 28 180 2 なし
側面に炉壁の付舒か認められる炉内流動滓＜，滓部はやや気孔か目立つが緻密てi

ある。

＇ 
~ • ~ 

225 炉内流動滓 76 91 35 255 1 なし 小刻みな流動単位の炉内流動滓。下面に炉壁片 酸化七砂を多砥にII文み込むc

-; 

［ 冒［ f の： きな詞な賛滓たまり冒左右霜胄は闘悶とな羹゚贔塁の左226 泊動滓たまり滓 25 8 15 5 85 3630 2 なし 中に放 に ている。 には ． •石の 多く
み でいる。

227, ！ 炉底塊 114 119 89 2090 3 ! なし 上面以外は全て硯面となる炉底）鬼磁着度があるが含鉄部は存在しない。 I 
i 

228 炉底塊 炉内流動滓付 86 89 58 710 1 なし |ー一面が弱い流動状となる炉底塊，）側面に炉壁痕かある 下面は破面となる

！ 

229 炉底塊 炉佐流動滓付 I 7 o 12 8 85 1080 1 なし
上面に炉内流動滓が認められる炉底塊。上下由以外は全て破面となる。下面に I 

i i 
炉堕片を多鼠に咬み込む。
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第24表 第10号土坑製鉄関連遺物観察表 1 （第67• 68図）

号

0

1

24

4

4

 

番

2

2

2

~
~
、

,
1
L
·

種別 丁___I萬］圧_._ [9 1 ｛詈冗n］阿g~言'|メタル度分析
I 

炉壁（長軸側） 中段上半、滓化凋 ：3.6 I 4.9 I 3.o I 35 I 3 なし

炉舷（長軸側） 1中段下：｛喜：iL」)、 1o.8 i 10.3 I 5.8 I 360 I 2 I なし
l 1 ,  

！ 

炉壁（長軸側） 下段上以言し孔il) 87 62 1 50 130 1 1 なし

！ 

243 炉壁（長軸側） ！下段 lヽ［言］風孔下） 6.5 I 11.2 i 5. 7 I 225 I 2 なし

！ 
1 244 マグネタイト系選物 3.9 ! 3.o I 2.3 i 40 I 4 I なし
i •一！ ！ 

l 

245 マグネタイト系遺物 4.1 I 3.9 I 3.5 I 115 I 4 なし
i 

I _ _.... I I I I I I 
246 iマク~ネタイト系遺物 7.5 I s.2 I 5. 7 I 620 I 4 なし

項車「L
ふ
『

U
J寸
川
オ
＇考前

三く、タレか小刻みな炉壁片こ胎上にスサを含む。

滓化か強く、タレの大きい炉壁片。表面は光沢のあるI火黒色である 胎l．に粗
いスサを多呈に含む。

I内而の滓化が強く、タレの人きい炉懲片。表面は駅のある甲色で一部ガラス
質となる部分かある。胎上に細かいスサを含む

］滓化が強く、タレの大きい炉壁片。表面はガラス質となふ胎上に細かいスサ

を含む。

表面か流動状のマグネタイト系逍物C 上面以外は破［l!iとなるし□9色の疇のあるマクオクイト系造物。ほぼ全血が破血と
1 F25 Nn120 表面かやや流動状のマグネタイト系追掬 上面上手側の一部に

砂鉄焼結が認められる r。

i 247 マグネタイト系遺物I 砂鉄焼結

248 iマグネタイト系迫物 I 砂鉄焼結

249 I 流出孔滓

t 
流出孔滓250 

251 i i I 流吊孔滓

252 流出孔滓

］ 流出孔滓～溝滓流出溝滓

流出溝滓

流出溝滓

257 l 流出酒滓
258 1 流動滓

~259 
流動滓

260 流動滓

261 I！ 流動滓たまり滓

262 流動滓たまり滓

263 炉内流動滓

264 炉内涼動沖

□-
265 炉内流動滓

しな

~
 

5

4

1

1

1
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[
~
1
4
5
3
5
1
5
5
,
I
I

，
 7.2 I 7.9 5.9 I 340 I 1 I 1 1. 9 1 1 7. 7 | 8. 0 3250 I 1 

なし

なし

6.6 I 11.0 I 3.5 I 365 I 1 I なし
i 
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99 9 5 57 630 2 

215 15 2 42 1550 2 

15 4 12 4 so, ! 1370 I 2 

101 9 4 61 895 I 2 

3.9 I 7.1 I 3.2 I so I 1 

F25 l¥ul20 1：面上手側に砂鉄焼結が認められるマグネタイト系遥物。ほぼ

全而か破面となる＾

F25 1¥091 表向に気孔が目立つマグネタイト系逍物こ」涌jO)|寸．手側と下面に

砂鉄焼結が認められる：

！ 
7.5 i 7.o I 4.8 I 270 I 2 

7.1 I 9.3 I 4.5 I 350 I 2 

266 炉底）鬼（［具痕付）

i ! ！ 267 炉底塊（［具痕付）

268 炉底塊コーナ一部

二270：炉底塊コーナ一部
底塊コーナ一部

L2-7-1-
炉内滓

13.1 I 11.1 I 6.3 I 1690 I 2 

13.4 I 16.4 I 11.6 I 4250 I 1 
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流炉

，緻密だか、気孔が多い流叫l滓上下面とも、酸化七砂に覆われる，

ロ多：口出多：ロ
F25 NQ81 表血の流れ鍛が細かい緻密な流出溝滓。下面に炉壁粉・片岩・石

英を多星にII交み込む。

F25 ~78 流動単位が大きいが気孔か多く、ガス質となる流出溝滓， L下而
ともに炉壁片・片岩•石英を多星に 1咬み込んでいる

-- 1 
F25 ¥o105 飯密だが表面に気孔の目立つ流出消滓し沌い板状で流動単位は！

大きい。 ド而に炉壁粉・酸化七砂・片岩・石英を多塁にII文み込む，9

F25 集中部 No12 流動単位の小さい緻密な流動沖 左側血以外は自然面，

下而に酸化上砂をi菫かに咬み込むc

F25 狙中部 褐99 小さな流動単位か重層する緻密な祈濯Ji魯下面には炉壁

粉を多鼠に岐み込むc

F25 集中部 ＼ul10 流動単位の大きい板1大の流動滓。下而に炉壁粉・片i

岩一石美を多呈に咬み込んでいる。

ロ：三星す：口1口面のロロ
：2:：ロロのし炉91：ロニニロニ亨つ―l前1/
］言畠畠ふきい流動単位ヵ縦に重居する炉内流動滓表血は炉欧粉酸 I

F25 Nul12 上面か菊い油濁状となる炉底）鬼 t血＿1:手側I虹以外は1波曲とな，

る，右側面に断而か円形となる部分があり、流杞孔滓に連なる部分と思われる。l

F25 NQ129 上面か流動状となる炉底塊表血は気孔か多くややガス質 I' ：□6~L:```底り］団凡！万詈言贋輩言□
F25 ¥o51 上而か弱い流動状となる炉底塊断面の形状は薄い面訣て上而上
手側、 1H緬にエ具痕が認められる。 1血は炉底土砂か付着し、片岩の小石を多

ビ：言已言□□□

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
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第25表 第10号土坑製鉄関連遺物観察表2 （第68図）

番号 I＇ 種 別 屈性 長(cm径)1 ， j 短径
厚さ 重さ

メク）し度
(cm) (cm) (g) 度

272 炉内滓 4 8 1 6 5 44 150 3 なし
I 

273 炉内滓 60 60 58 320 I I I 2 なし

274 炉内滓 78 72 74 410 1 なし

275 炉内滓（含鉄） 42 20 16 10 3 銹化（△)

276 炉内沖（含鉄） 44 56 31 

277 炉内滓（含鉄） 57 47 33 

278 炉内滓（含鉄） 56 53 3.1 

279 炉内滓（含鉄） 4 0 ! 3 9 35 

280 炉内滓（含鉄） 2 4 ! 1 ！ 3.4 24 

281 炉内滓（含鉄） 3 8 j ! I 4 7 34 
-~--, 

282 炉1人］滓（含鉄） 5 2 ｛ I I 3 4 25 

流動滓・炉内流動滓 28.786kg (22.65%) 

炉底塊 70.309kg (55.32%) 

炉内滓 5.260kg (4.15%) 

炉内滓（含鉄） 0.495kg (0.39%) 

so ， I 2 

100 r`) ） 

130 3 

60 3 

20 2 

60 4 

65 5 

第10号土坑からは、掲載資料として、 43点を抽出

した。 (240~282)

H(O) 

H(O) 

H(O) 

M(c) 

L（●） 

L （●） 

L（●） 

炉壁 (240~243) は、総菫量の1.05％出土した。

他の遺構・排滓場の出土比率と比較しても、第10号

土坑出土炉壁は極めて少ない。掲載資料も 4点であ

った。炉壁上段の破片はなく、中段～下半の長軸側

の破片のみが出土した。

マグネタイト系遺物（244~248) は、総重量の

1.36％出土した。 247• 248には砂鉄焼結がある。

流出孔滓（249~253)は、総重量の0.57％出土し

た。上面は流動状で、滓質は緻密である。断面の形

状は、上面は概ね平坦で、下面はU字または半円形

となっている。孔径は3~7cm前後であったと考え

られる。 253は、流出溝にかけての破片である。

流出溝滓（254~257)は、総重量の14.51％出土

した。溝幅のわかる破片は、 254で幅約6.5cm、256

で12cm前後である。

流動滓・流動滓たまり滓・炉内流動滓（258~265)

は、総里量の22.65％出土した。流出孔・溝滓と合

92 

分析
| 

備考•特記事項
I 

F25 Nu106 全（木的に表面がややイガイガした炉内滓e 上下面以 外い流は~~ ~ 勁阪~状而~~ でど~ 、
なり、細かい木炭痕が認められる。

F25 集中部 ~.56 」-F面以外は破面となる炉内沖：， ヒ面は弱
破面には大和の気孔か詔められる。

F25 渇92 表面か流動状となる炉内i革上下面以外は概ね破面となる，破由
には気孔・木炭痕か目立ち、滓の質はガス質となっているし 1 

全体的に表由がアメ状の炉内滓，，下面に木炭痕か認められる， I 

F25 .¥b95 全体的に酸化士砂に穫われた炉内滓。含鉄部は左側面に.露.-•出一し-錯-」し
に殷われている炉陪粉 I.「岩なとを咬み込んでいる。

F25 第中部 応23 全体的に酸化土砂に覆われた炉内滓＾合鉄部はアメ状で
黒錯に投われ大きなひび割れか生じている

F25 ぬ60 全体的に酸化土砂に図われた炉内滓。含鉄分部はアメ状で黒錯に
より、細かなひひ割れか生じている。

F25 Nu14 大半が含鉄部となる炉1柑箪表面が酸化土砂に覆われている含欽
部はアメ状で黒錯によりひび割れが生じている 3

全体的に酸化土砂に摂われた炉内滓c~ 含鉄部は小さく黒錆に裂われている：

全体的に酸化七砂に覆われた炉内滓"含鉄部は中心部分にあり、果錆に覆われ

ているくl
・ヘ t 

全体的に酸化土砂に閉われた炉内滓。含欽部は露出していないが、磁着度、メ

タル度ともに高い，

わせると、流動滓系の鉄滓は、 37.73％となる。

いずれも滓質は綴密で硬い。下面には酸化土砂・

炉壁粉を咬み込んだ破片が多い。

炉底塊（266~270)は、総重量の55.32％出土し

た。 266• 267はエ具痕付、 268~270はコーナ一部で、

270は流出孔滓に連続している。

炉内滓（271~274)は、総甫量の4.15％出土した。

全面が破面の破片が多い。

炉内滓（含鉄） （234~239) は、総重量の0.39%

出土した。銹化（△） (275)、H (0) (276~278)、

M （◎） （279)、L（●） （280~282)に分類できた。

炉内滓（含鉄）
0.4% 

炉内滓
4.14% 

炉底塊
55.32% 

炉壁
1.05% 

I 

マグネタイト系

1.36% 

流出孔滓
0.57% 

流出溝滓
14.51 % 

流動滓系
22.65% 

SK10出土鉄滓類構成比



第 3 号排滓場製鉄関連遺物（第69~86図•第26~31

表）

第3号排滓場からは、総重量で2367.817kgの製鉄

関連遺物が出土した。箱石遺跡の殆どの製鉄関連遺

物は、この第 3号排滓場から出土した。

分類毎の出土量は以下のとおりである。

炉壁 692.998kg (29.27%) 

鍛冶羽口 0.035kg 

マグネタイト系逍物 1.994kg (0.08%) 

流出孔滓 40.301kg (1.71%) 

流出溝滓・たまり滓 724.292kg (30.59%) 

流動滓．炉内流動滓 517.633kg (21.86%) 

炉底塊 291.545kg (12.31 %) 

炉内滓 85.510kg (3.61 %) 

炉内滓（含鉄） 13.509kg (0.57%) 

第3号排滓場からは、褐載資料として、 175点を

抽出した。 (283~457)

炉壁（283~380)は、総重量の29.27％出土した。

炉壁は、長軸側・短軸側の分類のほかに、特に木

舞孔付のもの (358~371)、被熱曲がりの認められ

るもの (372~376）、エ具痕付のもの (377~380)

は別に分類した。

炉壁上段の破片 (283~306• 342~347)は、還元

が弱く、胎土にはスサを含むものとスサを含まない

粘土が使用されているものが認められた。

炉壁上段は最上部から順に、被熱のみ→発泡→砂

鉄焼結となる。上段下半では、炉壁内面に砂鉄焼結

が帯状に付着する破片が認められる (298~306)。

熱の影響が少ない上部では、還元が弱く、砂鉄が完

全に溶けずに炉壁内面に付着し、砂鉄焼結帯が存在

することを物語る資料である。

中段の破片 (307~319• 348~351)は、内面が滓

化し、タレが生じている。

このうち、中段下半の319では、内面下部が内側

に張り出しており、外面も同様に張り出している。

この張り出しは、円筒形にカーブしており、直下に

通風孔が存在していたことを示す良好な資料である。

-93 

下段の破片 (320~340• 352~357)では、滓化が

著しく、特に通風孔周辺部では、タレが大きく、黒

色の光沢のある表面となる。

また、 320~328は、通風孔の周辺部か側面と思わ

れる。 320• 321では、破片の側面が円形に貰通して

いた。 325では、貫通する側面まで溶融していた。

このことから、別作りの羽口は存在せず、炉壁に直

按孔を開け、通風孔としていた可能性がある。孔の

直径は、残存部分から想定すると、直径が10cm~15

cm前後となる。ただし、これは孔の外径であり、通

風孔内面が残存する破片は出土しなかったため、内

径については明らかにできなかった。

また、 320の破片では、破片の両側面に貰通孔が

並んで認められ、孔径を10cm前後と想定すると、孔

の中心間の距離が20cm前後となる。一つの炉壁片に

2箇所の貫通孔が認められた例は、 320の1点のみで

あるが、通風孔が、炉壁の長軸側に等間隔に並んで

いたと考えると、概ね20cm間隔で設けられていたこ

とが想定される。

遺構の調査成果では、炉底の還元面の長さが2.5

m~3.0m前後であったことから、これを炉本体の

長軸の規模と考えると、片側12~15箇所の通風孔が

設けられていた可能性がある。

下段下半の、 329~340• 354~357は、滓が付着し、

木炭痕が認められるものもある。

329~331 • 334~338では、炉壁の基部～炉底にか

けての破片である。断面の観察では、炉壁の韮部は

平坦となっている。炉壁の立ち上がりはここから始

まり、概ね垂直か、やや内領気味に立ち上がる。

炉壁内面側は、炉底に向かう段となり、底面には、

還元した炉底の土砂が付着していた。

炉本体の調査結果でも、炉底は僅かに掘り込まれ

ているものがあり、炉底の還元面と、外側の酸化面

は弱い段差となっていた。炉壁破壊時に、炉底と炉

壁基部の形態がそのまま剥がされたものと思われる。

木舞孔付炉壁（358~371)は、炉の芯材となる木

舞と考えられる痕跡が認められる炉壁である。遺構
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第71図 第3号排滓場遺物構成図（3)

からは、木舞の痕跡は検出できなかったが、炉壁に

痕跡が認められることから、炉壁構築地に木舞を施

していたことを物語る資料である。

木舞痕は、炉壁下段へ向かう程、溶解して形状が

はっきりしなくなるが、上段の破片では、径7cm前

後で、縦横に圧痕が認められる。

被熱曲がりの炉壁（372~376)は、熱により変形

し、大きく曲がった炉壁である。炉壁内面側にU字

状またはくの字状に折れ曲がっている。

工具痕付炉壁（377~380)は、炉壁破壊の際に使

用されたエ具の痕跡が認められる炉壁である。エ具

痕の断面の形状は、丸枠状 (377• 380)、幅広の板

状（378)、角棒状 (379)がある。

また、第3号排滓場からは、蝦冶羽口が 1点出土

した。 (381)先端部が残存する羽口片である。羽口

の内径は2.7cm前後である。

マグネタイト系遺物 (382~387)は、総重量の

0.08％出土した。

流出孔滓（388~396)は、総重鼠の1.71％出土し

た。孔径が 3cm以下のものと、 10cm前後のものがあ

--96 -
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第86図 第3号排滓場出土遺物（15)

る。

流出溝滓・たまり滓（397~405)は、総重量の

30.59％出土した。溝幅のわかる破片は少ないが、

402 • 405で20cm前後である。

流動滓・流動滓たまり滓．炉内流動滓 (406~

409 • 429~433)は、総重量の21.86％出土した。流

出孔・溝滓と合わせると、流動滓系の鉄滓は、

54.16％となる。

いずれも滓質は緻密で硬く、薄い板状となる破片

111 

が多い。原さ 4cm前後となるものがあった。

炉底塊（410~423)は、総重量の12.31％出土し

た。 412• 413には丸枠状のエ具痕が認められた。

414 • 415は流出孔滓にかけての、コーナ一部の破片

である。

416~423は、含鉄の炉底塊で、このうち、 419に

ついては、メタル度L （●）の反応を示したため、

分析を実施した。分析の結果では、鉄部はまとまり

に欠け、鉄素材となりうる品位ではないとの結果で



第26表 第 3排滓場製鉄関連遺物観察表 1 （第72• 73図）

□,: 

ロ

備考•特記事項
——] 

還元のない炉堕片，左右の側面に木舞孔と思われる溝状の痕跡が認められる。
胎tにスサは殆と含まない。

還）しのない炉壁1ヤ。表面にい討しと思われる溝状の痕跡が認められる。胎［こ］
殆ど含まれない
| --
~還元のない炉研片こ表面に木舞孔と思われる滞状の痕跡か認められる 胎十に
始と含まれない3

還元のない炉欧片。表面に木舞孔と思われる溝状の痕跡か認められる。外而か
残存し、平田面となって＼ ＼る。

還元のりりい炉壁片。胎土に細かいスサ・片岩の礫を含む。

還元面か殆と見られない炉壁／—,1ふ胎土に細かいスサ・片岩を含む，

逹）L面が始と見られない炉壁片 胎上に細かいスサ・片岩を含む

還元l旬の殆と見られない炉壁片 胎七に細かいスサ・片岩・チャートの小凸を
含む／

, 291 1 炉陪（長軌側） I 上段中半、発泡 5.2 I 8.0 I 5.5 I 150 I 1 I なし 還元の菊い炉壁片。発泡はり引＼胎土に細かいスサを含む。
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炉壁（長軸側）

550 I 1 

=+-
240 I 1 

i 

なし

胎上に粗いスサを多塁に合む。

四而左端に木舞孔が認められる炉壁片 胎士に細かいスサを含む、＾
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第27表 第3排滓場製鉄関連遺物観察表2 （第73• 74 • 75 • 76 • 77図）

-- 1 屈tJ9 |[:1ー［ ［口門g]9ロニ一度分］丁―---―：考 特 9己事瑣 I 
中段下平（通風孔上）、 I H I I内面の滓化か強くタ二：）□゚11 口::言三ー ロ大き中央l団ヵ,,き

7 1 炉壁（長19庸側□□□三46 660 ] ]ーなし 1 口強くタレのロ~＼炉壁片 最もクレの人きし h 側下部力牛きている I 
） 中段下‘I＇（追風孔 l) 174 1 146 44 980 3 I なし 滓化か強くタレの大きい炉叩',Qタレの最も大きい左侃ll下部は生きてわり口

1::~;;1ロニ5□□̀ì警：：危：ロニ：し3211 長（長軸側） I下段上髯雪孔it)、I130 1‘、 | 、|9,、 I ,、 I ふ， I I滓化の強＼ヽ通風叫l0)炉即片 四而中央部を中心に1，右か盛り上かり、両端に

端部か生きて

む，

ており、通風

' ''い」下部と考えられる，胎士に細かいスサ・片岩を含む。-_ し i 内面の滓化の強い炉破片。中央部を中心に左右に盛り Lがっている。胎十は粗

205 2 ロ：~口；力言：I・ロ］I 
1 ヤ化の強い炉壁片。断而の形状が内外而ともに弧状にカーフ~しており、通風孔

, 100 I 3 I なし I | IHl'面の破片と考えられる．． I1、1径8cn1前後

の強＼ヽ炉壁片，右下部か弧状に生きており、通風孔が存在していたと思わ

，胎上にスサを含まない橙色となる。

1440 I 3 Iなし 1―-]□言い言以下覧り］誌如喜琶見彗工
い橙色となる。

1 なし

iロロ
1丁段下 19昇冒風孔丁） I17.6116.51 6.1 j 1220 I 1 I なし

333 I 炉壁（長軸側） I卜段ド‘闊］／風孔―卜）、

334 I 炉壁（長帷I恨ll) I卜段I、‘；輩門風孔卜）、

□33670]口 なし II:言言力］贔言の言言言c灯壁の傾き力水平1変化する I
下）、 1 仏l面の滓化の強い炉壁最I噌ドの破片。炉底から

南寸 18.4 I 24.0 i s.o I 3130 I 1 なし i 片 外面底部は炉底の土砂か付着するC

ート段下‘|＇（通風孔下）、 滓化の強い炉壁最~ト部の破片。炉聡から炉整の立ち上かりにかけての破片

壁（長軸側） 滓I寸 20.1 I 20.2 I 0.2 11990 I 1 なし 部はやや迫り出しており、通風孔直下にあたると思われるCI析面の観察で

13391 ;;;~;;— 底から通風孔直下まての尚さは23cm雙ぎ惧IIる ―--
網 炉壁（長軸側） 1段 l、]」胃彫LI、)、 25b□□ 51) 2460 1 1 なし 1 塁言冑畠］贔言言言：））：言し~：言i瑣き力水Tし変化す

．一

1340 炉壁（長軸側） I下段丁I_1言凪孔下）117.0125.0 I 9.2 l 27ぷ［ 1 I なし ，滓化か習しい炉壁桔郡）破片。炉底から炉"/0)立ちしかりにかけての破片 炉I
底部分には土砂が付着する」

．一← I 
炉11、| I 6.9 i 8.0 I 5.6 I 255 I 1 なし I No2 詳奇雌糾察表参LIn | 

，←  • -

虞 11’、被勁 I 7.7 I 6.4 I 5.2 11651 1 なし 1 麟に木舞孔と思われる溝状の痕跡が評められる炉壁片。
まな＼＼ 

内而に木舞孔と思われる溝状の痕跡が認められる炉壁片r

まなし＼，

I 331 i 炉際（長軸側）
！ 

332 I 虎戸堕（長軸側）

341 I 炉壁山軸側）

342 i 炉壁（短刺l但II)

343 

, 344 

炉卯（知軸側）

炉壁（短軸側）

3 4 5 炉壁（短軸但11) l．段中半、発泡 i 7.4 

346 I 炉";e(知軸側）

□□
1, 
□ロ
3
5
-
1
6
4
7
 

3

2

6
 

I le段 1ヽ半 砂鉄焼結 I1] 6 1 14 1 ] 7 4 J口／ なし

~，~ 

内面の発泡の強い炉壁庁胎十．に細かいスサを含んでいる。 1 

i白面の一部滓化した炉壁片 中央部に｀｛L と思わ1~L る溝状の痕跡か誇めらロ
，るi―~部に砂鉄焼糾も認められる I 

i内血の 1部の一部に砂鉄焼結か謁められる四訊 胎 I•に淵かいスサロバ］：
多く含むし

．r -ヽ• •一—ニ
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第28表 第3排滓場製鉄関連遺物観察表3 （第77• 78 • 79 • 80図）□T屈件 [']]□11：rn:I□□]汁／i
I 347 I 炉壁（短軸側） I上段下半、砂鉄焼結i12.s I 12.4 I 4.3 I 355 I 2 なし

備考•特記事項

内而全面に砂鉄焼粕が認められる炉壁／」,-,砂鉄粒子は上部ほど粒子の形状かは
っきりしており、 卜部は浴けてし渇ぃ

I 炉壁（短軸側）

I 炉壁（短軸側）

炉壁（短軸側）

| I 352 炉舷（短軸側）

353 I 炉壁（短軸側）

巾段上半、滓化弱！I11 8 I 13 0 I I 71 I 750 I 1 なし
中段 1--、ド、滓化弱 14s¥160 67 11751 1 I なし

中段下半（通風孔上）、
24.8124 0 ; 7 7 2510 I 1 I なし滓化強
， 

中段下］雪孔上）、 21s ] 19 o so ] 23.10 I 2 I なし

内面に縦方向に本舞孔0)痕跡が認められる炉壁片。滓化が弱く発泡気味である，9

滓化か弱くやや発泡気昧の炉樫片c 胎土に細かいスサを含んでいる。

内面の滓化か強い炉斑＇片 六面は1火果色の光沢がある 胎上に粗いスサを多く
含む。

下段ヒ：［言l{L付□94| 167 
ト段．上昌言し孔付）、~.3 I 17.8 

7.9 I 2040 

s.3 I 1925 I z 

』内血の瀦化が強い炉壁片。特に左側のタレが大きい，，表面は1火黒色の光沢かあ

Iる。胎土にスサはあまり含まない。 一］
l なし

l内面の滓化の強い炉壁片コ表面は灰黒色の光沢かあな胎土に細かいスサを含
む。

なし 一［｀｀化の強い炉駆片 特に左右の両端のタレが大きい月□玉二□
Iチャート・片岩の小石を含む。

354□□知1冊側） 丁段下1」9風孔丁）‘|153
355 炉陪（ケ□□／丁下段丁1□9風孔下）I16.7 
356 I 炉欧（短軸側）

下段卜平（通風孔F)、
滓付 I 16.2 

二 1610I 1 

193口440|2
14.6 I 10.1 I 2150 I 1 

l 

なし

なし

なし

357 炉壁（短軸側） 下段1，‘［闘風孔 I') 18 2 i 15 7 1 7 8 1 1920 1 2 なし

358 ! 炉壁（木舞孔付） 1 |•段l乎、被執 I 7.o I s.s I 7.s I 313 I 1 なし

滓化の著しい炉壁片，，炉底から立ち 1：がりにかけての破片．＂外而底部には炉底
のt砂が付着する。

疇の滓化が著しい炉壁片。炉底からすち」がりにかけての破見内面は｀
状に大きく垂れ、外面底部は炉底0)土砂が）旱く付杵している。 ー］
内面の滓化が著しい炉壁片。炉底から立ち上がりにかけての破片。外面底部に＼

二土砂が竺する[ ~ - -

，内面の滓化か著しい炉壁1『表面1お黒色の光沢のあるガス質となっている。胎
'|．．．に細かし＼スサを多く含む (9

I -
i内面に木舞孔のある炉壁片 木舞孔の直径は2.7cm.,胎上にスサを含まない。

359’ 炉兇（木舞孔H) I 」段」ー半、被熱 54 73 4.7 118 1 なし 悶竺;:::i『;•9 ：ぢ9公ま宕只］しは祗方向たけでなく、横方向に木舞孔かi[
疇の発泡した炉壁片。縦横に木舞孔か認められる。木舞孔のI折面の形状は炉360 炉壁（木舞孔付） I 上段中半、発泡 17.2 I 17.0 I 6.2 I 1510 I 1 なし 璧が溶けているため、はっきりしない胎土に粗いスサを含む。

口口］ーT:-fニ：／］／：I：：ロロ：：ロ
内面の滓化が張いがタレか大きい炉壁片。右側に木舞孔がみとめられる 木口
孔の直径は15c11直後であふ胎土に細かいスサを柚方府に含む I 
惰化の強い炉壁片＾左端部と中央部に縦方向に木舞孔が認められる 木舞孔0)
直怪は 2cm前後で、本舞孔と按する部分は炉壁のタレが直線的となっている I 
滓化の強い炉墜）に木舞孔は樅方向に 3本認められるが、溶解しているため形
状ははっきりしなし＼胎Lに細かしロスサを含む

364 I 炉壁（木舞孔(J)

365 I 炉壁（木舞孔1、1)

, 368 I 炉壁（木舞孔付）

中段上半、滓化弱 I 14.s ! 1s.6 
！ 

中段上半、滓化勅 I 11~丁-147 

口二言：::ロ
下段＿1-＿、I'（通風孔付）、
滓化強 9.6 

7.2 I 1340 I 1 

8.6 I 845 

7.5 I 1480 

369 I 炉壁（木舞孔付）

370 I 炉壁（木舞孔付）

10.5 I 4.5 225 | 2 

なし

口＇，ロ
2

1

 

7.6 I 1450 I 1 

口：言言:]::]□1:: I：口： なし

なし

滓化か強いかやや発泡気l休の炉壁片ー木舞孔が縦横に確認できる．，本舞孔の直
径は1.5cm前後である，，胎卜には粗いスサを横方向に含む，

滓化が強いかやや発泡気眈の炉壁片 木舞孔が祗横に確認される 1 木舞孔の直
径は 2cm前後である．．炉壁の表由は木舞孔のため、方形のブロJク状に盛りヒ
がる。

木舞孔が縦横に認められる炉壁片。表面は方形のプロ・Jク状に盛り上がる 木
舞孔の直径は1.5cm前後である。胎土に粗いスサを横方向に含む。
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I 11、1面杞側而にエ貝痕が認められる炉璧片 C エ具痕は断面か丸枠状である。

I V国の表而にエ貝痕か認められる炉咽臣工具痕は 2ヶ所□韮；られ、幅Iムの
］板状である
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第29表 第3排滓場製鉄関連遺物観察表4 （第80• 81 • 82 • 83図）

口号 種別

i 379 1；壁（T具痕付） 中段上半、滓化弱 7.3 I 13.o I 4.8 I 265 I 2 ：1ロニ：t)I巾段ドi以言fLj-)I 96 | 78| 42| 220 | 1 
ニタイト矛追物1 砂鉄焼結 1 :: 1 :: 1 :: 1 :40 : 

口□

属性

383 Iマグネタイト系遺物□84 |マクネタイト系逍物
385 

I 

臼~ i 1~~11 i m~ ~メク）レ度 I 分析 備考•特記事項

砂鉄焼結

砂鉄焼結

なし

なし

なし

なし i 

へ1
内面の 2ヶ所にエ貝炭が認められる炉壁片 工具痕は断面か角棒状てある, I 

- l 

I内面にエ具痕か認められる炉壁庁工具痕は断面が丸棒状て、側面から突き刺ロ□竺二いる •一
先端部が残存する鉗冶羽口片。先端部分は溶け滓が付着している。羽口の円径

lは2,7cm前後である 胎上に輝石・雲丹を含み、やや軟質である＂

I上而がやや流動状のマグネタイト系遺物。上面の部と下面に砂鉄焼結か認め
lられる，，砂鉄は粒の形状がはっきりしている，

なし I No.9 I詳細観察表参照

表面がやや流動状のマグネタイト系週物し ヒ直Iと下面に砂鉄焼結が認められるJ
砂鉄は上面は粒子がはっきりしているが、下面は溶け、やや流動状になってい

る一

マグネタイト系追物 4.4 I 3.o 2.1 ! 65 I 5 

なし

なし 表而か流動状のマグネタイト系迎物 磁着度か高いか、表而に光沢はない3

□ 
二遺物l□ :碑孔滓（細）
: 389 I 流叩L滓（細）

〇
心2
 

ー
9

]

 3
 

q

i

4
 

2

4

 
一

9ヽ

40 I 4 

6.o ! 2.9 I 75 I 4 

I 3.4 I 9.5 I 1.0 I 50 I 3 

三―□・
3.8 ! 6.0 I 2.7 I ms I 1 

なし

なし

表面が流動状のマグネタイト系遠物Q大半か破面となる，

表面が流動状のマグネタイト系遺物。酸化上砂をII交み込むし

断面の形状が薄い板状となる流出孔滓。上面の流れ鐵は細かい。下面に炉壁粉

を多く含む。

断面の形状が丸味を持った三角形になる流出孔滓。下面に炉壁粉・片岩を含む，9

390 I 流出孔滓（細）

391 i 流出孔滓（細）

ニし滓（太）

393 流出孔滓（太）

394口流吊孔滓（太）

3 s I 10 2 I 2 6 I 130 1 なし

二4.7 I 7.2 2.0 93 1 なし
48 i I 420 l 1 なし

断面の形状か楕円形となる流出孔滓。流れ緻は殆ど見られない。 ド面には炉壁

粉を咬み込む。

断而の形状がじ字形となる流出孔i幸上而はやや気孔が日立ち、滓質がガス質

となっている。

7.6 I 16.3 I 10.2 I 1460 I 1 I なし

12.0 I 11.s I 9.3 I 1730 
2ロ

395 I 流出孔滓（太）

396 I 流出孔滓（太）

1 7 7| 25 5| 10 0 | 2250 | 1 
! 9.8 9.4 I 8.4 1260 I 1 

なし

なし

断而の形状は下面が半円形となる流出孔滓。上面は剥い流動状で、酸化土砂を

咬み込む。 ド而は、炉壁粉・片岩を多く咬み込む。

2 つの流出孔滓が祗に重層にした流出孔滓，• 2点とも断面の形状は、ほぽ円形

となり、全体的に炉壁粉・片岩を咬み込んている。

複数の流出孔滓が融着した流出孔滓。断面の観察では径の巽なる 2本の流出孔

滓かヽ l(2行している。滓質は緻密で、全体的に炉壁粉・片岩を多く咬み込む。

径4~5 cm前後の、 2本が重屈する流出孔滓。上而は緻密な流動状で、流動単
位は小さい。下面は炉壁粉・片岩を多く咬み込むQ

断面の形状かい1形となる流出孔滓。左側面は破面たが、右側面は生きている（」
上面は流動状で右側面端部まで、クレが連続している。下面は炉壁粉・片岩を
多く咬み込む。

397 流出溝滓

398 流出溝滓

6.o I 11.s I 3.s I 325 I 1 I なし

399 流出溝滓

し

し

な

な
1

2

 

。
3
 
2゚
 

5
 

ー

，
 

1

3

 

5

5

 

゜

~
2
5

2

 

1

1

 

I
I
-

3

5

 

・

・

 

0

4

 

l

1

 

上而の流動単位か大きく流れ敲の細かい流出溝滓．，滓質は緻密で下而は酸化士

砂に閣われる。

流動単位が大きく緻密で扁平な流出溝滓。上下面ともに炉壁粉・片岩を多晟に

咬み込んでいる。

400 流出溝滓

! 1 

401 流出溝滓

22.0 I 12.0 I 5.5 ! mo  I 1 

--
12.4 I 30.4 I 7.2 I 4290 I 1 

なし

なし

流動単位が大きく緻密な流出溝滓。上面は流れ緻か少なく、ほぼ水‘ドとなって

いる。下面に炉壁粉を多械に咬み込む。

表面に気孔が多く滓質がガス質となる流出溝滓。上下面ともに炉壁粉・片岩・

石英の小石を多鼠に咬み込むc

し竺言言言9言虞：言9悶‘やや気孔か日立つ い面 I

402 I流出溝滓（たまり滓）

403 I流出溝滓（たまり滓）
i 

404 !I 流出溝滓（たまり滓）

405 流出溝滓（たまり滓）

406 I 流動滓

407 I 流動滓

408 l ＇ 
流動滓

409 流動沖

410 炉底塊

I 20.2 I 19.0 7.4 I 4720 I 2 I なし

23.9 I 17.6 I 12.3 I s110 I 2 I なし

断面の形状がlll状となる流出溝滓。流動単位か大きく複雑に重なり合う。下面
に炉壁片，炉壁粉を多蜃に咬み込む．

側而が全面破面となる流出溝滓。上面の流動単位は大きく流れ敲は少ない。下

面には炉壁粉・石英0)小石を多星に咬み込む

流動単粒の大きい緻密な流動溝滓。上下面ともに流勁滓破片・炉内滓・ I~ を 1l交

み込む。

- 1 
流動単位が大きく複雑に重なり合う緻密な流出消涅 L下而ともに流動滓破
片・炉内滓をII文み込む。

12.2 112.1 I 5.0 I 930 ! 1 なし I No.10 詳細観察表参照

□6：口：ロ ニロニ：OO宰よ：ロニ木：ニロニ／
側面及び下面が破面となる流動滓。上面の流動単位は大きく流れ鍛が細かい。

13.5 I 16.9 I 7.o I 3050・ 2 なし 下面は板状に剥落し1ヤ岩の小イ」を咬み込んでいる以外は炉壁粉の咬み込みはな

□30 102 7690 l □ 皇罰青鰐予胃直賃讐噂危誓息［こ開鱈喜翡昇呵

[ 22.6 I 20.8 I 11.4 I 7700 I 2 

20.4 I 26.4 I 13.o I 11650 I 2 

なし

なし
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第30表 第3排滓場製鉄関連遺物観察表5 （第83• 84 • 85 • 86図）

I 413 I炉底埋（エ具痕付） I I 38.7 I 31.s I 17.o 1206701 3 I なし

ローナ一部 ・虚叩L，宰ft 1671 152 105 | 4020| 3 Iなし

415 炉底塊コーロ／二：＿｛口［口:8]-ぃ|5950
I 

9.8 : 11.4 

| 
10.8 I 14.8 I 6.8 I 1470 I 4 I M(IQ) 

□□ー：ロロ：：ロー：（；

420 I 炉底塊（エ具痕付） 炉内流動滓付 9.6 10.6 6.4 1180 1 3 

I 
I 421 炉底塊（含鉄） 炉内流動滓付 9.s I 17.s I 10.0 I 1950 I 3 

ロ：：三：：：． 8□゚0:511814455|
424 炉内滓 I 4.9 I 7.9 I 3.9 I 280 

425 I 炉内沖 I : 67 口39 | 235 

ー

／

二：鬼（合鉄）

417 i 炉底塊（含鉄）

No.11 I詳細観察表参照

炉内流動滓付の炉底塊 長さ 7cmの木炭痕が詔められる 上面下手側に人い丸
枠状の［：具痕が認められ、左側面から右方向へ突き刺している ↑直］は炉底の
I I：砂か僅かに付着するが、流勁状になっている部分がある一

：上面右側に炉内流動滓が付着した炉底塊。炉底塊部分は」ド面とも飯化上砂に
i隠われ、含鉄部は右側由に露出する、，含鉄部はアメ状で、濃荼褐色となる，

I炉内流動滓付の炉底塊全体的に酸化上砂に吸われている。含鉄部は l面左側
Iにあるか、錯に覆われてし＼る C
］全体的に酸化．上砂に製われた炉底塊上面ぷ下了側1/3に炉内流動滓か付着す

1 I M(c) I jる含訊部は．L面右 I:に突出する破血の観察では含鉄部はアメ状で結に獨わ
れている

＇ ・ト面以外は全面破ilnとなる炉内滓，滓部は粘晶化している。下面は炉底の士砂
1 I なし の付着はなく、流動状であるッ

1 ’ なし
, 」:、ド面以外は破面となる炉内滓。 1こド面に木炭痕が餞められる 下面には炉底
I の土砂が付着している。

]1  : /-5: :l□:炉表国：咀）、宰□':/g口iみみ着：ロ
炉内滓

9
9
9
9
ー＇＿

）
 ぃ

O

l

o

ヒ

（
{

H

ー

銹

＼

426 

427 炉内滓

428 炉内滓

431 炉内流動滓 | l106l11olsol6sol 1 I なし

432 炉内流動滓 I l9sl135l46lssol z I なし

433 
炉内流動滓

l97l106l49l77ol 1 I なし（エ具痕f寸）

L血か如い流動状となる緻密な炉内流'P）)；茫上面の上手側と下手側側面に木炭
の圧痕が認められる。下而は炉欧粉・酸化土砂・片岩を岐み込む。

上而の流動単位か小さく流れ納のある炉内流動沖。上面下手側に丸棒状の断面
を持つ工具痕風の窪みか認められな下面に炉繋粉を咬み込む＿

---•—●●ー・ 」
流動単位か大きく流れ緻が細かい緻密な炉内流動滓。下而は炉壁粉・片岩をII交I
み込むe

上面がりうい流動状の炉内流動滓，上面は炉煎粉を多く咬み込み、下面は炉底の
土砂が付杵してしヽ る。

□:r-:~::,6ーロロー：ロ
国痕付 10.1 I 12.0 I 5.1 I 1060 I 2 436 

ー
，
＇
＿
，
‘

銅含＇ 
安
ャ‘、i

＇ 
｝
 
炉

437 I 炉内悴（合鉄）

438 炉内倖（含鉄）

439 1 炉内滓（含欽）

440 炉内滓（含鉄）

1441 炉内滓（含鉄）

442 炉内滓（含鉄）

5.5 I 5.1 

5□ 

上由の2ヶ所のエ具痕が晶められる炉内滓 r．貝痕は丸棒状である C

ほぽ全面か破而となる炉1}、Ji南．1．面右側に 1．．．具痕が認められる ．L具痕は丸棒
状で鋭利な先端部分か途中で 1|• まっている
．―～•一

i 卜面か如い流動状となる炉内沖 上面右側に下具痕ヵ認められる。・「具痕は丸
銹化（△）, I枠状で右上から左卜にかけて突き剌している．上面及び 1面の一部には木炭痕

1 口めれられる．，下而は炉底の上砂かfJ行する c
l-

4.o I 3.6 I 3.o I 37 I 4 銹化（△）i I令f本的に酸化土砂に閃われた炉内閑含鉄部は上面に突化する，9

; 1 

39 | 105 | 2 /  1令体的I酸化土砂I覆われた仇内滓 含鉄部は上面下手側と トrluし散在する

50 | 3 H(O) --—ーロ｀｀紅上砂に殴われた炉内滓。含鉄部は、 1面下丁側端部に径 2cm程の
大きさて露出する 合鉄部は表I由かアメ状で、用錯に塑われている

41)□ □゚） ］記塁土汀言言悶胃げ二宣言」閏贔言直後
51 | 50 | 32 | 85 2 1i(O］□□i`口□□言言rlJi守 i砂中にKさ15cnl0)木炭をII丈み込む
4.8 I 5.3 I 4.8 I 1~□□0) | I嘉｛［：犀り言：：町）れた炉内滓 土砂中に木炭片を咬み込んている。合鉄 1

-..←  ; ▼- - -- 1 -__ 
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第31表 第 3排滓場製鉄関連遺物観察表6 （第86図）

口項＊
 
己
111~" 

特考備
t

r
 

札分

（合鉄）

（含鉄）

面がりりい流動状となる炉1屈菜破而に木炭痕か認められる C

に露出しているか酸化t砂に投われている，

体的に酸化［：砂に製われた炉内滓't砂中に木炭片．炉瓶片を
いる

鉄部は露出し

外は破面となるこ

I 446 炉内滓（含鉄）

--;".'''''''  

448 1 炉内滓（含鉄）
！ 

449 I 炉内滓（合鉄）
| 

的に酸化土砂に閲われた炉内滓。土砂中に木炭片を

に露出するか錯に投われているし

゜
5
 
4
 

~;' 

454 

455 

456 

457 

炉内滓（含

炉内滓（含

炉内滓（合鋏）

炉内滓（含鉄）

， 

炉□□□□
炉内滓（含鉄）

l 
炉内滓（含鉄）

I I I I i 

炉内滓（合鉄） 8．。 113.4I 3.6 I 590 I s I特L(*) I No.16 詳細脱察表参照

ある。

炉内滓（424~428) は総重量の3.61％出土した。

流動滓系の出土量に比べ、圧｛到的に少ない。炉内滓

の表面は流動状で、木炭痕が認められるものもある。

炉内滓（含鉄） （434~457) は、総重量の0.57%

出土した。メタルチェッカーの反応度によって、銹

化（△) （434~438)、H (0) (439~443)、M （◎） 

(444~448)、L（●） （449~454)、特L(*) (455~ 

457)に分類できた。

全体的に酸化土砂に覆われたものが多い。滓部の

表面が流動状で、含鉄部が露出しているものは、黒

錆に覆われ、ひび割れの目立つものが多かった。

含鉄の炉内滓のうち、メタル度の高い450• 452 • 

455~457を分析した。特に457（分析No.16)は、箱

石遺跡出土の含鉄鉄滓の中では、もっとも鉄部のま

とまった資料で、鉄塊系遺物とも言うべき資料であ

る。分析の結果では、他の炉内滓も含め、チタン含

有率の高い砂鉄を高温製錬した結果、鉄部には燐、

硫黄の影響が見られ、鍛冶原料とした場合、加工時

に鍛按不良、製品の脆化などの悪影響が懸念される

という結果である。

炉内滓
3.61% 

流動滓系

21.86% 

炉内滓（含鉄）
0.57% 

流出溝滓

30.59% 

炉壁

29.27% 

マグネタイト系

0.08% 

鍛冶羽口
0.00% 
I 
流出孔滓

1.70% 

第3号排滓場鉄滓類構成比
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3.窯跡
第1号窯跡（第87図）

B区南西部、 F-24• 25区に位置する。製鉄炉

（箱形炉）群南側に入り込んだ谷の谷頭部は、製鉄

炉の排滓場に用いられている。須恵器窯跡は排滓場

の東側に按して構築されていた。排滓場との直按的

な新旧関係は確認できないが、本窯跡の方が新しい

と判断できる。焚D部～燃焼部は調査区外に延びて

おり、詳細は不明である。

規模は残存窯体長3.30m、A-A'断面付近の幅

1.14m、残存高0.54mである。主軸方位はN-42°―

Eを指す。

焼成部最大幅は床面で1.26m、焼成部は窯尻に向

．
 
-m-

A107.3m 

20 17 

A
-
，
 

．
 

A
山

SF 1 
1 黒褐色士 大型焼土粒了多最炭化物少抵
2 黒褐色土 大型焼上粒子多拭炭化物
3 黒褐色上 大型焼土粒＿子少量炭化物微呈
4 暗赤褐色十 大型焼七粒—f焼土プロソク極多蘊炭化物
5 極暗赤褐色土 焼土細粒子・炭化物多量赤掲色粘上ブロック少量
6 赤褐色土 崩落）く井壁の一部大型焼土プロソク
7 暗褐色土 黄褐色粘土プロック多鼠炭化物少量
8 褐灰色上 天井部の崩落による還元した灰色硬化プロック
9 暗掲色土 大型焼七粒十多量赤褐色粘土粒子
10 暗赤褐色十 焼七粒子多量炭化物多呈天井壁に起因する灰色粒

子多量
11 灰黄褐色土 黄灰色粘土プロック・炭化物多鼠 大型焼土粒子少埜

かって緩やかに窄まる。燃焼部は調査区外にあり、

絞り込みの有無は不明である。

床面は弓状に緩やかに湾曲する。傾斜角は平均

18° (12゚～26゚ ）前後である。奥壁は床面から大き

＜角度を変えずに立ち上がり、明確な奥壁はつくら

ない。煙道（排煙口）の構造は不明。

調査時の所見では天井部窯壁が遺存する（第 1層

上面の網掛け）ことが確認されており、窯体構造と

しては地下式を想定することができる。但し、地山

掘り抜きか天井部架構式かは明らかではない。窯体

内に窯壁崩落土（網掛け）とそれに由来する土が散

乱しており、窯跡廃絶後かなり早い時期から崩落が

ロ
5

呵

I: 叉•：認
畜参

o

l

g
 

゜
2m ， 
l : 60 

12 赤褐色十 大型焼上粒了—極多呈
13 褐灰色土 還元硬化尼 黄灰色粘土ブロック多量
14 灰黄褐色土還元硬化磨 黄灰色粘土プロ；；ク多最
15 暗赤褐色上大型焼七粒子多量炭化物少塁
16 黒褐色土 焼士粒—j'-・黄掲色粘上粒子少畠
17 黒褐色七 焼土粒子微量
18 暗灰黄色土 黄灰色粘上プロック多鼠焼七粒子少量
19 灰色土 小砂利少品
20 明赤褐色上 19層から漸移的に変色 壁面では焼土ブロノク化顕著
21 赤褐色土
※第13• 14層直上に大型土器片か出土し、最終操業時の遠元炉床面と考え
られる。

第87図第 1号窯跡
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：ロー
---ー＿―- ーロ＼ 3 

ロニー／
2
 口／ノ

o 10cm 
ト―| ---|14 

第88図第 1号窯跡出土遺物

第32表第 1号窯跡出土遺物観察表（第88図）

番号 種別 器種 口径 器高 1 底径残存（％） 1 胎土 焼成 I 色調 I 出土位置・備考 I 図版

1 須恵器 坪 2.9 6.0 20 I ABI 良好［ 灰 末野産

2 須恵器 坪 (12.8) 3.7 6.6 60 B E・K 普通 灰黄 No12 末野産 I 32-8 

3 須恵器 鉢 (27.0) 7.4 30 I・K 良好 灰 No2 末野産

4 須恵器 盤 7.7 15.9 40 B・E 
I 
普通 灰 No.22 末野産

5 i須恵器 I 碑翠
＇ 

5.3 (15.6) 40 B E・I 普通 灰 末野産

進行した状況が窺われる。

床面及び側壁は還元面を形成していた (19層）。

特に窯尻部と側壁は良く還元していた。一方、焼成

部床面は若干還元が弱い傾向が認められた。 20• 21 

層は掘り方埋土である。また、第13• 14層は床面直

上の還元層で、床面は2面存在したことが判明した。

第13• 14層が最終床面でその上面から須恵器が検出

された。

出土遺物は少ない。窯尻付近と焼成部手前の床面

に破片が散在していた。一部は覆土上層から検出さ

れている。図示できたのは須恵器坪（第88図1• 2)、

鉢 (3)、甕（ 4• 5)がある。 2の須恵器坪と 4

の甕は最終床面出土、須恵器坪（ 1) と鉢（3)は

覆土から出土した。

2の須恵器はやや扁平な器形で、推定口径12.8cm、

底径は6.6cmと大きい。底部調整は風化のため不明

瞭であるが、回転糸切りと思われる。但し、ヘラに

よる二次調整は確認できない。

第2号窯跡（第89図）

A区西北部のD • E-29区に位置する。窯尻を南

に向ける須恵器窯跡である。焚口から燃焼部は調査

区外に延び、また撹乱の影響もあり全容は不明。

規模は残存窯体長2.64m、残存最大幅1.44m、窯

高1.08mである。主軸方位はS-29°-Eを指す。

焼成部は窯尻に向かって窄まる。嬰壁は段差をも

ち、煙道（直立煙道か）に連結する。断面形は蒲鉾

形で、 c-c'断面では地下式の窯体構造が想定さ

れるが、天井部が崩落しており掘り抜き式か天井部

架構式か不明確である。焼成部床面は奥壁から1.5

m程手前で緩やかな段が付く。床面伯斜角は約15°。

床面、側壁はすべて赤褐色の酸化面が形成され、

還元層は確認されなかった（第 8層）。その掘り方

も黒褐色土の間層を挟んでやはり酸化層が形成され

ていた (9 • 10層）。

覆土は焼土ブロックを比較的多く含む天井部や側

壁崩落土と、白色粒子を含む流入土からなるが、拮

本的には（人為的か自然堆積かは不明確であるが）

-119-



窯尻から埋没した堆積状況が観察された。

出土遇物は比較的多く、焼成部から煙道部にかけ

ての床面及び覆土下層から出土した。

器種としては須恵器蓋（第90図1~9)、高台付

杯（11)、無台杯 (10、12~19)、_[]]J.(20)、甕（第

91図21• 22 • 25 • 26)、瓶（23)、鉢（24)がある。

蓋は 9点図化した。第90図5は酸化焔焼成で、他

はすべて還元焔で焼かれている。対応する高台付碗

は1点も焼かれていないこと、窯自体還元焔焼成の

痕跡が見出せないことから直按本窯に帰属しない可

能性が高いと考える。

高台付坪（11)は口唇部内面に沈線、底部は回転

糸切り痕がみえる。酸化焔焼成で、極一部灰色を呈

する。杯は 9点ある。口径12~13.4cm、底径6.6~

8.2cm、浅身 (10• 13 • 18)と深身 (12• 14~17)の

2種があり、全て酸化焔焼成。風化しているが、底

部は日の細かい回転糸切り離しで、ヘラによる再調

整はない。Jill(20)は硬い還元焔焼成で、混人であ

ろう。 21• 22 • 24 • 25 • 26も同様に混入か。 24は内

面に木葉痕と思われる圧痕が刻されていた。
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橙 No6 末野牲

にぶい麓橙 No4-14・19 末野産

橙 No.21 ・22 末野産

橙 No.16 • 21 • 25 末野産

橙 No5・8 末野産

橙 No20・21・30・32 末野産

橙 No.10 • 12 末野産

橙 No.13・ 15• 一括未野産

橙 No.27 ・32 末野産

普通にぶい黄橙 No.39 末野産

普通 暗灰末野産

良好 暗灰末野産

良好 青灰 No.35 末野産

不良 橙 No.7~9 末野産

酋通 灰 末野産内面木葉痕

蒋通 灰褐一括

普通 灰 INo.37 末野産

33-4 

33-5 

33-6 

33-7 

33-8 

33-9 

33-10 

34-1 

第3号窯跡（第92• 93 • 96図）

A区中央付近、 E • F-32 • 33区に位置する。撹

乱により窯体が切断されており、詳細は不明である。

ほぼ平坦な地形に築窯するため、まず、楕円形竪穴

を掘り込み前庭部を作り出す。次にその底部から窯

を掘り込み、傾斜を確保するエ法を採用したと考え

られる。窯体全長4.08m、最大幅（下端） 0.90m、

残存窯体高0.60mである。主軸方位はN-23°-W  

を指す。焚口から燃焼部はほぼ平坦。焼成部は撹乱

を受け詳細不明であるが、傾斜角約17゚ である。窯

の構造は不明確であるが、 B-B情斤面の観察から

地下窯体掘り抜き式か、地下式であるが、天井の頂

上部分のみ架構した地下天井架構式の可能性が高い。

窯尻部の床面は斜方向に延びており、奥壁は確認

できない。焚口部底面はベルト状に酸化面が検出さ

れ、焚D部閉塞装置（壁）の痕跡かとも推測される。

焚口部から窯尻までの長さは3.30mとなる。この酸

化帯から奥の両側欧には片岩や大型礫を並べて立て

た石積み施設が検出された。左側壁に立石が 4個、

右側壁に立石が2個、テラス面に平置きされた片岩

が6個ある。

窯体の東側にはテラス状の土坑が付設されていた。

前庭部の規模は焚口部手前から前庭部南端までの長

さ3.00m、下面の最大幅1.92m、深さ0.80mである。

出土遺物は須恵器、土師器、羽釜、瓦がある（第

94 • 95 • 97~103図）。出土状態をA-A'断面で検

討すると、須恵器窯廃絶後、第4層または第5層堆

積時に多鼠の瓦と土師器小型甕（第95図24)、羽釜

（第95図21)、須恵質高台付坪（第94図18)、須恵器

甕（第95図20)が―-括投棄されたものと考えられる。

同様に土師器甕（第95図22• 23) も混人とみて良い。

須恵器坪・高台坑のうち、出土状態の判明する第94

図4• 6 • 7 • 13は本窯に帰属する。その他の坪．

高台堪の多くも伴うものであろう（第94図18を除く）。
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1 黒褐色土 小礫 (2~10mm大）多鼠炭化物・焼十
2 暗褐色土 礫・白色微粒子・焼十少量
3 灰黄褐色十礫 (5~30mm) 極多星
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9 暗褐色士 数mm大の炭化物・焼上粒了多最
10 暗赤灰色上 小礫・焼上プロック (5~30IIllll) 炭多員
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落層か
14 /3K色上 硬化還元化）曾
15 赤色十 硬化焼土暦
16 暗赤褐色十焼土居 黒色上混人
J 7 赤褐色上 被熱赤化屈
18 黒褐色上 焼土ブロック (5~30mm大）・小礫少呈
19 黒色土 焼十フロック (5~30mm人）微呈

第92図第3号窯跡
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第93図 第3号窯跡遺物出土状況（1)

頒恵器坪は底径5.0~5.5cmと小型化し、口縁は大

きく開く （第94図l~6)。2は底径がやや大きく、

無台塊か。高台浣は口径13cm大と口径14~15cm大の

2種類がある。 16は大きく焼け歪んでいる。 18は重

ね焼き資料。還元焔焼成を受けてはいるが、非常に

厚手で、高台部は分厚で小さい。甕（20) も頸部が

短く長胴化しており新しい要素が看取される。出土

位置からみても混入。 21の羽釜は須恵質で、羽釜と

しては非常に焼きも良く、作りも丁寧な製品である。

同様に混入であろう。 22• 23は土師器いわゆる「コ」

の字甕の系譜を引くものである。 24は土師器小型甕。

混入品。

瓦（第97図25~103図70) は46点出土している。

また、非掲載片は1,780gである。出土瓦は全て平瓦

である。観察表中の布目とは、布目の縦糸X横糸の

本数、凸面の口x口とは、叩き具の大きさで単位は

cm、本数は 1cmあたりの縄の本数を表している。製

作技法は、模骨の小札痕がみられないことなどから、

一枚作りであろう。粘土素材は横紐によるものと粘

土板によるものが確認できた。凸面成形（整形）は、

ナデ・ケズリ・縄叩きの 3種類に分類できる。 25~

53はナデ、 54~59は木口状工具によるナデ後ヘラケ

ズリ (58のみケズリ）である。また、 32は凸面に文

字か記号を有する。叩き具によるものである。 60• 
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第95図 第 3号窯跡出土遺物（2)

第34表 第 3号窯跡出土遺物観察表 1 （第94図）

i番号 種別 器種 I口径器高 I底径残存（％） 胎t

1 1 須恵器 坪 ー 2.8 I 5.0 I 50 IB E・G・H I 

2 須恵器 塊か 1 - ] 2.7 1 6.0 80 B •E•G•I 

3 須恵器 妬 1 12.5 1 4.2 1 5.1 90 B•H•I 

4 須恵器 坪 （12.8) | 4.0 1 5.0 1 60 B •I 

I 5 須恵器 杯 I(12.2) I 4.1 I 5.3 I 30 IB・D・I 

I 6 須恵器 坪 I(13.2) I 4.5 I 5.5 I 30 IB・E・H I・K 

I 7 I須恵器高台付埼 — 3.7 6.0 70 B •I• J 

8 須恵器高台付閲（13.4)I 5.0 I - I 40 IB H・I・K 

9 姐恵器高台付碗1 13.0 1 4.5 - | 70 IB•I•L 

I 10 須恵器高台付閲（13.2)I 5.1 i 6.0 j 30 IB・H・I・L 

111 須恵器高台付碗1

12 須恵器高台付碗I(13.2) 5.3 | (6.0) | 25 IB•G•I 

13 須恵路高台付碗/(13.8) j 6.0 j 6.0 I 60 IB・H I □4 須恵器高台付碗 - 6.o i - 80 B•H I L 

151須恵闊高台付巴1竺ー」竺＿ニー竺0-[HI
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I 
灰褐 1末野産

褐灰 末野産

にぶい橙末野産酸化焔

褐 No.57 末野産還元焔

灰 1未野産

橙 No.60 末野産

黒褐 No.59 末野産

黄褐 1末野産

灰褐ぽ野産

明赤褐 1末野産酸化焔

黄灰 INo56 末野産

灰 焼きひずみ

黄灰 No.58 末野産

明赤褐 !No26 末野産

にぶい橙末野産
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61はヘラケズリ、 62~70は縄叩きであるが、 67• 70 

が全面縄叩きである以外は、部分的な縄叩きである。

部分的とは、凸面全面に縄叩きをした後、縄目を部

分的に残してナデ消すというタイプではなく、ナデ

整形をした後、部分的に叩き具によって縄叩きを施

すという意味である。小片であるため、叩き具のほ

第35表 第3号窯跡出土遺物観察表2 （第94• 95図）

ロロロロニ）：ロ(146) 56 i ― 1 30 B C I 将通 I 黄褐

(14.1) I 5.7 I 6.0 I 50 !B E・G・I I不良 1 灰

- i 1.9 I (9.4) I 40 I B • I I良好 ｝火

17.0 I 37.5 I 16.0 I 40 IB・E・I I良好 灰

I 7.6 
(21.0) 5.8 、 - I 20 IB・D E・H I 将通 I 橙
(21.0) 5.8 i _ 1 30 A B H I 普通 Iにふい

94 95 口 100 IB E H I I闘迎 IaJj褐
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第96図 第 3号窯跡遺物出土状況（2)
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¥―¥ 
57 

58 59 

o 10cm 
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第101図 第3号窯跡出土遺物（7)

第36表 第3号窯跡出土遺物観察表3 （第97• 98図）

長さ 幅 原さ，布目 凸面

12.5 1.6 17X20 A-a 

15.4 12.4 1.4 18X22 A-b 

18.5 13.6 1.3 14Xl5 A-b 

18.5 98 1.4 10X14 A-b 

硬 24.2 12.5 1.6 17X20 A-b 

硬 25.4 12.7 1.6 17X17 A-a 

硬 39.5 12.6 1.4 14X 17 A-a 

硬 7.8 42 0.9 25X33 ナデ押印

硬 13.7 7.5 1.2 11X17 A-a 

軟 7.4 7.6 1.6 19X22 A-a 

硬 4.5 7.2 0.9 15X19 A-a 

硬 5.8 3.8 1.1 21X14 A-a 

硬 3.5 41 1 不明 A-a 

硬 41.9 17 2 1.5 18X19 A-a 

備

布日不明瞭

側に布Hを

作か

しい

より不明瞭

考 図版

46-5 • 6-2 

46-1 2-2 

46-1 ・2-1 
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とんどが単位不明だが、 5X 4 • 4 X 4 cmの二種類

が確認されており、他の叩き具もそれに順ずる単位

であったと想定される。縄叩きの瓦は凹面には全て

布目を残し、側部は 1~3面のヘラケズリか l面の

Ii 

I I 

ヘラナデによる調整である。部分縄叩き技法の瓦は

本窯以外に類例はなく、需給関係はもとより、系譜

関係や製作技法など今後の検討が必要であろう。

60 

o 10cm 
卜—| -|14 

第102図第3号窯跡出土遺物 (8)
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第103図第3号窯跡出土遺物（9)
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第37表 第3号窯跡出土遺物観察表 4 （第99• 100 • 101 • 102 • 103図）こ 口].4さ］よ几叩i但l1叫 1

I 9.0 I 1.4 I 15Xl 

平瓦 橙酸化硬 10I 10.3 I 1.5 I 18X14I.. _ . __ 

平瓦 赤褐酸化硬10.4I 9.3 I 1.2 I 12 X 20 IA-a I B-2 

平瓦 灰還元軟 7.5I 7.8 I 1.4 l17X15IA-a i A-1 
平瓦：灰褐還元軟 7.5I 7.8 I 1.4 I 16X 10 IA-a I B-1 

平瓦暗褐酸化硬 6 I 6.1 I 1.2 l32X31IA-a I B-2 

平瓦 明褐酸化軟 3.5I 8.8 I 1.4 l15X14IA-a I A-1 i 
7.5 I 1.3 116X17IA-a 

平瓦 灰還几硬 6.1I 4.1 I 0.6 I 18X23 IA-a I -, 

平瓦 灰 酸化軟 5.8I 5 I 1.2 I 17X21 IA-a I - 端部を3面ヘラ削り
平瓦 灰白還元硬 5.1I 6.7 I 0.7 I 24X37'調整不明 B-? 

平瓦暗褐酸化硬 4 I 5.1 I 0.5 l28X33IA-a 

平瓦 灰 還Jじ軟 6.7I 5.9 I 1.3 l15X17IA-a I B-1 磨滅により布目不鮮明
平瓦 灰還元硬 4.8I 5.1 I o.8 l32X31IA-a 
平瓦暗灰還元硬'39.6I 26.8 I 1.3 I 13 X 17 IA-c 

平瓦 灰還元硬 31.7I 23.4 I 1.5 I 16X23 IA-c 
平瓦 灰還元硬 40.3I 17.7 I 1.6 l16X20IA-c 

平瓦 灰還元硬 22.sI 16.1 I 1.3 111 X 15 IA-c 

平瓦灰白還元硬 16.4I 16.6 i 1.2 l12X18IA-c 
平瓦 暗褐酸化軟 24.3I 11.6 

平瓦 灰還元硬 24.5I 27.4 I 1.5 I 11X15IB 

平瓦 灰還元硬 27.5] 15 ] 1.3 ]14X19IB 

乎瓦 橙酸化軟 13.5I 15.4 I 1.5 l17X21IC-b 5X4、3本

平瓦 灰還元硬 4.5I 4.4 I 1.2 l1?x20lc-b 単位不明、 4本

平瓦 橙酸化硬 2.5I 5.1 I o.6 不明 C-a 単位不明、 4本

平瓦 橙酸化軟 7.8i 9.8 ] 1.7 l17X15IC-b 単位不明、 3本

平瓦 灰還几硬 7.8I 9.6 I 1.4 I 13X21 IC-b 4X4、4本

平瓦 1暗赤褐酸化硬i12.1 I 13.5 I 1.2 I 17X14IC-a、3本

平瓦 橙酸化軟 6.4I 9.2 I 1.5 l12X15IC-b 単

平瓦 橙酸化軟 5.4I 7.6 I 1.3 l14X14IC-b 単位不明、 4本

平瓦 灰麗几硬 16.4124.2竺］

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

考

ー ニ， 
47-5・6--3 

47-7・8-2 

47ふ&14&7&9 

47-5・6--2 

47-5・6--5 I 
＇ 

： 

i 
43-1 ・2 

I 
43-5 6 

44-3・4 

44-5・6 

46--3・4-1 

46--3・4-2 
| 

! 45-1 ・2 

45-3・4 

47-3 • 4-3 

B-1 布I=!一部ナデ消

A? 布目傷み著しい 広端側に砂付着

B-1 部布が著しく傷んでいる

B-1 

B-1 一枚作（粘土板か）

B-1 布日傷みあり

B-1..(li目痛み著しい

B-1 

B-3 磨滅

B-1 小片につき布目不叩寮

縄叩きに近接して叩き具状のU瞑あり

47-3・4-1 

B-3 I I 47-3 4-5 
B-11 147-3・4-2 

B-3 凸面磨滅、叩き具不明瞭 47-3 • 4-4 

[: 1布目摩滅し不明賄、端部凹面ヘラ削り］巴［

4. 土坑（第105図）
第5次調査で検出された土坑は11基である。第 l

号土坑は近世の土坑と考えられ、かわらけ 2点（第

105図1• 2) 

出土した。

と寛永通賓2枚（第105図3 • 4) が

第38表土坑一覧表 一

ロ［ロニ:-]I区s k 3口 隅丸長方形 N-16°-E 2.10 1.61 0.36 C-II区

SK 4 I C-12 楕円形（推定） N -0° I (0.95) I 0.91 I 0.20 I C -ill区 一部撹乱
SK 5 I C-12 円形 N-0° I o.so I o.90 I 0.17 I c-m区

i 

SK 6 I C • D-12 隅丸長方形 N-90°-W ! 2.40 I 0.90 I 0.13 I c-m区
s k 7 c-13 隅丸恥冠［＼函□1.05 0.42 ' 0.21 C-m区□ C-9 隅丸長方形 N-90°-W 1.25 0.72 0.4 

s k 9 C-9 隅丸長方形 N-95°-W 1.30 0.42 五2 ID区 部Pitlと重複

［：：］：口-口］：：：力形 N□。E 、口 □三ロニ

比
田
~
r"" 
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~Um A' 

SK5 

ロ。］土

Allllm A' ．．  

SK6 

.6-

竿 1.1m

SK3 

A_ 

A110.2m 

i
l
 

A-
，
 

A-
，
 

SK7 

A' 

］ 

とロニ〗土
A110 9m A 

， 
． ．  

SK4 

撹乱 ＼ 

応 ロ

A
-
’
 
紅 Ihlm ユ＇

玉

。
S
K
S
A
-

A11um A' ．．  

SK9~1 

とロニ公

AIILSm A' 

゜
2m ， 
160 

SKl 
l 暗オリープ褐色土 小礫 (3cm大） ・炭化粒子を少鼠 ―卜部に円礫 (5~6cm大）多呈

SK2 
1 黒褐色土

2 暗褐色士
3 褐色土

SK3 
1 暗褐色土

2 褐色土

SK4 
1 暗褐色上
2 オリープ褐色士

SK8 
1 暗褐色土

2 鈍黄褐色十一
3 黒褐色土

4 褐色土

SK9 
1 黒褐色土

焼土粒子・炭化物（l~数皿人）多量

1暦に似るが焼土粒子・炭化物の混入やや少ない 小石 (5Ollll大）少量

やや砂質 焼土粒子（数mm大） ・炭化物少量

黄褐色粒子・炭化物少呈

黄褐色粒子微呈

白色微粒子多量

橙色粘土と灰黄色粘土の混上居 滸図的に粘土を貯蔵したものか

白色微粒子多量焼士粒子 (I~2mm大）少量

白色微粒子少呈 ローム小ブロック極多量

ロームブロック少甚・

3層主体 ローム小フロック多最焼七粒子・炭化物少量

炭微拉f微董

第104図土坑

第2号土坑は平瓦（第105図5)が出土した。凸

面は端部に対して斜めの全面縄叩きで、側部側のつ

ぶれが激しい。

第3号土坑は打製石斧（第105図7)が出土して

いる。ホルンフェルス製で、長さ7.1cm、幅10.1cm、

原み2.4cm、直さ185gを測る。形状はやや浅い挟り

のある分銅型で、上部が欠損している。両側縁部に

剥離加工が施され、刃部はやや粗く調整されている。

第4号土坑はやや歪んだ末野産と思われる須恵器

のIllが出土した。

他の土坑からは図示できる遺物は出土しなかった。

第10土坑、第11号土坑については以下で記載する。
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SK1 

ロニ」＝ 口三
2 

SK1 

SK2 
：； 19'’, 9内．如；名 hn,炉9-．!＇<や． •9, 

，塁 h,l:
9,呉9,：和. 必けit 烈
g・I ’ X , j 

翌‘,.•, 
駁 99』• - --

こロニニ
5 ゜

2cm 
トー―- | |1 1 

4
 

SK4 

文
6 

S01 

SK3 

□ 7 
o 10cm 
I I I 1 4 o

l
 

10cm 
--- 1 - 1 1 3 

第105図 土坑・溝跡出土遺物

第39表 土坑・溝出土遺物観察表 1（第105図）
番号 種別 器種 口径 ；；口口斤吉阻I 底径 I残存（％） 胎土 焼成 色調 出土位置・備考 図版
1 かわらけ 皿 9.1 2.0 

6.2 :150 00 _IIA[C CDH•H I I I 

将通 にぶい橙 SKl No.1 ・2 体部内面～LJ縁一部に煤痕 35-5 
2 かわらけ 1lll 9.4 2.4 6.7 普通 橙 SKl No.2 [_1縁の一部に煤痕あり 35-6 
6 須恵器 1lll ? 11.5 2.0 不良 灰 SK4 歪みが激しい木野産 35-7 
8 在地産 内耳鍋 （23.4) 14.2 16.8 不良 灰 SDl -- J ， 

第40表 土坑・溝跡出土遺物観察表2 （第105図）

番号 I 名称 1 初鋳年 I 時期直径（｀!t:~;i!I塁］:I "'•口:]:： 5.17X5.48 

5.99X6.02 

重さ(g)

`k1  
2.65 ISKl 

備 夏＿ ―- I 図版

］：：：ロ

第41表 土坑・溝出土遺物観察表 3 （第105図）

口］門ーコ□□□□□c-a3:i面 ー I:]ど胎上や：｝っぽし： —ーロロ47
--138-



第10号土坑（第106図）

F-25グリッドに位置する。 70cmX65cmの隅丸方

形の土坑の一辺にやや浅い段が付くような形態であ

る。全体は、長径120cmX短径65cm、深さ98cm、主

軸方向はN-40°-Eである。

覆土中の 1~3層から大量の鉄滓が出土し、特に

第1層への混入が密であった。このことから同じB

区内で検出された製鉄関連遺構（製鉄炉・排滓場）

との関係が深い遺構と考えられる。

発掘時には第 2号排滓場 (SW2) として調査し

たが、規模が小さく他の排滓場と異なるため第10号

土坑に変更した。鉄滓以外の遺物は末野産須恵器の

蓋が2点出土している。なお鉄滓については製鉄関

連逍構の項 (V-2)にまとめて掲載している。

第11号土坑（第107図）

B•C-9 グリッドに位置し、南東角を試掘トレ

ンチによって壊されている。北側と南側に段を持っ

ている。主軸方向はN-0゚ で、長径8.50mX短径

3.70m、深さ0.33mの隅丸長方形である。規模が大

きく、覆土には礫を多量に含む。

発掘時に第 3号排滓場 (SW3) としたが、同名

称が重複して存在してしまったことや、鉄滓を検出

していないことから、他の排滓場とは区別して第11

27t_ 27J / 

：言79→

（一面）

268 

A 

171 

245 

A' A 

166 

A' 

（二面）

259 

（三面）

と 口公

／ 

AI07.8m A 
， 

S KlO 

1 黒褐色上 鉄滓密に含む焼七粒子・炭化物

2 極賠褐色土粘J_質炭化物・焼士鉄滓少鼠

3 黒褐色上 焼上粒＋・焼士プロック及ぴ炭化粒―f多旦鉄滓少堡

4 暗赤褐色上 3層に似るが、数cm大の焼土プロソク・炭化物（数cm

大）多量鉄滓は含まれない

゜
2m  ， 
l • 60 

第106図第10号土坑

／／ー、ヽ 1 こ・ロニー、 2

O 10cm 
’―—・ー ＝上＝＝一―--_J1 ,,1 

第107図第10号土坑出土遺物

第42表 第10号土坑出土遺物観察表（第107図）

攣
蓋
芸
皿

十iー
器

器

別眉
一
恵
恵

口径

(21.0l I 3.1 I -

(19.0）巳□-
胎上 色調 l 出上位置・備考 1 図版□1 :力SSW3と］妾合 I 
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E
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叫
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9l5m  c-
＇ 

旦 I5m -P.. 

SKll 
l にぶい黄掲色上
2 黒褐色土

3
4
5
6
7
8
9
 

黒褐色土
暗赤）火色ナ

賭赤褐色上
赤熙色上

暗赤褐色七
褐色・ヒ

黒褐色十一

白色微拉了多最 炭化物・小礫少呈
大礫・焼ナプロノク多量
白色微粒了・焼l..(lcm以―卜） ・炭化物少量
2屈に似るが、焼ナプロノクを含まない
荼椙色上主体 焼十粒子 (1~3mm大） ・炭化物多鼠
焼土フロソク (20mm大）悼多董 炭化物・大礫多星
炭化物・灰櫛多坑焼土ブロック少呈
5屈に似るが、焼土プロソクがやや少ない
白色微粒子多鼠 炭化物・焼七微粒子少鼠
焼七粒子・炭化物少呈

0 2m  
I - | | 1 60 

第108図 第11号土坑
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号土坑に変更した。出土遺物は火鉢、すり鉢、短頸

壺と石臼が出土している。火鉢（第109図l) は小

破片のため不明瞭だが、方形の火鉢脚部と考えられ

る。石臼は上臼l点、下臼2点が出土した。中世以

降の所産と考えられる。

口 一

□□/1: 
'¥==--....-
□--ー／ーログ 3

o 10an 
←- -し. I14 

第109図第11号土坑出土遺物（1)

＼ 

／ 

r―ーロ
＼ ］ l ～ー・ 一ー、~一 .. ~ ~ 、- 6 

5 

／
 

o
l
 

ヒ
20cm 
)16 

第110図第11号土坑出土遺物（2)

第43表 第11号土坑出土遺物観察表（第109図）
-~ ~ 

底径残存(%)1 胎十一

（ 口HI

焼成

良好

色調

桁
方形火鉢肌]1]口直・備考 ― ーロロ

I良好 1にぶい黄橙 1中世遺物 i 

良好にぶい褐 []5-8 
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5.井戸跡
第 1号井戸跡（第111• 112図）

F-29グリッドに位置する。開口部径1.8mXl.72 

m、平面は楕円形。底面径0.45mX0.55m、平面は

楕円形。確認面からの深さ1.75m、断面はロート状。

第113図lば性格不明の石製品であるが、唐居敷で

あろうか。長さ18.9cm、幅22.0cm、厚さ4.6cm、重さ

4.55kg。灰色。片岩製。

SE1 I 口＼ I I SE2 

AI 

△- ／ ）＼  
Iユ'

't SS5周溝

A106.9m A' 

SE 1 
l 黒掲色上砂利多量焼上粒子
2 黒掲色土砂利・炭化物焼上粒了少品
3 褐色士 褐色土ブロノク多品砂利微呈
4 暗褐色七ややシルト質焼士粒子・炭化物
5 暗褐色上 シルト質砂多鼠焼十．粒了少堂
6 褐色ヒ 砂粒多歴小礫 (3cm人）少緻酸化鉄

第 2号井戸跡（第111• 113図）

F-34グリッドに位置する。 SS 5を切る。開口

部径1.97m、平面は円形。底面径1.45m、底面が一一

部失われているが、平面は円形と思われる。確認面

からの深さ2.50m、断面は円筒状。壁面が崩落を繰

り返したためか、開口部からみた底面が、中心から

ややずれた状態となっている。

〇 2m  

＇ 1 60 

SE2 
1 黒褐色土礫（0.5～数cm大）主体
2 黒褐色十 炭化物・焼上細粒少呈
3 黒褐色土小礫 (0.5~3cm大）多塁
4 暗褐色上 褐色士・黒褐色十との混士尼
5 褐色上 砂礫多呈

第111図井戸跡

第44表 井戸跡出土遺物観察表 1 （第112図）
番号 種別 1 器種 口径器高底石口□わらけ 間 11.2 2.1'6.9 

2 在地産 内耳鍋 25.o I 13.8 I 16.4 

3 すり鉢］し° 翌竺』竺：1
4 不叫—~ |t製品直径2.8、高さ2.4

胎上

40 IA B I 
80 IA BE  

60 :A・B 
ー□冒

焼成

将通

普通

普通

普通

色調 出士位置・備考 図版
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2
 

o 10cm 
I I ―-1 1 4 

4
 

0

ロ。 10cm 
| 1 3 

ロ
3
 

o 20cm 

仁――--―――| - | I • 6 

第112図井戸跡出土遺物（1)

SE1 

口 一

ロー

2
 

o 20cm 

ヒー— | |16 

o 10cm 
I I I I • 4 

第113図 井戸跡出土遺物 (2)

第45表 井戸跡出土遺物観察表2 （第113図）

番2号1庫［言／□I還：：／］ 凸面
側部 備 考 図版□

ー ，直径〔6．5J、外区幅2.0、虹＇叫□2.3J、巳竺竺二舷］］凸

中世の軒丸瓦（第113図2) が出土している。瓦

当面は外区に珠文をめぐらす三巴文であり、砂が付

着している。丸瓦部分は、粘七糸切り痕を残し、き

め細かい布目をもつ。側面は2面のヘラケズリであ

る。丸瓦を片楔按ぎによって按合し、凹凸面両側を

粘土で補強している。凸面はナデ整形を施している。
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6.古墳跡
既往調査の概要 横穴式石室が明らかにされている。簗造年代は各古

平成5印 (1993)以降、断続的に調査が実施され 墳から出土した土器や埴輪などの特徴から 6世紀後

ている箱石遺跡では、各調査区から合計7基の古墳 半を中心に位置づけられる。次に、各古墳の概要に

跡が検川されている（第114図）。いずれも直径20m ついて簡単に触れてみたい。

内外の円墳で、現状では前方後円墳は含まれていな 第1号墳は、荒川の形成した急峻な崖線寄りに位

い。古墳の中には埴輪を伴うものと、伴わないもの 置し、墳丘径23.36m、周溝径33.6mの円墳である。

があり、相対的に規模の大きな古墳には埴輪が伴う。 南西側で周溝が途切れ、周溝から円筒埴輪、朝顔形

埋葬施設は、唯一、第 7号墳で胴張りのある無袖型 埴輪、人物・馬・団扇・家・盾・靱などの形象埴輪

が出土した。
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第2号墳は、墳丘径16.16m、周溝径25.44mの円

墳で、北側で周溝の一部が途切れている。固溝から

須恵器壺が出土した。

第3号墳は、墳形や規模については明確でないが、

周溝から須恵器提瓶・壺・甕などがまとまって出土

した。また、周溝外縁部に板石を床面に敷詰めた第

10号土坑が位置しており、副次的な埋葬施設の可能

性が指摘されている。

第4号墳は、第4次調査で確認された周溝径約24

mの円墳である。周溝から馬・盾．靱などの形象埴

輪が出土した。

今回報告する第 5• 6号墳は、第5次調査におい

て確認された円墳である。第5号墳は、墳丘径24m、

周溝径28.6mの円墳で、周溝から土師器甕、須恵器

甕をはじめ、円筒埴輪、人物・馬・靱・大刀・蒻．

家などの形象埴輪が出土した。

第6号墳は周溝の一部が検出され、墳丘径11~12

mの小型の円墳で、須恵器、埴輪が出土した。

第7号墳は最も北側に位置する墳丘径約18m、周

溝径約25mの円墳で、無袖型胴張り横穴式石室を埋

葬施設とする。石室内から鉄鎌、飾り弓金具が出土

し、周溝から円筒埴輪、朝顔形埴輪、人物・馬・

靱・盾・大刀・家などの形象埴輪が出土した。

なお、当墳は第 1次第 1号填として既に報告（事

業団報告 第211集）されているが、新たに古墳番

号を通番に振り替え、最終報告とする。

第114図箱石遺跡古墳分布図
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第5号墳（第115• 116図）

第5号墳は、 A区東端のF-34~37グリッドを中

心に位置する。調査区が狭小なため周溝の一部を確

認しただけで、墳丘や埋葬施設の様相については明

らかでないが、検出された周溝の状況から墳丘径24

m、周溝を含めた径28.6mの比較的大きな円墳に復

元される。また、第4次調査の際に南側隣按地の調

査を実施したが、調査区全体に撹乱が及んでおり、

周溝外側立ち上がり部の一部を確認したにすぎない。

墳丘は既に削平され、東・西周溝の一部が検出さ

れた。東周溝は、埋没谷を掘り込んで構築されてお

り、幅2.37m、深さ0.96mである。断面逆台形を呈

する。墳丘外側の立ち上がりは急角度で、内側はや

や緩やかに掘り込まれ、墳丘肩部に第2号土坑が重

複していた。西周溝は、調査区中央の墳丘寄りに第

2号井戸跡が重複し、最大幅3.0m、深さ0.66mを測

る。断面逆台形を呈し、立ち上がりは東周溝に比べ

緩やかである。
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第115図 第5号墳（1）
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埴輪片を含む
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第117図第5号墳出土土器
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第46表第］言ご:f□。7図］［月： I土
:-I塊1(126)1[:/

焼成 色調 ！ 出土位置・備考

良好にぶい橙 No1 体部一部欠損

良好 灰 周溝覆七頸部片

良好 黄灰 周溝覆土体部片

良好 黄灰 周溝覆土体部片

良好 暗灰 周溝覆土体部片

良好 灰 周溝覆土混入

不良 暗灰黄周溝覆十一混入

良好 橙 j周溝覆士混入

7
4
-
版

1
9
-

図

的

4
0
"

周溝覆土は大きく 3層に区分される。上層から第

1層に暗黄褐色土、第 2層に暗褐色土、第 3層に黒

褐色土が堆積していた。特に第2層は焼土粒子・白

色微粒子・炭化物・焼礫の混人が顕著であった。

遺物は、西周溝の北寄りで底面から20cmほど浮い

て土師器甕（第117図1)が逆位の状態で出土した。

おそらく墳丘上に供献されたものが、周溝内に転落

したのであろう。

この他に西周溝の第2層を中心に円筒埴輪、形象

埴輪の破片が27リットル入り天箱で約5箱分検出さ

れた。いずれも細片のみで、全体の器形のうかがえ

るものはなかった。

出土遺物（第117~120図）

土器 lは土師器の甕で西周溝から出土した。体部

が長胴化しはじめ、最大径を中位より若干下にもつ

器形で、口縁部は「く」の字に短く外反する。体部

外面は縦方向のヘラケズリ後、体部中位にやや光沢

をおびる横方向のヘラナデを施す。体部内面は木口

状工具によるヘラナデを入念に施し、口縁部内外面

にはヨコナデが施される。

2~5は須恵器の甕の破片である。 2は頸部の破

片で、外面は無文である。胎土の特徴から末野窯の

製品と考えられるが、積極的に古墳に伴うものと断

定できない。

3 • 4は同一個体と考えられる甕の体部片である。

外面は擬格子叩き目、内面は同心円文当て具痕が残

る。在地窯の製品であるが、末野窯産に限定するに

は根拠に乏しい。

5は3• 4とは別個体の甕の体部片である。内外

面の調整は 3• 4と同じである。なお、 3~5は2

二と異なり、古墳に伴う可能性が高い。

6~8は直接古墳に伴う遺物ではなく、二次的に

流人したものである。

6は須恵器坪、 7は須恵器高台付塊、 8は中世の

かわらけ皿である。 6• 7は9世紀前半の末野窯産

の製品で、近隣で焼かれたものであろう。

円筒埴輪 9~46は円筒埴輪の破片である。 9を除

き、いずれも小片であるため全形を復元できるもの

はない。そこで、全体を通して胎土・焼成・色調に

ついてまとめることとする。胎土には粗砂及び最大

径10mmほどの細礫の含有が多いのが特徴で、主要鉱

物は結晶片岩・長石・石英・赤色粒子である。焼成

は粉っぽく、やや軟質な焼き上がりで、須恵質のも

のが若干含まれている。いずれも黒斑をもたないこ

とから密窯焼成品であろう。色調は橙褐色を基調と

し、内面のみが灰褐色を呈するものが多い。

次に、各部位ごとに形態・調整等の特徴について

触れる。

今回出土した埴輪片の中には口縁部の破片がなく、

わずかに14• 32 • 34を口縁部付近の破片として図示

した。そのため、口縁部の形態については明確にし

得ないが、緩やかに外反する形態で、外面に縦ハケ、

内面に横ハケを施しているようである。 9~13は突

帯部の破片である。 9は第 1段から第2段にかけて

の破片で、断面台形の突帯を巡らす。突帯貼付後の

ナデつけは下端がやや粗雑である。突帯部復元径

15.2cmを測る。突帯の断面形は9~11が台形、 12が

三角形、 13が低台形とバリエーションがある。 10は

外面に縦ハケ、内面に斜ハケを施していることから

最上段に近い破片であろう。透孔は9の突帯上部に
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第118図 第5号墳出土円筒埴輪
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第119図 第5号墳出土形象埴輪（1）
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第120図 第5号墳出土形象埴輪（2)

円形透孔の一部が残っている。

出土した破片の大半は体部の破片によって占めら

れ、底部付近の破片についても確実なものは出土し

ていない。そのため底部調整の有無については明確

にすることはできない。同じく朝顔形埴輪と断定で

きる破片も出土しなかった。

調整は外面に縦ハケ、内面に縦位の指ナデを施す

ものが多い。風化により磨耗が著しいが、ハケ原体

は12のように目の粗いものも認められるが、韮本的

に2cm当たり11~13本の単一のハケ原体を用いてい

る。

なお、 43は外面に横ハケ調整を施すことから形象

埴輪の一部であろう。同じく44も丸みの少ない板状

の破片で、形象埴輪の可能性が高い。しかし、小片

のため器種を特定するには至らない。

このように全体の形状を留めるものがまったくな

いため所産時期を特定することは難しいが、第1号

墳や第7号墳などから出土した円筒埴輪に類似する

特徴を示すことから、 6世紀後葉から末葉を中心と

する年代に位置づけておきたい。

形象埴輪 47~96に形象埴輪を一括した。胎土・焼

成・色調等の特徴は円筒埴輪と共通している。

47~51は人物埴輪の各部である。 47• 48は右掌の

破片である。 47は拇指を欠損しているが、線刻によ

り四指を表現する。 48は拇指を残すが、その他の指

先を欠く。 49は円棒状の粘土塊で腕部もしくは美豆

良であろう。 50は分銅形の島田儒の一部か。 51は半

身像の上衣裾部で、本体から離脱している。

52~54は斜格子状に線刻を施し、交差部分に円形

浮文を貼付した破片で、甲胄等の鋲留表現に類似し

ているが、器種については特定できない。ただし、

52 • 53は端部の破片であることから盾等の器財形埴

輪の可能性も考えられる。

55は丸い粘土塊状の小片である。器種は特定でき

ないが、本体から離脱し、両端部を欠損しているこ

とから大刀形埴輪の三輪玉の可能性が強い。

56~75は馬形埴輪の各部である。 56は鼻面部分の

破片と考えられる。円筒形に形作り、端部付近に円

孔を穿つ。外面には灰褐色に変色した帯状の剥離痕

が残る。 57は耳部の破片である。粘土板を三角形状
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第47表 第5号墳出土円筒埴輪観察表（第118図）

［ 1器種 部位

． 

胎土 焼成 色調 外面調整本 ／2cm 内面調整本 ／2cm 出t位置・備考 図版

円筒第1~2段 BDEH  B C 縦ハケ 10 ナデ 形西周溝1/2覆残上存突帯断面台I40-3 

□□突帯部 B・D・E・H B C 縦ハケ 10 斜ハケ 11 冒周溝覆七突帯断面台I41-1 ' 

円倫 突帯部 B D・E H B I C 縦ハケ 磨耗 ナデ 西周溝覆土 ’’ 

12 円筒 突帯部
BDEH  ・＋［

c ＇ 縦ハケ
磨耗 ロ1ナデ 西角周形溝覆土 突帯断面ニ

” 

13 I 円筒 突帯部 BDEH  C 縦ハケ 10 西台周形溝覆上 突帯断面低 ’’ 

14 円筒 体部 B・D・E・H B D 縦ハケ ， ナデ 西周溝覆上 ” 

15 円筒 体部 B・D・E H C C 縦ハケ 11 ナデ 西周溝覆土 ーニ喜
:c 

16 円筒 体部 B・D・E・H B :F 縦
ハケ 12 ナデ 西周溝援上 ’’ 

17 円筒 体部 BDEH  ! A' F 縦ハケ 13 ナデ 1西周溝覆十上 ’’ 

着.c 
—11 8 9 +ii 円円―̀  • 筒筒

体部 B・D・E F B :F 縦
ハケ 12 ナデ 西拮l溝殷土 ’’ 

体部 B・D HI  B 髯:c 縦ハケ 1 2 口1ナ； フ--―S 西周溝覆土 ” :F 

I 20 円筒 体部 B D・E H A' 閾:F 縦ハケ 1 デ 西周溝覆土 ’’ :D 

21 円筒 体部 B・D E・H B F 縦ハケ 12 ナデ 西周溝援上 ” 

22 円筒 体部 B D・E H A': F 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆土 ” 

23 円筒 体部 B D・E H A' F 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆土 ” 
＇ ＇ 
24 円筒， 体部 B D E・H B C 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆上 ” 

25 円箇 体部 B・D E・H B 

鼻内： ［ ト
縦ハケ 13 ナデ 西周溝覆土 ” 

--~--

26 円筒 体部 B・D E・H B 縦ハケ 11 ナデ 西周溝覆土 ’’ 

27 円筒 体部 B・D HI B F 縦ハケ ， ナデ 西周溝禎土 ” 

28 円筒 体部 B DH  I A F 縦ハケ 10 ナデ 西固溝覆士 ’’ 

29 円筒 体部 B・D E・H A F 縦ハケ 13 ナデ 西周溝覆土 口―9,

30 円筒 体部

B DE・ II [ l~ _[  I , A; B ' F 
縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆土

[-4121 

口321 叫円筒 ， 体部 B・D・H 喜： ［ 縦ハケ 12 1ナデ 西周溝覆土

口縁部 B・D H・喜：［ 縦ハケ 11 横ハケ 10 西周溝覆上 ” 

33 円筒 体部 B D・E H B 腐:D .F 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆土 ’’ 

34 円筒 体部 B・D・E H C 喜
:c 
:D 縦
ハケ 13 ナデ 西周溝覆土 ” 

35 円筒 体部 B D E・H B 闘:B :F 縦ハケ 11 ナデ 西周溝援土 ” 

36 円筒 体部 BDEH  A' 闘: G 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆t
”” ’ :F 

37 円筒 体部 B・D・H I A' F 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆土

38 円筒 体部 B D E・H C I C 縦ハケ 磨耗 ナデ 西周溝覆土 ” 

39 円筒 1本部 B・D E・H I B 腐:c :F 縦ハケ 13 ナデ 西周溝覆上 ” 

40 円筒 体部 BDEH  B D 縦ハケ 13 ナデ 西周溝覆土 ’’ 
トー

闘:c I□ 41 円筒 体部 B・D・E・H B :F 
縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆上

42 円筒 体部 B D・H・I B 髯:D 縦ハケ 11 ナデ 西周溝覆土
:F 

43 円筒 体部 B・D・E・H B C 横ハケ 12 ナデ
西周溝覆土形象の破片

’’ か

44 円筒 体部 B D・E H B C 縦ハケ 13 ナデ
西固溝覆土形象の破片

’’ か

45 円筒 体部 B D・E・H B F 縦ハケ 12 ナデ 西周溝覆土 ’’ 

46 円筒 体部 B D E・H A C 縦ハケ 11 ナデ 西周溝覆土 ” 
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第48表 第5号墳出土形象埴輪観察表 1 （第119図）

l 番号器種 胎土~ i 
一？

1 

部拉 色調 調整・手法の特徴 出土位置・備考 図版

47 I I， 人物 右掌 A B・D H A D 闊外嬰ナデ。線冒によ贔四指を表現し、上方に西聞溝覆土く 出する拇を欠する。 42-1 
＇ 

内靡鷹ナデ。四指を欠損し、卜方に短く突出し ―！  l -

48 人物 右掌 B・D EH  B C た が残る。 西周溝覆土 i 
” 

49 人物 腕？ B D・E H B C 内外息ナデ。円棒状を旱することから、腕もしくは 豆良と考えられる。 西周溝覆土 ’’ 
l --

正面贋ハケ、 喜面贋ハケ、 貫部ナデ。分銅形の西周溝覆土50 人物 儒？ B・D・E H B B 島田か。端に彩痕がる。 i ’’ 

51 人物 着衣裾 BDEH C C 外面縦ハケ、端部ナテ。
！ 

西周溝覆上 ’’ 

52I 形象 不明 BDEH B D 外胃は胃ハケ喜i寸り格子状に線刻を描き、交点
に形文を る。 西周溝覆土 ’’ 

53 I形象 イ＜明 B D E・H C D 外面は贋ハケ後、 2条線の線刻を描き、円形浮I 西周溝覆土文の剥痕を残す。 ’’ 
＇ 
54 形象 不明 B・D・E・H C D 外交点面には円縦形ハ浮ケ文後の、剥2落条痕線をの残斜す格。子線刻を描き 西周溝覆土

” 

55 大J} 二輪玉？iBEH  I C C 両塁9•9I I 部を貸損］ る円［： 甕起署外面ナデ。大）］の
勾し装さたご とえられる。 西周溝覆士 ’’ 

56 馬 鼻面？ B・E・H I C D 麿外面ナデ。外悶に突J罹祖・の塁9f によーる帯状の変がみられる。 は円の を行う。 西周溝覆上
］ ” 

57 i； 馬 耳 B・E・H I C C 内外面ナデ。粘士板を曲げて成形している。 西周溝覆土 ’’ 

58 馬 前後輪 BDEH C c 器面風化磨耗。ハケメを施し、 一部ナデを加え西周溝覆土：る。 ’’ 
--

正背面ナテ。鞍のHIJ・後輪の端部の破片と考え＇西周溝覆上59 9臣9ヽゾ 前•後輪 B・D・E・H C C ’’ られる。

60 馬 団＝E^並豆双 B・E・H・I C C 外閏ナデ。粘士板を丸め、壺部内部を棒状工具
で形する。 西周溝覆土 右側に装着 ’’ 

’`  
' L ! 61 外悶ナデ。粘土板を丸め、壺部内部を棒状工具馬 壺鐙 BEHI C'C  で形する。 西周溝覆士 左側に装着 ” 

62 馬 壺鐙 B・E・H I C C 外悶ナデ。粘上板を丸め、叙部内部を枠状工具 西周溝覆上 右側に装着i ” で形する。

63 馬 鈴 B・E HI C C ］ 面ナデ如―-悶口は鋭利な工具による横位の切りみ。中形。 西周溝覆土 ’’ 

64 馬 並^^pし B E・H I C C ］ 面ナデ如＝ 悶口は鋭利なt具による横位の切りみ。中形。 西周溝覆土 ” 

65 馬 並^^l1 B E・H・I C C ］ 面ナデ如t 悶口は鋭利な工具による横位の切り西周溝覆上み。中形。 ’’ 

66 馬 鈴 BE HI  C C ］ 面ナデ如ェ悶口は鋭利な工具による横位の切りみ。中形。 西周溝覆士 ’’ 

67 馬 鈴 B・E・H・I C C 内虐贋ナデ。 ［ が他よりも大きいことから胸繋に されたのと考えられる。 西周溝覆土 ’’ 
ト—ヽ

68 馬 鈴 B・E H・I C C 内孔胃ナデ。鈴が他よりも心きいことから胸繋に されたものと考えら る。 西周溝覆土
” 

69 l馬 辻金具 B・D EH  C C 外面ナデ。円板状の辻金具と考えられる。 西周溝覆t
I ’’ 

70 馬 尻繋付近 B E・H・I C C 内外霊ナデ残突帯の先端に中窄成形の鈴を貼付
した跡がる。 西周溝覆上 ’’ 

71 馬 尻繋付近 B・E・H I C D 塁］ 誓ナデ。交差ずる突帯の上に鈴もしくは辻
貼付しているようである。 西周溝覆土 ’’ 

72 馬 尻繋付近 B D・E H C C i 賃閏に交差する突帯を貼付するー。器面風化暦耗。 西周溝覆士 42-2 
l 面ナデ。

一—

73 Hヽヽヽゾ 尻尾 IB・D E・H B C 外面ハケ。中位より先端を欠損する。中実成形。 西周溝覆上 42-1 

74 馬 ！ 尻尾 B・D・E・H B C 成外面形。はナデ。先端は扁平で上下に広がる。中実西cm周溝覆土 残存長14.1 ,, 

75 馬 尻屋 B・D・E H B C 言はナデ。先端は扁平でt下に広がる。中実西周溝悛土 残存長9.5i 。 cm

胃ナデ。 岱鷹は粘土帯を貼付後、側縁に 2西周溝覆十． 42-2 76 靱 縁金部 B・D EH  C i D 形浮文 付。 i 

77 鞍 縁金祁 B D・E・H C D 闊外面ナデ支望面は粘上帯を貼付後、側縁に l西周溝覆上 ’’ I の円形浮 貼付。

78 馬 辻金具？ B・E HI C C i 買外嬰ナデh 矩形の浮文を貼付した面繋の辻金西周溝覆十＾
とえらる。 ” 

79 9目9、J 辻金具？ B D・E・H 
i C 

C 内外面ナデ。円形浮文により面繋の辻金具を表西周溝援土
現している。 ’’ 

80 !I 鞍 縁金部 B・D EH  C □[ 外面ナデ。 信胃に讐広の粘土帯を貼付後、側西周溝覆土 ’’ に1個の円 文貼付。

81 靱 縁金部 BD・E・H C ］ 面ナデ。外面は粘土帯貼付後、円形浮文を西周溝覆上
” する。 ＇ I 
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第49表 第5号墳出土形象埴輪観察表2（第119• 120図）

ロ：ーロ［口::T；；~：□三□□□5片：
85 靱 ［翼部？ B・D・E・H I B ! B 正面縦ハケ、背面縦ハケ、端部ナデ。 西周溝覆七 ，＇ 

86 形象 I 不明 B D E H C i c 閾讐げ畠謬呵を貼付し、付属品の嘉購詞痕か 1西周溝複上一←

1 87 靱 翼部？ B•D•E•H C C 正背面ナデ。 西周溝獨土ー ', 1 

[88 鞍 j翼部？ IAB•D•H B 9 B 正背面横ハケ、端部ナデ。 西周溝覆土 ／］ 

89 靱 畔部？ B•D•E•H B B 正背面斜ハケ、端部ナデ。 西周溝覆十． I ：' 

90 鞍 ヒレ部 IBD E・H I C I C 正背面斜ハケ、端部ナデ。 西周溝覆土

91 靱 翼部？ B・D・E・H I B I C 正背面横ハケ。 西周溝援土

ロロ］ B ・ DE•H B B 1一正背面縦ハケ、端部ナデ。 西周溝覆士

r,-3口［い大部 BDEH B ]」面縦ハケ、背面斜ハケ。透孔：ーロ残存。 西門溝いロ~ ＇ 
94 靱 ヒレ部？ BD•EH ーロ D 正背面横ハケ。本体部外面縦ハケ、内面ナデ。西周溝覆＿十． ＇’ 

口ニロ：1：言亨二／ロニ：／□
【埴輪凡例】

円筒埴輪及び形象埴輪の胎上・焼成・色調についての観察表記は、基本的に土器と同じであるが、色調のみド記の記号を用いた。

色調 A:暗赤褐色 B:赤褐色 c:橙褐色 D ：淡褐色 E:乳白色 F:灰褐色 G:黒褐色

に整形する。 58• 59は鞍の前輪ないし後輪の破片で

あろう。 60~62は壺鐙の破片である。実用馬具の三

角錐形壺鐙を模したものである。 63~68は胸繋や尻

繋に貼付された馬鈴である。 63~66は中空のもので、

鈴口を鋭利な工具で横ー文字に切り込む。 67• 68は

本体部分に貼り付いているため、中空成形であるか

は不明である。 69は円板状の辻金具と思われる。 70

~72は尻繋付近の破片である。 70は革帯の先端に鈴

を貼付していたようである。 71は円孔を一部残し、

格子目状に革帯が貼付され、交差部分に辻金具や鈴

を貼付していたようである。 72は粘土紐を貼付し革

帯を表現する。 73~75は中実成形の馬の尻尾である。

73は先端部を欠損しており全体の形は不明であるが、

外面にハケメを施している。 74• 75は先端部が扁平

になる特徴的な尻尾で、 74は長さ14.1cm、75は長さ

9.5cmをそれぞれ測る。同一形態に作られているが、

大きさが異なる。成形は、粘土塊による中実成形で、
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拮部を本体部分に挿人している。外面はナデ調整を

施す。

76~81は器種不明の破片である。 76• 77 • 80は外

面に薄い粘土板を貼り付け、側縁に円形浮文を貼付

している。また78• 79 • 81にも同じ円形浮文が貼付

されている。

82 • 83は大刀形埴輪の柄間部分の破片である。先

細りになるように粘土紐を巻上げ、外面に縦ハケ、

内面には粘土紐の巻上げ痕を残し、全体にナデを施

す。 83は勾革部分の接合を強化するためにハケメエ

具を細かく剌突しており注目される。

84 • 86は、板状の破片の外面に平行する 2条の突

帯が貼付されている。

85 • 87~92 • 92 • 94は散形埴輪の翼部やl::::レ部と

考えられるものである。側縁部が直線的な翼部と90

のように側縁部が屈曲するヒレ部の破片がある。

93 • 96は板状の破片であるため、器種を特定する



ができなかった。おそらく、当初から掘り込みが浅

く、断続的に周溝を巡らしていたものと想定される。

規模については、墳丘径11~12mと椎定される。

西周溝は、確認長約8.4m、最大幅3.8m、深さ

0.42~0.62mである。断面U字形を呈し、立ち上が

りは全体に緩やかである。覆土は大きく 3層に区分

され、上層から第 1層に黒褐色土、第2• 3層に暗

褐色土が自然堆積し、小礫・白色微粒子・焼土粒子

等の混入物がみられた。

出土遺物

第6号墳（第121図） 遺物は周溝内から須恵器、埴輪片が少量出土した。

第6号墳はA区中央のE-31• 32グリッドに位置 後述するように、東側に近按する第3号窯跡の覆土

ことは難しいが、大きめの円孔を穿っていることか

ら、星形の開の一部となる可能性もある。

95は器種不明の埴輪である。下端部と側縁部に端

面をもち、器種を特定することは難しいが、おそら

く、組合式入母屋造の家形埴輪の上屋根部分の一部

と考えられる。

このように形象埴輪は破片が多く、全体の形状を

うかがえるものはないが、人物・馬・器財を中心と

する器種構成であることが大きな特徴である。

する。第5号墳から西へ約10m離れ、南には第4号 中からも円筒埴輪と形象埴輪の破片が少量出土して

墳が隣按している。墳丘は既に削平されており、調 いる。これらの遺物が、当墳に直按関わる可能性も

査区内に埋葬施設等は存在しなかった。調査の結果、 考えられるが、明確にすることはできない。

鉤の手状に緩やかに屈曲する西周溝が確認されただ 築造時期については、確実な伴出遺物がないこと

けで、南側から東側にかけては周溝を検出すること から現状では不明とせざるを得ない。

―・A-- 調査区域外 年 82m _h,' 

旦 82m B
-
，
 

C1os.2m c' 

9/' 

呵

S S 6 

1 馬褐色土 小礫・白色微粒＋多量焼ナ粒子微呈混入
2 暗褐色上 小礫・白色微粒了少呈混入
3 暗褐色士 小礫・焼土粒子少品混人

吋 ゜
2m 
l 
1 80 

第121図第6号墳

154~ 



第3号窯跡出土埴輪（第122図）

第3号窯跡は9但紀代の須恵器窯で、第6号墳の

東周溝に相当する部分に構築されていた。そのため

第2次調査における第 1号窯跡のように古墳の周溝

の窪地を利用して窯が構簗された可能性も考えたが、

周溝と窯跡の主軸方位に大きなずれがあることから、

周溝の再利用と結論づけることは難しい。

なお、須恵器に混じって覆土中から埴輪片が少量

出土しており、ここに報告する。実測・図示できた

ものは、円筒埴輪3点、形象埴輪4点である。

1は口縁部片で、緩やかに外反し、外面縦ハケ後

内外面にヨコナデを施す。 2• 3は体部片で、 2は

断面三角形の突帯を貼付する。 3は須恵質の焼き上
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略

4
 

がりで、円形透孔の一部を残存する。

4は復元径の大きな体部片で、大きめの円形透孔

を穿つことから、形象埴輪であろう。 5~7は靱形

埴輪の破片である。 5は線刻によって鏃を表現した

鏃身部の小片で、 3本の線刻が残る。背面には補強

帯が貼付されている。 6は本体部とヒレ部の按合部

分の破片で、ヒレ部の基部が一部残る。ヒレ部按合

後、本体部はハケ調整を入念に施し、按合の強化を

図っている。 7は翼部の破片で、直線的な端部をヨ

コナデし、正・背面にハケ調整を施す。正面は縦ハ

ケ、背面は横ハケである。内面はナデを丁寧に施す。

時期的には第 5号墳から出土した埴輪と大差ないこ

とから、 6世紀後半に位置づけられる。
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第122図第3号窯跡出土埴輪

第50表 第3号窯跡出土円筒埴輪観察表（第122図）

番号器種 部位 胎上

1,  

焼成 色調 I外面調整本／2cm 内面調整本／2cm 出上位置・備考 図版

| 1 円筒 口縁部 ]B・D・EH I C I B 縦ハケ 11 ナデ□:IBDEH  I C 1]ロロー 暦耗斜ハケ

3 円筒 体部 B·D·E·~胃：［ロニケ 13 ]ナデ

第51表 第3号窯跡出土形象埴輪観察表（第122図）

10 

5 i靱

6 I 靱虐り ÌB・D・E・H ! B 

I —- —→一一
7 I 靱 i 翼部 jB D・E H ! B □ロ ロ
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7璽溝跡
第1号溝跡（第123図）

E-24~27グリッドに位置する。 SX2・3を切

り、 3箇所撹乱を受けている。本遺構の東半部につ

いては、下場線のみの表記となった。

検出した範囲内では、長さ26.40m、上輻1.05~

1.70m、下幅0.40~0.50m、確認面からの深さ0.72m

を測る。方位はN-81°-Wを指す。平面形はほぼ

直線状になると思われる。底面は丸味を帯び、壁面

の立ち上がりは比較的急である。本遺構の断面形は

緩やかな「VJ字形である。溝跡の性格は不明で、

遺物は出土しなかった。

第2号溝跡（第123図）

D-22 • 23グリッドに位置する。 6基のピットと

甫複関係にあるが、いずれも本遺構が切られている

と思われる。両端部ともに調査区外に続くため、長

さは不明である。

検出した範囲内では、長さ5.92m、上幅0.64~

0.80m、下幅0.32~0.56mである。土層断面A-A'

部分では、上幅0.80m、下幅0.32m、確認面からの

深さ0.16mを測る。溝の方位はN-82°-Eを指す。

平面形は、直線状を呈す。本遺構の底面は平坦で、

壁面の立ち上がりは比較的緩やかである。断面形は

逆台形である。溝跡の性格は不明である。遺物は出

土しなかった。

第3号溝跡（第123図）

C-20グリッドに位置する。南側は礫層に及んで

いるためかプランは失われている。検出した範囲内

では、長さ2.48m、上幅0.80~0.88m、下幅0.16~

0.48mである。土層断面A-A'部分では、上幅0.80

m、下幅0.16m、確認面からの深さ0.24mを測る。

確認面からの深さ0.24mを測る。方位はN-6°― 

Eを指すと思われる。平面形は、直線状となると推

定される。壁面の立ち上がりは、比較的緩やかで

「VJ字形となると思われる。溝跡の性格は不明で、
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遺物は出土しなかった。

第4号溝跡（第123図）

D-18 • 19グリッドに位置する。溝跡の両端とも

に調査区南側に続くため、全体的な平面形は不明で

ある。

調査した範囲内では、平面形は 9コ」字状となる。

長辺部分の長さは8.00m程である。上幅0.90~1.20

m、下幅0.24~0.64mである。土層断面A-A'部分

では、上幅1.04m、下幅0.32m、確認面からの深さ

0.24mを測る。 B-B'部分と C-C'部分の確認面

からの深さは、ともに0.32mである。長辺部分の方

位はN-87°-Eを指す。断面形は、土層断面A-

A'部分では緩やかな「U」字形となる。 B-B'部

分では底面は平坦で、外側の立ち上がりは急である

が、内側の立ち上がりは緩やかな逆台形を呈す。溝

跡の性格は不明で、遺物は出土しなかった。

第5号溝跡（第123図）

C-12グリッドに位置する。両端部ともに撹乱を

受けているため、長さは不明である。検出した範囲

内では、長さ2.00m、上幅0.56~0.80m、下幅0.16~

0.48m、確認面からの深さ0.10mを測る。溝の方位

はN-l °-Eを指す。

平面形は、直線となる。底面は比較的平坦で、壁

面の立ち上がりの緩やかな逆台形である。溝跡の性

格は不明で、遺物は出土しなかった。

第6号溝跡（第123図）

C-9グリッドに位置する。南側は調査区外に続

く。検出した範囲内では、長さ2.24m、上幅0.32~

0.40m、下幅0.22~0.28mを、確認面からの深さ0.36

mを測る。方位はN-l ° -Eを指す。平面形は、

直線である。底面は平坦で、壁面の立ち上がりは垂

直に近く、直線的である。断面形は逆台形である。

溝跡の性格は不明で、遺物は出土しなかった。
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第52表 ピット一覧表
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第53表 ピット出土遺物観察表（第126図）□□IAB1:E] 
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第127図遺構に伴わない遺物（1)

第54表 遺構に伴わない遺物観察表 1（第127図）

＇号種別 器種 口径器高底怪□如三□可i口—-｀凪石調

I ] 1::: |凡台：埼？I（212)|:: 1ニ：ーロ:1]言：］芯 出七位盾・｛i餅考

末野産

末野産

図版

第55表 遺構に伴わない遺物観察表2 （第127図）

｀｀J:hl~□__r□_I__面― | |：：ロニ：（と言ロニごロ
-161-



）
 

m

1

 m
 

(
0
6
5
8
0
5
3
0
5
1
2
8
 

国

隅

竺

言

竺

心

庫

6
6
6
1
9
6
6
4
3
5

訓

口

131

ロ
25

'

□

口

疇

明

言

□言虚

[

]

言

[

[

麟

/

5

6

7

8

9

1

0

重さ（g)］ 備 考

3.38 iF-24Gr 

1.95 

3.94 

2.37 

2.33 

3.41 

ー
．
ヽ
l
`
:
,
1
~

□
:
/

]
-

＼

口

、

口

〉

~
]
r

．
什
甘
:
卜
し
廿
甘
じ

f\•|.|] 
ヽ

＼

7

口

3
 

゜
2
 o 10cm 

し-=---;―__―1,, 

第128図 遺構に伴わない遺物（2)

8. ピット（第126図）
第5次調査で検出されたピットは合計83基である。

ピットに規則性は認められず、建物跡を構成するよ

9.遺構に伴わない遺物（第127• 128図）
第5次調査時に出土した遺構に伴わない遺物は第

54~56表に示した。第128図lはC-11グリッドか

ら出土した砥石で、砂岩製、長さ12.2cm、幅4.6cm、

厚み2.8cm、重さ310gを測る。第128図2はF-25

グリッドから出土した打製石斧で、 ホルンフェルス

うなピットは確認されなかった。 Pit4からは須恵

器高台付塊が二点（第126図1• 2)出土した。

製、長さ9.7cm、幅5.4cm、厚み2.8cm、重さ140gを

測る。第128図3はF-25グリッドから出土した石

製品で、青緑の片岩製、長さ24.7cm、幅14.4cm、原

み2.8cm、重さ2460.0gを測る。石碑の一部と思われ

る。
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VI第6次調査

第6次調査は、第1調査区と第2調査区に分れて

いる。調査面積は合わせて400m'である。第 1調査

区は河岸段丘が荒川に向かう段丘崖にあたり、狭小

な平坦部にトレンチを設定したが遺構は検出されな

かった。遺物もごく僅かに平安時代と思われる須恵

器小片が出土したのみであった（第6図）。

第2調査区は段丘崖から50m程段丘内に入り、第

2次調査時（事業団報告267集）の中央部東端に接

する位置になる。遺構確認面の標高は106m前後で、

lOmXlOmグリッドを拮本とし、北西杭をグリッド

名としている。住居跡1軒、竪穴状遺構1基、土坑

6甚、溝跡l条、ピット11基が検出された。なお住

居跡は第2次調査の第 1号住居跡と同一の住居跡で

ある。
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第129図 第6次調査第2調査区全体図
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1.住居跡
第1号住居跡（第130図）

F-7 • 8グリッドに位置する。他に重複する遺

構はない。箱石遺跡第 2次調査（事業団報告267集）

時の第 1号住居跡と同一住居跡である。第2次調査

では北側1/3が未検出であったため、今回改めて

全体を検出した。平面形は正方形で、東西2.46m、

南北2.53m、深さは0.28~0.32mである。主軸方位

はS-68°-Eを指す。

床面はやや起伏があり、壁は垂直に立ち上がる。

覆土の観察は出来なかった。

カマドは煙道部の先端を除き、第2次調査時に検

出されている。東壁中央よりやや南寄りに設置され

る。燃焼部は4cmほど掘り込み、開きながら立ち上

がり煙道へ続く。煙道部は20cmほど検出された。

住居跡中央で炉跡と考えられる浅い掘り込みが検

出された。 76X63cmの不整形で、深さは 5cmに満た

ない。暗褐色の覆土中に焼土粒子や焼土ブロック、

炭化物を含んでいた。貯蔵穴、壁溝、ピットは検出

されなかった。

出土遺物は少量で、須恵器甕・高台付碗、上師器

甕が認められるが、大半が器種判別不能の小片であ

る。平瓦小片（第131図4)が出土した。凸面はナ

デ調整であるが、一部、指でつよくナデた箇所があ

る。また、端部の凸面側に幅5mm、長さ25mmほどの

縄目が見られる。

／ 勺呵

口
呵

口炉・ ¥ ¥_ダ9 S J 1 炉跡 ＇ 七十粒ブ子ロ (1~3mm大） 多鼠
1 暗褐色土焼 ク (lcrn大）少呈焼土 ッ

炭化物粒—f

2m  

占

゜ 160 
乱゚忍

第130図第 1号住居跡

ロー、 ¥2  

-r---ロー~3 ／ 

ぃ
ー
ー
ー
ロ

4
 

o 10cm 
I f------―I14 

第131図 第1号住居跡出土遺物
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第57表 第1号住居跡出土遺物観察表1（第131図）

ロニ言`一冑口＿rs,ロI 2ヽ須恵器高台付埼 ＿ ＿ I 5.3 i 80 IB D・E・I 
：叫謡 ］ 甕 I (19.9) I (5.7) I -I 30 IB C・H 

＇焼成［ 色調 i 出上位置・備考

口内外面暦耗

良好』一橙 No.2 

第58表 第1号住居跡跡出土遺物観察表2 （第131図）

□門I□:I還：h＼i更1::I□：口：冒：―五面ーロ［［こ□三」前 房―---_]こ：
2.竪穴状遺構
第1号竪穴状遺構（第132図）

F-8、G-8グリッドに位置する。南コーナー

は調査区域外にある。第1号溝跡と重複し、本遺構

が古い。平面形は正方形に近い。北西ー南東が4.05

m、北東ー南西が3.78m、深さは0.21~0.31mであ

る。主軸方位はN-54°-Wを指す。

呵

9 -I 

’’ ,, 
I I 

l l ,, 
,, 

旦［ ¥ 

SDI 

＜l -—\三：
調査区域外

旦壁Om

床面は緩やかな起伏があり、壁は垂直に立ち上が

る。覆土は大きく 2層に分けられ、共に浅間B軽石

と思われる白色粒子が含まれていた。

カマド・炉跡、貯蔵穴、壁溝、柱穴等住居に付帯

する施設は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

＼ 呵

B.’ 

孟

叫

SXl 

l 褐色士 白色微粒子 (05mm大）

(AS-bか？）多董

層理面に若干の礫

2 暗褐色上 白色微粒了 (05lllill人）

3 B' (AS-bか？）を全体に

含む 暦坪面に若丁の礫

3 暗褐色士片岩粒 (0Imm大）若干

゜
2m ， 
160 

第132図第 1号竪穴状遺構
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3.土坑（第133図）
第6次調査で検出された土坑は6枯である。これ

らの土坑から出土遺物はほとんどなく、わずかに第

3号土坑からかわらけ（第134図1• 2)が出土し

た程度と、第4号土坑から敲石が、第7号土坑から

は打製石斧が出土した。敲石（第134図4)は砂岩

製で、長さ10.3cm、幅9.5cm、厚み4.5cm、重さ445.4

gを測る。表面と左側面に敲き痕が確認でき、裏面

はほぼ全体を欠損している。打製石斧（第134図5)

はホルンフェルス製で長さ14.3cm、幅7.5cm、厚み

3.0cm、菫さ373.6gを測る。左側縁上部に原礫面を

残し、両側縁部に浅い挟りを作り出している。刃部

に粗めの調整を施しているが風化が激しく細部を確

認できない。いずれも中世の土器小片と出土してい

る。なお、第2号、第5号、第8号土坑は調査中に

第1号溝跡の一部と判明したため欠番である。

第59表土坑一覧表

遺構No.I グリッド 形状 主軸方位 長軸(m) 短軸(m) 深さ (m) 備 考
SK1 Gf7 円形（推定） I N-50°-W (0.96) 0.55 0.18 一部調査区域外
SK3 F • G-7 不整楕円形 N-16°-E 3.71 0.80 0.37 
SK4 G-7 楕円形 N-28°-E 1.05 0.75 0.44 
SK6 F-7 不整楕円形 N-40°-E 1.18 0.70 0.21 
SK7 F • G-7 楕円形（椎定） N-84°-W (1.05) (0.62) (0.19) 第1号溝跡と重複
SK9 G-8 円形 N-17°-E 0.74 0.75 0.35 

/-

SK4 〔□》／上/ SK1 外¥ SK3 

ー：

A' A 

A' ． A 106 2m A' A106 1m 

SK6 

ロロ：土

A106 1m A' ．．  

゜

／

ェ

／

S

K

g

ロ

]

-

―

[
口
A
/SKl 

1 暗褐色土 日習に白色粒子
2 暗掲色士砂質炭化物粒了—若干

SK3 
1 暗褐色土 白色粒子多量
2 暗灰色土 1層に比べて白色粒子少ない
3 暗褐色士 炭化物粒子・黄褐色粒子少最
4 暗褐色十 3層より暗い
5 黒褐色土砂質
6 暗褐色土 3層より明るい 大形の礫多最黄褐色プロソク
7 褐色土 上層に比べて明る＜、砂質強い

2m  ， 
I • 6 0 

SK4 
1 暗褐色上上居に白色粒-f
2 黒褐色土焼士粒子若干
3 暗褐色士 黄掲色土ブロック

SK6 
1 褐色士 白色粒子 (1皿大）多量
2 暗褐色土 1冠より暗い 白色粒子・焼土粒子(1~3皿大）若干
3 暗褐色十 2層より暗い

SK9 
1 暗褐色土 白色粒子炭化物粒子若干
2 暗褐色土 1居に似るか、白色粒子か少ない
3 暗褐色土 1陪より明るい 黄褐色上粒子しま状

第133図土坑
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第134図 土坑・ピット出土遺物

第60表土坑出土遺物観察表（第134図）□］音］重口f蚤］：口曳{][%):]［□□□
3 鍋 （28.0) I (4.0) I -I 10 IB・E・I 良好， 灰 ＿P7 

出土位置・備考 ［賢闘［］

-] 
4.溝跡
第1号溝跡（第136~139図）

F•G-7·8 グリッドに位置する。

Xlを切り、 SK3に切られている。

両端部ともに調査区外に続いており、長さは不明

である。検出した範囲内では、長さ15.00m、上幅

0.55~1.40m、下幅0.28~0.55mを測る。

土層断面A-A1の部分では上幅1.02m、下幅0.42

m、確認面からの深さ0.68m、

さは0.63mである。

SK7・S 

B-B'の部分の深

本遺構の平面形はほぼ直線状であり、方位はN-

7°-Wを指す。壁面の立ち上がりは比較的急であ

り、特に東側では垂直に近い部分もみられた。底面

は平坦に近く、断面形は箱薬研に近い逆台形を呈す

る。

遺構内全域にわたって、大量の緑泥片岩や川原石

等が投棄された状態で出土しており、 これらに混入

する形で土鍋．焙烙・火鉢・カワラケなどが破片の

状態で検出された。

本遺構の覆土から出土した石の中には、割付線が

引かれている石材の破片と思われるものや、石臼の

破片もみられる。

石臼の破片のうち、図化できたものは3点であっ

た。囚みに、第139図15は下臼で推定口径16.5cm、

16は下臼で椎定口径22.8cm、17は下臼で椎定口径

14.3cmである。

第6次調査は調査対象面積が小さいことから、周

辺にどのような遺構があるか不明である。そのため、

この溝跡自体の性格も不明であるといわざるを得な

しヽ。 しかし、溝への大量投棄が始まった段階で、溝

としての機能を終えていたのであろうか。
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第136図 第 1号溝跡出土遺物（1）

169--



口 ロ
12 13 

ロ
14 

o IOan 
t 1 1 1 4 

第137図第 1号溝跡出土遺物（2)

第61表 第1号溝跡出土遺物観察表（第136• 137図）
番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存（％） 胎土

1 須恵器 乖Z (20.1) (1.8) 5 I 

2 須恵器 甕？ (24.2) (2.1) 5 B・I K 

3 からけ 皿 (8.9) (2.4) (5.8) 10 A C・I 

4 在地産 鍋 (29.9) (8.6) 10 B・E・H 

5 在地産 土鍋 (25.8) (7.8) 10 C・E 

6 在地産 鍋 (31.9) (18.1) (22.4) 20 I BC  I 
7 在地産 内耳鍋 (23.9) (11.8) 30 I 

8 在地産 内耳鍋 36.0 (17.7) (21.5) 70 BCE  ， 瓦質 壺？ 1.8 9.9 90 B・C 

10 火鉢 (6.8) (22.5) 20 B・H 

11 すり鉢 D・E・I 

12 常滑 大甕 E・I 

13 常滑 大甕 E I 

14 常滑 大甕 E I ,—• 
15 石臼 長さ22.2 厚さ14.8 40 

16 石臼 長さ15.0 厚さ14.5 20 

17 石臼 長さ16.9、厚さ11.8、孔怪(3.7) 30 

18 石臼 長さ6.8 厚さ8.1 5 

19 石「］ 長さ6.8 厚さ4.6 20 

5. ピット（第139図）
検出されたピットは合計11基である。調査区の東

半部に集中して検出されている。ピットに規則性は

認められず、建物跡を構成するようなピットは確認

第62表 ピット一覧表

I遺構No. グリッド 長軸(m) 短軸（m) 深さ (m) 備考

Pl G-7 0.24 0.22 0.24 

P2 G-7 0.48 0.34 0.38 

P3 
I 
G-7 0.32 0.30 0.08 

P4 G7 0.26 0.26 0.31 

P5 G-7 0 51 0.45 0.31 

i P6 G-7 0.39 0.33 0.45 

焼成 色調 出土位置・備考 図版

良好 灰

良好 灰

良好 橙 炭化物付着

良好 橙 被熱磨滅

良好 浅黄灰 No.2 

良好 にぶい橙 No.10 

良好 灰 SK3 SDl 

良好 褐灰 No.1 • 3 • 1 5 39-3 ・4・ 5 

良好 褐灰 全体に磨滅

No.8 -括 39-6 

SDl 

上臼砂岩

上臼砂岩

上臼砂岩 6分割3本

上臼砂岩

荼臼砂岩

されなかった。 Pit7からかわらけと鍋が出土して

いるが、他のピットからは遺物はほとんど出土せず、

時期を特定できるものはなかった。

遺構No. グリッド 長軸(m) 短軸(m) 深さ (m) 備考

P7 ! G-8 0.30 0.30 0.25 

P8 G-7 0.51 0.51 0.49 

pg G-7 0.40 0.36 0.41 

P10 G-7 0.51 0.42 0.35 

Pll G7 I o.3o 0.24 0.07 
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第138図 第 1号溝跡出土遺物 (3)
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P 1 • P 4 
1 暗褐色上 炭化物粒了・白色粒＋・土器）•i
2 暗褐色上 白色粒了
3 暗褐色土 1 • 2厨より明るい

P2・P5・P6・P8・P9 
1 暗褐色士 白色粒子多董
2 暗褐色土 臼色粒了少景焼土粒子・炭化物

粒了若干
3 暗褐色上 1 • 2層より暗い

゜
2m  ， 
160 

第139図ピット

6.遺構に伴わない遺物（第140図）
遺構に伴わない遺物は第63表に一括で示した。そ

の他、第 1号溝跡から出土している打製石斧（第

140図5)は流れ込みと考えられる。ホルンフェル

ス製で、長さ8.7cm、幅5.0cm、厚み1.4cm、重さ84.4

gである。短冊形で上部を欠捐している。両側縁に

細かい剥離加工が施されているが、刃部の調整は粗

しヽ。
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冷三三――
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第140図 遺構に伴わない遺物

第63表 遺構に伴わない遺物観察表（第140図）

口径器高底径残存（％） 胎土 焼成 色調 出士位置・］備考 1 図版

14 (43) 30 I 三tTI;玉側法面上面施釉
(2.1) I (6.0) I 40 IB・E・H・I 良好 灰 確認面底部糸切り痕一部剥落

i (1.3) I 5.1 I 80 !B H I 良好にぶい黄確認面磨滅顕著

i (1.3) I 5.5 I 30 I H • I ，良好 黄I火第1調査区第1トレンチ
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VH結語

1置箱石遺跡における古墳群の様相
箱石遺跡は、平成5年の第 1次調査以降、 6次に

亘る調査が実施され、 7甚を数える古墳跡の所在が

新たに確認された。これまでに所在のまったく知ら

れていなかった古墳群であり、末野窯跡群の成立背

景を考える上できわめて重要な位置を占めている。

ここでは既に報告されている古墳跡の成果を踏ま

え（西井ほか1999、若松ほか2001)、箱石遺跡にお

ける古墳群（以下、箱石古墳群と略す）の様相につ

いて検討したい。

(1)古墳群の分布と墳丘

箱石古墳群で現在確認されている 7基の古墳跡は、

秩父線と荒川にはさまれた標高107m前後の河岸段

丘面上、南北約150m、東西約75mの範囲に密集し

た状態で分布している。南側は荒川の崖線によって

画され、西側は伝藤田氏館跡を囲饒するように流下

する宿川と少林寺川によって開析された谷部が大き

＜湾入している。ただし、北西から東にかけては、

山裾から延びる斜面地との境まで平坦地が続き、地

形的な変化に乏しいため、古墳群の分布域を限定す

ることは難しく、周辺に未知の古墳跡が存在する公

算は大である。実際に調査地点の西方約600mの秩

父往還道沿いに［祖廟古墳述」と刻まれた石碑があ

り、何も記録を残さずに消滅した古墳が存在したこ

とを物語っている。

検出された古墳跡は、いずれも直径20m内外の円

墳で、現状では前方後円墳は含まれていない。墳丘

径24mの第 5号墳が最大で、墳丘径23.4mの第 1号

墳が続き、墳丘径12m前後の第6号墳が最小である。

調査の制約もあるが周溝の全固するものはなく、掘

り込みが不安定で、部分的に途切れてしまう周溝形

態が一般的である。墳丘は横穴式石室を残す第 7号

墳（第1次第 1号墳を変更）以外、すべて削平され

ており、外表施設としての葺石の有無は判然としな

い。しかし、第3号墳の周溝から多量の円礫と扁平

な結晶片岩が出土しており、葺石を敷設していた可

能性が指摘されている。埴輪は、第 1• 4 • 5 • 7 

号墳の 4基には確実に伴い、やや不確実であるが第

6号墳にその可能性があり、規模の大きな古墳に埴

輪が樹立されていた傾向を読み取ることができる。

(2)埋葬施設

第7号墳に胴張りのある無袖型横穴式石室が検出

されただけで、その他の古墳は埋葬施設の痕跡を残

すものはない。時期的には竪穴系埋葬施設をもつ可

能性は低く、横穴式石室を採用していたものと考え

られる。おそらく、簡略化した下部構造をもつ横穴

式石室であったため遺存しなかったのであろう。

一方、第7号墳の横穴式石室は、礫敷地業を敷設

する堅固な下部構造をもつもので、結晶片岩の割石

を主体に壁体を構成し、隙間に棒状礫を埋めた原初

的な「模様積J石室である。また、奥壁や天井石以

外にも大型石材を奥壁寄りの腰石として用いた特徴

が認められる。こうした明確な前壁をもたない胴張

りプランは、児玉地域の横穴式石室との関連性が指

摘されており（若松ほか2001)、荒川中流域に広く

分布する河原石積胴張り横穴式石室とは系譜を異に

している。しかし、大型石材を多用する特徴は、児

玉地域よりも荒川上流域の秩父地域に分布する皆野

大塚古墳や大堺3号墳などの横穴式石室との共通性

が強く、今後は、両者の技術的な系譜関係を明らか

にしなければならない（永井2005)。

このほかに第 3号墳の周溝外縁に按して、床面に

板石を敷き詰めた第10号土坑が検出された。長さ

1.16mの小規模な隅丸長方形の土坑で、副葬品や人

骨などは出土していないが、第3号墳に伴う副次的

な埋葬施設の可能性が指摘されている。小前田古墳

群でも箱式石棺や埴輪棺などの無墳丘蓼が認められ

ることから（瀧瀬1986)、群小古墳群の重要な構成

要素のひとつになっている。
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(3)出土遺物

鉄製品 副葬品としては、第7号墳の横穴式石室

の玄門付近から鉄鎌l点、鉄製飾り弓金具l点が出

土した。鉄鎌は全長14.7cmの曲刃鎌で、先端部を嘴

状に引き出して刃部を曲線的に形成している。木柄

装着角度（折り返し部の角度）は69゚ である。寺沢

薫氏の分類では中形鎌の曲刃鎌Cに分類される（寺

沢1991)。前期古墳に比べ、鉄製農工具を副葬する

後期古墳は極端に少なく、葬送儀礼における農工具

類の性格が大きく変化したことを示している。

土器 第2号墳では、固溝から須恵器壺の口縁

部片が出土した。口縁部中位に細突線を 1条巡らし、

2段に区画する。段間には櫛描波状文が施文され、

口唇端部は上方に短く摘み上げ、シャープに作り出

している。末野産と考えられるが、精選された胎土

の特徴から上野産の可能性を残す。

第3号墳では、周溝から古墳に伴う須恵器提瓶と

壺、甕が出土した。提瓶は、肩部に太い環状把手の

ついた大型品である。口縁部を欠損しているが、体

部の膨らんだ面には螺旋状のカキ目を施し、天井部

は扁平な粘土板で閉塞し、体部背面を平坦に仕上げ

ている。このほか酸化焔焼成の壺と還元焔焼成の大

甕の破片がある。これらは胎土に石英や片岩の砂粒

を多量に含むことから末野窯跡群の製品と考えられ

る。時期的にはTK209型式新段階に比定されてい

る末野第3号窯跡（福田1998)とほぼ同時期か若干

先行する時期のものであろう。

第5号墳では供献土器と考えられる土師器甕が、

墳丘から周溝へ転落した状態で出土した。口縁部が

短く外反し、体部は最大径を胴部中位よりも若干下

にもつ。古培跡の中では唯一土師器を出土した例で

ある。膨らみを残す長胴化した胴部の形態的特徴か

ら年代的には6担紀後半に位置づけられる。

埴輪 先述したように墳丘規模の大きな円墳を

中心に埴輪が出土している。埴輪列などの原位置を

示すものはないが、円筒埴輪をはじめ豊富な形象埴

輪が出土している。中でも大刀・鞍．盾などの武

器・武具形埴輪の個体数の多さは目を見張るものが

ある。

円筒埴輪は全体の器形の判るものはないが、 2条

突帯3段構成の小型品が主体を占めている。第1号

墳では、底径11~13cm、口径20cm、器高30cm前後の

2条突帯に復元され、第 1突帯の位置が器高の半ば

となる特徴的なものである。同様に、第7号墳から

出土した円筒埴輪も底径11cm、口径21cm、器高36cm

前後の 2条突帯に復元される。第 1号墳と比較すれ

ば、最下段の長さはほぼ同じであるが、口縁部が短

縮化し、より後出的な要素がうかがわれる。なお、

両墳とも客体的ながら底部外面に板押圧による底部

調整を施す個体が存在する。このほかに第5号墳か

らも円筒埴輪が出土している。いずれも小片である

ため全体像を描けないが、第 1• 7号墳とほぼ同時

期の所産であろう。

編年的な位置づけについては、先の報告で小前田

古墳群における円筒埴輪の変遷過程を検討した時期

区分のV期に該当し、 6世紀末葉から 7但紀初頭を

中心とした年代に比定される（西井ほか1999)。

形象埴輪は、第1号墳から人物・馬・団扇・家・

盾・較などの各種の形象埴輪が出土した。このうち

人物には振り分け髪の男子や大刀を倶用する男子の

ほかに、全身立像人物の股部の破片を含む。 6担紀

後半以降、小規模墳にまで全身立像が樹立されるよ

うになったことを示唆している。馬形埴輪は破片ば

かりであるが、各部位の破片がある。馬鈴は中実成

形で中空成形のものは含まれていない。団扇形埴輪

は放射状に線刻を施し、要の部分に円形浮文の剥離

痕がある。鞍形埴輪は、鏃身部を粘土紐で表現し、

ヘラ先で逆刺を線刻したもので、矢筒部の上端に一

列に並ぶ円形浮文で鋲留が表現されている。同様の

鏃身部の表現は小前田10号墳出土の鞍形埴輪にもみ

られる。また、ヒレ部は三角形状に短く張り出し、

正面側の下端のみに粘土帯を貼付し、鋲留を表現す

る。類例には円山2号墳出土例が知られる。

第4号墳は調査の制約のために出土量は多くない
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が、馬・盾・靱などの形象埴輪の破片が出土した。

盾形埴輪は、盾面の上辺が山形を呈するものと想定

され、盾面は無文で、簡略化がうかがわれる。

第5号墳では、人物・馬・鞍・大刀・蒻・家など

が出土した。馬形埴輪の破片では壺鐙のほかに、端

部が扁平な尻尾が特徴的である。尻尾の形態は男子

像の下げ美豆良の中に類似するものがみられる。ま

た、馬鈴は中空成形が韮本である。大刀形埴輪とし

ては柄間部分と三輪玉の破片が出土した。柄間部分

は側面形が台形を呈し、 6但紀後葉に出現した後出

的形態である（中里2003)。

第6号墳に確実に伴うか明確でないが、須恵器甕

や円筒埴輪とともに、馬形埴輪の胸繋などに装着さ

れた馬鈴が 1点出土している。第5• 7号墳の馬鈴

と同じく中空成形であり、関連性がうかがわれる。

第7号墳からは、人物・馬・鞍．盾・大刀・家な

どの形象埴輪が出土した。特に靱形埴輪は5個体以

上が樹立されていたことが復元される。鏃表現が線

刻で施されており、粘土紐表現の第1号墳よりも後

出するものと考えられる。また、矢筒部と背板（翼

部・ヒレ部）のオ妾合技法には多様な技法がみられ、

複数のエ人集団の関与が想定される。年代的には6

世紀末葉に比定される。

(4)古墳群の形成過程

箱石古墳群のうち早い段階に簗造された古墳は、

最下段の伸長化した円筒埴輪や武器・武具などの器

財形埴輪を主体的に出土している第1• 5 • 7号墳

である。年代は6但紀第4四半期を中心に位置づけ

られる。中でも鞍形埴輪の鏃身部を粘土紐で表現す

る第 1号墳が、線刻表現の第7号墳に先行して築造

された可能性が高い。また、少量の埴輪片を出土し

た第 4• 6号墳もほぼ同時期のものと考えられる。

これらに後続して築造された古墳として、埴輪を

もたず、末野産の須恵器を出土した第 2• 3号墳が

挙げられ、 7世紀第 1四半期に位置づけられる。し

たがって、築造過程は西暦600年前後を境に大きく

2段階に区分することができる。

(5)古墳群の性格と須恵器生産

箱石遺跡における古墳群について、出土遺物の検

討から古墳群の形成過程を素描した。その結果、 6

世紀後半から 7世紀前半の短期間に集中して営まれ

た小規模な古墳群であることが明らかになった。さ

らに、古墳群が形成された時期は、末野窯跡群が連

続的な操業を開始した段階にほぼ重なっており（赤

熊1999、小林・大鹿2006）、このことは箱石古墳群

の被葬者層が末野窯跡群の経営に深く関わった人々

であったことを雄弁に物語っていよう。まさに末野

窯跡群の本格的な操業が、古墳群簗造の直接的な契

機となったのである。

ところで、末野窯跡群の発展期直前の様相を示す

考古学的な事象として、古墳群の西側に谷を隔てた

段丘縁辺に単独で位置する第 5次調査第 2号住居跡

からTK43型式以前に遡る末野産の須恵器坪H蓋l

点と坪H身2点がまとまって出土した。この住居は

一辺6mを越す大型住居で、須恵器生産を管理した

上位階層者が居住していた可能性が強い。さらに、

住居跡の占地する場所は、窯場から少林寺川沿いに

製品を連び下ろし、一旦、製品を集積・選別した後、

荒川を利用して製品を船で運ぶのに絶好の場所であ

り、その占地状況や建物構造上の優勢ぶりから［管

理型」の建物とするにふさわしい（渡辺2006)。

末野窯跡群は、須恵器生産の「第二の画期］ （田

辺1981)にあたる 6世紀末から 7世紀前葉の時期に、

溝付窯などの先進技術の導入をはじめ（渥美2006)、

陶邑窯系、上野諸窯系、渡来系と多系統・多系譜の

須恵器生産技術が多重構造的に認められ（坂野

2001 • 2002)、北武蔵地域における中核窯として須

恵器生産を主導する（赤熊・大谷2006)。こうした

須恵器生産をめぐる動向が、椎古朝における新しい

産業政策（宇野1993) を反映したものであるのか、

あるいは在地勢力層の中央政権への積極的な働きか

けがあったのか、その社会的背景を解明していくこ

とが、今後の大きな課題である。

（大谷徹）

-175-



2璽古墳時代～平安時代の土器群について
ここでは第 3• 5 • 6次調査で検出された竪穴住

届跡や須恵器窯跡、製鉄関係遺構など主要な遺構出

土の土器群、中でも末野産須恵器を中心に年代的な

位置付けを確認することでまとめに代えたい。

第5次調査第2号住居跡（第36図）

末野産の須恵器坪H蓋が 1点、坪H身が 2点出土

した。蓋は口縁部を欠くため正確なデータは不明で

あるが、およそ口径15cm前後と推定される。胚身は

口径12.2cmと13.2cmがある。在地産の土師器杯・高

坪・甕を伴う（第36図4~8は混入）。

須恵器杯身は深谷市（旧川本町）如意遺跡第263

号住居跡に類例がある（岩瀬・大谷・栗岡2003)。

末野産で口径13cm、本資料とほぼ同一法量である。

如意遣跡例は報告者により如意遺跡w期に、また大
谷徹氏によって末野窯跡群成立期後半 (TKlO型

式）の資料として紹介された（赤熊・大谷2006)。

本例もほぼ同時期と考えられ、末野窯跡群成立期後

半の良好な出土例が加わった。模倣杯の形態や中実

脚部の土師器高坪が残存する点、胴部の膨らむ長胴

甕などから 6世紀前半を含めておくべきであろうが、

6世紀中頃からやや後半に振れる段階に位置づけて

おきたい。大谷の指摘どおり、 TK43に下げるのは

無罪があり、 TKlO平行段階が妥当と思われる。末

野窯跡の操業のみならず古墳群の動向とも密按に関

係すると思われ、今後注意して検討していきたい。

また、伴出する土師器高杯は脚部が太く、中実で

ある点で、北武蔵に通有な高坪とも比企型のそれと

も異なる非常に個性的な形態である。如意遺跡でも

第Il1期に類例がある。この高坪を含め、土師器模倣

坪の胎土中に片岩が含まれ、少なくとも古墳時代ま

では在地（末野周辺）で須恵器のみならず土師器も

製作していたことは確実である。末野型高坪の基礎

的な検討を通して、末野産土師器の問題に切り込む

ことも可能であろうが、今回その余裕もない。今後

の検討課題としたい。

第3次調査第 1~4号住居跡

第3次第 1号住居跡からは末野産擬宝珠つまみの

かえり蓋（口径13.8cm) と大型坪（口径18.9cm)、北

武蔵型坪が出土した（第11図l~3)。須恵器蓋は

基部の細い擬宝珠つまみの形状から城見上遺跡第

3 • 5号住居跡段階と考えてよかろう（寄居町1984)。

城見上遺跡には口径19cm前後の大型杯は検出されて

いないが、深谷市（旧岡部町）熊野遺跡60次第 1号

住居跡には類例がある（宮本・竹野谷2002)。大型

杯が多出する内出遺跡第13号住居跡段階（鬼形・飛

田野1986) までは降らないと考える。

第3次第 2号住居跡は須恵器大型坪の小片である

ため、不明確であるが第 1号住居跡と同時期かやや

新しい段階であろう。第3号住居跡からも口径16.4

cmの須恵器大型杯が北武蔵型杯と武蔵型甕に伴出し

ている。第 1号住居跡とほぼ同時期と推定される。

第4号住居跡は鍛冶工房である。出土遺物が少なく

時期の確定が難しいが、須恵器甕の胴部片は第 1号

住居跡、第3号住居跡に同一個体がある。また、第

5次調査で検出された製鉄炉に伴う排滓場から第3

次第 1号住居跡と同形態のつまみを持つ蓋とかえり

蓋が出土しており（第47図l~4)、鍛冶工房も製

鉄炉とほぼ同時期で、且つ一連の遺構群と考えられ

る。

城見上遺跡第3• 5号住居跡出土須恵器の年代に

関して、酒井清治氏は「7世紀第4四半期のなかで

もより新しい時期」（酒井1986)、筆者は飛鳥V期を

視座に人れつつ 7世紀末葉～ 8但紀第 1四半期前半

とした（富田2002)が、最近鳥羽政之氏は熊野遺跡

の分析から飛鳥W期に平行 (680~690年代）すると

いう見解を示した（鳥羽2004)。非常に魅力的な説

であるが、畿内産土師器ll1lと末野産須恵器が伴出し

た八幡太神南遺跡（富田・赤熊1985)第1号住居跡

出土の年代を如何に捉えるかといったいくつかの問

題が横たわっているように思われる。再吟味が必要

であろう。

第5次調査第2号窯跡（第90• 91図）
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窯自体還元面が認められないことから、第90図l

~9の蓋、 20の1IIlは混入と目される。蓋は高台付塙

の蓋である。杯は酸化焔焼成されている。口径は12

~13.4cm、底径は6.6~8.2cm、平均D径12.8cm、口径

に対する底径比は0.52~0.59に分布する。比較的口

径が大きく底径が口径の1/2を超える一群で構成さ

れる。器高は第90図10• 13 • 18の器高の低い浅身

（扁平）の一群と12• 14~17の深身の一群に分かれ

る。

底部調整の判明する資料はすべて回転糸切りで、

底部または体部下端をヘラで再調整するものはない。

深谷市（旧花園町）台耕地遺跡第73号住居跡に口径

13.3cm、器高3.1cm、底径8.4cmと一回り口径の大き

い末野産坪がある（酒井1984)。底部及び体部下端

は手持ちヘラケズリ調整が施されており、第5次第

2号窯跡よりも古く位置付けられよう。深谷市（旧

岡部町）白山遺跡第57号住居跡からは扁平な末野産

須恵器坪と深身の杯、高台坪が伴うなど本窯と類似

する。但し、口径は白山遺跡のほうがやや小さい

（平均口径12.5cm)。また、白山遺跡では底部に手持

ちヘラケズリが施されるものがある。底部再調整が

欠落し、 D怪に対する底径比が小さい本窯跡資料の

方が新しい要素を持つともいえるが、口径自体は本

窯跡の方が大きい。台耕地遺跡第52号住居跡は白山

遺跡第57号住居跡よりも口径底径比が大きく古く位

置づけられるが、底部は糸切り後無調整である。こ

のように様相はそう単純ではないが、白山遺跡第57

号住居跡とほぼ同時期と考えておきたい。ちなみに

白山遺跡第57号住居跡からは甲斐型坪や須恵器壺G

が出土しており、酒井清治氏によって長岡京期並行

と捉えられている（酒井1987)。本窯跡は8世紀後

半～末葉と考えておきたい。

第5次調査第1号窯跡（第86図）

須恵器杯は2点ある。 1点は口径12.8cm、底径6.6

cm、器高3.7cmのやや浅身の坪である。口径底径比

は0.52と底径は口径の1/2を上回っている。もう 1

点は逆台形の形態で底径6.0cm。いずれも底部回転

糸切り後無調整である。第2号窯跡と比較すると浅

身・深身が共存することは同一であるが、第2号窯

跡よりも口径底径比がやや小さく、口縁の外反｛頃向

が強く若干新しいものと考えられる。末野第8支群

A-5号窯跡（今井1986)段階か。末野第 8支群

B-2号窯跡（今井前掲書）までは降らないであろ

う。 9世紀前半に比定される。

第5次調査第3号窯跡（第94• 95図）

瓦・土師器甕・須恵質の羽釜などの混入品を除く

と、須恵器坪と高台付碗が残る。杯の底径は口径の

1/2を下回り、底径の縮小が進む段階である（口径

底径比0.39~0.43)。高台付培は口径15cm大のものも

あるが、主体は口径13cm大である（但し、 94図18の

重ね焼き資料は混人）。

須恵器蓋とnn・高台付皿は検出されていない。ロ

径底径比から見て末野第5支群12• 13号窯跡（小林

2006)よりも後出することは明らかで、蓋の生産は

途絶していたと思われる。箱石遺跡第2次第1号窯

跡では口径15cm大の高台付墳と口径底径比0.50を切

る無台坪、無台皿が定量で焼かれている（若松2001)。

第5次第3号窯跡と比較すると、無台杯は比較的類

似するが高台付塊は小ぶりのものが主体となり、高

台が低く雑につくられ退化的様相が見える。皿に関

しては確言できないが生産量の減少を反映している

ものといえようか。台耕地逍跡第78号住居跡では無

台1IIlを伴うがほぼ同一段階と考えておきたい。 9世

紀末葉～10世紀初頭頃と考えておきたい。

第5次調査第1号住居跡（第33図）

底部が小さく、直線的に開く深めの杯と、それに

高台を付けた高台付埼というより高台坪が出土する。

部分的に還元しており、まだ須恵器的な胎土と焼き

を保っている。土師器甕はいわゆる［コ」の字状口

縁甕が退化して「く」の字に短く折れる口縁部にな

ったものである。須恵器としての最後の姿であろう。

10世紀前半と考えられる。第6次第1号住居跡も本

住居跡と同一時期かやや先行する段階であろう。

（富田和夫）
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3.製鉄関連遺構。遺物について
(1)はじめに

箱石遺跡第 5次調査では、製鉄炉5基、排滓場2

箇所が検出され、多量の製鉄関連遺物が出土した。

製鉄関連遺物は、総重量で2776.161kg出土した。

製鉄炉は、一般的に、操業時の形態をそのまま残

していることは稀である。炉は、鉄が生産されるた

びに壊される。したがって、残存する遺構の様相か

らだけでは、炉の構造、鉄の生産方法等は明らかに

できない。これらを明らかにするためには、大量に

廃棄された炉壁・鉄滓類が手がかりとなる。

箱石遺跡の調査では、これら製鉄関連遺物を、鉄

の生成に至るまでの、原材料・炉材・滓・製品の種

類等を明らかにするために分類し、遺構別にこれら

がどのような製鉄関連遺物で構成されるかの把握を

行なった。さらに計量によるデータ化を行い、重鼠

や割合などにより、他遺跡と比較検討するための基

礎データを作成した。

箱石遺跡第 5次調査では、総重量約2.8tの全て

について分類と軽量を実施し、データ化を試みた。

以下、製鉄関連遺構・遺物についての簡単にまと

める。

(2)製鉄炉の構造

今回の調査では、 5基の製鉄炉を検出した。遺構

の全体像が把握できた炉は第 2• 3 • 4号の 3基の

炉である。

炉の形態は、 3基とも炉本体の平面形が長方形で、

長方形の短辺の両側に排滓坑を有する箱形炉であっ

た。真上から見た平面形が、鉄アレイ状となる炉で

ある。炉は、尾根上の最も高い部分に、等高線に平

行するように、等間隔に縦列で検出された。

製鉄の種類は、出土した炉壁に付着する砂鉄や、

鉄滓類の分析の結果から、砂鉄製錬炉であることが

明らかとなった。

以下、炉の全体像の把握できた第 2• 3 • 4号炉

を中心に、炉の構造について述べる。

製鉄炉は、遺構検出時点で既に上部構造が失われ

ており、炉底・及び排滓坑のみが検出された。炉の

上部構造の把握には、破片となった炉壁や鉄滓類が

その手がかりとなる。

炉底

炉底は溝状であった。各遺構の規模は以下のとお

りである。

第2号炉長さ2.8m、最大幅l.Om

第3号炉長さ3.6m、最大幅l.lm

第4号炉長さ2.7m、最大幅l.Om

還元面は、砂利・砂粒を多量に含む灰色またはオ

リーブ色土で、同様の土砂が、出土炉壁下段下半部

や炉底塊下面に付着していたことから、この部分が

炉床であったと考えられる。

3号炉では、還元面が明確に検出できなかったが、

2号炉で長さ2.8m、幅0.8m、4号炉で長さ2.2m、

幅0.6mの範囲で還元面を検出した。 2号炉では2枚

の還元面が検出され、最低でも 2回以上の操業が想

定できる。

還元面の平面形は長い楕円形で、排滓場出土炉壁

の短軸側（コーナ一部）の破片も、内面が緩やかに

カーブしており（第77• 78図350• 352等）、炉壁内

面は、方形ではなく、長い楕円形であった可能性が

ある。

また、遺構断面の観察では、炉床は浅く掘り込ま

れており、弱い段差となっていた。また、還元面外

側に地山の被熱赤化面が帯状に露出していた。排滓

場出土炉壁片（第75• 76図334~339等）の観察でも、

基部から炉底にかけての段が認められた。炉壁韮部

は平坦で、おおむね垂直に立ち上がるが、炉底部の

滓が付着する部分は、緩やかに傾斜していた。した

がって、炉壁は、還元面外側の、平坦部分に構築さ

れていたものと思われる。

地下構造

地下構造と考えられる明確な施設は検出できなか

ったが、第3号炉では、最下層が被熱焼土層で、そ

の上部に砂利を含む層が堆積していた。炉底の乾燥
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のための地下構造の可能性がある。

炉壁

炉壁は、破壊された状態で出土したため、炉壁内

面の状態から、便宜的に以下のように部位の分類を

行なった。

上段上半（含頂部） 被熱

中半 発泡

下半

中段上半

砂鉄焼結

滓化菊

下半（通風孔上）滓化強

下段上半（通風孔付）滓化強

下半（通風孔下）滓付

炉床土

しかし、上段から下段まで連続して把握できる破

片は出土しなかったことから、炉壁全体の高さ等の

規模は明らかにできなかった。断片的ではあるが、

破片の状態から炉壁の構造について類推した。

炉壁は、炉底から概ね垂直に立ち上がる。底面付

近では滓化が著しく、炉底塊がそのまま付着した状

態のものも認められる。

底面から20cm~25cm前後で、やや内側に張り出す

部分が存在する。この張り出し部は、滓化が最も著

しく、内面のタレが大きく、一部ガラス質となる部

分もある。（第75図329• 332等）。炉壁は、通風孔周

辺部分が最も高温になると考えられるため、この張

り出しは、通風孔直下であると考えられる。

また、第74図319は、中段から下段にかけての破

片であるが、下段付近で内面が円形に盛り上がって

いる。この直下に通風孔の存在が想定され、通風孔

周辺部では、炉壁が内面側に張り出していたことが

想定できる。

通風孔より上部の炉壁は、滓化が弱い。さらに上

部の破片では温度が低いためか、投入された砂鉄が

完全に溶けず、砂鉄焼結帯となっていた。この上部

は、炉壁内面が発泡し、さらに上部では、内面が還

元せず、被熱・赤化のみとなる。この付近が炉壁の

頂部と考えられる。
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また、排滓場出土炉壁の中に、幅1cm前後の溝状

の圧痕が、格子状に認められる破片が出土した（第

79図）。これは、炉壁構築地に、壁の下地として施

された木舞（こまい）の痕跡と考えられる。

遺構調査時には、炉底に木舞を設置したと考えら

れるピットは検出できなかったが、炉壁の観察によ

って、炉壁構築時に下地として木舞が施された可能

性が高い。

通風孔

通風孔は、炉壁の項で述べたように、底面から20

~25cm前後の位置に設けられていた可能性がある。

第74図319では、張り出し部が、円筒形にカーブ

しており、直下に通風孔が存在していたことを示す

良好な資料である。

また、第74• 75図320~328は、通風孔の周辺部か

側面と思われる。破片の側面が円形に貰通している

ものもあり、 325では、貫通する側面まで溶融して

しヽた。

このことから、別作りの土製羽口は存在せず、炉

壁に直接孔を開け、通風孔としていた可能性がある。

なお、本遺跡からは、土製の羽口は、鍛冶羽口以外

は出土しなかった。

孔の直径は、残存部分から想定すると、外径が10

~15cm前後となる。孔内面が残存する破片は出土し

なかったため、内径及び管の存在については明らか

にできなかった。

また、 320では、破片の両側面に貫通孔が並んで

認められ、孔径を10cm前後と想定すると、孔の中心

間の距離が約20cm前後となる。通風孔が、炉壁の長

軸側に等間隔に並んでいたと考えると、概ね20cm間

隔で設けられていたことが想定される。

遺構の調査成果では、炉底の還元面の長さが2.5

~3.0m前後であったことから、これを炉本体の長

軸の規模と考えると、片側で最大12~15箇所の通風

孔が設けられていた可能性がある。

通風孔から炉内への送風方法については、遺構の

調査では、送風装置（輔等）の痕跡が認められなか



った。このため、自然送風の可能性が考えられるが、

今回の調査では明らかにできなかった。

流出孔

出土炉壁には、流出孔の存在を示すものはなかっ

たが、流出孔滓の出土によって、その存在が想定で

きる。排滓坑との位置関係から考えると、流出孔は、

炉壁の短軸側に設けられていたと考えられる。

また、炉底塊から流出孔滓にかけての破片、流出

孔滓から流出溝滓にかけての連続した破片が出土し

ていることから、流出孔は、炉底付近に空けられて

いたと考えられる。

流出溝

調査では、流出溝は検出できなかったが、滓の断

面が溝状となる流出溝滓の出土により、流出溝の存

在が想定できる。流出溝は、流出孔滓と連結した滓

の破片の出土から、流出孔と、排滓坑との間に設け

られていたと思われる。

第3号炉では、炉本体から南側排滓坑にかけて、

溝状に広がる流出滓が留まった状態で出土した。

排滓坑

排滓坑は、炉の短軸側の両側に掘り込まれていた。

楕円・または円形の土坑状である。製鉄炉出土の鉄

滓類は、殆どがこの南北の排滓坑から出土した。

断面観察では、鉄滓類は、底面から浮いた状態で

出土しており、一度掘り込まれた後、ある程度埋没、

あるいは埋め戻された後に炉本体から滓が流出した

ものと考えられる。

また、第2号炉では、北側の排滓抗が、 2枚の還

元面を壊して掘り込まれ、南側排滓抗では、下層の

還元面が連続して検出され、破壊された炉壁が残さ

れており、二つの排滓坑には時間差が想定できる。

他の炉では確認できなかったが、両排滓土坑は、同

時に機能していなかった可能性もある。

(3)製鉄関連遺物について

箱石遺跡第5次調査では、各遺構・排滓場から製

鉄関連遺物が、総重量で2776.077kg出土した。

各遺構の出土軍量は以下のとおりである。
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第 1号炉 2.662kg 

第2号炉 15.354kg 

第3号炉 140.066kg 

第 4号炉 86.778kg

第1号排滓場 36.313kg 

第10号土坑（旧SW2) 127.087kg 

第3号排滓場 2367.817kg 

各遺構の遺物構成については、製鉄関連遺構本文

を参照されたい。ここでは、箱石遺跡全体の製鉄関

連遺物の構成について述べる。

なお、第10号土坑については、調査段階で第2局

排滓場としていたが、遺構の性格が明らかにできな

かったことと、遺構の形状が土坑状であったことか

ら、第10号土坑と呼称した。このため、他の遺構か

ら除外して検討する。

第1号炉～第 4号炉・第 1号・ 3号排滓場から出

土した遺物は、総重量で2648.99kg出土した。構成

比は以下のとおりである。（註 1)

炉壁 767.46kg (29.0%) 

砂鉄焼結塊・マグネタイト系遺物

3.621kg (0.1%) 

流出孔・溝滓 811.974kg (30.7%) 

流動滓系 636.53kg (24.0%) 

炉底塊 305.908kg (11.5%) 

炉内滓 122.652kg (4.6%) 

その他（鍛冶羽ロ・石） 0.845kg (0.03%) 

流動滓系

24.0% 

炉内滓 その他
4.6% °.03% 

流出孔・溝滓

30.7% 

箱石遺跡出土鉄滓類構成比

炉壁

29.0% 



構成比を見ると、炉壁を除いては、流出孔・溝

滓・流動滓系の鉄滓が、合わせて54.7％と、半数以

上が流出・流動滓系の滓となる。これに対し、炉底

塊．炉内滓等は、合わせて16.1％にとどまっている。

埼玉県内では、箱形炉の検出は、箱石遺跡が最初

であり、これまで構成比を算出した遺跡はない。

一方、竪形炉の場合、伊奈町大山遺跡（第10• 11 

次）の例が参考になる（栗岡 2005)。

大山遺跡では、 8世紀後半以降と考えられる踏輔

付の竪形炉と排滓場が検出され、多量の製鉄関連遺

物が出土した。遺物の分類については、同じ基準で

行なっており、比較検討の一例になると思われる。

大山遺跡の竪形炉の構成は、以下の通りである。

なお、大山遺跡からは砂鉄・木炭等が出土したが、

今回の構成比からは除外した。（註2)

大山遺跡第 1号～ 3局炉・排滓場

炉壁 1134.27kg (43.1%) 

砂鉄焼結塊・マグネタイト系遺物 8.56kg 

(0.33%) 

流出孔・溝滓 59.67kg (2.3%) 

流動滓系 325.1kg (12.4%) 

炉底塊 85.5kg (3.3%) 

炉内滓 729.65kg (27.8%) 

鉄塊系遺物 76.6kg (2.9%) 

その他（再結合滓） 210.9kg (8.0%) 

再結合滓

鉄塊系遺物 8.0% 
2.9% 

炉内滓

27.7% 

炉壁

43.1% 

紗鉄焼結・

誓讐 二ロ¥¥__________マク悶讐遺物
; 0 A 0,( 

流出孔・溝

2.3% 

大山遺跡鉄滓類構成比
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大山遺跡の製鉄関連遺物の構成比を見ると、炉壁

を除いて、流出孔・溝滓・流動滓系の鉄滓が合わせ

て14.7%、これに対し、炉底塊．炉内滓・鉄塊系遺

物などが合わせて34％と、大山遺跡の場合、炉底

塊．炉内滓系の遺物の比率が高く、箱石遺跡とは逆

の構成比となる。

この構成比の違いは、およそ次のような予測が可

能である。

生成される製錬滓の成分については、「まとめ

（磯崎）」の項で述べているが、分析の結果では、大

山遺跡や他の県内の製鉄遺跡とは、大きな差異は認

められない。したがって、

l 炉の形態が異なることによる、エ人そのもの

の技術的な系統の差。

2 箱石遺跡の箱形炉は後述するが、 7世紀末～

8世紀初頭の年代が与えられる。両遺跡の時期

差による製鉄の技術的な進歩の可能性。

3 分析の結果では、大山遺跡の炉壁の耐火度が

1348℃と標準的な直を示したのに対し、箱石遺

跡の炉壁の耐火度は、 1160℃とやや低めの数値

となっている。このことは炉壁が溶けやすく、

造溶剤として機能していたことが考えられる。

したがって、箱石遺跡においては、この炉壁の

特徴が、多量の流動滓系の生成の一因となって

いた可能性も指摘できる。

いずれにしても、類例が少なく、今後、周辺地域

の砂鉄製錬炉との比較検討を行なうことが、今後の

課題として残る。今回は、埼玉県の箱形炉の一例と

して報告するにとどめる。

(4)製鉄炉の年代について

箱石遺跡の製鉄炉からは、年代を明確に示す遺物

は、出土しなかった。しかし、製鉄炉と密接に関連

していたと思われる第3号排滓場から、年代を決定

する良好な資料が出土した。

第3号排滓場は、覆土から多量の製鉄関連遣物が

出土した。遺構は、第3号炉と近按し、覆土観察か

ら、第3号炉方向から投げ込まれたように出土して



いる。このことから、第3号炉・排滓場は、密接に

関連した遺構であったと考えられる。したがって、

第3号排滓場出土遺物が、製鉄炉の年代を決定する

手がかりとなる。

第3号排滓場からは、時期差のある遺物が出土し

た（第47図）。このうち、 9世紀代の須恵器は、重

複する須恵器窯からの流れ込みと考えられる。

排滓場に伴うと考えられる遺物は、第47図l~4 

の須恵器蓋と考えられる。特に 3• 4は口径が20cm

を超える末野産の大型のかえり最で、時期的には、

7但紀末～ 8世紀初頭に属するものと考えられる。

このことから、排滓場・製鉄炉の年代もこの時期の

ものであると考えたい。

また、製鉄炉は、第3号排滓場を南端に、第3.

4 • 1号炉の順に主軸方向を揃えて、等間隔に縦に

並んで検出された。お互いに重複関係がないため、

3韮の炉の新旧関係は明らかでないが、主軸の同一

性と、等間隔に並んでいたことを考慮すれば、同時

期か、近按した時期に連続して構築されたものと考

えられる。

一方、第2• 5号炉は、先の 3基の炉とは異なる

主軸方位で、縦に並んで検出された。このうち、第

5号炉が、第1号炉に壊されていることが明らかで

あるため、この 2基の炉は、先の 3韮の炉に先行し

て構築された可能性がある。

遺構の新旧関係は、第2• 5号炉→第 1• 3 • 4 

の順に変遷したものと思われる。

(5) まとめと今後の課題

今回の調査で明らかになった製鉄関連遺構・遺物

についてまとめると、以下のとおりとなる。

1 製鉄炉は、炉壁や鉄滓の観察および分析の結果

註

から、砂鉄製錬炉であることが明らかとなった。

2 原料となる砂鉄は、チタン含有率の高い砂鉄が

使用されている。

3 遺構の形状は、両側排滓の長方形箱形炉で、鉄

アレイ状の平面形状となる。

4 製鉄炉への送風方法は明らかにできなかったが、

踏輔・羽口は存在せず、炉壁に直按通風孔を空け

た、自然送風の可能性がある。

5 製錬滓は、分析の結果、埼玉県内の他の竪形炉

と比較しても、近似した成分傾向を示す。

6 箱石遺跡の製鉄関連遺物の構成比は、炉壁を除

いては、流動滓系の鉄滓が最も割合が高く、炉底

塊．炉内滓の割合が極めて低い。竪形炉である大

山遺跡の構成比とは、正反対の構成比となった。

7 生成された鉄は、分析の結果、金属鉄中の燐

(P)・硫黄 (S)の影聾が顕著であるが、鍛冶原

料とした場合、加工時に鍛按不良や製品の脆化な

どが懸念されるという。

8 箱石遺跡の製鉄炉の年代は、 7世紀末～8世紀

初頭頃と考えられる。

今回の報告では、箱石遺跡の製鉄遺構そのものを

まとめるにとどめた。箱石遺跡の製鉄炉は、調査の

結果、現状では埼玉県内最古の製鉄炉であることが

明らかとなった。また、唯一の箱形炉であり、比較

検討する類例がない。また、すでに調査されている

県内各地の古代の製鉄炉は、竪形炉である。

今回の調査では、エ人および鉄生産技術の系譜、

生産された鉄の行方、後続する竪形炉との関係、他

地域における製鉄遺跡の様相との比較等、さまざま

な課題を残す結果となった。今後の大きな課題とし

て残る。 （栗岡潤）

註l 構成比は、パーセンテージの小数点第2位以下は四拾五入してあるが、極めて微量出土したものについては、小数点第

2位まで示した。したがって、合計しても必ずしも100％にはならないものがある。

註2 大山遺跡第10• 11次の調査では、構成比の算出は行っていない。調査報告書に掲載されている分類ごとの重量をもとに、

今回構成比を算出した。 栗岡 潤 2005「大山遺跡第10• 11次」埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第299集
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4. まとめ
箱石遺跡の発掘調査は、第 1次調査が平成5年6

月に行われ、その後平成13年まで6次にわたって調

査が実施された。今回の報告は第3、5~6次調査

分についてである。

遺構についは第 3表に示した通りで、縄文時代、

古墳時代後期から中但に至るまで各時代にわたって

検出された。以下では主な遺構、逍物について若干

のまとめを述べることにする。

縄文時代の遺構は、第6次調査区で土坑が 2基検

出されている。

古墳時代の遺構は、古墳跡と竪穴住居跡で、とも

に第 5次調査区で検出された。古墳跡は2基調査さ

れ、合計7韮を数えることになった。この古墳群は

南北方向の広がりを持ち「箱石古墳群J（小林2006a)

とも呼称されるべきものであるが、埴輪の構成等に

ついて周辺古墳群とは異質な点があることが前節で

詳述された。竪穴住居跡は、第2号住居跡でCII区

にあり、古墳群の西側やや離れた位置である。 6世

紀半ばから後半と考えられ、古墳群の築造時期とほ

ぼ里なる。

本遺跡を含む末野地域は、古墳時代後期特に 7但

紀前後から律令制成立期以降10世紀前半頃まで、須

恵器生産地帯として著名な地域である。第5次CI

区で検出された 8世紀初頭の製鉄炉跡5悲は、箱形

炉であり埼玉県では初の謂査例となるものである。

8担紀初頭には須恵器生産に加え、鉄生産も同時に

行われていたことが明らかとなった。窯業、鉱工業

或いは後の繊維、染色関係を考え合わせると、今後

これらの生産を一体として把握する必要があり、単

に律令制成立による一体化ではなく、古墳時代後期

以後の在地の再編成として捉えるべきである。その

際本地域の場合、牧との関連、政治的・経済的役割

を重視しなければならない。（高島2006)

なお遺構に伴わない遺物ではあるが、旧盛徳寺と

同系の単弁四葉軒丸瓦片が出土している。

須恵器窯跡は 3埜調査され、合計 4基となった。

末野窯跡群の第7支群からは、やや距離をおいてい

る。地形から判断すると、谷を挟んで1基と 2基の

小群に分かれ、第4次調査で検出された第 1号窯跡

が50m程南側に存在し別支群に属すと考えられる。

竪穴住居跡は、第 6次 1号住居跡が 9世紀後半、

第5次第 1号住居跡が10世紀前半と考えられ、工房

跡の可能性がある。既調査を含めて住居跡群の分布

を見ると、 7世紀末～ 8但紀の住居跡は、第3次調

査区南側に分布し、主に遺跡の北側に位置する。 9

世紀代の竪穴住居跡は、第 2、6次調査区の中央～

南側に分布し逍跡の南端部にあたる。 10世紀代の住

居跡は、第 1次～第 5次調査区に分布し、遺跡のほ

ぼ中央にあるが南北の小群に分かれるようである。

中世の遺構は土坑、井戸跡、溝跡等があり、遺構

の配置は分散的である。井戸跡は比較的東側に偏在

している。第6次第2調査区では、石列を伴う区画

溝が検出されたが、第2、4次調査区でも同様な溝

跡が検出されており、同一の溝とみられる。出土遺

物は内耳鍋等があり、 15世紀後半のものである。ま

た文化的な交流を考える上で、荼臼が出土したこと

は貰重な資料を加えることになった。

製鉄関連遺物は大量に出土している。分析結果で

は、製鉄原料は含チタン鉄鉱で、苦鉄質の火成岩起

源の砂鉄が用いられたと推定されている。また埼玉

県下の他の製鉄逍跡出土精錬滓と近似した成分傾向

を示すとされ、鉄塊系遺物は高温精錬を反映する特

徴を持つことが指摘された。用土地区の中山遺跡で

は、町教委調査により10世紀代の竪型炉が検出され、

分析の結果（大澤1999)、製鉄は高温操業で、鉗冶

作業は精錬鍛冶から鍛錬鍛冶までがあったとされ、

製鉄一貰体制が椎定された。当事業団による調査分

析結果（大澤2005b)でも、製鉄原料は火山岩起源

の砂鉄とされた。またさまざまな炭素量の鉄がつく

られ、目的とする鉄器の性状により選別後、鉄素材

として用いられた可能性も指摘され、近按地域では

製鉄～鍛冶作業が連続して行われたと椎定されてい
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附編製鉄関連遺物の分析

1.分析資料詳細観察表について
(1)分析の目的と実施

箱石遺跡では、 5甚の製鉄炉、排滓場を検出した。

製鉄炉は、長方形箱形炉で、尾根上の最も高い部分

に、等高線に平行するように、縦列で検出された。

排滓場は2箇所で検出され、多量の鉄滓が出土した。

製鉄炉は、一般的に、操業時の形態を残している

ことは稀である。その構造上、鉄が生産されるたび

に壊され、作り変えられてきたものである。残存す

る遺構の様相からだけでは、製鉄炉の構造、鉄の生

産方法等を明らかにすることは難しい。

しかし、多量の炉壁・鉄滓類は、破片となっては

いるが、炉の種類・構造・生産された鉄の種類等を

明らかにする重要な手がかりとなる。

このため、箱石遺跡の製鉄関連遺物を、鉄の生成

に至るまでの、原材料・炉材・滓・製品の種類等を

明らかにするための分類・構成の把握を行ってきた。

さらに計量による遺物構成比のデータ化を行うこと

で、他遺跡と比較検討するための韮礎データを作成

ーロに製鉄炉といっても、製錬・精錬．鋳造・鍛

治の各段階があり、箱石遺跡の製鉄炉は、遺構の特

徴、出土炉壁に砂鉄焼結が認められること、多量の

流動滓が出土することなどから、発掘調査の段階か

ら砂鉄製錬炉であることは、把握できた。

しかし、鉄は銹び、劣化していくという性質から、

肉眼的な観察だけでは限界があり、原材料である砂

鉄の質、炉壁の耐火性と性格、製錬によって生成さ

れた滓や鉄そのものの質等は、考古学的な調査所見

のみでは明らかにできない、化学的な分析によって

のみ明らかとなる。

このため、箱石遺跡出土製鉄関連遺物で、出土遺

構の明確な報告書掲載資料の中から16点を抽出し、

分析を実施した。
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(2)詳細観察表の作成

分析する際は、分析機関に対し、分析資料の考古

学的な詳細データ、調査時の所見等を伝え、分析の

意図・内容について明確にしておく必要がある。

このため、分析資料については、詳細観察表を作

成した。観察表は、分析資料そのものの観察記録で

あるが、分析機関に対し、個々の資料の分析の目的、

分析項目、位置、方法等の指示をする意味も併せ持

っている。

資料の抽出、観察表の作成については、穴澤義功

氏に依頼し、調査担当者とともに作成した。

観察表の作成とともに掲載した実測図は、分析の

際の切断位置のみを示した図であり、詳細な実測図

は、本文中の各遺構出土の製鉄関連遺物とともに掲

載した。

観察表中の主な項目の内容は以下のとおりである。

試料記号：分析する資料の管理番号。箱石遺跡は

謳という記号を付した。

遺物種類：遺物の名称

磁着度 ・．標準磁石SR-3を用いて計測した。

メタル度：小型の特殊金属探知機 (MR50-B) を

使用し、反応した感度によって分類し

た。

分析 ：分析の内容を示す。

破面数 ：人工的もしくは自然にできた割れ面の数

を示す。

前含浸 ：分析以前に化学処理された場合、その経

歴を示す。

観察所見：形状や破面・断面の状況や付着物の状況

等詳細に観察した記録。

分析部分：分析位置と目的を示す。

備考 ：資料の生成位置・過程の予想を記す。



箱石遺跡第5次謡査鉄関連遺物分析遺物一覧表
（滓メタル又は胎土）
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資料番号 1

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 78 項 目 滓＇i＇ 胎土
出土状況 ノ刀＼ 

出土位置 3号炉(SX3北）No.26 時期：根拠 8世紀第 1 四半期•出土土器
マクロ

検鏡：日AK-1 表喜尺皇｀：褐遺存度破片

盲--菟―― •―――芭―-- --------

叶ロ 長径 cm 
硬度

試料記号 色調・---------―------
CM  A 

化学． HAK-1 X--線--回—-折---------囀・- --------

短 径 cm 地灰褐色～破面数 5 
放射化： 一 測

化学

゜厚さ cm 
赤褐色

配・・ 火度---・----------―呈＿＿＿
磁着度 2 前含浸一

カロリー

遣物種類 炉壁 析
・放X--線-射-透--化過---値重量 465.0 g 

（名称） (1:-段卜半、砂鉄焼結） メタル度 なし 断面樹脂 一

観察所見 内面が薄く滓化して、左上方に砂鉄が焼結した炉壁片。側面は直線状の破面で破面数は5を数える。炉壁の平面形

は緩やかな弧状。内外面が生きており、外面はやや丸味を持った本来の外面となる。内面は垂れが生じ始めており、

厚さ1cmほどが発泡している。内面に焼結した砂鉄は粒子が細かいもので、粒径は0.12rnrn~0.18rnrn大である。中心粒

度は0.15mm大となる。焼結した厚みは最大5皿を測る。胎土はスサをまじえた粘土質。 7Illlll大以下の角の磨滅した小

砂利も含まれている。色調は砂鉄焼結部が茶褐色で、炉壁内面は黒褐色。炉壁厚みの半ばから外面にかけては赤

褐色となる。
分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、炉壁として分析に用いる。残材返却。

備 考 炉壁短軸側の上段上半に相当する炉壁片。内面左側に砂鉄が焼結して、砂鉄焼結帯に当たる。平面形の弧状が強

いため、箱形炉のコーナ一部寄りが原位置か。なお、箱石遺跡の箱形炉には木舞孔の存在が多くの炉壁片に認めら

れ、 3号炉でも確認されている。

資料番号 2

遣跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 341 項 目 滓 ＇ ！＇ 胎土
出七状況 ノ刀＼ 

出士位置 排滓場 時期：根拠 8世紀第1四半期．出土土器
マクロ

検鏡：日AK-2 表灰黒色～遣存度破片
・検-----鏡----

言1-長径 cm 
硬度

灰褐色 C M A 
試料記号 化学： HAK-2 色調------------------- •X--線--同--折--•一-----------------

短径 cm 地灰黒色～破面数 4 
放射化： ー 測

化学

゜灰褐色 慰＿と星＿厚さ cm カロリー
-----------------

遺物種類
炉床土 値重贔 255.0 g 

磁着度 1 前含浸 ー 析
•放X--線-射—透--化過---

（名称）
• ----------------

メタル度 なし 断面樹脂 ― ： 
観察所見 平面、不整台形をした炉床土破片。上面はほぼ自然面で、側面4面が破面となる。下面は緩やかな傾斜を持つ剥離

面。破面数は4を数える。厚みは53~3.3cm程を測り、下手側が厚く、上手側に薄くなっている。上下面沿いはくすん

だ色調で、上面は灰黒色となる。胎土は、 5IllIII大以下の滓片や木炭粉に加えて、極小の砂鉄焼結塊を含む粘上質。

わずかにスサ様の繊維質が確認されるが、炉壁土に混和されているものより細く、数も少ない。色調は上面が灰黒色

で、炉床土の9割方が灰褐色に焼けている。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、炉床土として分析に用いる。残材返却。

備 考 箱石遺跡の出土遺物の内では、 2例と数少ない炉床土の破片である。厚みが上手側に向かい薄くなっているのは、

炉の掘り方にそって浅い舟底状に炉床が作られているためか。箱形炉系で土製の炉床部を構築するのは、京都府か

ら滋賀県下の製鉄炉として知られる、野路小野山型の製鉄炉技術に伴うもので、東日本の初期の製鉄炉に多い特色

である。箱石遺跡の4基の製鉄炉の炉床部や、出七した炉底塊からも、同じ特色を読み取れる。

「．

分析No.1 分析No.2

0 10叩
ト―---—ーピ ―|14 
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資紺番号 3

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. ， 項 目 滓 ： ：： メタル
出土状況

／刀＼ 

出土位置 1号炉(SXl) 時期：根拠 8世紀第1四半期出土土器
マクロ

検鏡． HAK-3 表茶褐色～遮存度破片
藷―――藷―_ー。゚ -----------

叶n 長径 cm 
硬度

試料記号
灰褐色 C 'VI A 化学． HAK-3 色調------------------- •X--線--回--折---・----------------

短径 cm 地黒褐色 破面数 4 化学

゜
放射化 ー測

厚さ cm 患卒旦一・ "―---------------
カロリー

遺物種類
流出溝滓 値重量 350.0 g 

磁着度 l 前含浸 ― 析
• 放X・・、-線-射-透--化過---

！ 
（名称） メタル度 なし 断面樹脂 ― 

・--------4！ ---------

観察所見 上面が半流動状となった流出溝滓破片。上下面と短軸側の側部の大半が生きており、左右の側部が主たる破面とな
る。破面数は4を数える。上面は基本的には右方向に流れる流動状ながら、不定方向に流れる滓も確認される。滓表
皮には流れ緞も生じている。ート面は左右方向に向かう樋状で、下手側の側部にはエ具痕の残る滓片が固着してい
る。破面の気孔は比較的少なく、中層には横方向に伸びる気孔が認められる。滓質は緻密。色調は表面の酸化土砂
が茶褐色で、滓部は灰褐色。地は黒褐色となる。

分析部分 長軸端部1/4を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。
備 考 やや乱雑な上面感をもつ流出溝滓破片。下面は炉壁片や石粒の広がる流出溝底の圧痕主体で、側部には別単位

の滓片を固着している。 1号炉の流動滓と分析資料No.4の含鉄の炉内滓成分を比較する目的を持つ分析資料であ
る。

資料番号 4

出土状況：：

検鏡： HAK-4 

試料記号I化学：
放射化：

箱石遺跡第5次

1号炉(SXl)

計長径

短径
測

遺物No. I 18 項 目滓！メタル

時期：根拠 8世紀第1四半期：出土土器 i 
分
マクロ-------------------i------

黄褐色～ 検鏡 ， ◎ 
表濃茶褐色遺存度破片 硬度

cml色調1口畜玉面―五―一 葦嘉音•-------―1―
～黒褐色破面数 2 眉火~I l 

cm 

cm ---------・--------1― 

遺物種類 炉内滓（含鉄） 値重量 53.0 :磁着度 4 前含浸 一 析：二：J;_＿--------」_
（名称） メタル度 L（●） 断面樹脂 o I 1x線透過 ： ° 

厚さ

観察所見左右方向に長手の、含鉄の炉内滓破片。全体が酸化上砂に覆われており、芯部の含鉄部から黒錆がにじんでいる。
左右の側部が破面で、破面数は2を数える。短軸側の断面形は組い樋状で、側面から下面が舟底状になっている。
芯部の鉄部は左右方向に伸びる。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、含鉄部は濃茶褐色。地は濃茶褐色から黒
褐色となる。

盆析部娑I厄:9冒贔言ば9偉伽嬰翌` 勾`ば闊叶芯‘は言は］］冒言］箪ご閲り冒焚喜四言笠喜以`嘉言釘；失焼結部から
発達した含手部の可能性が強い。 1号炉では含鉄の炉内滓の内、 L（●）が4点構成されているが、鉄部のまとまりが
よいことから、本資料を分析用に選択した。

： 
分析No.3 分析No.4

O 10cm 
ピ—- 1~ |14 
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資料番号 5

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 85 項 目 滓 ， i， メタル

出土状況 ノ刀＼ 

出土位置 3号炉(SX3)No71 時期：根拠 8世紀第1四半期：出土土器
マクロ

•---g- --―---
検鏡： HAK-5 表灰黒色～遺存度破片

•柚一z---鏡---

硬度

試料記号
叶ロ 長径 cm 黒褐色 CM  A 

化学： 一 色調------------------- ・X--線--回--折---

短径 cm 地黒褐色 破面数 4 化学
放射化： 一 測

厚さ cm 
慰卒呈＿・----------------
カロリー

遺物種類
砂鉄焼結塊 値重量 10.0 g 

磁着度 3 前含浸 一 析
・放X--線-射-透--化過---

（名称）
・----------------

メタル度 なし 断面樹脂 一

観察所見 2crn大前後の小さな砂鉄焼結塊。上面は狭い平坦面で、砂鉄粒子がやや溶着して、微細な垂れも認められる。側面

から下面は小さな破面が連続し、破面数は4を数える。右下手側の側面には炉壁表面の圧痕らしき凹凸が生じてい

る。砂鉄焼結塊の厚みは約1.6cm。砂鉄の粒径は0.12mm大から0.18mm大で、中心粒度は0.15mm大と細かい。被熱が

進んでいるためか粒子同士が溶着している場所も外周部には日立つ。一部、光沢のある粒子も散在する。色調は表

面が灰黒色で、芯部寄りは黒褐色となる。

分析部分 長軸端部1/2を直線状に切断し、砂鉄焼結部を分析に用いる。残材返却。

備 考 炉壁表面に1.6cmほどの厚さで焼結した砂鉄焼結塊。砂鉄粒子は微細で、被熱の弱い砂鉄粒子はまだ光沢を残して

いる。本遣跡から出土した砂鉄を伴う資斜は炉壁とマグネタイト系遺物が主体で、単独の砂鉄焼結塊の出土は数点と

極めて少ない。

資料番号 6

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 92 項 目 滓 ： ：： メタル

出土状況 ノ刀＼ 

出土位置 3号炉(SX3) 時期：根拠 8世紀第1四半期：出上土器
マ-ク-ロ

検鏡： HAK-6 表灰色～青遺存度破片
・検-- -鏡----

計 長径 cm 
硬度

黒色 C M A 
試料記号 化学： HAK-6 色調------------------- ・X--線--回--折---・----------------

短径 cm 地青黒色～破面数 4 
放射化・ ー 測

化学

゜黒褐色 恩＿也呈＿
厚さ cm カロリー

・----------------

遺物種類
流出孔滓 値重量 205.0 g 

磁着度 2 前含浸一 析
・X放--線-射-透--化過---

（名称）
-----------------

メタル度 なし 断面樹脂 一

観察所見 左右の側部が破面となった流出孔滓破片。短軸側の肩部にも小破面があり、破面数は4を数える。上面は青黒い色

調を持つきれいな流動状で、細い溝中を流れる水に似る節目がある。滓は左から右方向に向かい徐々に広がって太

くなっている。横断面形は上面の平らな丸棒状。側面の上半部に水平方向の筋状の段が生じており、右側部の破面

には横方向に伸びる気孔が二重に確認される。これは、流動単位の重層を示すものである。側面から下面は灰色に

被熱した炉壁土が薄く固着しており、上手側の下面には、地山に含まれていた片磨岩の破片も認められる。滓質は

緻密。色調は滓表面が青黒色で、側面から下面は灰色となる。地は青黒色から黒褐色。

分析部分 長軸端部1/4を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 丸味を持った横断面形を持つ流出孔中を、流動性の良い滓が流れている流出孔滓破片。 2片に割れている。 3号炉

は4基の箱形炉の内、炉壁や鉄滓の種類が最も多様で構成数も多い。流動系の滓は全般に流動性が良く、流れ徽

が比較的目立つ滓を排出している。比較的、炉況が良いことを窺わせる。

｛
 
分析No.5 分析No.6

o 10cm 
I I ^ ---11 4 
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資料番号 7

遺跡名 箱石遺跡第5次 瑣物No. 114 項 目 滓 ： ！， メタル
出土状況

ノ刀＼ i 
出土位置 3号炉(SX3) 時期・校拠 8世紀第1四半期．出土土器

マクロ i 

検鏡：1-IAK-7 茶褐色～
・検-----鏡----・---n 0 0---1: ＇ , i ---------

長径 表黒褐色 遺存度 破片 硬度
計 cm 

CM  A 試料記号 化学： l-I八K-7 色 調 "―----------------- •X--線--回--折-:・-----0--1： , ！ ――-------
短径 cm 青黒色～

破面数 4 化学放射化： 一 測 地 黒褐色
恩卒呈一厚さ cm 
カロリー ---------,！ ---------

遺物種類 値 磁着度 1 前含浸 析
• 放X--線-射-透--化過---炉内滓 重量 148.0 g ---------..,l ---------（名称） メタル度 なし 断面樹脂

観察所見 下手側の側面がシャープな破面となった炉内滓破片。上下面と上手側の左半分が生きており、残る側面が破面と
なっている。破面数は4を数える。下手側が最も厚く、上手側に上下面とも薄くなる形態を示す。下面は2crn大の木炭
痕や、灰色に被熱した炉壁粉を噛み込んでいる。滓質は緻密で、わずかに下面沿いに隙間が生じているものの密度
は高い。破面は青黒い光沢をもち、結晶の肥大を窺わせる。磁着はほとんど感じられない。色調は表面の酸化土砂
が茶褐色で、滓部は表面・地とも青黒色から黒褐色となる。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。
備 考 虹底塊の側部破片であろうか。暑さが3.5cmと薄く、上手側の側部に向かい徐々に薄くなっている。下面が浅い皿状

に傾斜する点も炉底塊的である。ただし炉壁粉の固着も確認され、流出溝滓的な要素も残されている。

資料番号 8

□ 検鏡： HAK-8 箱石遺跡第5次3号炉(SX3)

試料記号 1化学：

放射化・

計長径

短径
測
厚さ

cm 
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器
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―
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資料番号 9

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 383 順 目 滓 ： ：： メタル

出土状況 ／刀＼ 

出土位置 排滓場 時期•根拠 8世紀第1四半期•出土土器
マクロ

検鏡： HAK-9 表：口塁`:阻‘遺存度破片

・検-----鏡----

叶n長径 cm 
硬度

C M A 

試料記号 化学． 一 色調一--------------- •X一ー線9-回—-折--------------------

短径 cm 地黒色～黒 破面数 7 
放射化・ ー 測

化学
褐色 耐---火---庄~-

厚さ cm カロリー
・----------------

遺物種類 マグネタイト系遣物 値
磁着度 5 前含浸一 析

・放X--線-射-透--化過---

（名称）
重量 2000 g 

----------------

（砂鉄焼結） メタル度 なし 断面樹脂 一

観察所見 右側部に炉壁土由来の黒色カラス質滓が確認されるマグネタイト系遺物
破片。畏面には砂鉄焼結部が残り上面は不

規則な垂れが下手側に向かい伸びており、小さな破面が突出する。上手側の側部は
大破面で、砂鉄焼結部とマグネ

タイト系の滓部に加えて、炉壁溶解物がサンドイッチ状に確認される。側面から下面
を中心に小破面が点在し、破面

数は7を数える。下面には3cm大を越える木炭痕も残り、木炭に接する形で滓が形成され
ている。表面の垂れ以外は

各所とも不規則な形状となり、滓質も部位による変化が激しい。砂鉄焼結部は各粒子
の融着が進み、一部は発泡気

味。色調は流動滓表皮の一一部が薄緑色で、滓部は青黒色から黒褐色。地は破面を中
心に黒色から黒褐色となる。

分析部分 短軸端部1/4を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材返却。

備 考 箱形炉ではマグネタイト系遣物はそう多量に生成されることはないが、本遣跡
では2号炉を除き、 1・3・4号炉から少

量ずつ出土している。中でも本資料は砂鉄焼結部からマグネタイト系の滓に至る資料
で、砂鉄が焼結したのち一定

の還元条件のもとでこうした滓ができることが読み取れる。通風孔より上位の炉壁沿い
の木炭層中であろうか。

資料番号 10

遣跡名 箱石遺跡第5次 遣物No. 406 項 目 滓 ： i， メタ］レ

出土状況 ノ刀＼ 

出上位置 排滓場 時期根拠 8世紀第1 四半期•出土上器
•検マ---ク--鏡ロ-—一一

検鏡： HAK-10 表茶褐色～遺存度破片

叶ロ 長径 cm 
硬度

試料記号
黒褐色 C M 八

化学：I--IAK-10 色調•------------------ •X--線--回--折—-- • - - - - - - - - --- - - --口

短 径 cm 地黒褐色 破面数 6 化学 ゜放射化： 一 測
厚さ cm 

直l＿塁＿裏＿・----------------
カロリー

遺物種類 流動滓 値重量 930.0 g 
磁着度 1 前含浸一 析

ヽX放―-線-射-透--化過---

（名称）

・----------------
メタル度 なし 断面樹脂 ー

観察所見 右方向に向かい、 1~3cm幅の流動滓が16条以上重層している流動滓破片。
上下面や側部にも小破面が生じ、破

面数は6を数える。主破面は左側部と右側部下手側。個々の流動単位は左上から右下に
向かい重層しつつ流れ

ドっている形で、右側部の上手側は何かに堰止めら九たような終息部となる。個々の
流動単位の表皮には、流れ鍛

が生じている。ド面は左側が本来の自然面で、 2cm大以下の灰色に被熱した炉床上が点
々と固着している。それ以

外は不規則な凹凸をもつ流動単位の剥離面となる。ー一部、やや大振りの木炭痕が確
認される。滓質は緻密で気孔も

ほとんどない滓となっている。色調は滓表皮・地とも黒褐色で、表面の一部に残る薄皮
状の酸化物が荼褐色。

分析部分 長軸端部角1/6をL字状状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

備 考 炉内流動滓の内でも、炉壁基底部と炉床土の接合部から漏れ出した流
動滓の可能性が大きいが、やや証拠不十分

のため流動滓としている。炉壁の基底部から漏れる形の炉内流動滓は、遺跡によっ
て量や外観的な特色に差を持

つ。本遣跡では流動単位が比較的広く、ゆるやかな流動系の滓が数多く、本例のよう
な流動単位の狭い例は少な

し‘

4

¥

‘
 

分析No.9 分析No.10
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資料番号 11

出土状況：：」

検鏡：

箱石遺跡第5次 ： 
：メタル： 

←-:よ--•--------」----~|史鏡 ！ ◎ 
硬度
C M A ---------• ------――すノ線回折

二

排滓場

試料記号I化学
放射化．

HAK-11 

HAK-11|計長径
短径

一 骨則
厚さ

cm 

cm 

器

片

土

皮

5
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資料番号 12

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 450 項 目 滓 ： ！＇ メタル出土状況
ハ刀出土位置 排滓場 時期•根拠 8世紀第1四半期：出土土器
マクロ

゜検鏡： HAK-12
表：］言色里褐遺存度破片

•検-----鏡-ァー一----------――苔―――

叶ロ 長径 cm 硬度

試料記号 色調・-------- CM  A 化学： 一
・X--線--回--折---

短径 cm 地濃茶褐色～黒破面 数 3 （ 1 ） 化学放射化． 一 測 褐色・灰祝色
畏＿年底厚さ cm 
カロリー •---------------・・・ 

遺物種類
炉内滓（含鉄） 値重量 135.0 g 

磁着度 5 前含浸ー 析
•放X一-線-射-透--化過---（名称）

メタル度 L（●） 断面樹脂 〇
•-——- ---言―

観察所見 上手側の側部に炉壁部分を残す含鉄の炉内滓または鉄塊系遺物。表面が厚い酸化土砂に覆われており、炉壁自
体が本来のものか二次的な再結合かはっきりしない。含鉄部は5cm大弱の大きさを持つやや扁平な塊状で、下手側
の側部には新しい破面が生じている。上面は生きている可能性が高く、外観的な観察から少なくとも3面の破面をもっ
と判断している。磁着は、強く芯部に鉄部が広いことを窺わせる。ただし、大きさと比較すると重量感には欠けている。
色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、含鉄部は黒褐色。炉壁部分は灰褐色で表面が発泡している。地は含鉄部が濃
茶褐色から黒褐色。

分析部分 長軸端部1/3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。
備 考 炉壁表面の状態が発泡程度で、含鉄部とはやや違和感を持つ資料である。そのため、炉壁部分は酸化土砂と共に

再結合した可能性が高い。外周部にはっきりした滓が見られないことから、含鉄の炉内滓から小割り作業をへて分離
された鉄塊の可能性がある。

分析No.11 分析No.12
o 10cm 
I—---f—-----·—|14 
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資料番号 13

箱石遺跡第5次 仰叫滓
： 
：メタル
： 

出土状況王言

検鏡：

こ塁ー一ー・-----L---Q
検鏡 i ◎ 
硬度

口 ］半

排滓場

HAK-13 

日AK-131計長径

時直二゜拠［三:2期出土十器

表？：塁塁言 I遺存度I破片

分

cm CM  A ---------• --------↓ 
X線回折試料記号I化学．

短径
色調I・------------------

地9霊冒襄I破面数I6 cm 
放射化・ ー 叶則

厚さ

資料番号 14

出土状況

試料記号

遺物種類
（名称）

観察所見

分析部分

備 考

遺跡名 箱石遺跡第5次 遺物No. 455 項 目 滓 i i' メタル

出土位置 排滓場 時期：根拠 8世紀第1四半期：出土士器
／刀＼ 

マクロ

゜検鏡： HAK-14 表濃茶褐色遺存度破片
・検-----鏡----•----—- ーで一言――

叶ロ 長径 cm 
硬度

～茶褐色 C Iv! A 

化学： 一 色調------------------- ・X--線--回--折---

短径 cm 地濃茶褐色破面数 5 
放射化： 一 測

化学
～茶褐色 且塁翠＿

厚さ cm -----------------

炉内滓（含鉄） 値重量 80.0 g 
磁着度 5 前含浸一

析カロリー

メタル度 特L(*) 断面樹脂 〇
冑ー

゜
平面、不整楕円形をした丸みを持った塊状の、含鉄の炉内滓または鉄塊系遺物。側面を中心に厚い酸化土砂に覆

われており、表面状態はわかりにくい。上下面は生きている可能性が高く、側面には小破面が推定される。破面数は5

としておく。上面は水平気味で、下面は丸味をもつ。左側部が突出しており、下面を中心に小さな滓の垂れが生じて

いる。中核部は鉄部が広く、表面の酸化土砂にも放射割れや黒錆の滲みが認められる。色調は表面の酸化土砂が

茶褐色で、鉄部は濃茶褐色。地も同様となる。

長軸端部1/3を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

塊状の中核部に鉄部が広い資料である。表面には滓が残るがごく僅かで、鉄塊系遺物に近い。分析資料No.13の鉄

部に似た部分が、より大きくなったものか。含鉄の炉底塊や炉内滓から割り取られた、単独の鉄塊部分かもしれない。

分析No.14
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遺物No. I 457 項 目滓iメタル

時期：根拠 8世紀第1四半期：出土上器 ！ 
分

．：：：よ-日---・--------←-QHAK-16 黄褐色～ 検鏡 ！ ◎ 
叶長径 cm 表濃茶褐色遺存度破片 ~M~ I j□ 試料記号I化学： HAK-16 口 色調・------------------ •---------·--------1--

放射化 一 測短径 cm 地竺塁襄破面数 5 I It万 ！。
厚さ cm 息奇塁ー・―--―-」

遺物種類鉄塊系遺物（含鉄）値重量 590.0 ~ 磁着度 8 前含浸 一 析亙且謳．――--』
（名称） メタル度 特L(*) 断面樹脂 o I 1x線透過 ！ ° 
観察所見平面、不整楕円形をしたやや扁平な鉄塊系遺物。外周部には表面の酸化土砂が厚く、鉄部主体のためか比重が高

い。上面には炉壁上由来の黒色ガラス質滓が点々と確認され、下手側の側部では端部が下方に垂れている。下面
は不規則な波状で、酸化土砂が厚いところでは1cmにも達する。本来の破面は不明で、新しい破面が5面確認され
る。鉄部自体は芯部に横方向に広がり、少なくともl.3cm以上の厚みをもつ可能性が強い。上面左下手側のガラス
質滓は炉壁表面からの剥離物のような外観をもつ。もしこれが生きているとすれば、鉄部は炉壁に接して形成された
ことになる。色調は表面の酸化上砂が黄褐色で、含鉄部は濃茶褐色。他は濃茶褐色から茶褐色となる。

析`部：且言9昌°::]虐：言二:I□言げ二：芦嘉言ぃ冒ば言畠誓胃言］：：：：喜雷：加えて、含鉄
の資料中、特L(*)レベルの鉄部を残す個体は3点のみである。分析には、分析資斜No.14・ 15の炉内滓（含鉄）と本
資料の3点全てを対象にした。なお、元の位置が炉壁表面であったのかどうかにより、鉄としての評価が異なる可能性
がある。なお、本遺跡の整理は、発掘終了後、 10年以上後に行なわれたため、大半の含鉄系の資料が銹化してし
まった可能性が色る旦

出土状況［三

検鏡：

箱石遺跡第5次

排滓場

分析No.15 分析No.16
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2蜃箱石遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査

1.いきさつ

箱石遺跡は埼玉県寄居町大字末野に所在する。 8

世紀初頭と推定される箱形炉4基が検出されている。

現時点で埼玉県下の最も古い時期の製鉄遺跡であり、

箱形炉の初の確認事例としても注目される。このた

め鉄生産の実態を検討する目的から、金属学的調査

を実施する運びとなった。

2.調査方法

2-1.供試材

Tablelに示す。製鉄関連遺物計16点の調査を行っ

た。

2-2.調査項目

(1)肉眼観察

遺物の外観上の所見を記載した。これをもとに試

料採取位置を決定している。

(2)マクロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、

本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像を低倍率で

撮影したものを指す。当調査は顕微鏡検査によるよ

りも、広い範囲にわたって、組織の分布状態、形状、

大きさなどの観察ができる利点がある。

(3)訓微鏡組織

鉱滓の鉱物組成、金属部の組織観察や非金属介在

物の調査などをH的とする。

試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に

埋込み、エメリー研磨紙の＃150、#240、#320、#600、

#1000、及びダイヤモンド粒子の3pと1μ で鏡面研

磨した。

また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代

表的な視野を選択して、写真撮影を行った。なお金

属鉄の調査では 5％ナイタル（硝酸アルコール液）

（株）九州テクノリサーチ •TACセンター

大澤正己・鈴木瑞穂

を腐食 (Etching)に用いた。

(4) ビッカース断面硬度

ビッカース断面硬度計(VickersHardness Tester) 

を用いて、滓中の晶出物および金属鉄部の硬さ測定

を実施した。

試験は鏡面研磨した試料に136゚ の頂角をもったダ

イヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積

をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。

試料は顕微鏡用を併用し、荷重は50gf~200gfで測

定した。

(5) EPMA (Electron Probe Micro Analyzer)調査

鉄中非金属介在物の組成調査を目的とする。

試料面（顕微鏡試料併用）に真空中で電子線を照

射し、発生する特性X線を分光後に画像化し定性的

な結果を得る。更に標準試料と X線強度との対比か

ら元素定量値をコンピューター処理してデータ解析

を行う方法である。

反射電子像 (COMP)は、調査面の組成の違いを

明度で表示するものである。重い元素で構成される

物質ほど明る＜、軽い元素で構成される物質ほど暗

い色調で示される。これを利川して組成の違いを確

認後、定量分析を実施している。

また各元素の分布状態を把握するため、適宜特性

X線像の撮影も行った。

(6)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (TotalFe)、金属鉄 (MetallicFe)、酸化第

ー鉄 (FeO) :容量法。

炭素 (C)、硫黄（S)、 ：燃焼容量法、燃焼赤外吸

収法。

二酸化娃素（Si02)、酸化アルミニウム（Al203)、

酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシウム (MgO)、
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酸化カリウム (K心）、酸化ナトリウム (Na20)、

酸化マンガン (MnO)、二酸化チタン (Ti02)、酸

化クロム (Cr203)、五酸化燐 (P20s)、バナジウム

(V)、銅 (Cu)、二酸化ジルコニウム (Zr02) : ICP 

(Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer) 

法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

(7)耐火度

主に炉材の性状調査を目的とする。耐火度は、溶

融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状態度の温

度で表示される。胎土をゼーゲルコーンという三角

錐の試験片に作り、 1分間当り10℃の速度で温度

1000℃まで上昇させ、以降は4℃に昇温速度を落し、

試験片が荷重なしに自重だけで軟化し崩れる温度を

示している。

3.調査結果

HAK-1 ：炉壁

(1)閃眼観察：熱影響を受けて、薄く内面表層が

黒色ガラス質化した炉壁片である。また製鉄炉内に

装入された砂鉄粒子が一部固着している。炉壁胎土

部分は赤褐色の粘土質で、スサを混和している。

(2)顕微鏡組織： Photo.I①～③に示す。①は炉壁

内面の胎土部分で、素地の暗色部は粘土鉱物である。

また不定形の明色粒は石英・長石など、胎土中の砂

分である。

②③は炉壁内面の付着滓部分である。明色粒は被

熱砂鉄粒子〔含チタン鉄鉱： Titaniferousiron ore 

（注l）〕で、外周部に淡荼褐色多角形結晶ウルボス

ピネル (Ulv晴pinel: 2Fe0 ・Ti02)が晶出している。

比較的チタン (Ti02)含有率の高い砂鉄が製鉄原料

であったと推定される。

(3)化学組成分析： Table2に示す。強熱減量 (lg

loss)は5.46％であった。熱影響を受けて、かなり結

晶構造水が飛散した状態での分析であった。また鉄

分 (Fe203) は4.88％と高め、酸化アルミニウム

（柚03)が15.28％と低めで、耐火性には不利な成分

系といえる。

なお、塩基性成分（CaO+MgO)は1.99％を含む。

(4)耐火度： 1160℃であった。製鉄炉の炉壁とし

ては、耐火性の低い性状である。採業中、炉内面が

溶融して造滓削となることを期待した、胎土の選択

が行われていた可能性が考えられる。

HAK-2：炉床土

(1)肉眼観察：製鉄炉の炉床土破片である。上面

表層は灰黒色に変色しており、炉床面と推測される。

また地の色調は淡褐色である。胎土は粘土質で鉄滓

片や木炭片を含む。

(2)顕微鏡組織： Photo.I①に示す。素地の黒色部

は粘土鉱物である。セリサイトは燐片状結晶を残し

全体的に熱影響は少なく、ガラス質化はしていない。

また中央の白色粒は炉壁胎土中に混在する砂鉄粒子

である。他に微細な石英•長石粒も確認される。

(3)化学組成分析： Table2に示す。鉄分 (Fe203)

は5.64％と高く、酸化アルミニウム (Al203)が

16.46％と低めであった。塩基性成分 (CaO+MgO)

1.89%、胎土混人砂鉄由来の二酸化チタン (Ti02)

0.88％を含む。炉壁 (HAK-1) とよく似た成分で

あり、同様に耐火性の低い性状であったと予想され

る。

HAK-3:流出溝滓

(1)肉眼観察：上面は弱い流動状で下面は樋状を

呈する、流出溝滓の破片である。地の色調は黒褐色

を呈する。破面の気孔は少なく、緻密な滓である。

(2)顧微鏡組織： Photo.I⑤～⑦に示す。⑤の中央

の不定形白色部は金属鉄である。 5％ナイタルで腐

食したところ、炭素をほとんど含まないフェライト

(Ferrite : a鉄）単相の組織が確認された。

⑤⑦は滓部である。淡荼褐色多角形結晶ウルボス

ピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライト

(Fayalite : 2Fe0 • Si02)が晶出する。砂鉄製錬滓の

晶癖である。

(3) ビッカース断面硬度： Photo.I⑦の淡荼褐色多

角形結晶の硬度を測定した。硬度値は771Hvと硬質

であった。ウルボスピネルとヘーシナイト
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(Hercynite : FeO • Al心3)の固溶体（注2)に同定

される（注3)。

(4)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 37.83％に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.01%、

酸化第 1鉄 (FeO)40.09%、酸化第 2鉄 (Fe2Q3)

9.52％の割合であった。造滓成分 (Si02十Al心3十

CaO+MgO十氏O+N皿0)37.56％と高値で、塩基性

成分 (CaO+MgO) も8.68％と高値仰向を示す。ま

た製鉄原料の砂鉄に含まれる二酸化チタン (Ti02)

は8.42%、バナジウム (V) も0.22％と高値であった。

さらに酸化マンガン (MnO)は0.60%、銅 (Cu)< 

0.01％であった。

以上の鉱物・化学組成から、当試料はチタン

(TiOりを比較的多く含む砂鉄を原料とした製錬滓

に分類される。またマグネシウム (MgO) も3.85%

と高値傾向を示すことから、火山岩起源の砂鉄を採

取して製鉄に用いたものと推定される。

HAK-4:炉内滓（含鉄）

(1)肉眼観察： 53gと小型の含鉄炉内滓の破片であ

る。表面は黄褐色の酸化土砂で開く覆われる。銹化

に伴う黒銹の滲みや細い割れも若干みられる。特殊

金属探知機L（●）で反応があり、内部には金属鉄

が遺存すると推定される。

(2)マクロ組織： Photo.8に示す。写真中央の灰色

部は製錬滓である。炉材が溶融したガラス質成分が

主体で、晶出物は少ない。また下側が鉄部である。

全体に銹化が進んでいるが、右端には金属鉄が残存

する。

(3)顕微鏡組織： Photo.2①～⑤に示す。①は滓部

である。淡褐色片状結晶ルチル (Rutile: Ti02)が

暗黒色ガラス質滓中に晶出する。高温製錬での晶癖

といえる（注4)。

また②は銹化鉄部である。白色の共晶組織はステ

ダイト (Steadite:Fe-Fe3C-Fe3P)で、周囲の黒

色部はパーライト組織痕跡と推定される。燐 (P)

の偏析が確認された。③～⑤は金属鉄部で、 5％ナ

イタルで腐食した組織を示している。素地は黒色層

状のパーライト (Pearlite)で、旧オーステナイト

(Austenite : y鉄）粒界に沿って白色針状のフェラ

イトが晶出する、亜共析組織であった。金属組織か

らは0.5％程度の炭素鼠の鋼と推定される。

(4) ビッカース断面硬度：金属鉄の硬度調査を実

施した。 Photo.2①のパーライト部分の硬度値は

296Hvであった。また⑤のフェライトの硬度値は

173Hvであった。フェライトとしては非常に硬質で

あり、結晶内に燐 (P)が固溶して、硬化している

可能性が高い（注5)と考えられる。

(5) EPM綱査： Photo.12の1段目に滓部の反射電

子像 (COMP)を示す。 5のガラス質部分の定量分

析値は53.1%Si02-16.5%Alz03-l0.2%Ca0-

8.9%Mg0-3.l％恥0-5.2%Ti0z-1.3%Mn0である。

また 6の淡褐色片状結晶の定鼠分析値は88.7%Ti02一

7.5%Vz03-5.4%Mg0-3.9%Alz03であった。他の成分

を微量固溶するが、ルチル (Rutile: TiOz)に近い

組成の結晶である。

Photo.12の3段目は、銹化鉄部の共晶組織痕跡の

反射電子像 (COMP)である。 1の定量分析値は

93.9%Fe0-24.0%Pz0sで、ステダイト (Steadite: 

Fe-Fe3C-Fe3P)に同定される。 2の黄褐色微細

部は80.5%Fe0-33.2%Sで、硫化鉄 (FeS)に同定さ

れる。

さらにPhoto.13の1段目は、金属鉄部の反射電子

像 (COMP)である。 3の微小黄褐色部91.9%Fe0-

26.2%Sで、やはり硫化鉄 (FeS)に同定される。ま

たその周囲のフェライト結晶の定量分析値は

135.3%Fe0-4.1％恥かで、燐の影響が確認された。

（なお総計が100％を大きく越える値となっているの

は、酸化物定鼠で測定したためである。）

当資料は、比較的チタン含有率の高い砂鉄を高温

製錬した際の生成物と推定される。その結果、金属

鉄（銹化鉄）部には燐（P)、硫黄 (S)の影響がみ

られる。鍛冶原料とした場合、脆化などの悪影響が

懸念される。

HAK-5：砂鉄焼結塊
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(1)閃眼観察： 10gとごく小型の砂鉄焼結塊であ

る。熱影讐が強く、全体に砂鉄粒子の溶着が進んで

いる。色調は黒褐色で特殊金属探知機での反応はな

しヽ。

(2)マクロ組織： Photo.8に示す。外周部が滓化・

分解しかけた被熱砂鉄粒子が凝集している。内部に

格子状の離溶組織が確認される含チタン鉄鉱が主体

である。

(3)顧微鏡組織： Photo.2⑥～⑧に示す。いずれも

格子状の離溶組織を持つ、含チタン鉄鉱である。ま

た熱影響を受けて、外周部から分解・滓化しかけて

いるが、その程度は粒子によりばらつきがある。

以上の断面観察の結果から、やはり当遺跡では比

較的チタン (TiOz)含有率の高い砂鉄が製鉄原料に

用いられたと判断される。

HAK-6 ：流出孔滓

(1)肉眼観察：上面がきれいな流動状で、丸棒状

を呈する流出孔滓の破片である。滓の色調は灰色で、

破面には発達した不定形の気孔が少量みられるが緻

密である。

(2)顕微鏡組織： Photo.3①に示す。淡茶褐色多角

形結晶ウルボスピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファイ

ャライトが晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。

(3) ビッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度を

測定した圧痕の写真を割愛したが、淡灰色木ずれ状

結晶の調査を実施した。硬度値は669Hvで、ファイ

ャライトに同定される。

(4)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 40.01％に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.02%、

酸化第 1鉄 (FeO)47.49%、酸化第 2鉄 (Fez03)

4.40％の割合であった。造滓成分 (Si02十Al2伍＋

CaO+MgO十恥O+N釦0)は39.10％と高値で、塩甚

性成分 (CaO+MgO) も5.86％と高めである。また

製鉄原料の砂鉄起源の二酸化チタン (Ti02) は

6.26％と低めで、バナジウム (V)は0.20％であった。

さらに酸化マンガン (MnO)は0.45%、銅 (Cu)< 

0.01％である。

以上の鉱物・化学組成から、当試料も火山岩起源

の砂鉄を製錬した反応副生物の砂鉄製錬滓である。

HAK-7:炉内滓

(1)肉眼観察：ごく薄手の炉底塊側面端部の可能

性が考えられる、炉内滓破片である。滓の色調は黒

褐色で緻密である。下面には2cm大の木炭痕や、熱

影響を受けた灰色の炉壁粉が固着する。

(2)顕微鏡組織： Photo.3⑦に示す。淡荼褐色多角

形結晶ウルボスピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファイ

ャライトが晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。

(3) ビッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度を

測定した圧痕の写真を割愛したが、淡茶褐色多角形

結晶の調査を実施した。硬度値は758Hvとやや硬質

であった。当結晶は、ウルボスピネルとヘーシナイ

トの固溶体の可能性が高いと考えられる。

(4)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 39.21％に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.05%、

酸化第 1鉄 (FeO)37.08%、酸化第 2鉄 (Fe203)

14.78％の割合であった。造滓成分 (Si02十Al幻3十

CaO+MgO十氏O+N釦0)29.92％で、このうち塩基

性成分 (CaO+MgO)は5.35％と高めである。砂鉄

起源の二酸化チタン (Ti02)は12.76%、バナジウム

(V)が0.84％で高値傾向が著しい。また酸化マンガ

ン (MnO)は0.46%、銅（Cu)<0.01％であった。

以上の調査結果から、当試料も火山岩起源の砂鉄

を製錬した反応副生物の砂鉄製錬滓である。

HAK-8:炉内滓（含鉄）

(1)肉眼観察： 22gとごく小型の含鉄炉内滓であ

る。銹化の進行に伴い側面端部が扶れるように剥離

している。この破面では黒褐色の滓部が観察される。

それ以外の表層部は、黄褐色の酸化土砂に覆われる。

特殊金属探知機のM （◎）で反応があり、内部に金

属鉄が遺存すると推定される。

(2)顕微鏡組織： Photo.3③～⑦に示す。③は下面

表層部である。この部分では多数の被熱砂鉄粒子

（含チタン鉄鉱）が遺存する。

①⑤の不定形明白色部は、滓中のごく微細な金属
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鉄である。炭素をほとんど含まない、フェライト単

相の組織が確認された。さらに滓中には淡荼褐色多

角形結晶ウルボスピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファ

ィャライトに加えて、白色樹枝状結晶ウスタイト

(Wustite : FeO)が若干晶出する。このため砂鉄製

錬滓としては、やや鉄分が高めと推測される。

また⑤⑦は、当試料中では比較的まとまりのある

金属鉄部である。浸炭しており、ほぼ共析組織

(C : 0.77%)に近い組織を呈する。

(3) ビッカース断面硬度：金属鉄部の調査を実施

した。 Photo.3⑤のフェライト結晶の硬度を測定し

た。硬度値はlllHvとフェライトとしてはやや硬質

であった。結晶がきわめて小さいため、周囲の滓部

の影響を受けた可能性が高いと考えられる。

Photo.3⑦黒色層状のパーライト部分の硬度値は

225Hvであった。組織に見合った値である。

当資料の断面は、製錬滓中に非常に微細な金属鉄

が点在する状態で、まとまった金属鉄部は存在しな

い。鉄素材となり得る品位ではなく、炉内生成物の

小割り選別段階で廃棄されたと推測される。

HAK-9:マグネタイト系遺物

(1)肉眼観察：側面に一部炉壁溶融物（黒色ガラ

ス質滓）が付着する、マグネタイト系遺物の破片で

ある。色調は黒褐色。裏面側には砂鉄粒子の痕跡が

残るが、上面は滓化が進み、表面が流動状を呈する。

表面や破面に若干気孔が点在するが、緻密な滓であ

る。

(2)顕微鏡組織： Photo.4①～④に示す。①は裏面

表層（②の写真左側）部分である。全体に砂鉄の分

解・滓化が進んでいるが、一部粒子の痕跡をとどめ

るものもみられる。ただし表面ほど滓化が進んでお

り、②の写真右側では、淡荼褐色多角形結晶ウルボ

スピネル、淡灰色盤状結晶ファイヤライトといった

砂鉄製錬滓の晶癖が確認される。

(3) ビッカース断面硬度： Photo.4③の不定形灰褐

色部の硬度値は554Hvであった。マグネタイト

(Magnetite : FeO • Fe2Q3) ないしチタン磁鉄鉱

(Titanomagnetite :マグネタイトとウルボスピネル

の中間組成の固溶体）と推測される。これに対して、

①の淡茶褐色多角形結晶の硬度値は646Hvと硬質で、

ウルボスピネルに同定される。

以上の調査結果から、当資料は製鉄炉内に装入さ

れた砂鉄（含チタン鉄鉱）が、熱影響を受けて滓化

した遺物と判断される。

HAK-10:流動滓

(1)閲眼観察： 1-3 cm幅の細い流動滓が、複数

溶着して生じた流動滓の破片である。色調は黒褐色

である。気孔はほとんどなく、非常に緻密な滓であ

る。

(2)顕微鏡組織： Photo.4⑤～⑦に示す。⑤の中央

の不定形明白色部は金属鉄である。ほとんど浸炭し

ていないフェライト単相の組織が確認された。

⑤⑦は滓部である。なお⑤は流動滓の按合部で、

灰褐色のマグネタイトが筋状に晶出している。他に

淡荼褐色多角形結晶ウルボスピネル、白色樹枝状結

晶ウスタイト、淡灰色柱状結晶ファイヤライトが晶

出する。砂鉄製錬滓としては、やや鉄分の多い組成

といえる。

(3) ビッカース断面硬度： Photo.4⑦の淡荼褐色多

角形結晶の硬度を測定した。硬度値は723Hvと硬質

であり、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体の

可能性が高いと考えられる。

(4)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 42.27％に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.15%、

酸化第 1鉄 (FeO)48.21%、酸化第 2鉄 (Fe2釦）

6.64％の割合であった。造滓成分 (SiOz十Al2Q3十

CaO+MgO十民O+N釦0) は36.12％と高値で、塩基

性成分 (CaO+MgO)6.37％と高めであった。また

砂鉄起源の二酸化チタン (TiOz)は6.49%、バナジ

ウム (V) が0.16％と低めであった。酸化マンガン

(MnO)は0.52%、銅 (Cu)<0.01％である。

以上の鉱物・化学組成から、当資料も火山岩起源

の砂鉄を製錬した反応副生物の砂鉄製錬滓である。

HAK-11：炉底塊（含鉄）
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(1)肉眼観察： 78mmとやや厚手で大型の炉底塊の

破片である。上面ば浅い皿状で、端部から側面にか

けて炉壁溶融物（黒色ガラス質滓）が付着している。

滓の地の色調は黒褐色である。下面は比較的平坦で、

広い範囲に灰色の炉床土が固着する。また特殊金属

探知機のL（●）で反応があり、内部に金属鉄が存

在する。

(2)マクロ組織： Photo.9に示す。金属鉄の割合が

最も高い個所を選択して、断面観察を実施した。明

色部が金属鉄部である。ここでもまとまりのよい金

属鉄部は確認されず、ごく小型で不定形の軟鉄が滓

中に点在する状態であった。

(3)顕微鏡組織： Photo.5①～⑤に示す。①は滓部

である。淡荼褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰

色木ずれ状結晶ファイヤライトが晶出する。砂鉄製

錬滓の晶癖である。

②～⑤は金属鉄部である。②③はフェライト単相、

④⑤は亜共析組織を呈する。以上の金属組織から、

最大でも0.2%fil度の炭素含有量の軟鉄と判断される。

(4) ビッカース断面硬度： Photo.5①の淡荼褐色多

角形結晶の硬度値は697Hvであった。ウルボスピネ

ルに同定される。また金属鉄部は③のフェライト単

相部分の硬度値が85Hv、⑤の亜共析組織部分の硬

度値が88Hvであった。組織に見合った値であり、

含鉄炉内滓 (HAK-4)のように、燐（P)の影響

はみられない。

(5)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 37.09％に対して、金属鉄 (MetallicFe)は1.05%

と低値であった。また酸化第 1鉄 (FeO)33.84%、

酸化第 2鉄 (Fe203)13.92％の割合であった。造滓

成分 (Si02十Al203十CaO+MgO十恥O+Na20)は

36.85％と高値で、塩基性成分 (CaO+MgO) も

5.10％と高めである。砂鉄起源の二酸化チタン

(Ti02) は6.18％と低めであった。またバナジウム

(V) は0.29％である。さらに酸化マンガン (MnO)

0.36%、銅 (Cu)<0.01％であった。

以上の鉱物・化学組成から、当試料も火山岩起源
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の砂鉄を製錬した反応副生物の砂鉄製錬滓である。

また鉄部はまとまりに欠け、鉄素材となり得る品位

ではなく、製鉄炉の炉内生成物の選別段階で廃棄さ

れたと推測される。

HAK-12：鉄塊系遺物

(1)肉眼観察：表面全体が黄褐色の酸化土砂で厚

＜覆われた、塊状の鉄塊系遺物である。銹化に伴う

黒銹の滲みや放射割れもみられる。特殊金属探知機

のL（●）で反応があり、重量感もあるため、金属

鉄が良好に遺存すると椎測される。また側面に炉壁

片がみられるが2次的な固着の可能性が高い。

(2)マクロ組織： Photo.9に示す。気孔が点在する

がまとまりのよい鉄塊である。全体に浸炭の進んだ

高炭素鋼であった。

(3)顕微鏡組織： Photo.5⑥～⑧に示す。いずれも

金属鉄部を 5％ナイタルで腐食した組織である。素

地は黒色層状のパーライトで、旧オーステナイト粒

界に沿って、白色針状のセメンタイト (Cementite: 

Fe3C)が析出する過共析組織であった。炭素含有

量1.5％程度の高炭素鋼と推定される。また⑤⑧の黒

色点状の共晶組織はステダイトで、定形黄褐色の非

金属介在物は硫化鉄 (FeS)である。

(4) ビッカース断面硬度：金属鉄部の硬度を測定

した。 Photo.5⑦の硬度値は303Hv、⑧の硬度値は

623Hvであった。それぞれ組織に見合った値である。

当資料は滓との分離の良好な製錬生成鉄（鉄塊系遺

物）であり、高温下でまとまりの良い高炭素鋼がつ

くられたものと推定される（注6)。しかし反面生

成鉄への燐 (P)、硫黄（S)の影響が大きく、鍛冶

原料とした場合脆化などの悪影響が懸念される。

HAK-13：炉内滓（含鉄）

(1)肉眼観察：炉底塊の上面端部破片の可能性が

考えられる。地は黒褐色の滓部で、下側の破面には

細かい気孔が多数散在する。また上面には2個所荼

褐色の銹化鉄部がある。特殊金属探知機のL（●） 

で反応があり、内部に金属鉄が存在すると考えられ

る。



(2)マクロ組織： Photo.IOに示す。金属鉄の割合

が最も高い個所を選択して、断面観察を実施した。

明色部が金属鉄部である。しかし、まとまった金属

鉄部は存在せず、ごく微細な金属鉄が滓中に点在す

る状態であった。

(3)顕微鏡組織： Photo.6①に示す。淡荼褐色多角

形結晶はウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体、

さらに白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色盤状結晶フ

ァイヤライトが晶出する。砂鉄製錬滓としてはやや

鉄分の高い組成といえる。

②③は微細な金属鉄部の拡大である。ほとんど浸

炭していないフェライト単相の組織が確認された。

(4) ビッカース断面硬度： Photo.6①の淡荼褐色多

角形結晶の硬度を測定した。硬度値は704Hvと硬質

で、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体に同定

される。また③の金属鉄部（フェライト単相）の硬

度値は94Hvであった。組織に見合った値といえる。

(5)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 53.71％に対して、金属鉄 (MetallicFe) 2.52％と

低値であった。また酸化第 1鉄 (FeO)51.45%、酸

化第 2鉄 (Fe203)16.01％の割合である。造滓成分

(Si02十抽03十CaO+MgO＋恥〇＋N犯0)は18.62%

と低値であるが、塩基性成分 (CaO+MgO)6.33% 

と高値傾向をボす。また砂鉄起源の二酸化チタン

(Ti02)は7.84%、バナジウム (V) も0.30％とやや高

めであった。さらに酸化マンガン (MnO)は0.49%、

銅 (Cu)0.01％である。

以上の調査結果、当資料は火山岩起源の砂鉄を製

錬した反応副生物の砂鉄製錬滓である。鉄部はまと

まりに欠け、鉄素材となり得る品1立ではなく、製鉄

炉の炉内生成物の小割り・選別段階で廃棄されたも

のと考えられる。

HAK-14：鉄塊系遺物

(1)肉眼観察：表面全体が黄褐色の酸化土砂で覆

われた、塊状の鉄塊系遺物である。銹化に伴う黒銹

の滲みや放射割れもみられる。特殊金属探知機の特

L （責）で反応があり、重鼠感もあるため、金属鉄
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が良好に遺存すると椎測される。

(2)マクロ組織： Photo.10に示す。表層に若干滓

が付着しているが、まとまりのよい鉄塊であった。

炭素量はややばらつきがあり、亜共析組織～過共析

組織が観察される。

(3)顧微鏡組織： Photo.6④～⑧に示す。④の灰褐

色粒は表層に付着した、被熱砂鉄（含チタン鉄鉱）

である。砂鉄と粒内の脈石鉱物の成分に関しては、

EPM這査の項で詳述する。

⑤の写真上側の暗色部は滓部である。淡褐色片状

結晶ルチルが晶出する。高温下で副生した砂鉄製錬

滓の晶癖である。

⑤～⑧は金属鉄部である。⑤⑥は試料表層の亜共

析組織部分、⑦⑧は過共析組織部分の拡大である。

ともに粒界には燐化鉄共晶組織が確認されており、

燐の影響が著しい。

(4) ビッカース断面硬度：紙面の構成上、硬度を

測定した圧痕の写真を割愛したが、金属鉄部の調査

を実施した。亜共析組織部分のフェライト結晶の硬

度値は205Hv、燐化鉄共晶 (a+Fe3P)の硬度値は

337Hvであった。

(5) EPM綱査： Photo.13の3段目に被熱砂鉄粒子

の反射電子像 (COMP)を示す。 16の微小多角形結

晶の定量分析値は77.7%Fe0-ll.9%Ti02-8.0%Al幻3

であった。マグネタイト (Magnetite: FeO • Fe203) 

とウルボスピネル(illvりpinel:2Fe0 ・Ti02)、ヘーシ

ナイト (Hercynite: FeO紐 03)を主な端成分とする

固溶体と推定される。 17の砂鉄素地部分の定鼠値は

98.4%Fe0-2.6%Mg0であった。磁鉄鉱（Magnetite:

FeO・Fe203)で、マグネシウム (MgO) を微量固

溶する。また砂鉄粒内の淡褐色部は、 3個所定量値

を測定した。 18が88.0%Fe0-7.2%Ti02-3.2%A1203-

l.5%Mg0、20は90.3%Fe0-6.5%Ti02-2.3%Al心3-

l.6%Mg0 、 21が82.1%Fe0-9.3%Ti02-4.3%Al⑰—

l.7%Mg0であった。チタン（Ti02)含有率が若干異

なるが、いずれもチタン磁鉄鉱 (Titanomagnetite)

に同定される。さらに19の暗色結晶の定量値は



50.4%Ca0-41.1%P20s-2.0%Fであった。燐灰石

〔Apatite:C狐 (P04)3F〕に同定される。

もう 1視野、被熱砂鉄粒子の組成調査を実施した。

Photo.14の1段目に反射電子像 (COMP) を示す。

11の淡黄色結晶の定量値は87.2%Fe0-30.0Sであっ

た。磁硫鉄鉱〔Pyrrohtite: Fel -XS〕に同定される。

なお、1.1%CuOと、銅 (Cu)を微量固溶している。

また砂鉄の素地部分の定量値は12が102.4%Fe0-

l.8%Mg0、14は101%Fe0-2.3%Mg0-l.2%Ti02で、

磁鉄鉱に同定される。砂鉄粒内の淡褐色部は13が

80.6%Fe0-13.1%Ti02-4.8%Al心3-l.5%Mg0、15が

85.9%Fe0-8.9%Ti02-3.9%AlzO3-1.3%Mgoであった。

チタン磁鉄鉱に同定される。

さらに金属鉄部の調査を実施した。 Photo.14の4

段目に反射電子像 (COMP)を示す。 9の黄褐色部

の定量値は50.7%Fe0-29.4%V203-37.9%Sであった。

硫化物でバナジウムを多量に固溶する点が特徴とい

える。 10の共晶組織部分は128.6%Fe0-17.2%P20sで、

ステダイトに同定される。

以上の調査の結果、当資料は砂鉄（含チタン鉄鉱）

を、高温製錬して生成された鉄塊と椎定される。ま

た被熱砂鉄中には、燐灰石、磁硫鉄鉱など燐 (P)、

硫黄 (S)を高い割合で含む鉱物が確認された。こ

れらの成分が、高温製錬に伴い生成鉄中に移行した

と判断される。炉内滓（含鉄） （HAK-4)、鉄塊系

遺物 (HAK-12) と同様、鍛冶原料とした場合に

は脆化などの悪影響が懸念される。

HAK-15：炉内滓（含鉄）

(1)肉眼観察：含鉄炉内滓の破片である。表面は

荼褐色の酸化t砂に薄く覆われており、黒銹の滲み

も点在する。素地は黒褐色の滓部で、側面には炉壁

溶融物（黒色ガラス質滓）も観察される。また特殊

金属探知機の特L(*)で反応があり、内部には金

属鉄が存在すると考えられる。

(2)マクロ組織： Photo.11に示す。金属鉄の割合

が最も高い個所を選択して、断面観察を実施した。

明色部が金属鉄部である。ここでもまとまりのよい
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金属鉄部は確認されず、ごく小型で不定形の軟鉄が

滓中に点在する状態であった。

(3)顕微鏡組織： Photo.7①～③に示す。①の白色

粒は微細な金屈鉄である。また滓中には淡茶褐色多

角形結晶ウルボスピネル、淡灰色柱状結晶ファイヤ

ライトが晶出する。砂鉄製錬滓の晶癖である。

②③は金属鉄部で、ほとんど吸炭されていないフ

ェライト単相の組織が確認された。

(4) ビッカース断面硬度： Photo.7③の金属鉄部

（フェライト単相）の硬度を測定した。硬度値は

92Hvであった。燐の影響はほとんどなく、組織に

見合った値といえる。

(5)化学組成分析： Table2に示す。全鉄分 (Total

Fe) 45.18％に対して、金属鉄 (MetallicFe)が

20.66％と高値傾向を示す。また酸化第 1鉄 (FeO)

は19.11%、酸化第2鉄 (Fe203)13.82％の割合であっ

た。造滓成分 (Si02十Al幻3十CaO+MgO十氏o+

N釦0)40.43％と高値であるが、塩基性成分 (Cao+

MgO)は3.37％とやや低めである。砂鉄起源の二酸

化チタン (Ti02) は3.79%、バナジウム (V)が

0.29％であった。さらに酸化マンガン (MnO)は

0.21%、銅 (Cu)0.03％であった。

以上の調査の結果、当資料も火山岩起源の砂鉄を

製錬した反応副生物の砂鉄製錬滓である。鉄部はま

とまりに欠け、鉄素材となり得る品位ではなく、炉

内生成物の小割り・選別段階で廃棄されたと考えら

れる。

HAK-16:鉄塊系遺物

(1)肉眼観察：平面が不整楕円状で、やや偏平な

鉄塊系遺物である。表面は黄褐色の酸化土砂で厚く

覆われる。表面には点々と黒色ガラス質滓が付着し

ている。また非常に里星感があり、特殊金属探知機

の特L(*)で反応があるため、鉄主体の遺物と推

測される。

(2)マクロ組織： Photo.11に示す。表層にガラス

質滓が若r-付着するが、まとまりのよい鉄塊であっ

た。炭素量はややばらつきがあり、共析組織～鋳鉄



組織が確認される。

(3)顕微鏡組織： Photo.7④～⑧に金属組織を示す。

④～⑤は過共析組織、⑦⑧は過共析組織～白鋳鉄組

織部分の拡大である。黒色点状の共晶組織はステダ

イトであり、全体に燐の影響が著しい。

(4) ビッカース断面硬度： Photo.7④中央の球状共

晶組織（ステダイト）の硬度を測定した。硬度値は

842Hvと硬質で、組織に見合った値といえる。

(5)化学組成分析： Table2に示す。金属鉄の良好

に遺存する個所は、断面顕微鏡観察に用いたため、

銹化鉄部主体の調査となった。全鉄分 (TotalFe) 

43.47％に対して、金属鉄 (MetallicFe)は5.90%、酸

化第 1鉄 (FeO)13.29%、酸化第 2鉄 (Fe20叫

38.95％の割合であった。造滓成分 (Si02十Al幻 3十

CaO+MgO十恥O+N叩）は21.34％と高値であるが、

試料表層の酸化土砂の影響が大きいと考えられる。

また砂鉄起源の二酸化チタン (Ti02)は0.42%、バ

ナジウム (V)が0.02％とごく微量であった。酸化マ

ンガン (MnO)0.04%、銅 (Cu)0.01％である。

以上の調査の結果、当資料も高温製錬の結果、燐

(P)、硫黄（S)の影響が著しい製錬生成鉄（鉄塊

系遺物）と判断される。

4. まとめ

箱石遺跡から出土した製鉄関連遺物を調査した結

果、次の点が明らかとなった。

〈l〉出土遺物中の被熱砂鉄粒f(HAK-1、5、

8、9、14) を調査した結果、当遺跡では含チタン鉄

鉱が製鉄原料であったことが明らかになった。また

出土製錬滓が高マグネシウム (MgO)傾向を示す

ことや、若干クロム (Cr203) が高めなことから、

苦鉄質の火成岩起源の砂鉄（注7)が用いられたと

椎察される。

〈2〉出土製錬滓 (HAK-3、6、7、10) は、埼

干県下の他の製鉄遺跡出土製錬滓（注8) と近似し

た成分傾向を示す〔Fig.l〕。また後に晶現する、竪

形炉の出土製錬滓と比較しても、滓中のFeO含有率

が高くはない。この時期既に、一定の鉄歩留りの操

業が行われていたものと椎定される。

〈3〉含鉄鉄滓 (HAK-4、8、11、13、15)は、

いずれもごく微細な金属鉄（極低炭素鋼：フェライ

ト単相～亜共析組織）が、滓中に多数散在する状態

であった。鉄素材となり得る品位ではなく、炉内生

成物の小割り・選別段階で廃棄されたものと考えら

れる。

鉄塊系遺物 (HAK-12、14、16)は、製錬滓と

の分離が良好な、まとまりのよい製錬生成鉄であっ

た。いずれも浸炭の進んだ過共析組織 (C>0.77%)

主体の鉄塊である。また金属鉄中の燐 (P)、硫黄

(S)の影響が顕著であった。高温製錬を反映する

特徴であるが、鍛冶原料とした場合には、鍛冶加工

時の鍛按不良、製品の脆化などの悪影響が懸念され

る。

〈4〉出土した炉材 (HAK-1、2)は、耐火性

にはやや不利な成分傾向を示した。実際炉壁

(H駅ー1)の耐火度は1160℃と低く、操業時には

送風孔付近の炉壁の侵食が激しかったと推測される。

ただし炉壁は造滓剤として、製錬滓中にSi02、

Al心3などを供給する役割もはたしている。当遺跡

では、炉の耐火性より溶削としての役割を重視して、

胎土を選択していた可能性が考えられる。

（注）

(1)木下亀城・小川留太郎『岩石鉱物』保育社

1995 

チタン鉄鉱と赤鉄鉱、磁鉄鉱との固溶体を含チタ

ン鉄鉱 titaniferous iron oreとしヽう。

(2)黒田吉益・諏訪兼位『偏光顕微鏡と造岩鉱物

［第 2版］』共立出版株式会社 1983 

第 5章 鉱物各論 D.尖晶石類・スピネル類

(Spinel Group)の記載に加筆

尖晶石類の化学組成の一般式はXY心4と表記でき

る。（略）その組み合わせでいろいろの種類のもの

がある。
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(3) 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別

法』 1968

ウスタイトは450~500Hv、

600Hv、

されている。

なしヽが、

ファイヤライトは600~700Hvの範囲が提示

ウルボスピネルの硬度値範囲の明記は

マグネタイトにチタン (Ti)を固溶するの

で、 600Hv以上であればウルボスピネルと同定して

いる。それにアルミナ (Al)が加わり、

ネルとヘーシナイトを端成分とする固溶体となると

更に硬度値は上昇する。

では、 ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体の可

能性が考えられる。

(4) J.B.Mac chesney and A Murau : American 

Mineralogist, 46 (1961), 572 

(Ilmenite : FeO ・Ti02)、イルミナイト

ブルーカイト (Pseudobrookite : Fe2Q3 ・Ti02)、ル

チル (Rutile: Ti02) 

状態図から高温化操業が推定される。

1800 

1750 

マグネタイトは500~

ウルボスピ

このため700Hvを超える値

シュード

の晶出はFeO-Ti02二元平衡
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＋ 
1uid1 

tile• 
＇ ， 

． ， ．． 
dl :• : 
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占＇十＇,O』 9

宮： rutile : 
：器： ： 
："-: ・: 
, •, : 
'' ： ：＇  

liT-い
| ulvOspineli 

~ 1700 

｀ h I wtistite 

馨1：ロロ
FeO-Ti02二元平衡状態図

90 Ti02 

(5)門間改三『鉄鋼材料学』 1972

（鋼中の） P含有量が増すにつれて、強さ・かた

さはしだいに上昇する。

(6)新井宏「古代日本に間接製錬法があったか」

5鉄滓・銑・鉗間のP分配理論

鉄滓と溶銑の間にPがどのように分配されるか、

Turkdoganの方法を用いて熱力学的に検討した結果、

Pの配分には温度の影讐が極めて大きく、 1250℃以

下では鉄滓に、 1300℃以上では溶銑に配分されるこ

とを明らかにした。

(7)井澤英二「日本の古代製鉄で使用された鉱

石ーその鉱物と化学組成の特徴ー」『ふぇらむ』

Vol.10 

(8)埼玉県下の製鉄遺跡出土砂鉄・製錬滓の化学

分析値は、以下の資料の記載を参賄した。

①大澤正己「大山遺跡を中心とした埼玉県下出土の

製鉄関係遺物分析調査」『埼玉県遺跡発掘調査報

土車
口亘

No.5 

第23集

財調査事業団

屯
戸

式会社ベルク

2005 

大山』埼［県教育委員会

化財調査事業団

1979 

②大澤正己「台耕地遺跡出土の鋳銅・製鉄関連遺物

の金属学的調査」『台耕地(II)』J訃玉県埋蔵文化

1984 

③大澤正己 9猿貝北遺跡出土鉄滓及び砂鉄の金属学

的調査J『猿貝北・道上・新町口』埼玉県埋蔵文

居町遺跡調査会

1985 

①大澤正己•鈴木瑞穂「中山遺跡出土製鉄関連遺物

の金属学的調査」『中山遺跡（第1次・ 2次）』寄

1999 

⑤大澤正己・鈴木瑞穂「大山遺跡出土製鉄関連遺物

の金属学的調査J『大山遺跡第10• 11次』埼王県

埋蔵文化財調査事業団 2005 

⑤大澤正己・鈴木瑞穂 9中山遺跡（第3次調査）出

土製鉄・鍛冶関連遺物の金属学的調査J『中山遺

跡』〈株式会社ベルク造成事業関係埋蔵文化財発

掘調査報告〉(J裔下＾県埋蔵文化財調査事業団報告

第313集）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 株

2005 

『ふぇらむ』 Vol.5(2000) No.10 
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Tablel 供試材の履歴と調査項目

計測匡 調査項目

符号 遺跡名 出土位置 遺物名称 推定年代 マクロ 組顕微織鏡 ピッカース 加')-I備考
大きさ(mm) 重詈(g) 磁着度 メタル度 組織 断面硬度 X線回折 EPMA 化学分析 耐火度

|HAK-1 箱石 3号炉 SX3 I悶旦失焼結）
口四は半布し期印

130 X 106 X 58 465.0 2なし

゜ ゜゜IHAK-2 （第5次調査） 排滓場 炉床土 83 X 70 X 56 255 0 1なし

゜ ゜IHAK-3 1号炉 SX1 流出溝滓 104 X 86 X 36 350.0 1なし

゜゜ ゜IHAK-4 炉内滓（含鉄） 53 X 26 X 20 53.0 4 L(<lt) 

゜゚ ゜ ゜|HAK-5 3号炉 SX3 砂鉄焼結塊 23 X22 X 12 10.0 3なし

゜゚IHAK-6 流出孔滓 112X47X34 205.0 2なし

゜゜ ゜IHAK-7 炉内滓 76 X 50 X 36 148.0 1なし

゜゜ ゜IHAK-8 炉内滓（含鉄） 33 X 31 X 20 220 4 Ml◎I 

゜゜)HAK-9 排滓場
マ物ク（砂ネ',鉄.1r焼示結坦） 

70 X 60 X 46 2000 5なし

゜゜IHAK-10 流動滓 122 X 120 X 51 930.0 1なし

゜゜ ゜IHAK-11 炉底塊（含鉄） 148 X 123 X 78 1450 0 4L（鬱）

゜゚ ゜ ゜IHAK-12 鉄塊系遺物 56 X 55 X 42 135.0 5 L(e) 

゜゚ ゜IHAK-13 炉内滓（含鉄） 71X76X45 435 0 5L(fl) 

゜゚ ゜ ゜IHAK-14 鉄塊系追物 52 X 35 X 38 800 5特L(*l

゜゚ ゜ ゜IHAK-15 炉肉滓（含鉄） 88 X 60 X 58 335 0 5特L（女）

゜゚ ゜ ゜HAK-16 鉄塊系遺物 136 X 83 X 43 590 0 8特L（女）

゜゚ ゜ ゜

Table2 供試材の組成 こ＊

(全M鉄a分ll(金Me屈(a鉄llic 醗第(F化1e鉄O) 酸第(Fe化2,鉄O,l 二珪(S酸素,屯化） I’{-A'1ウ,ヒOムア,）)し蔽化カル酸化芍醸化酸化ナト醸化マン＿酪化 酸化 硫黄五酸化燐炭素向
・ジウム 銅 ＿酸化耐火度 造滓成分 Ti02 

符号 追跡名出土位置遺物名称推定年代 シウムネシウムカリウムリウムカン チクンク日ム 刃(Zレコr2ニ0ウ)ム 澤滓成分

(CaO) (MgO} (K,O) (Na,O) (MnO) {TiO,) (Cr20J) (S) (P,05) (C) (V) (Gu) ("C) !Total Fe Total Fe 

Fe) Fe) 

NH(r、溢h々+9ゴ吐ヽ
8世紀第1 lgIoSE5 

匡 箱石 3号炉 SX3 四半期 4 67 0.03 1 58 4.88 64 93 15.28 0.51 1.48 1.4 7 1.42 0 13 0.80 。.¥2 0.01 0 16 5.46 0.02 <0.01 0.02 1160 85 09 18.221 0 171 

四 （第5次調査，排滓場 炉床士 4.89 <0.01 1.22 5 64 64 73 16 46 0 87 1.02 1.58 1 16 0 12 0.88 0 10 <0.01 012 D.20 
0 02 <0.01 0.03 85 82 17 550 0180 

|HAK-3 1号炉 SX1流出溝滓 37 83 0.01 40.09 9 52 21 07 6.63 4.83 3 85 0.79 0.39 0.60 8.42 0.15 。.05 0.56 0.0!) 0.22 く001 0 02 37.56 0 993 0.223 

IHAK-6 3号炉 SX31流出孔滓 40.01 0.02 47.49 4.40 25 64 6 19 2 65 3 21 0 89 0.52 0 45 6 26 0.15 0.03 0.37 0.04
 020 <0.01 0.01 3910 0 977 0.156 

|HAK-7 炉内滓 39.21 0.05 37.08 14.78 17 56 6 21 1.69 3 66 0.50 0 30 0.46 12.76 0.26 0.04 0.24 0.08
 0 84 <0.01 0.0 1 29 92 0 763 0 325 

IHAK-10 排滓坦 ぽ動滓 42.27 0.15 48 21 6 64 22 73 5 76 3 07 3.30 0 81 0.45 0 52 6 49 0 16 0.04 
0 39 0.02 0.16 く001 0 02 36 12 0.855 0 154 

IHAK-11 1炉底塊（含鉄） 37 09 1 05 33.84 13 92 23.73 6.44 2.82 2.28 1.02 0.56 0.36 6 18 0.19 0.09 0.36 0.45
 0.29 <0.01 002 36 85 0 994 0.167 

IHAK-13 1炉内滓（含鉄） 53.71 2.52 51.45 16 01 8 77 3 08 2.80 3 53 0.32 012 0.49 7.84 0.20 0 06 0.38 0 18
 0.30 O.D1 く001 18 62 0.347 0 146 

lHAK-15 1炉内滓（含鉄） 4518 2066 1911 13 82 28 19 7 11 1 42 1 95 1.05 0 71 0 21 3 79 0 21 O.03 
0 22 0.05 0.29 0.03 O.o1 40.43 0.895 0.084 

HAK-16 鉄塊系遺物 43 47 5 90 13-29 38 95 1516 3 66 0.97 0.53 0.59 0.43 0.04 0.42 0 16 0.08 0.27 0.33
 O.D2 0,01 0.02 21 34 0 491 0.010 

Table3 出土遺物の調査結果のまとめ

符号 遺跡名 出土位置 遺物名称 推定年代 顕微鏡組織 化学組成(%) 所見

TotaI F釦 Oa塩基性 TiOi V MnO ガラス質 Cu 

Fe 成分 成分

炉9乙竺9ヽ紐庄廷＼ I8四世半紀期第11
: 壁胎土粘土鉱物、石英長石粒混在

耐火度1160゚C、製鉄炉の炉壁としては酎火性の低い性状

IHAK-1 箱石 3号炉 SX3 熱砂鉄含チタン鉄鉱U+F 4.67 4.88 1 99 0 80 0.02 0.13 85 09 <0.01 製鉄原料含チタン鉄鉱

1炉床土胎士粘土鉱物石英長石砂鉄粒子混在

炉壁（HAK-1)と近似する成分、やはり酎火性は低いと推測さ

IHAK-2 （第5次調査） 排滓場 炉床士 4.89 5 64 1 89 0 88 0.02 0 12 85 82 <0.01 れる。

但 1号炉 SX1 I流出溝滓 滓部UとHの固溶体＋F、微小金属鉄フェうイト単相 37 83 9 52 8 68 8.42 0 22 060 37 56 く0.01砂鉄製錬滓（原料含チタン鉄鉱）

担 炉内滓（含鉄） 滓部R，鉄部亜共析組織～共析紐織（燐偏析顕著） 製錬生成鉄（原料含チタン鉄鉱，高温製錬）

|HAK-5 3号炉 SX3 砂鉄焼結塊 含チタン鉄鉱凝集分解滓化進行 含チタン鉄鉱

IHAK-6 流出孔滓 滓部U+F 4001 4.40 5 86 6 26 0 20 0.45 3910 <0.01 砂鉄製錬滓（原料含チタン鉄鉱I

山 炉肉滓 滓部U+F 39 21 14.78 5 35 12.76 0.84 0.46 29 92 <0.01 砂鉄製錬滓（原料•含チタン鉄鉱）

被熱砂鉄含チタン鉄鉱、滓部U+W+F、 砂鉄製錬滓（原料含チタン鉄鉱）金属鉄は未凝集で鉄素材と

三 炉内滓（含鉄） 金属鉄フェライト単相～共析組繊 なり得る品位ではない

四 排滓場
マ（砂7鉄99焼1卜結糸）坦物 被熱砂鉄凝集滓化分解進行、滓部U•F 砂鉄製錬滓（原料含チタン鉄鉱I

IHAK-10 流動滓 滓部UとHの国溶体＋M+F、微小金属鉄フェうイト単相 4227 6 64 6 37 6 49 0.16 052 3612 く001 ！製錬滓1原料含チタン鉄鉱）

I
百錬滓（原料含チタン鉄鉱）、金属鉄は未凝集で、鉄素材となり

IHAK-11 炉底塊（含鉄） 滓部U+F金属鉄9ェライト単相～共析組織 37 09 13 92 510 618 。.29 0 36 36 85 く001 る昴位ではない
凸巡逗 鉄塊系遺物 金属鉄過共析組織（燐偏析顕著） 1製錬生成鉄（高温製錬）、高炭素鋼

製錬滓（原料含チタン鉄鉱），金属鉄は未凝集で、鉄素材となり

匝 炉内滓（含鉄） 滓部UとHの固溶体＋W+F、微小金属鉄7ェライト単相 53 71 16 01 6 33 7 84 0 30 0 49 18 62 o 011得る品位ではない

|HAK-14 鉄塊系遥物
被金熱属砂鉄鉄亜（共含析チタ組ン鉄織鉱～）過、滓共部析組R、織 製錬生成鉄（原料含チタン鉄鉱，高温製錬）高炭素浬主体

滓部U+F、金属鉄九うイト単相

製得錬る品滓位（原で料は含なチタン鉄鉱）、金属鉄は未凝集で、鉄素材となり

|HAK-15 炉肉滓（含鉄） 45 18 13 82 3 37 3 79 0.29 0 21 4043 0 03 い

HAK~16 鉄塊系退物 金屈鉄過共析組織～鋳鉄組織（燐偏析顕著） 4347 38 95 1 50 0.42 a 02 a 04 21 34 001製錬生成鉄（高温製錬）、高炭素錮主体

U,UI, spicel(2FeO・TiO,) F Fayalite(2FeO・SiO, H Heccycite(FeO・AI,釘) R Rotile(TiO,) W W tite(FeO) M M
agcetite(Fe,O心
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Fig.1 埼玉県下の製鉄遺跡出土砂鉄旦製錬滓の化学分析結果
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Fig.2 箱石遺跡出土含鉄鉄滓准失塊系遺物の断面顕微鏡観察結果
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Photo.4 マゲネタイト系遺物・流動滓の顕微鏡組織（原本を60％縮小）
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Photo. 5 炉底塊（含鉄） ・鉄塊系遺物の顕微鏡組織（原本を60％縮小）
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Photo. 7 炉内滓（含鉄）鉄塊系遺物の顕微鏡組織（原本を60％縮小）
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Photo10 上段

下段

炉底塊（含鉄） （HAK-13)のマクロ組識 (X5) 

鉄塊系遺物 (HAK-14)のマクロ組織 (X5) 

（原本を70％縮小）

Photo9 上段

下段

炉底塊（含鉄）のマクロ組織 (x5)

鉄塊系遺物 (HAK-12)のマクロ組織 (X5) 

（原本を70％縮小）
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Photo11 上段

下段

炉底塊（含鉄） （HAK-15)のマクロ組織 (x5)

鉄塊系遺物 (HAK-15)のマクロ組織 (X5) 

（原本を70％縮小）

Photo12 EPMA調査結果
反射電子像 (COMP) ・特性X線像（70％縮小）および定菫分析値
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Photo 14 EPMA調査結果
反射電子像 (COMP) ・特性X線像（70％縮小）および定量分析値
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